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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

相模原市障害福祉計画等の策定にあたり、市内に居住する障がい者等を対象とした障がい者施策

等に関するアンケート調査、及び障がい福祉団体等を対象としたヒアリング調査を、障がい者の実

情や福祉をはじめとする各種施策のニーズと市民の意識等を把握する目的で実施しました。 

 

２ アンケート調査の概要 

（１）調査地域 相模原市 

（２）調査対象 相模原市居住の①身体障がい者、②知的障がい者、③難病患者、 

④重症心身障がい児者、⑤発達障がい者、⑥精神障がい者、⑦市民 

（３）抽出方法・標本数 

調査対象 抽出方法 標本数 

① 身体障がい者 身体障害者手帳所持者から無作為抽出 680 

② 知的障がい者 療育手帳所持者から無作為抽出 660 

③ 難病患者 特定医療費（指定難病）医療受給者証所持者から無作為抽出 650 

④ 重症心身障がい児者 市内に住民登録のある重症心身障がい児者 240 

⑤ 発達障がい者 療育手帳所持者からＢ２-２項該当者 535 

⑥ 精神障がい者 精神障害者保健福祉手帳所持者から無作為抽出 680 

⑦ 市民 18歳以上の市民から無作為抽出 680 

合  計 4,125 

 

（４）調査方法 郵送による配付・郵送またはオンラインによる回答 

（５）調査期間 令和７年12月17日（水）～令和８年１月30日（金） 

（６）回収結果 

調査対象 配付数 有効回収数 有効回収率 

① 身体障がい者 680票 448票 66.1％ 

② 知的障がい者 660票 333票 50.5％ 

③ 難病患者 650票 415票 63.8％ 

④ 重症心身障がい児者 240票 125票 52.1％ 

⑤ 発達障がい者 535票 289票 54.0％ 

⑥ 精神障がい者 680票 360票 52.9％ 

⑦ 市民 680票 364票 53.5％ 

合  計 4,125票 2,334票 56.0％ 
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３ ヒアリング調査の概要 

（１）調査地域 相模原市 

（２）調査対象 相模原市内の障がい福祉団体、特別支援学校、障害福祉サービス事業所等 

（３）調査方法 事前にヒアリング調書を郵送し、その回答内容に基づき必要に応じて、団体等

にヒアリング調査を実施しました。 

（４）調査の対象 

ⅰ 障がい福祉団体（22団体） 

①障害者が地域で生きる会 ⑫エンジェル会 

②車いすと杖の会 ⑬相模原市自閉症児・者親の会（相模原やまびこ会） 

③相模原市肢体障害者協会 ⑭（一社）相模原市手をつなぐ育成会 

④天命会 ⑮わたげ 

⑤相模原失語症友の会 ⑯あしたば会（相模原市精神障がい者仲間の会） 

⑥相模原市視覚障害者協会 ⑰NPO法人ぴあっと 

⑦相模原市腎友会 ⑱ボルトナット会 

⑧相模原市聴覚障害者協会 ⑲みどり会（相模原市精神保健福祉家族会みどり会） 

⑨(特非)相模原市難聴者協会・土の会 ⑳四つ葉会 

⑩ハイジの会 ㉑オンリーワン 

⑪あすなろ会 ㉒相模原市障害者地域作業所等連絡協議会 

ⅱ 特別支援学校（５校） 

①神奈川県立相模原支援学校 ④神奈川県立津久井支援学校 

②神奈川県立相模原支援学校 橋本分教室 ⑤神奈川県立座間支援学校 

③神奈川県立相模原中央支援学校  

ⅲ 障害福祉サービス事業所等（15施設） 

①相模原市立上九沢身体障害者デイサービスセンター ⑨カモミール横山台 

②かわせみ荘 ⑩ヘルパーステーション千代田 

③くりのみ学園 ⑪サポートルーム ぼっちぼっち 

④ワゲン療育病院長竹 ⑫あみ 

⑤児童発達支援センターいっぽ ⑬ワークショップ・フレンド 

⑥こども広場 ワンダーステップ ⑭相模原療育園 

⑦やまびこ工房 ⑮ブーケ 

⑧たんぽぽの家  
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（５）調査項目 

○基礎項目（会員数、職員数、利用施設等） 

○目標及び活動の内容、今後新たに実施する予定の活動 

○目標の達成に向けての課題（活動、組織・人員、その他） 

○地域福祉、地域生活について（意見・要望、団体としての取り組み、市に期待する取り組み） 

○市の障がい福祉施策に関する意見・要望 

○障がい者の「害」という表記について 

○その他 

○ヒアリング実施希望の有無 

 

 

４ この報告書の見方 

（１）図表中の「ｎ」は、各質問の回答者数を示します。 

（２）調査結果の比率は、ｎを基数として比率を算出し、小数点以下第２位を四捨五入して１位

まで示しました。したがって、すべての選択肢の比率を合計しても100.0％にならない場合

があります。 

（３）複数回答の設問では、ｎを基数として比率を算出しているため、すべての選択肢の比率は

通常100.0％を超えます。 

（４）クロス集計による分析では、年齢などの分析項目とした質問に無回答である層の結果を表

示していません。しかし全体の基数（ｎ）には含めているため、分析項目とした質問のす

べての層の基数（ｎ）の合計は、全体の基数（ｎ）に一致しない場合があります。 
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Ⅱ 障がいのある人へのアンケート調査の結果 

１ 回答者の属性 

（１）調査の回答者 

この調査票に記入していただくのはどなたですか。（○は１つ） 

「本人が記入」が50.5％、「本人の意見を聞いて、家族や介助者や施設職員などが記入」が19.7％、

「本人の意見を確認することが難しいので、家族や介助者や施設職員などが記入」が19.1％などと

なっています。 

障がい種別にみると、“知的障がい者”、“重症心身障がい児者”では「本人の意見を確認するこ

とが難しいので、家族や介助者や施設職員などが記入」が最も多くなっています。また、“発達障

がい者”では「本人の意見を聞いて、家族や介助者や施設職員などが記入」が最も多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=360)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

59.6

27.3

75.8

74.2

1.6

18.7

15.6

29.1

11.4

8.4

15.2

43.9

11.6

35.4

3.6

4.6

75.2

27.7

0.4

0.3

1.1

0.8

1.4

12.7

7.8

8.1

12.8

7.2

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=1,970)
50.5 19.7 19.1

0.6

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が記入

本人の意見を聞いて、家族や介助者や施設職員などが記入

本人の意見を確認することが難しいので、家族や介助者や施設職員などが記入

その他

無回答
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（２）性別 

問１ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

「男性」が50.9％、「女性」が47.3％となっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”、“精神障がい者”、“難病患者”、“重症心身障がい児者”

では「女性」のほうが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=360)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

46.4

62.5

44.7

37.8

47.2

72.3

52.9

35.7

53.1

59.8

52.0

24.9

0.2

1.2

0.6

0.2

0.8

1.4

0.4

0.6

1.7

2.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,970)

50.9 47.3

0.7

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 無回答



6 

（３）年齢 

問２ 年齢（令和７年12月１日現在）はおいくつですか。（数字を記入） 

「40歳～64歳」が28.8％と最も多く、次いで「18歳～39歳」が22.5％、「75歳以上」が17.7％など

となっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”では「75歳以上」が最も多くなっています。また、“知的

障がい者”、“重症心身障がい児者”では「18歳～39歳」が最も多くなっています。また、“発達

障がい者”では「６歳～11歳」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=360)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

0.2

3.6

6.4

4.2

1.1

10.8

1.1

10.4

43.9

1.8

9.9

1.4

12.8

27.0

6.5

45.3

27.5

10.1

47.2

21.8

18.5

24.0

58.3

40.2

19.2

1.4

24.3

2.4

6.4

17.6

1.6

46.9

1.2

2.8

29.9

0.7

2.7

2.5

2.2

2.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,970)

1.7

9.4 7.1 22.5 28.8 10.9 17.7 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０歳～５歳 ６歳～11歳 12歳～17歳

18歳～39歳 40歳～64歳 65歳～74歳

75歳以上 無回答

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答



7 

（４）地区 

問３ 現在のお住まいの地区はどこですか。（○は１つ） 

「緑区」が22.5％、「中央区」が36.9％、「南区」が39.0％、「市外」が0.4％となっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「中央区」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=360)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

26.6

26.1

17.5

23.1

22.4

17.3

35.5

34.8

38.9

35.9

41.6

38.4

37.5

38.1

40.8

38.6

34.4

42.6

0.2

0.8

0.2

1.6

0.3

0.2

0.9

1.9

2.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,970)

22.5 36.9 39.0

0.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緑区 中央区 南区 市外 無回答



8 

（５）障害者手帳の取得状況 

問４ 障害者手帳はお持ちですか。（○は１つ） 

障害者手帳の所持は、「持っている」が77.4％、「持っていない」が21.0％となっています。 

障がい種別にみると、“難病患者”では「持っていない」のほうが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=360)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

98.9

92.8

98.1

18.3

86.4

81.7

0.4

7.2

0.8

76.9

13.6

17.0

0.7

1.1

4.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,970)

77.4 21.0 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない 無回答



9 

（６）障害者手帳の種別と等級 

問４-１ 問４で「１ 持っている」とお答えの方のうち、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳を

お持ちの方にお聞きします。現在お持ちの障害者手帳の等級は何級ですか。 

 （○はいくつでも） 

問４-２ 問４で「１ 持っている」とお答えの方のうち、身体障害者手帳をお持ちの方にお聞きしま

す。現在お持ちの障害者手帳の総合等級は何級ですか。（○は１つ） 

持っている障害者手帳の種別は、「療育手帳」が45.1％と最も多く、次いで「身体障害者手帳」が

44.2％、「精神障害者保健福祉手帳」が29.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

療育手帳

身体障害者手帳

精神障害者保健福祉手帳

無回答

45.1 

44.2 

29.6 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%(n=1,525)



10 

◎手帳の重複所持の状況 

前記各質問の回答から、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を重複して持って

いるか整理すると、全体では「身体障害単独」が30.1％と最も多く、次いで「知的障害単独」が29.5％、

「精神障害単独」が20.8％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=443)

知的障がい者
(n=309)

精神障がい者
(n=353)

難病患者
(n= 76)

重症心身障がい児者
(n=108)

発達障がい者
(n=236)

90.1

0.6

0.8

72.4

77.3

0.6

2.6

0.9

87.3

0.2

0.3

84.4

14.5

0.9

2.1

4.1

8.7

0.3

1.3

92.6

1.3

5.6

5.4

3.9

9.7

6.2

8.9

1.9

1.1

1.3

3.7

1.3

1.1

3.9

1.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=1,525)
30.1 29.5 20.8 9.8 3.1 4.8

1.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害単独 知的障害単独

精神障害単独 身体障害と知的障害

身体障害と精神障害 知的障害と精神障害

身体障害と知的障害と精神障害 無回答



11 

①身体障害者手帳の等級 

「１級」が45.3％と最も多く、次いで「４級」が18.1％、「２級」が14.8％などとなっています。 

障がい種別にみると、“精神障がい者”では「２級」が最も多くなっています。また、“発達障が

い者”では「４級」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=443)

知的障がい者
(n= 36)

精神障がい者
(n= 27)

難病患者
(n= 60)

重症心身障がい児者
(n=105)

発達障がい者
(n=  3)

38.8

41.7

18.5

26.7

92.4

13.3

30.6

40.7

23.3

4.8

14.2

11.1

14.8

16.7

1.0

33.3

23.5

2.8

7.4

21.7

66.7

3.4

2.8

11.1

5.0

1.0

4.5

5.6

7.4

3.3

2.3

5.6

3.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=674)
45.3 14.8 12.3 18.1

3.4

3.9 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答



12 

②療育手帳の等級 

「Ａ１」が25.3％、「Ａ２」が9.2％、「Ｂ１」が11.5％、「Ｂ２」が54.1％となっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”、“重症心身障がい児者”では「Ａ１」が最も多くなって

います。また、“難病患者”では「Ｂ１」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n= 18)

知的障がい者
(n=302)

精神障がい者
(n= 29)

難病患者
(n= 4)

重症心身障がい児者
(n=105)

発達障がい者
(n=230)

66.7

17.9

10.3

25.0

99.0

11.1

18.9

6.9

25.0

1.0

5.6

20.9

37.9

50.0

0.9

16.7

42.4

44.8

99.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=688)
25.3 9.2 11.5 54.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 無回答



13 

全　体

(n=452)
14.2 63.5 22.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級 ２級 ３級 無回答

③精神障害者保健福祉手帳の等級 

「１級」が14.2％、「２級」が63.5％、「３級」が22.3％となっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「１級」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n= 26)

知的障がい者
(n= 37)

精神障がい者
(n=343)

難病患者
(n= 15)

重症心身障がい児者
(n= 5)

発達障がい者
(n= 26)

42.3

29.7

9.6

20.0

80.0

7.7

46.2

59.5

65.3

66.7

20.0

69.2

11.5

10.8

25.1

13.3

23.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%



14 

（７）身体障害の種別と等級 

問４-３ 身体障害者手帳をお持ちの方にお聞きします。あてはまる障がいの種別の番号に○をつけ

て、等級をご記入ください。（○はいくつでも） 

「肢体不自由」が55.5％と最も多く、次いで「内部障害」が30.4％、「聴覚・平衡機能障害」が9.1％

などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声機能障害・言語機能・そしゃく機能障害

肢体不自由

内部障害

無回答

10.0 

8.3 

5.0 

60.0 

23.3 

3.3 

0% 50% 100%

難病患者(n=60)

7.6 

5.7 

1.9 

95.2 

6.7 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=105)

0.0 

33.3 

0.0 

33.3 

33.3 

0.0 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=3)

【障がい種別】

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声機能障害・言語機能・そしゃく機能障害

肢体不自由

内部障害

無回答

5.9 

9.7 

2.9 

44.5 

40.6 

2.5 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=443)

2.8 

5.6 

8.3 

80.6 

5.6 

11.1 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=36)

0.0 

14.8 

0.0 

40.7 

3.7 

44.4 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=27)

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声機能障害・言語機能・そしゃく機能障害

肢体不自由

内部障害

無回答

6.1 

9.1 

3.1 

55.5 

30.4 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=674)



15 

①視覚障害の等級 

「１級」が39.0％と最も多く、次いで「２級」が26.8％、「３級」、「５級」が9.8％などとなって

います。 

障がい種別は、ｎが少ないため割愛します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②聴覚・平衡機能障害の等級 

「４級」が26.2％と最も多く、次いで「６級」が24.6％、「２級」が23.0％などとなっています。 

障がい種別は、ｎが少ないため割愛します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③音声機能障害・言語機能・そしゃく機能障害の等級 

「３級」が38.1％、「４級」が33.3％となっています。 

障がい種別は、ｎが少ないため割愛します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体

(n= 41)
39.0 26.8 9.8 9.8 7.3 7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答

全　体

(n= 61)
23.0 14.8 26.2 3.3 24.6 8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答

全　体

(n= 21)
38.1 33.3 28.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３級 ４級 無回答

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答



16 

④肢体不自由の種別と等級 

肢体不自由の種別は、「下肢」が60.7％と最も多く、次いで「上肢」が40.9％、「体幹」が33.7％

となっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「体幹」が最も多くなっています。また、“発

達障がい者”では「上肢」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上肢

下肢

体幹

無回答

27.8 

63.9 

27.8 

22.2 

0% 50% 100%

難病患者(n=36)

53.0 

59.0 

61.0 

24.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=100)

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=1)

【障がい種別】

上肢

下肢

体幹

無回答

35.5 

61.4 

19.3 

23.9 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=197)

44.8 

55.2 

51.7 

17.2 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=29)

54.5 

72.7 

18.2 

0.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=11)

上肢

下肢

体幹

無回答

40.9 

60.7 

33.7 

22.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%(n=374)



17 

 

肢体不自由の等級は、「１級」が40.6％と最も多く、次いで「２級」が18.2％、「３級」が14.7％

などとなっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”では「３級」が最も多くなっています。また、“精神障が

い者”、“難病患者”では「２級」が最も多くなっています。また、“発達障がい者”では「４級」

が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=197)

知的障がい者
(n= 29)

精神障がい者
(n=  11)

難病患者
(n= 36)

重症心身障がい児者
(n=100)

発達障がい者
(n=  1)

21.3

44.8

25.0

88.0

19.8

24.1

36.4

36.1

5.0

22.3

13.8

18.2

13.9

18.3

3.4

9.1

13.9

1.0

100.0

6.6

3.4

27.3

1.0

2.5

9.1

2.0

3.4

7.1

6.9

11.1

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=374)
40.6 18.2 14.7 12.0 4.8

1.61.3

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級 ２級 ３級 ４級 ５級

６級 ７級 無回答

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答
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⑤内部障害の種別と等級 

内部障害の種別は、「心臓」が40.5％と最も多く、次いで「じん臓」が16.1％、「直腸」が8.8％な

どとなっています。 

障がい種別にみると、“知的障がい者”では「心臓」、「免疫機能」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心臓

じん臓

呼吸器

ぼうこう

直腸

小腸

免疫機能

肝臓

無回答

42.9 

0.0 

21.4 

0.0 

0.0 

14.3 

7.1 

7.1 

14.3 

0% 50% 100%

難病患者(n=14)

57.1 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=7)

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=1)

【障がい種別】

心臓

じん臓

呼吸器

ぼうこう

直腸

小腸

免疫機能

肝臓

無回答

38.9 

17.8 

5.0 

6.1 

9.4 

2.2 

0.0 

1.1 

25.6 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=180)

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=2)

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=1)

心臓

じん臓

呼吸器

ぼうこう

直腸

小腸

免疫機能

肝臓

無回答

40.5 

16.1 

6.3 

5.9 

8.8 

2.9 

1.0 

1.5 

23.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%(n=205)
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内部障害の等級は、「１級」が52.7％、「２級」が1.5％、「３級」が8.8％、「４級」が22.0％とな

っています。 

障がい種別にみると、“知的障がい者”では「２級」、「３級」が最も多くなっています。また、“発

達障がい者”では「４級」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=180)

知的障がい者
(n=  2)

精神障がい者
(n=  1)

難病患者
(n= 14)

重症心身障がい児者
(n=  7)

発達障がい者
(n=  1)

53.9

35.7

85.7

1.1

50.0

7.8

50.0

14.3

14.3

22.2

28.6

100.0

15.0

100.0

21.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=205)
52.7

1.5

8.8 22.0 15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級 ２級 ３級 ４級 無回答
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（８）自立支援医療（精神通院）の受給、障がいの診断などの状況 

問４-４ 自立支援医療（精神通院）の受給、障がいの診断などについておたずねします。（あてはま

る番号のすべてに○をつけてください。） 

「発達障害と診断された」が25.5％最も多く、次いで「指定難病と診断された」が23.3％、「自立

支援医療（精神通院）を受給している」が22.2％などとなっています。また、「上記のいずれにも該

当しない」が23.5％となっています。 

障がい種別にみると、“知的障がい者”、“発達障がい者”では「発達障害と診断された」が最も

多くなっています。また、“精神障がい者”では「自立支援医療（精神通院）を受給している」が

最も多くなっています。また、“難病患者”では「指定難病と診断された」が最も多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

自立支援医療（精神通院）を受給している

発達障害と診断された

高次脳機能障害と診断された、
又はその症状が確認された

指定難病と診断された

上記のいずれにも該当しない

無回答

2.9 

1.6 

4.0 

7.6 

56.9 

27.9 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

18.0 

35.4 

0.9 

3.0 

34.5 

16.8 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

84.4 

21.7 

1.7 

3.1 

4.4 

5.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=360)

自立支援医療（精神通院）を受給している

発達障害と診断された

高次脳機能障害と診断された、
又はその症状が確認された

指定難病と診断された

上記のいずれにも該当しない

無回答

22.2 

25.5 

1.8 

23.3 

23.5 

12.0 

0% 10% 20% 30%
(n=1,970)
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【障がい種別】

自立支援医療（精神通院）を受給している

発達障害と診断された

高次脳機能障害と診断された、
又はその症状が確認された

指定難病と診断された

上記のいずれにも該当しない

無回答

3.1 

0.2 

1.0 

93.5 

2.2 

3.6 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

9.6 

9.6 

4.0 

10.4 

53.6 

17.6 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

12.1 

99.3 

0.0 

1.0 

0.0 

0.3 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)
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（９）障害支援区分 

問５ あなたの障害支援区分は何ですか。（○は１つ） 

「認定を受けていない」が48.5％と最も多く、次いで「区分６」が7.5％、「非該当」が7.3％など

となっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「区分６」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

非該当

認定を受けていない

無回答

1.7 

2.9 

3.1 

2.4 

1.0 

2.4 

9.6 

54.9 

21.9 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

7.2 

1.6 

0.8 

0.0 

0.8 

49.6 

0.0 

30.4 

9.6 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

0.3 

3.1 

1.7 

2.8 

1.0 

0.3 

12.5 

67.1 

11.1 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【障がい種別】

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

非該当

認定を受けていない

無回答

2.9 

1.6 

2.9 

1.6 

1.6 

4.5 

4.7 

42.9 

37.5 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

0.9 

3.3 

7.2 

9.0 

6.3 

14.4 

4.8 

36.6 

17.4 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

1.2 

4.9 

9.6 

2.9 

1.2 

1.5 

8.4 

50.6 

19.8 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

非該当

認定を受けていない

無回答

1.9 

3.0 

4.6 

3.3 

2.0 

7.5 

7.3 

48.5 

22.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,954)
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（10）介護保険制度における要介護度 

問６ あなたの介護保険制度における要介護度（認定区分）は何ですか。（○は１つ） 

「認定を受けていない」が69.7％と最も多く、次いで「要支援２」が3.0％、「要介護２」が2.9％

などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

認定を受けていない

無回答

2.9 

4.3 

1.7 

6.3 

3.1 

3.9 

4.1 

67.0 

6.7 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

2.4 

0.0 

1.6 

0.8 

0.8 

0.0 

2.4 

68.8 

23.2 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

92.0 

8.0 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【障がい種別】

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

認定を受けていない

無回答

3.6 

7.4 

2.7 

6.5 

6.5 

6.3 

3.1 

50.9 

13.2 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

0.6 

0.6 

0.6 

0.0 

0.3 

0.6 

0.0 

73.3 

24.0 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

1.2 

1.7 

1.2 

0.3 

1.2 

0.6 

0.3 

75.6 

18.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

認定を受けていない

無回答

1.9 

3.0 

1.4 

2.9 

2.5 

2.5 

1.8 

69.7 

14.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%(n=1,954)
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（11）介護保険によるサービスの利用状況 

問６-１ 問６で「１（要支援１）～７（要介護５）」とお答えの方にお聞きします。あなたは介護保

険によるサービスを利用していますか。（○は１つだけ） 

「利用している」が77.2％、「利用していない」が20.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=161)

知的障がい者
(n=  9)

精神障がい者
(n= 22)

難病患者
(n=109)

重症心身障がい児者
(n=  10)

発達障がい者
(n=  0)

78.3

55.6

68.2

79.8

70.0

18.6

44.4

31.8

17.4

30.0

3.1

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=311)

77.2 20.3 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答
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（12）利用している介護保険によるサービス 

問６-２ 問６-１で「１ 利用している」とお答えの方にお聞きします。利用している介護保険サー

ビスはどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

「福祉用具貸与」が39.6％と最も多く、次いで「通所介護（デイサービス）」が30.0％、「訪問看

護」が27.1％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

福祉用具貸与

通所介護（デイサービス）

訪問看護

訪問介護（ホームヘルプサービス）

訪問リハビリテーション

通所リハビリテーション

特定福祉用具販売

訪問入浴介護

短期入所生活介護（ショートステイ）

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

特定施設入居者生活介護

（有料老人ホーム等）

介護療養型医療施設

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

居宅療養管理指導

夜間対応型訪問介護

認知症対応型共同生活介護

（グループホーム）

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

介護医療院

地域密着型通所介護

短期入所療養介護

看護小規模多機能型居宅介護

（複合型サービス）

認知症対応型通所介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

小規模多機能型居宅介護

無回答

39.6 

30.0 

27.1 

25.4 

21.3 

20.4 

8.8 

8.3 

6.3 

5.0 

4.6 

3.8 

2.1 

1.7 

1.7 

1.3 

1.3 

1.3 

0.8 

0.4 

0.4 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
(n=240)
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障がい種別にみると、“知的障がい者”では「通所介護（デイサービス）」、「介護老人福祉施設」

が最も多くなっています。また、“精神障がい者”では「福祉用具貸与」、「訪問看護」、「訪問介護

（ホームヘルプサービス）」が最も多くなっています。また、“重症心身障がい児者”では「通所介

護（デイサービス）」、「訪問看護」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

【障がい種別】

福祉用具貸与

通所介護（デイサービス）

訪問看護

訪問介護（ホームヘルプサービス）

訪問リハビリテーション

通所リハビリテーション

特定福祉用具販売

訪問入浴介護

短期入所生活介護（ショートステイ）

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

特定施設入居者生活介護
（有料老人ホーム等）

介護療養型医療施設

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

居宅療養管理指導

夜間対応型訪問介護

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

介護医療院

地域密着型通所介護

短期入所療養介護

看護小規模多機能型居宅介護
（複合型サービス）

認知症対応型通所介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

小規模多機能型居宅介護

無回答

43.7 

30.2 

26.2 

23.8 

17.5 

26.2 

8.7 

7.9 

4.8 

5.6 

7.9 

3.2 

0.0 

1.6 

0.8 

0.8 

0.8 

0.8 

1.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=126)

0.0 

40.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

20.0 

40.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=5)

33.3 

20.0 

33.3 

33.3 

20.0 

6.7 

13.3 

0.0 

0.0 

0.0 

6.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.7 

6.7 

0.0 

6.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=15)
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【障がい種別】

福祉用具貸与

通所介護（デイサービス）

訪問看護

訪問介護（ホームヘルプサービス）

訪問リハビリテーション

通所リハビリテーション

特定福祉用具販売

訪問入浴介護

短期入所生活介護（ショートステイ）

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

特定施設入居者生活介護
（有料老人ホーム等）

介護療養型医療施設

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

居宅療養管理指導

夜間対応型訪問介護

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

介護医療院

地域密着型通所介護

短期入所療養介護

看護小規模多機能型居宅介護
（複合型サービス）

認知症対応型通所介護

地域密着型特定施設入居者生活介護

小規模多機能型居宅介護

無回答

39.1 

29.9 

27.6 

28.7 

27.6 

17.2 

8.0 

8.0 

8.0 

3.4 

0.0 

5.7 

4.6 

1.1 

3.4 

1.1 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0% 50% 100%

難病患者(n=87)

14.3 

42.9 

42.9 

14.3 

28.6 

0.0 

14.3 

28.6 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

14.3 

0.0 

14.3 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=7)

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=0)
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（13）現在の生活拠点 

問７ あなたは、いまどこで生活していますか。（○は１つ） 

「自分または家族の持ち家」が65.7％と最も多く、次いで「民間の賃貸住宅・借家・借間・アパ

ート」が16.4％、「グループホーム」が4.5％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分または家族の持ち家

民間の賃貸住宅・借家・借間・アパート

県営・市営住宅、公社・公団の賃貸住宅

社宅・公務員住宅等の貸与住宅

病院に入院している

グループホーム

入所施設

その他

無回答

73.3 

13.3 

3.1 

1.0 

2.2 

0.5 

3.9 

0.5 

2.4 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

63.2 

4.8 

4.8 

0.0 

4.0 

4.8 

16.0 

1.6 

0.8 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

74.0 

19.4 

3.5 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

0.0 

1.0 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【障がい種別】

自分または家族の持ち家

民間の賃貸住宅・借家・借間・アパート

県営・市営住宅、公社・公団の賃貸住宅

社宅・公務員住宅等の貸与住宅

病院に入院している

グループホーム

入所施設

その他

無回答

69.6 

11.6 

5.1 

0.0 

2.5 

1.3 

6.7 

0.4 

2.7 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

58.6 

13.8 

3.6 

0.6 

1.8 

14.4 

4.8 

0.3 

2.1 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

52.0 

30.5 

5.5 

0.0 

2.6 

5.5 

1.2 

0.0 

2.6 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)

自分または家族の持ち家

民間の賃貸住宅・借家・借間・アパート

県営・市営住宅、公社・公団の賃貸住宅

社宅・公務員住宅等の貸与住宅

病院に入院している

グループホーム

入所施設

その他

無回答

65.7 

16.4 

4.2 

0.3 

2.0 

4.5 

4.4 

0.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=1,954)
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（14）一緒に生活している人 

問７-１ 問７で「１」～「４」または「８」とお答えの方（病院、グループホーム、入居施設以外で

生活している方）にお聞きします。あなたは、いまだれと生活していますか。（○はいくつ

でも） 

「親」が45.7％と最も多く、次いで「配偶者」が30.7％、「兄弟・姉妹」が21.0％などとなってい

ます。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”、“難病患者”では「配偶者」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

親

配偶者

兄弟・姉妹

子（成人）

子（未成年）

孫

配偶者の親

友人・知人

その他

一人で暮らしている

無回答

12.9 

50.6 

5.7 

29.3 

2.6 

4.1 

0.5 

0.0 

2.1 

18.8 

3.6 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=389)

82.8 

5.5 

39.1 

1.2 

0.8 

0.0 

0.8 

0.8 

5.9 

5.5 

3.5 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=256)

39.6 

27.4 

12.2 

8.3 

7.9 

0.3 

0.7 

0.3 

1.7 

23.8 

3.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=303)

親

配偶者

兄弟・姉妹

子（成人）

子（未成年）

孫

配偶者の親

友人・知人

その他

一人で暮らしている

無回答

45.7 

30.7 

21.0 

13.6 

4.5 

1.5 

0.8 

0.2 

2.9 

13.6 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%(n=1,699)



30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、“40歳～64歳”、“65歳～74歳”、“75歳以上”では「配偶者」が最も多くな

っています。 

 

【障がい種別】

親

配偶者

兄弟・姉妹

子（成人）

子（未成年）

孫

配偶者の親

友人・知人

その他

一人で暮らしている

無回答

11.4 

59.8 

2.6 

23.0 

8.2 

2.4 

0.5 

0.3 

0.8 

17.7 

5.3 

0% 50% 100%

難病患者(n=378)

93.5 

1.1 

46.2 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.0 

6.5 

0.0 

2.2 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=93)

94.3 

0.4 

51.8 

0.7 

3.2 

0.0 

1.4 

0.0 

4.3 

1.8 

1.8 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=280)

【年齢別】

親

配偶者

兄弟・姉妹

子（成人）

子（未成年）

孫

配偶者の親

友人・知人

その他

一人で暮らしている

無回答

93.3 

3.3 

63.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.3 

0.0 

3.3 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=30)

99.5 

0.0 

55.7 

0.0 

3.2 

0.0 

1.1 

0.0 

5.9 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

95.7 

0.0 

56.5 

0.0 

0.7 

0.0 

0.7 

0.0 

4.3 

0.0 

3.6 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=138)
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【年齢別】

親

配偶者

兄弟・姉妹

子（成人）

子（未成年）

孫

配偶者の親

友人・知人

その他

一人で暮らしている

無回答

74.0 

10.1 

26.3 

0.8 

5.3 

0.3 

1.1 

0.5 

3.2 

10.3 

2.4 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=377)

28.4 

42.4 

8.9 

15.9 

10.0 

0.2 

1.1 

0.4 

2.3 

21.0 

4.0 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=472)

親

配偶者

兄弟・姉妹

子（成人）

子（未成年）

孫

配偶者の親

友人・知人

その他

一人で暮らしている

無回答

3.3 

66.1 

3.8 

25.7 

0.0 

4.9 

0.5 

0.0 

1.1 

20.2 

5.5 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=183)

0.7 

53.0 

2.5 

35.3 

0.0 

4.9 

0.0 

0.0 

1.4 

18.4 

4.9 

0% 50% 100%

75歳以上(n=283)
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（15）主に介護・介助している人 

問８ あなたを主に介護・介助している人はどなたですか。（○は３つまで） 

また、その人が「１ 父」、「２ 母」、「３ 配偶者」の場合は、（ ）内に年齢を記入してください。 

「母」が32.0％と最も多く、次いで「父」が21.5％、「配偶者」が14.1％などとなっています。ま

た、「介護や介助は必要ではない」が32.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

母

父

配偶者

子

ホームヘルパー等

その他の親族

近所の人、友人・知人

ボランティア

その他

介護や介助は必要ではない

無回答

9.4 

4.9 

27.5 

20.5 

5.8 

4.5 

0.9 

0.0 

8.0 

29.5 

8.3 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

54.1 

39.6 

2.4 

0.0 

9.0 

9.6 

0.0 

0.9 

10.8 

20.4 

4.2 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

24.1 

14.2 

16.6 

4.4 

6.7 

4.4 

2.3 

0.9 

6.7 

36.9 

8.1 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)

母

父

配偶者

子

ホームヘルパー等

その他の親族

近所の人、友人・知人

ボランティア

その他

介護や介助は必要ではない

無回答

32.0 

21.5 

14.1 

8.3 

6.3 

5.1 

1.0 

0.5 

7.2 

32.2 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40%(n=1,954)
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年齢別にみると、“75歳以上”では「子」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

母

父

配偶者

子

ホームヘルパー等

その他の親族

近所の人、友人・知人

ボランティア

その他

介護や介助は必要ではない

無回答

3.6 

1.4 

20.7 

12.8 

6.0 

1.9 

1.4 

0.5 

3.1 

55.4 

6.3 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

74.4 

52.8 

1.6 

0.8 

14.4 

5.6 

0.0 

0.0 

16.8 

7.2 

1.6 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

73.7 

50.2 

0.0 

0.3 

0.7 

6.2 

0.7 

0.3 

4.2 

22.1 

1.0 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【年齢別】

母

父

配偶者

子

ホームヘルパー等

その他の親族

近所の人、友人・知人

ボランティア

その他

介護や介助は必要ではない

無回答

84.8 

72.7 

3.0 

0.0 

3.0 

18.2 

0.0 

0.0 

0.0 

6.1 

9.1 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

87.0 

61.1 

0.5 

0.5 

0.0 

7.6 

0.0 

0.0 

5.9 

11.9 

0.5 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

74.3 

48.6 

0.0 

0.0 

2.9 

4.3 

0.7 

0.0 

1.4 

23.6 

0.0 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)
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【年齢別】

母

父

配偶者

子

ホームヘルパー等

その他の親族

近所の人、友人・知人

ボランティア

その他

介護や介助は必要ではない

無回答

52.6 

33.3 

3.4 

0.2 

7.3 

6.1 

0.9 

1.1 

7.7 

31.3 

2.3 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

15.2 

10.5 

15.4 

5.0 

7.5 

3.6 

1.6 

0.5 

9.1 

46.4 

5.7 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)

母

父

配偶者

子

ホームヘルパー等

その他の親族

近所の人、友人・知人

ボランティア

その他

介護や介助は必要ではない

無回答

1.9 

0.9 

31.5 

11.7 

7.0 

4.2 

0.5 

0.0 

8.9 

36.6 

9.4 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

0.6 

0.3 

28.8 

30.5 

8.1 

4.4 

1.5 

0.3 

6.4 

24.1 

11.9 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)
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①介護・介助している父の年齢 

主な介護・介助者である父の年齢は、「40歳代」が29.3％と最も多く、次いで「50歳代」が24.3％、

「70歳以上」が18.8％などとなっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”、“知的障がい者”では「50歳代」が最も多くなっていま

す。また、“精神障がい者”では「70歳以上」が最も多くなっています。また、“難病患者”では

「60歳代」が最も多くなっています。また、“重症心身障がい児者”では「40歳代」、「50歳代」が

最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n= 22)

知的障がい者
(n=132)

精神障がい者
(n= 49)

難病患者
(n= 6)

重症心身障がい児者
(n= 66)

発達障がい者
(n=145)

9.1

7.6

4.5

18.6

4.5

22.0

4.1

30.3

49.0

31.8

25.8

20.4

33.3

30.3

20.0

18.2

22.0

18.4

66.7

15.2

7.6

27.3

21.2

57.1

18.2

3.4

9.1

1.5

1.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=420)
10.0 29.3 24.3 16.0 18.8 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 無回答

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答
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②介護・介助している母の年齢 

主な介護・介助者である母の年齢は、「40歳代」が29.6％と最も多く、次いで「50歳代」が24.4％、

「60歳代」が15.7％などとなっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”、“精神障がい者”では「70歳以上」が最も多くなってい

ます。また、“知的障がい者”、“難病患者”、“重症心身障がい児者”では「50歳代」が最も多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n= 42)

知的障がい者
(n=180)

精神障がい者
(n= 83)

難病患者
(n=  15)

重症心身障がい児者
(n= 93)

発達障がい者
(n=213)

2.4

0.6

7.1

11.1

7.5

26.3

11.9

25.6

7.2

29.0

47.4

23.8

26.1

27.7

46.7

32.3

16.9

19.0

20.6

21.7

6.7

18.3

8.0

33.3

13.3

39.8

40.0

10.8

0.5

2.4

2.8

3.6

6.7

2.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=626)
0.3

13.7 29.6 24.4 15.7 14.1 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 無回答

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答
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③介護・介助している配偶者の年齢 

主な介護・介助者である配偶者の年齢は、「70歳以上」が50.7％と最も多く、次いで「60歳代」が

19.6％、「50歳代」が14.5％などとなっています。 

障がい種別にみると、“精神障がい者”、“重症心身障がい児者”では「50歳代」が最も多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=123)

知的障がい者
(n=  8)

精神障がい者
(n= 57)

難病患者
(n= 86)

重症心身障がい児者
(n=  2)

発達障がい者
(n=  0)

1.8

2.4

12.5

14.0

1.2

3.3

25.0

19.3

4.7

8.1

12.5

33.3

9.3

100.0

19.5

12.5

19.3

20.9

63.4

37.5

10.5

61.6

3.3

1.8

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=276)
0.4

4.7 7.6 14.5 19.6 50.7 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 無回答

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答



38 

（16）受けている介護・介助の充足度 

（問８で「１」～「９」とお答えの方（あなたを介護・介助している人がいる方）にお聞きします。） 

問８-１ あなたが受けている介護・介助についてどう感じていますか。（○は１つ） 

「十分である」が30.6％と最も多く、次いで「ほぼ十分である」が26.1％、「わからない」が18.8％

などとなっています。 

障がい種別にみると、“難病患者”、“重症心身障がい児者”では「ほぼ十分である」が最も多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=279)

知的障がい者
(n=251)

精神障がい者
(n=189)

難病患者
(n=159)

重症心身障がい児者
(n=114)

発達障がい者
(n=222)

31.5

30.7

30.2

25.2

14.9

41.4

27.2

25.9

23.8

28.9

31.6

22.1

11.1

8.0

14.8

13.2

16.7

5.9

3.6

4.0

5.8

5.0

8.8

1.4

12.9

21.9

21.2

11.9

21.9

23.9

13.6

9.6

4.2

15.7

6.1

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,214)

30.6 26.1 10.9 4.3 18.8 9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分である ほぼ十分である やや不足している

不足している わからない 無回答
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年齢別にみると、“０歳～５歳”では「わからない」が最も多くなっています。また、“65歳～

74歳”、“75歳以上”では「ほぼ十分である」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【年齢別】

０歳～５歳
(n= 28)

６歳～11歳
(n=162)

12歳～17歳
(n=107)

18歳～39歳
(n=293)

40歳～64歳
(n=268)

65歳～74歳
(n=115)

75歳以上
(n=220)

1.4

35.7

34.0

31.8

30.4

31.3

29.6

26.8

10.7

24.7

27.1

25.6

23.1

32.2

29.5

3.6

9.3

7.5

13.3

12.7

5.2

12.3

3.7

1.9

4.4

5.6

3.5

4.5

46.4

25.3

23.4

19.5

18.3

14.8

10.5

3.6

3.1

8.4

6.8

9.0

14.8

16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,214)

30.6 26.1 10.9 4.3 18.8 9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分である ほぼ十分である やや不足している

不足している わからない 無回答
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（17）受けている介護・介助の内容 

（問８で「１」～「９」とお答えの方（あなたを介護・介助している人がいる方）にお聞きします。） 

問８-２ 受けている介護・介助はどのようなことですか。（○はいくつでも） 

「掃除」が54.9％と最も多く、次いで「買物」が54.6％、「食事の準備、あとかたづけ」が54.2％、

「洗濯」が53.2％などとなっています。 

 

 

 
掃除

買物

食事の準備、あとかたづけ

洗濯

通院

外出

お金の管理

入浴

着替え

食事をすること

通園・通学・通所

電車・路線バスなどの利用

会話や意思の伝達

トイレ

洗面

車の乗り降り

電話をかけること

文章を読むこと

いすや車いすへの移動

手紙を書くこと

階段・段差ののりこえ

家の中の移動

寝返り、起きあがり

パソコンの利用

補装具の着脱

通勤

その他

無回答

54.9 

54.6 

54.2 

53.2 

50.8 

50.2 

48.8 

36.0 

28.7 

28.6 

26.1 

26.0 

24.7 

24.2 

22.7 

22.1 

20.1 

19.1 

17.5 

17.5 

15.4 

13.5 

11.4 

11.4 

10.6 

2.4 

7.7 

8.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,214)
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障がい種別にみると、“身体障がい者”では「買物」が最も多くなっています。また、“知的障が

い者”、“発達障がい者”では「お金の管理」が最も多くなっています。また、“精神障がい者”

では「食事の準備、あとかたづけ」が最も多くなっています。また、“重症心身障がい児者”では

「入浴」が最も多くなっています。 

 

 

 

【障がい種別】

掃除

買物

食事の準備、あとかたづけ

洗濯

通院

外出

お金の管理

入浴

着替え

食事をすること

通園・通学・通所

電車・路線バスなどの利用

会話や意思の伝達

トイレ

洗面

車の乗り降り

電話をかけること

文章を読むこと

いすや車いすへの移動

手紙を書くこと

階段・段差ののりこえ

家の中の移動

寝返り、起きあがり

パソコンの利用

補装具の着脱

通勤

その他

無回答

51.3 

54.8 

45.5 

48.7 

49.1 

49.1 

34.1 

34.4 

28.3 

24.7 

7.9 

14.0 

14.7 

20.4 

18.6 

30.5 

15.8 

11.8 

22.9 

13.6 

22.6 

14.0 

12.2 

5.4 

11.5 

0.7 

8.2 

8.6 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=279)

59.0 

61.0 

62.2 

63.3 

56.2 

59.4 

68.9 

41.0 

32.3 

33.1 

42.2 

39.4 

36.7 

27.9 

27.9 

15.1 

29.5 

25.9 

8.4 

24.7 

9.6 

8.4 

6.8 

15.1 

6.4 

5.2 

4.4 

8.8 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=251)

47.6 

44.4 

54.0 

38.1 

39.2 

36.5 

40.2 

16.9 

7.4 

19.0 

7.9 

15.3 

9.0 

5.8 

6.9 

4.8 

11.1 

10.6 

1.6 

5.8 

3.7 

0.5 

1.1 

7.4 

0.5 

3.2 

11.6 

7.4 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=189)
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【障がい種別】

掃除

買物

食事の準備、あとかたづけ

洗濯

通院

外出

お金の管理

入浴

着替え

食事をすること

通園・通学・通所

電車・路線バスなどの利用

会話や意思の伝達

トイレ

洗面

車の乗り降り

電話をかけること

文章を読むこと

いすや車いすへの移動

手紙を書くこと

階段・段差ののりこえ

家の中の移動

寝返り、起きあがり

パソコンの利用

補装具の着脱

通勤

その他

無回答

52.8 

48.4 

43.4 

43.4 

49.7 

41.5 

22.6 

32.1 

28.9 

22.6 

4.4 

12.6 

6.9 

22.0 

15.1 

27.7 

5.0 

4.4 

22.0 

8.2 

18.2 

16.4 

11.3 

5.7 

5.0 

0.6 

7.5 

12.6 

0% 50% 100%

難病患者(n=159)

70.2 

71.1 

79.8 

77.2 

69.3 

84.2 

66.7 

87.7 

86.0 

84.2 

59.6 

40.4 

52.6 

86.0 

78.9 

73.7 

29.8 

35.1 

78.9 

28.9 

52.6 

66.7 

57.0 

21.1 

63.2 

6.1 

14.0 

4.4 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=114)

55.0 

51.8 

50.9 

55.0 

48.2 

41.4 

61.7 

24.8 

13.5 

12.2 

44.6 

37.4 

35.6 

10.4 

11.7 

3.6 

28.4 

30.2 

0.0 

25.2 

1.8 

0.5 

0.9 

17.1 

0.0 

0.0 

4.1 

6.8 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=222)



43 

 

年齢別にみると、“０歳～５歳”、“６歳～11歳”では「通園・通学・通所」が最も多くなって

います。また、“12歳～17歳”では「お金の管理」、“18歳～39歳”では「食事の準備、あとかたづ

け」、“40歳～64歳”では「買物」、“65歳～74歳”では「買物」、「通院」が最も多くなっています。 

 

 

 

【年齢別】

掃除

買物

食事の準備、あとかたづけ

洗濯

通院

外出

お金の管理

入浴

着替え

食事をすること

通園・通学・通所

電車・路線バスなどの利用

会話や意思の伝達

トイレ

洗面

車の乗り降り

電話をかけること

文章を読むこと

いすや車いすへの移動

手紙を書くこと

階段・段差ののりこえ

家の中の移動

寝返り、起きあがり

パソコンの利用

補装具の着脱

通勤

その他

無回答

60.7 

60.7 

57.1 

60.7 

53.6 

57.1 

60.7 

50.0 

42.9 

42.9 

78.6 

53.6 

53.6 

46.4 

28.6 

25.0 

35.7 

42.9 

14.3 

32.1 

21.4 

14.3 

7.1 

32.1 

14.3 

3.6 

10.7 

10.7 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=28)

61.1 

61.7 

60.5 

63.6 

53.7 

61.1 

66.0 

49.4 

30.2 

28.4 

69.8 

51.9 

45.1 

31.5 

25.9 

19.8 

37.0 

42.0 

9.9 

33.3 

9.3 

10.5 

7.4 

21.0 

10.5 

1.9 

7.4 

6.2 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=162)

62.6 

58.9 

59.8 

63.6 

62.6 

51.4 

68.2 

30.8 

28.0 

21.5 

43.0 

41.1 

35.5 

22.4 

26.2 

16.8 

21.5 

29.0 

15.0 

23.4 

17.8 

14.0 

12.1 

16.8 

16.8 

1.9 

3.7 

6.5 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=107)
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【年齢別】

掃除

買物

食事の準備、あとかたづけ

洗濯

通院

外出

お金の管理

入浴

着替え

食事をすること

通園・通学・通所

電車・路線バスなどの利用

会話や意思の伝達

トイレ

洗面

車の乗り降り

電話をかけること

文章を読むこと

いすや車いすへの移動

手紙を書くこと

階段・段差ののりこえ

家の中の移動

寝返り、起きあがり

パソコンの利用

補装具の着脱

通勤

その他

無回答

61.4 

56.7 

63.1 

62.8 

55.3 

54.3 

60.4 

42.3 

34.8 

38.2 

29.4 

30.0 

35.5 

32.1 

33.4 

25.3 

23.9 

20.1 

24.6 

19.1 

17.4 

20.1 

16.7 

12.3 

17.4 

3.4 

6.1 

5.5 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=293)

44.8 

50.0 

49.3 

39.9 

41.4 

42.2 

39.6 

26.1 

22.0 

30.6 

11.6 

17.5 

11.6 

16.4 

18.3 

17.9 

14.9 

14.2 

13.8 

13.1 

13.1 

8.2 

9.3 

8.6 

6.3 

3.7 

10.4 

10.1 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=268)
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【年齢別】

掃除

買物

食事の準備、あとかたづけ

洗濯

通院

外出

お金の管理

入浴

着替え

食事をすること

通園・通学・通所

電車・路線バスなどの利用

会話や意思の伝達

トイレ

洗面

車の乗り降り

電話をかけること

文章を読むこと

いすや車いすへの移動

手紙を書くこと

階段・段差ののりこえ

家の中の移動

寝返り、起きあがり

パソコンの利用

補装具の着脱

通勤

その他

無回答

43.5 

44.3 

36.5 

38.3 

44.3 

42.6 

24.3 

23.5 

27.8 

15.7 

4.3 

9.6 

7.0 

17.4 

13.0 

19.1 

4.3 

5.2 

14.8 

3.5 

14.8 

11.3 

6.1 

6.1 

7.0 

0.0 

9.6 

15.7 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=115)

55.9 

53.6 

49.1 

49.1 

51.4 

48.2 

32.3 

36.8 

27.3 

21.8 

4.5 

10.0 

10.9 

20.5 

15.0 

27.7 

13.6 

6.4 

22.7 

11.8 

19.1 

13.6 

13.2 

4.5 

5.9 

0.9 

7.3 

7.7 

0% 50% 100%

75歳以上(n=220)
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（18）主な介護・介助者の健康状態 

（問８で「１」～「９」とお答えの方（あなたを介護・介助している人がいる方）にお聞きします。） 

問８-３ 主な介護・介助している人の状態はいかがですか。（○は１つ） 

「健康である」が42.5％と最も多く、次いで「病気ではないが疲れぎみ」が28.2％、「病気がちで

あるが、とくに介護・介助に支障はない」が11.3％などとなっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「病気ではないが疲れぎみ」が最も多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

身体障がい者
(n=279)

知的障がい者
(n=251)

精神障がい者
(n=189)

難病患者
(n=159)

重症心身障がい児者
(n=114)

発達障がい者
(n=222)

41.6

53.8

35.4

30.2

33.3

50.5

23.7

23.9

22.8

29.6

48.2

32.0

12.9

8.0

15.9

15.1

5.3

9.5

3.9

2.4

8.5

8.2

3.5

3.6

5.0

3.2

5.8

4.4

6.1

0.5

12.9

8.8

11.6

12.6

3.5

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,214)

42.5 28.2 11.3 4.8 4.0 9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康である

病気ではないが疲れぎみ

病気がちであるが、とくに介護・介助に支障はない

病気があり、療養中などで介護・介助に支障がある

高齢により、介護・介助に支障がある

無回答
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年齢別にみると、“12～17歳”では「病気ではないが疲れぎみ」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年齢別】

０歳～５歳
(n= 28)

６歳～11歳
(n=162)

12歳～17歳
(n=107)

18歳～39歳
(n=293)

40歳～64歳
(n=268)

65歳～74歳
(n=115)

75歳以上
(n=220)

0.5

60.7

48.8

39.3

46.1

42.2

40.0

35.0

32.1

35.8

40.2

28.7

22.8

24.3

24.5

3.6

9.3

10.3

11.6

10.8

13.9

12.7

4.3

3.7

2.4

6.7

3.5

7.7

0.9

4.1

6.3

1.7

6.8

3.6

1.9

5.6

7.2

11.2

16.5

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,214)

42.5 28.2 11.3 4.8 4.0 9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康である

病気ではないが疲れぎみ

病気がちであるが、とくに介護・介助に支障はない

病気があり、療養中などで介護・介助に支障がある

高齢により、介護・介助に支障がある

無回答
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２ 今後の暮らし方について 

（１）これから先の希望する生活 

問９ あなたは、これから次の中でどのような生活を希望しますか。（○は２つまで） 

「自宅で親や親族などと生活したい」が48.5％と最も多く、次いで「一人で地域で生活したい」

が24.4％、「夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい」が24.0％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅で親や親族などと生活したい

一人で地域で生活したい

夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい

グループホームで生活したい

入所施設で生活したい

老人ホームなどの
高齢者の施設に入って生活したい

病院に入院したい・入院を継続したい

無回答

48.5 

24.4 

24.0 

8.9 

6.7 

3.1 

1.7 

8.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
(n=1,954)
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障がい種別にみると、“精神障がい者”では「一人で地域で生活したい」が最も多くなっていま

す。また、“難病患者”では「夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい」が最も多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅で親や親族などと生活したい

一人で地域で生活したい

夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい

グループホームで生活したい

入所施設で生活したい

老人ホームなどの
高齢者の施設に入って生活したい

病院に入院したい・入院を継続したい

無回答

37.3 

21.9 

42.9 

1.4 

4.8 

5.1 

1.0 

8.7 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

66.4 

4.0 

3.2 

21.6 

21.6 

0.8 

2.4 

8.8 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

73.4 

27.7 

10.4 

7.6 

0.7 

0.0 

0.0 

5.5 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【障がい種別】

自宅で親や親族などと生活したい

一人で地域で生活したい

夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい

グループホームで生活したい

入所施設で生活したい

老人ホームなどの
高齢者の施設に入って生活したい

病院に入院したい・入院を継続したい

無回答

41.5 

19.9 

27.2 

3.6 

7.6 

6.9 

3.3 

12.1 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

53.8 

20.1 

9.3 

22.5 

10.8 

0.3 

1.2 

9.6 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

38.4 

42.2 

30.2 

7.8 

3.2 

1.7 

2.0 

6.4 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)



50 

（２）将来親や親族が病気などで一緒に生活できなくなったときに希望する生活 

問９-１ 問９で｢②自宅で親や親族などと生活したい｣とお答えの方にお聞きします。 

将来、親や親族が病気などで一緒に生活できなくなったときは、次の中のどのような生活を

希望しますか。（○は２つまで） 

「一人で地域で生活したい」が43.0％と最も多く、次いで「夫婦や恋人、パートナーなどと生活

したい」が29.0％、「入所施設で生活したい」が25.3％などとなっています。 

障がい種別にみると、“知的障がい者”では「グループホームで生活したい」が最も多くなってい

ます。また、“重症心身障がい児者”では「入所施設で生活したい」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

一人で地域で生活したい

夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい

入所施設で生活したい

グループホームで生活したい

老人ホームなどの
高齢者の施設に入って生活したい

病院に入院したい・入院を継続したい

無回答

36.0 

29.0 

28.5 

9.7 

24.2 

5.9 

5.4 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=186)

33.0 

17.9 

31.3 

48.6 

1.7 

0.6 

3.9 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=179)

63.6 

31.1 

15.2 

16.7 

6.1 

0.8 

3.8 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=132)

一人で地域で生活したい

夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい

入所施設で生活したい

グループホームで生活したい

老人ホームなどの
高齢者の施設に入って生活したい

病院に入院したい・入院を継続したい

無回答

43.0 

29.0 

25.3 

24.8 

9.1 

2.3 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
(n=947)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”、“６歳～11歳”では「夫婦や恋人、パートナーなどと生活し

たい」が最も多くなっています。また、“65歳～74歳”では「一人で地域で生活したい」、「夫婦や

恋人、パートナーなどと生活したい」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

一人で地域で生活したい

夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい

入所施設で生活したい

グループホームで生活したい

老人ホームなどの

高齢者の施設に入って生活したい

病院に入院したい・入院を継続したい

無回答

33.3 

41.7 

29.2 

12.5 

4.2 

4.2 

16.7 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=24)

33.3 

42.0 

26.0 

31.3 

0.7 

0.7 

9.3 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=150)

52.9 

28.8 

26.9 

29.8 

0.0 

1.0 

5.8 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=104)

一人で地域で生活したい

夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい

入所施設で生活したい

グループホームで生活したい

老人ホームなどの
高齢者の施設に入って生活したい

病院に入院したい・入院を継続したい

無回答

51.0 

35.5 

14.8 

10.3 

17.4 

3.2 

1.9 

0% 50% 100%

難病患者(n=155)

9.6 

7.2 

73.5 

39.8 

2.4 

4.8 

1.2 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=83)

51.9 

41.0 

12.7 

27.8 

0.5 

0.0 

9.9 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=212)
【障がい種別】

一人で地域で生活したい

夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい

入所施設で生活したい

グループホームで生活したい

老人ホームなどの
高齢者の施設に入って生活したい

病院に入院したい・入院を継続したい

無回答

36.0 

29.0 

28.5 

9.7 

24.2 

5.9 

5.4 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=186)

33.0 

17.9 

31.3 

48.6 

1.7 

0.6 

3.9 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=179)

63.6 

31.1 

15.2 

16.7 

6.1 

0.8 

3.8 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=132)
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一人で地域で生活したい

夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい

入所施設で生活したい

グループホームで生活したい

老人ホームなどの
高齢者の施設に入って生活したい

病院に入院したい・入院を継続したい

無回答

36.8 

36.8 

20.6 

7.4 

23.5 

5.9 

7.4 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=68)

35.8 

23.9 

29.1 

8.2 

33.6 

6.0 

3.7 

0% 50% 100%

75歳以上(n=134)

一人で地域で生活したい

夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい

入所施設で生活したい

グループホームで生活したい

老人ホームなどの
高齢者の施設に入って生活したい

病院に入院したい・入院を継続したい

無回答

45.6 

15.1 

28.9 

41.4 

0.4 

1.7 

3.3 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=239)

51.2 

36.0 

18.0 

17.5 

9.0 

1.4 

1.4 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=211)【年齢別】

一人で地域で生活したい

夫婦や恋人、パートナーなどと生活したい

入所施設で生活したい

グループホームで生活したい

老人ホームなどの

高齢者の施設に入って生活したい

病院に入院したい・入院を継続したい

無回答

33.3 

41.7 

29.2 

12.5 

4.2 

4.2 

16.7 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=24)

33.3 

42.0 

26.0 

31.3 

0.7 

0.7 

9.3 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=150)

52.9 

28.8 

26.9 

29.8 

0.0 

1.0 

5.8 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=104)
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（３）病院に入院してからの経過期間 

（問10から問10-２までは、現在病院に入院している方にお聞きします。） 

問10 あなたは、病院に入院してどのくらいの期間が経過していますか。（○は１つ） 

「５年～10年未満」が25.0％と最も多く、次いで「10年～15年未満」が20.0％、「１年～３年未満」

が17.5％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３か月未満

３か月～６か月未満

６か月～１年未満

１年～３年未満

３年～５年未満

５年～10年未満

10年～15年未満

15年～20年未満

20年～30年未満

30年以上

無回答

7.5 

2.5 

5.0 

17.5 

7.5 

25.0 

20.0 

5.0 

5.0 

0.0 

5.0 

0% 10% 20% 30%(n=40)
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障がい種別にみると、“身体障がい者”では「10年～15年未満」が最も多くなっています。また、

“知的障がい者”、“精神障がい者”では「５年～10年未満」、「10年～15年未満」が最も多くなっ

ています。また、“難病患者”では「１年～３年未満」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３か月未満

３か月～６か月未満

６か月～１年未満

１年～３年未満

３年～５年未満

５年～10年未満

10年～15年未満

15年～20年未満

20年～30年未満

30年以上

無回答

11.1 

0.0 

22.2 

33.3 

22.2 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

難病患者(n=9)

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

60.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=5)

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=0)

【障がい種別】

３か月未満

３か月～６か月未満

６か月～１年未満

１年～３年未満

３年～５年未満

５年～10年未満

10年～15年未満

15年～20年未満

20年～30年未満

30年以上

無回答

9.1 

9.1 

0.0 

18.2 

0.0 

18.2 

36.4 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=11)

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

33.3 

16.7 

16.7 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=6)

11.1 

0.0 

0.0 

11.1 

11.1 

22.2 

22.2 

0.0 

11.1 

0.0 

11.1 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=9)
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（４）退院して地域で生活することへの希望 

（問10から問10-２までは、現在病院に入院している方にお聞きします。） 

問10-１ あなたは、現在入院している病院を退院して地域で生活したいと思いますか。（○は１つ） 

「まったく思わない」が30.0％と最も多く、次いで「わからない」が17.5％、「その他」が15.0％

などとなっています。障がい種別は、ｎが少ないため割愛します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）今後地域で生活していくために必要なこと 

問10-２ 問10-１で「１」～「３」とお答えの方（退院後地域での生活を望む方）にお聞きします。

あなたが今後地域で生活していくためには、どんなことが必要だと思いますか。 

 （○はいくつでも） 

「病気が良くなること」、「生活費などの経済的な保障」が60.0％と最も多く、次いで「主治医の

許可や協力」が50.0％、「家族の許可や協力」、「家事や手続きを手伝ってくれる人」が40.0％などと

なっています。障がい種別は、ｎが少ないため割愛します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体
(n= 40)

7.5 10.0 7.5

2.5

30.0 17.5 15.0 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う 少し思う どちらともいえない

あまり思わない まったく思わない わからない

その他 無回答

病気が良くなること

生活費などの経済的な保障

主治医の許可や協力

家族の許可や協力

家事や手続きを手伝ってくれる人

退院後の住まいの場

困った時に相談できる人

退院を手伝ってくれる人

緊急時に受け入れてくれる場所

夜間・休日でも診てくれる医療機関

地域生活の練習ができる場所

生きがいや趣味

同じ障がいや病気の人との交流

公共の場などのバリアフリー化

その他

無回答

60.0 

60.0 

50.0 

40.0 

40.0 

30.0 

30.0 

30.0 

30.0 

30.0 

20.0 

20.0 

10.0 

10.0 

10.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%(n=10)

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答
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（６）休日など時間があるときに希望する過ごし方 

問11 あなたは、休日など時間があるとき、主にどのようにして過ごしたいですか。（○は３つまで） 

「家でくつろぐ」が52.3％と最も多く、次いで「家族と過ごす」が41.3％、「買い物や食事に行く」

が34.9％などとなっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”、“発達障がい者”では「家族と過ごす」が最も多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【障がい種別】

家でくつろぐ

家族と過ごす

買い物や食事に行く

趣味や学習活動

近所の散歩

友人・知人と会う

旅行

読書

演劇や映画の鑑賞

スポーツ

地域の行事に参加する

ボランティア活動

その他

特に何もしない

無回答

48.9 

33.7 

33.7 

28.3 

23.2 

12.1 

11.6 

10.9 

7.1 

5.1 

2.2 

1.8 

6.3 

6.5 

3.3 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

48.6 

45.3 

41.7 

32.1 

19.2 

13.2 

10.5 

3.6 

10.2 

8.1 

3.3 

0.0 

6.0 

3.9 

3.6 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

56.1 

24.4 

32.0 

36.6 

15.7 

13.7 

9.3 

15.7 

12.2 

7.6 

0.9 

1.7 

7.3 

3.8 

2.9 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)

家でくつろぐ

家族と過ごす

買い物や食事に行く

趣味や学習活動

近所の散歩

友人・知人と会う

旅行

読書

演劇や映画の鑑賞

スポーツ

地域の行事に参加する

ボランティア活動

その他

特に何もしない

無回答

52.3 

41.3 

34.9 

34.3 

17.8 

15.2 

11.7 

8.8 

8.4 

7.3 

1.8 

1.2 

5.7 

3.8 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,954)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”、“６歳～11歳”では「家族と過ごす」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

家でくつろぐ

家族と過ごす

買い物や食事に行く

趣味や学習活動

近所の散歩

友人・知人と会う

旅行

読書

演劇や映画の鑑賞

スポーツ

地域の行事に参加する

ボランティア活動

その他

特に何もしない

無回答

48.9 

40.0 

38.6 

32.3 

18.3 

20.7 

15.2 

10.4 

8.4 

7.7 

1.4 

2.2 

2.9 

3.6 

2.2 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

58.4 

64.8 

33.6 

12.0 

22.4 

8.0 

10.4 

0.8 

7.2 

3.2 

1.6 

0.0 

9.6 

0.8 

7.2 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

59.2 

60.2 

27.7 

56.1 

7.3 

19.4 

11.4 

4.2 

4.5 

10.4 

1.0 

0.0 

5.2 

1.0 

0.7 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【年齢別】

家でくつろぐ

家族と過ごす

買い物や食事に行く

趣味や学習活動

近所の散歩

友人・知人と会う

旅行

読書

演劇や映画の鑑賞

スポーツ

地域の行事に参加する

ボランティア活動

その他

特に何もしない

無回答

63.6 

93.9 

27.3 

24.2 

27.3 

3.0 

6.1 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

0.0 

3.0 

0.0 

3.0 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

53.0 

73.5 

27.0 

44.9 

7.6 

17.8 

9.2 

1.1 

2.2 

15.1 

2.7 

0.0 

6.5 

2.2 

1.1 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

67.1 

62.9 

20.0 

54.3 

9.3 

20.0 

6.4 

4.3 

7.1 

7.1 

0.0 

0.0 

4.3 

0.7 

1.4 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)
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家でくつろぐ

家族と過ごす

買い物や食事に行く

趣味や学習活動

近所の散歩

友人・知人と会う

旅行

読書

演劇や映画の鑑賞

スポーツ

地域の行事に参加する

ボランティア活動

その他

特に何もしない

無回答

46.9 

28.2 

37.1 

23.0 

27.7 

16.0 

15.0 

11.7 

11.3 

5.2 

0.9 

3.8 

4.2 

3.8 

4.7 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

44.8 

34.6 

32.8 

25.0 

26.5 

12.5 

8.1 

12.8 

4.9 

4.1 

3.2 

1.7 

7.0 

8.4 

3.8 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)

【年齢別】

家でくつろぐ

家族と過ごす

買い物や食事に行く

趣味や学習活動

近所の散歩

友人・知人と会う

旅行

読書

演劇や映画の鑑賞

スポーツ

地域の行事に参加する

ボランティア活動

その他

特に何もしない

無回答

53.7 

41.5 

38.1 

42.4 

14.3 

17.5 

14.7 

7.9 

10.7 

7.3 

1.6 

0.5 

5.7 

1.6 

1.6 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

54.1 

31.4 

40.0 

30.5 

16.3 

13.8 

12.1 

10.0 

10.4 

6.6 

1.6 

0.9 

6.3 

4.3 

3.2 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)
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（７）希望する過ごし方の実現状況 

問11-１ 問11で○をつけたことについて、いまの生活ではどれくらい実現していると思いますか。 

 （○は１つ） 

「ほぼ実現している」が55.1％と最も多く、次いで「少し実現している」が18.0％、「どちらとも

いえない」が9.0％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

52.9

59.5

43.6

59.0

41.6

67.1

16.5

15.6

18.6

18.8

20.8

19.7

8.0

10.8

12.5

6.3

14.4

5.5

7.1

3.3

9.9

5.1

8.0

1.7

4.2

0.9

8.1

3.9

4.8

1.7

11.2

9.9

7.3

7.0

10.4

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体・経年比較】

令和７年度
(n=1,954)

令和４年度
(n=1,707)

55.1

55.8

18.0

18.0

9.0

7.4

5.8

6.1

3.9

5.0

8.3

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ実現している 少し実現している

どちらともいえない あまり実現していない

ほとんど実現していない 無回答
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（８）かかりつけ医療機関の有無 

問12 あなたは、継続的に治療を受けたり、健康や障がいなどについて相談したりする「かかりつけ

医療機関」がありますか。（○は１つ） 

「ある」が87.7％、「ない」が9.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

88.2

73.9

92.2

95.7

91.2

84.4

7.6

23.1

4.9

2.2

4.8

14.2

4.2

3.0

2.9

2.2

4.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

87.7 9.4 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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（９）かかりつけの医療機関・受診科 

問12-１ 問12で「１ ある」とお答えの方にお聞きします。どのような医療機関ですか。また受診科

は何ですか。（○はいくつでも） 

「診療所や医院・クリニック」が59.5％、「総合病院や大学病院」が56.0％となっています。 

障がい種別にみると、“難病患者”、“重症心身障がい児者”では「総合病院や大学病院」が最も多

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜診療所や医院・クリニックの受診科＞ 

 

身体障がい者 

(n=395) 

知的障がい者 

(n=246) 

精神障がい者 

(n=317) 

難病患者 

(n=397) 

重症心身障がい児者 

(n=114) 

発達障がい者 

(n=244) 

診療科 件 診療科 件 診療科 件 診療科 件 診療科 件 診療科 件 

１位 内科 85 精神科 49 精神科 129 内科 62 内科 16 精神科 41 

２位 整形外科 23 内科 36 心療内科 51 整形外科 18 眼科 6 小児科 40 

３位 眼科 13 小児科 24 内科 38 眼科 11 歯科 5 発達診療科 20 

４位 循環器内科 12 皮膚科 10 皮膚科 8 循環器内科/
消化器内科 

8 

小児科/ 
耳鼻咽喉科/

発達診療科 
3 

心療内科 12 

５位 
眼科/ 

脳神経外科 9 歯科 9 眼科 7 内科 5 

＜総合病院や大学病院の受診科＞ 

 

身体障がい者 

(n=395) 

知的障がい者 

(n=246) 

精神障がい者 

(n=317) 

難病患者 

(n=397) 

重症心身障がい児者 

(n=114) 

発達障がい者 

(n=244) 

診療科 件 診療科 件 診療科 件 診療科 件 診療科 件 診療科 件 

１位 内科 30 精神科 33 精神科 53 脳神経内科 56 小児科 36 精神科 35 

２位 整形外科 28 小児科 24 内科 10 リウマチ科 45 整形外科/ 

脳神経内科 
12 

小児科 18 

３位 循環器内科 27 脳神経内科 7 整形外科/ 
婦人科 

6 
消化器内科 37 内科/ 

耳鼻咽喉科 
2 

４位 

眼科/ 
リウマチ科 

14 
内科/眼科/
脳神経外科 

6 

内科 32 

脳神経外科/
耳鼻咽喉科 

6 
５位 脳神経内科 5 

循環器内科/ 
血液内科 

18 

循環器内科/

心療内科/皮

膚科/心臓内

科/泌尿器科 

1 

診療所や医院・クリニック

総合病院や大学病院

無回答

35.8 

82.1 

0.3 

0% 50% 100%

難病患者(n=397)

48.2 

78.1 

2.6 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=114)

70.1 

32.0 

1.2 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=244)

【障がい種別】

診療所や医院・クリニック

総合病院や大学病院

無回答

63.0 

60.8 

1.5 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=395)

65.0 

48.4 

2.0 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=246)

76.7 

33.8 

0.9 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=317)

診療所や医院・クリニック

総合病院や大学病院

無回答

59.5 

56.0 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%(n=1,713)
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３ 収入について 

（１）主な収入 

問13 あなたが得ている主な収入は、次の中でどの収入ですか。（○はいくつでも） 

「年金・手当」が53.3％と最も多く、次いで「親族の扶養または援助」が27.1％、「給料・報酬（一

般企業など）」が21.6％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【全体・経年比較】

年金・手当

親族の扶養または援助

給料・報酬（一般企業など）

福祉的就労による収入（通所施設などでの作

業工賃など）

生活保護費

事業収入（自営業など）

財産収入（家賃や利子収入など）

その他

無回答

53.3 

27.1 

21.6 

7.8 

6.4 

2.3 

1.7 

3.3 

3.8 

57.7

25.5

23.1

7.4

6.2

2.3

1.8

2.8

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

令和７年度(n=1,954)

令和４年度(n=1,777)
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障がい種別にみると、“発達障がい者”では「親族の扶養または援助」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

年金・手当

親族の扶養または援助

給料・報酬（一般企業など）

福祉的就労による収入（通所施設などでの

作業工賃など）

生活保護費

事業収入（自営業など）

財産収入（家賃や利子収入など）

その他

無回答

77.9 

13.6 

12.9 

2.0 

6.9 

2.7 

4.0 

3.1 

2.7 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

47.7 

33.9 

21.6 

20.1 

4.8 

0.6 

0.0 

2.4 

5.4 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

55.5 

18.3 

26.5 

15.1 

15.7 

3.5 

1.2 

2.6 

3.8 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)

年金・手当

親族の扶養または援助

給料・報酬（一般企業など）

福祉的就労による収入（通所施設などでの

作業工賃など）

生活保護費

事業収入（自営業など）

財産収入（家賃や利子収入など）

その他

無回答

52.0 

12.3 

37.1 

1.0 

3.6 

4.6 

2.9 

2.7 

1.4 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

62.4 

38.4 

6.4 

8.0 

3.2 

0.0 

0.0 

2.4 

1.6 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

17.0 

66.8 

13.8 

3.5 

1.7 

0.0 

0.0 

6.9 

8.3 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)
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（２）働いて得ている１か月あたりの給料・報酬・事業収入・工賃 

問13-１ 問13で「１」～「３」とお答えの方（勤労による収入がある方）にお聞きします。 

あなたが働いて得ている給料・報酬・事業収入・工賃は、１か月あたりどのくらいですか。 

 （○は１つ） 

「10万円～15万円未満／月」が18.7％と最も多く、次いで「15万円～20万円未満／月」が15.4％、

「５万円～10万円未満／月」が13.4％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５千円未満／月

５千円～１万円未満／月

１万円～３万円未満／月

３万円～５万円未満／月

５万円～10万円未満／月

10万円～15万円未満／月

15万円～20万円未満／月

20万円～25万円未満／月

25万円～30万円未満／月

30万円以上／月

無回答

10.5 

4.7 

8.0 

3.9 

13.4 

18.7 

15.4 

9.2 

5.1 

10.0 

1.1 

0% 10% 20%(n=611)
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障がい種別にみると、“知的障がい者”、“重症心身障がい児者”では「５千円未満／月」が最も

多くなっています。また、“難病患者”では「30万円以上／月」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５千円未満／月

５千円～１万円未満／月

１万円～３万円未満／月

３万円～５万円未満／月

５万円～10万円未満／月

10万円～15万円未満／月

15万円～20万円未満／月

20万円～25万円未満／月

25万円～30万円未満／月

30万円以上／月

無回答

2.3 

1.1 

2.3 

2.9 

14.4 

10.9 

15.5 

13.2 

11.5 

23.6 

2.3 

0% 50% 100%

難病患者(n=174)

50.0 

5.6 

5.6 

5.6 

16.7 

5.6 

0.0 

5.6 

0.0 

5.6 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=18)

8.0 

4.0 

10.0 

4.0 

10.0 

34.0 

24.0 

6.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=50)

【障がい種別】

５千円未満／月

５千円～１万円未満／月

１万円～３万円未満／月

３万円～５万円未満／月

５万円～10万円未満／月

10万円～15万円未満／月

15万円～20万円未満／月

20万円～25万円未満／月

25万円～30万円未満／月

30万円以上／月

無回答

0.0 

2.5 

6.3 

7.6 

16.5 

19.0 

15.2 

12.7 

6.3 

13.9 

0.0 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=79)

23.4 

7.8 

9.9 

3.5 

12.1 

22.7 

12.1 

5.7 

0.7 

1.4 

0.7 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=141)

9.4 

7.4 

13.4 

3.4 

12.8 

20.1 

17.4 

7.4 

3.4 

4.0 

1.3 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=149)
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（３）年金・手当・生活保護費・親族からの援助なども含めた１か月あたりの全収入 

問14 年金・手当・生活保護費・親族からの援助なども含めたあなた一人の全収入は、１か月あたり

どのくらいですか。（○は１つ） 

「５万円～10万円未満／月」が25.3％と最も多く、次いで「10万円～15万円未満／月」が15.6％、

「５千円未満／月」が12.6％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５千円未満／月

５千円～１万円未満／月

１万円～３万円未満／月

３万円～５万円未満／月

５万円～10万円未満／月

10万円～15万円未満／月

15万円～20万円未満／月

20万円～25万円未満／月

25万円～30万円未満／月

30万円以上／月

無回答

12.6 

1.9 

3.8 

4.4 

25.3 

15.6 

10.1 

6.8 

2.7 

3.7 

13.2 

0% 10% 20% 30%(n=1,954)
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障がい種別にみると、“発達障がい者”では「５千円未満／月」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５千円未満／月

５千円～１万円未満／月

１万円～３万円未満／月

３万円～５万円未満／月

５万円～10万円未満／月

10万円～15万円未満／月

15万円～20万円未満／月

20万円～25万円未満／月

25万円～30万円未満／月

30万円以上／月

無回答

7.7 

1.0 

2.2 

4.1 

18.6 

17.6 

14.7 

9.9 

6.3 

7.7 

10.4 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

16.8 

1.6 

7.2 

6.4 

45.6 

8.8 

1.6 

0.8 

1.6 

0.0 

9.6 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

38.8 

3.1 

7.3 

6.2 

9.7 

4.5 

2.8 

4.5 

0.3 

0.3 

22.5 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【障がい種別】

５千円未満／月

５千円～１万円未満／月

１万円～３万円未満／月

３万円～５万円未満／月

５万円～10万円未満／月

10万円～15万円未満／月

15万円～20万円未満／月

20万円～25万円未満／月

25万円～30万円未満／月

30万円以上／月

無回答

2.7 

0.7 

3.3 

5.6 

25.7 

19.9 

15.2 

9.4 

2.7 

6.0 

8.9 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

15.3 

3.0 

3.6 

3.6 

27.9 

13.2 

7.8 

4.5 

0.9 

1.8 

18.3 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

5.2 

2.6 

2.3 

1.5 

36.3 

21.5 

9.6 

6.1 

2.6 

1.7 

10.5 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)
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４ 教育について 

（１）現在の通学・通園・通所 

（問15～問18は、18歳未満の方がお答えください。） 

問15 あなたは、現在通学（通園・通所）していますか。（○は１つ） 

「小学校（特別支援学級）」が32.4％と最も多く、次いで「中学校（特別支援学級）」が13.4％、

「保育所・幼稚園」が11.7％などとなっています。 

 

 

 

 

 

  

保育所・幼稚園

児童発達支援事業所

特別支援学校幼稚部

小学校（通常の学級）

小学校（特別支援学級）

特別支援学校小学部

中学校（通常の学級）

中学校（特別支援学級）

特別支援学校中学部

高等学校

特別支援学校高等部

専門学校

高等技術専門校

通園・通所・通学はしていない

就職している

その他

無回答

11.7 

3.4 

0.0 

10.3 

32.4 

5.3 

4.7 

13.4 

3.1 

3.9 

7.3 

0.3 

0.8 

1.4 

0.0 

1.4 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40%(n=358)
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障がい種別にみると、“身体障がい者”では「特別支援学校小学部」、「中学校（特別支援学級）」

が最も多くなっています。また、“精神障がい者”では「小学校（通常の学級）」が最も多くなって

います。また、“重症心身障がい児者”では「特別支援学校小学部」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育所・幼稚園

児童発達支援事業所

特別支援学校幼稚部

小学校（通常の学級）

小学校（特別支援学級）

特別支援学校小学部

中学校（通常の学級）

中学校（特別支援学級）

特別支援学校中学部

高等学校

特別支援学校高等部

専門学校

高等技術専門校

通園・通所・通学はしていない

就職している

その他

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

難病患者(n=0)

8.1 

10.8 

0.0 

5.4 

5.4 

35.1 

0.0 

5.4 

16.2 

0.0 

8.1 

0.0 

0.0 

2.7 

0.0 

2.7 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=37)

10.1 

1.4 

0.0 

11.5 

41.9 

0.9 

4.1 

16.1 

0.0 

4.6 

4.1 

0.5 

0.9 

1.4 

0.0 

1.4 

0.9 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=217)

【障がい種別】

保育所・幼稚園

児童発達支援事業所

特別支援学校幼稚部

小学校（通常の学級）

小学校（特別支援学級）

特別支援学校小学部

中学校（通常の学級）

中学校（特別支援学級）

特別支援学校中学部

高等学校

特別支援学校高等部

専門学校

高等技術専門校

通園・通所・通学はしていない

就職している

その他

無回答

7.1 

7.1 

0.0 

0.0 

7.1 

21.4 

14.3 

21.4 

0.0 

14.3 

7.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=14)

19.8 

4.9 

0.0 

8.6 

25.9 

1.2 

4.9 

8.6 

6.2 

1.2 

14.8 

0.0 

1.2 

1.2 

0.0 

1.2 

0.0 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=81)

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

11.1 

0.0 

22.2 

11.1 

0.0 

11.1 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=9)
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（２）通学・通所・通園先で生活をするうえで困っていること 

問15-１ 問15で「１」～「13」のいずれかをお答えの方（現在通学（通園・通所）している方）にお

聞きします。 

あなたが通学・通所・通園先で生活をするうえで、困っていることはありますか。 

 （主なものに１つだけ◎、その他のものに２つまで○） 

「授業が難しい」が30.9％と最も多く、次いで「家族の負担が大きい」が30.6％、「友だちができ

にくい」が26.0％などとなっています。また、「特に問題はない」が26.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

授業が難しい

家族の負担が大きい

友だちができにくい

児童・生徒の理解が得にくい

教師・職員の理解が得にくい

交通手段が限られ通園・通所が不便

希望する学校・学級に入れない

トイレや階段などの設備が不十分

介護・介助が不十分

その他

特に問題はない

無回答

30.9 

30.6 

26.0 

16.2 

7.8 

5.8 

3.5 

3.2 

2.3 

5.5 

26.9 

5.5 

0% 10% 20% 30% 40%(n=346)
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障がい種別にみると、“身体障がい者”、“重症心身障がい児者”では「家族の負担が大きい」

が最も多くなっています。また、“知的障がい者”では「特に問題はない」が最も多くなっていま

す。また、“精神障がい者”では「友達ができにくい」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

授業が難しい

家族の負担が大きい

友だちができにくい

児童・生徒の理解が得にくい

教師・職員の理解が得にくい

交通手段が限られ通園・通所が不便

希望する学校・学級に入れない

トイレや階段などの設備が不十分

介護・介助が不十分

その他

特に問題はない

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

難病患者(n=0)

8.6 

57.1 

5.7 

0.0 

5.7 

20.0 

2.9 

8.6 

0.0 

11.4 

22.9 

2.9 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=35)

39.2 

26.3 

31.6 

18.2 

8.6 

2.4 

1.9 

1.9 

1.4 

4.8 

24.4 

6.2 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=209)

【障がい種別】

授業が難しい

家族の負担が大きい

友だちができにくい

児童・生徒の理解が得にくい

教師・職員の理解が得にくい

交通手段が限られ通園・通所が不便

希望する学校・学級に入れない

トイレや階段などの設備が不十分

介護・介助が不十分

その他

特に問題はない

無回答

21.4 

35.7 

7.1 

21.4 

0.0 

21.4 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

7.1 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=14)

20.3 

30.4 

21.5 

16.5 

5.1 

3.8 

6.3 

2.5 

3.8 

3.8 

36.7 

5.1 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=79)

33.3 

22.2 

44.4 

22.2 

33.3 

22.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=9)
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（３）生活をするうえで家族が負担を感じていること 

問15-２ 問15-１で「１ 家族の負担が大きい」に◎か○をつけた方にお聞きします。 

どのようなことに負担を感じていますか。（○は３つまで） 

「通学（通園）時の送迎」が77.4％と最も多く、次いで「障がいの重さや特性への対応」が42.5％、

「長期休業中の生活」が36.8％などとなっています。 

障がい種別にみると、“精神障がい者”では「学費などの経済的な負担」が最も多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通学（通園）時の送迎

障がいの重さや特性への対応

長期休業中の生活

土日祝日の生活

放課後の生活

学費など経済的な負担

その他

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

難病患者(n=0)

95.0 

40.0 

45.0 

25.0 

10.0 

10.0 

10.0 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=20)

65.5 

49.1 

30.9 

10.9 

21.8 

23.6 

16.4 

0.0 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=55)

【障がい種別】

通学（通園）時の送迎

障がいの重さや特性への対応

長期休業中の生活

土日祝日の生活

放課後の生活

学費など経済的な負担

その他

無回答

100.0 

20.0 

20.0 

40.0 

40.0 

20.0 

20.0 

0.0 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=5)

87.5 

33.3 

45.8 

33.3 

16.7 

4.2 

4.2 

0.0 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=24)

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=2)

通学（通園）時の送迎

障がいの重さや特性への対応

長期休業中の生活

土日祝日の生活

放課後の生活

学費など経済的な負担

その他

無回答

77.4 

42.5 

36.8 

19.8 

18.9 

17.9 

12.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%(n=106)
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（４）休みの日や放課後の活動についての希望 

（問15～問18は、18歳未満の方がお答えください。） 

問16 あなたは、通学・通所・通園先が休みの日や放課後の活動について、どのような希望がありま

すか。（○は３つまで） 

「家で遊びたい」が62.8％と最も多く、次いで「地域の同世代の子どもたちと遊びたい」が28.8％、

「障害児通所支援事業所を利用したい」が28.5％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家で遊びたい

地域の同世代の子どもたちと遊びたい

障害児通所支援事業所を利用したい

旅行やキャンプに参加したい

習い事や塾に行きたい

映画や買物などに大人の付き添い（ガイドヘ
ルパー・ボランティアなど）と行きたい

放課後児童クラブを利用したい

ショートステイを利用したい

地域のスポーツ活動に参加したい

その他

特にない

無回答

62.8 

28.8 

28.5 

13.4 

12.6 

12.0 

11.7 

5.9 

5.3 

3.6 

7.5 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
(n=358)
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家で遊びたい

地域の同世代の子どもたちと遊びたい

障害児通所支援事業所を利用したい

旅行やキャンプに参加したい

習い事や塾に行きたい

映画や買物などに大人の付き添い（ガイドヘ
ルパー・ボランティアなど）と行きたい

放課後児童クラブを利用したい

ショートステイを利用したい

地域のスポーツ活動に参加したい

その他

特にない

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

難病患者(n=0)

56.8 

16.2 

37.8 

18.9 

2.7 

10.8 

10.8 

18.9 

5.4 

2.7 

8.1 

2.7 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=37)

66.8 

32.3 

25.8 

13.8 

16.6 

10.6 

10.6 

1.8 

5.5 

4.1 

6.5 

2.3 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=217)

【障がい種別】

家で遊びたい

地域の同世代の子どもたちと遊びたい

障害児通所支援事業所を利用したい

旅行やキャンプに参加したい

習い事や塾に行きたい

映画や買物などに大人の付き添い（ガイドヘ
ルパー・ボランティアなど）と行きたい

放課後児童クラブを利用したい

ショートステイを利用したい

地域のスポーツ活動に参加したい

その他

特にない

無回答

71.4 

7.1 

28.6 

14.3 

0.0 

21.4 

7.1 

14.3 

0.0 

0.0 

21.4 

0.0 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=14)

54.3 

28.4 

33.3 

9.9 

9.9 

14.8 

16.0 

9.9 

4.9 

3.7 

6.2 

2.5 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=81)

55.6 

33.3 

11.1 

11.1 

0.0 

11.1 

11.1 

0.0 

11.1 

0.0 

22.2 

0.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=9)
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（５）高等学校などを修了した後の進路希望 

（問15～問18は、18歳未満の方がお答えください。） 

問17 あなたが高等学校などを修了した後の進路希望は次のどれですか。（○は１つ） 

「わからない」が36.0％と最も多く、次いで「大学、短期大学、専門学校などへ進学したい」が

24.6％、「企業などで一般就労したい」が14.5％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学、短期大学、専門学校などへ進学したい

企業などで一般就労したい

日中活動の場や通所施設に通いたい

一般就労に向けた支援を受けられる施設に通

いたい

職業訓練校へ通いたい

自宅でできる仕事をしたい

家の仕事や家事の手伝いをしたい

身体機能の訓練ができる施設へ通いたい

施設などへ入所したい

その他

わからない

無回答

24.6 

14.5 

12.0 

11.2 

8.1 

3.6 

2.2 

1.7 

1.1 

1.7 

36.0 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40%
(n=358)
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障がい種別にみると、“身体障がい者”、“重症心身障がい児者”では「日中活動の場や通所施

設に通いたい」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

大学、短期大学、専門学校などへ進学したい

企業などで一般就労したい

日中活動の場や通所施設に通いたい

一般就労に向けた支援を受けられる施設に通

いたい

職業訓練校へ通いたい

自宅でできる仕事をしたい

家の仕事や家事の手伝いをしたい

身体機能の訓練ができる施設へ通いたい

施設などへ入所したい

その他

わからない

無回答

21.4 

0.0 

28.6 

7.1 

7.1 

7.1 

0.0 

7.1 

7.1 

0.0 

21.4 

0.0 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=14)

21.0 

16.0 

18.5 

14.8 

12.3 

0.0 

3.7 

0.0 

0.0 

0.0 

34.6 

1.2 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=81)

22.2 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

22.2 

55.6 

0.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=9)

大学、短期大学、専門学校などへ進学したい

企業などで一般就労したい

日中活動の場や通所施設に通いたい

一般就労に向けた支援を受けられる施設に通

いたい

職業訓練校へ通いたい

自宅でできる仕事をしたい

家の仕事や家事の手伝いをしたい

身体機能の訓練ができる施設へ通いたい

施設などへ入所したい

その他

わからない

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

難病患者(n=0)

0.0 

0.0 

59.5 

0.0 

2.7 

2.7 

2.7 

13.5 

5.4 

2.7 

32.4 

2.7 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=37)

30.4 

17.5 

0.9 

12.4 

7.8 

5.1 

1.8 

0.0 

0.5 

1.4 

37.3 

4.1 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=217)
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（６）将来の進路のために希望すること 

（問15～問18は、18歳未満の方がお答えください。） 

問18 学校教育終了後の進路のために、行政や社会に求めることは何ですか。（○は３つまで） 

「一般企業への雇用促進・職業開拓」が46.1％と最も多く、次いで「通所の日中活動の場・就労

移行支援、就労継続支援など就労に向けた支援を行う福祉施設の充実」が38.0％、「教育・就労・福

祉などの一貫した相談支援体制の充実」が33.2％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

一般企業への雇用促進・職業開拓

通所の日中活動の場・就労移行支援、就労継続支援など就
労に向けた支援を行う福祉施設の充実

教育・就労・福祉などの一貫した相談支援体制の
充実

教育訓練機関の整備（職業訓練校・各種学校）

レクリエーション・学習など日中活動のできる
サービスや福祉施設の充実

施設から企業など次のステップへの移行や再挑戦
ができる仕組み

入所施設の充実

在宅で日常生活の支援を受けることができるサー
ビスの充実

その他

特にない

無回答

46.1 

38.0 

33.2 

30.2 

15.6 

13.4 

13.4 

11.7 

5.0 

10.6 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
(n=358)
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障がい種別にみると、“身体障がい者”では「教育・就労・福祉などの一貫した相談支援体制の充

実」、「在宅で日常生活の支援を受けることができるサービスの充実」が最も多くなっています。ま

た、“知的障がい者”では「通所の日中活動の場・就労移行支援、就労継続支援など就労に向けた支

援を行う福祉施設の充実」が最も多くなっています。また、“精神障がい者”では「一般企業への

雇用促進・職業開拓」、「教育・就労・福祉などの一貫した相談支援体制の充実」が最も多くなって

います。また、“重症心身障がい児者”では「レクリエーション・学習など日中活動のできるサービ

スや福祉施設の充実」、「入所施設の充実」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

一般企業への雇用促進・職業開拓

通所の日中活動の場・就労移行支援、就労継続支援など就

労に向けた支援を行う福祉施設の充実

教育・就労・福祉などの一貫した相談支援体制

の充実

教育訓練機関の整備（職業訓練校・各種学校）

レクリエーション・学習など日中活動のできる

サービスや福祉施設の充実

施設から企業など次のステップへの移行や再挑

戦ができる仕組み

入所施設の充実

在宅で日常生活の支援を受けることができる

サービスの充実

その他

特にない

無回答

28.6 

28.6 

42.9 

14.3 

28.6 

7.1 

14.3 

42.9 

0.0 

7.1 

0.0 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=14)

38.3 

48.1 

30.9 

29.6 

21.0 

17.3 

18.5 

11.1 

6.2 

11.1 

1.2 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=81)

33.3 

11.1 

33.3 

11.1 

11.1 

11.1 

22.2 

0.0 

11.1 

22.2 

0.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=9)

一般企業への雇用促進・職業開拓

通所の日中活動の場・就労移行支援、就労継続支援など就

労に向けた支援を行う福祉施設の充実

教育・就労・福祉などの一貫した相談支援体制

の充実

教育訓練機関の整備（職業訓練校・各種学校）

レクリエーション・学習など日中活動のできる

サービスや福祉施設の充実

施設から企業など次のステップへの移行や再挑

戦ができる仕組み

入所施設の充実

在宅で日常生活の支援を受けることができる

サービスの充実

その他

特にない

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

難病患者(n=0)

8.1 

54.1 

16.2 

13.5 

56.8 

2.7 

56.8 

29.7 

5.4 

5.4 

5.4 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=37)

57.1 

33.2 

36.4 

35.0 

6.0 

14.3 

3.7 

7.4 

4.6 

11.1 

5.5 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=217)
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５ 相談や福祉の情報について 

（１）いまの生活で困っていること 

問19 あなたは、いまの生活で困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

「自分の健康や体力に自信がない」が33.1％と最も多く、次いで「十分な収入が得られない」が

18.9％、「役所の手続が難しい」が17.6％などとなっています。また、「特に困っていることはない」

が30.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自分の健康や体力に自信がない

十分な収入が得られない

役所の手続が難しい

自分や、家族などの介助者の緊急時に受け入
れてくれる場所がない

お金の管理が難しい

趣味や生きがいを持てない

利用できる移動手段（公共交通機関、福祉タ
クシーなど）が少ない

適当な働き口がない

薬の管理が難しい

生活全般について相談できる人がいない

余暇を過ごす場や機会がない

生活をするうえで必要な情報が得られない

必要な保健・福祉・医療サービスが受けられ
ない

隣人などとの関係がうまくいかない

身のまわりの介助をしてくれる人がいない

いっしょに暮らす人がいない

学校や施設を利用できない

その他

特に困っていることはない

無回答

33.1 

18.9 

17.6 

13.3 

12.7 

10.5 

9.0 

8.5 

7.5 

7.0 

6.7 

6.2 

4.1 

3.7 

3.1 

3.0 

1.3 

6.2 

30.6 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40%
(n=1,954)



80 

障がい種別にみると、“知的障がい者”、“発達障がい者”では「特に困っていることはない」

が最も多くなっています。また、“重症心身障がい児者”では「自分や、家族などの介助者の緊急

時に受け入れてくれる場所がない」が最も多くなっています。 

 

 【障がい種別】

自分の健康や体力に自信がない

十分な収入が得られない

役所の手続が難しい

自分や、家族などの介助者の緊急時に受け入
れてくれる場所がない

お金の管理が難しい

趣味や生きがいを持てない

利用できる移動手段（公共交通機関、福祉タ
クシーなど）が少ない

適当な働き口がない

薬の管理が難しい

生活全般について相談できる人がいない

余暇を過ごす場や機会がない

生活をするうえで必要な情報が得られない

必要な保健・福祉・医療サービスが受けられ
ない

隣人などとの関係がうまくいかない

身のまわりの介助をしてくれる人がいない

いっしょに暮らす人がいない

学校や施設を利用できない

その他

特に困っていることはない

無回答

38.4 

14.7 

12.9 

7.6 

5.1 

8.5 

11.8 

4.0 

4.2 

3.8 

3.8 

4.0 

2.7 

1.3 

2.7 

3.3 

0.9 

4.9 

32.1 

7.8 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

14.4 

14.1 

21.9 

17.7 

20.4 

5.4 

8.1 

6.6 

9.9 

3.0 

9.0 

6.0 

3.3 

3.3 

1.8 

1.8 

1.8 

6.0 

32.4 

7.5 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

54.1 

43.9 

29.1 

14.8 

22.4 

26.2 

12.5 

23.0 

11.9 

17.4 

11.3 

12.5 

8.1 

10.2 

7.3 

7.0 

1.7 

7.8 

11.3 

4.4 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)
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 【障がい種別】

自分の健康や体力に自信がない

十分な収入が得られない

役所の手続が難しい

自分や、家族などの介助者の緊急時に受け入

れてくれる場所がない

お金の管理が難しい

趣味や生きがいを持てない

利用できる移動手段（公共交通機関、福祉タ

クシーなど）が少ない

適当な働き口がない

薬の管理が難しい

生活全般について相談できる人がいない

余暇を過ごす場や機会がない

生活をするうえで必要な情報が得られない

必要な保健・福祉・医療サービスが受けられ

ない

隣人などとの関係がうまくいかない

身のまわりの介助をしてくれる人がいない

いっしょに暮らす人がいない

学校や施設を利用できない

その他

特に困っていることはない

無回答

44.3 

15.4 

12.5 

8.0 

5.3 

7.7 

7.2 

5.8 

6.7 

5.3 

4.3 

2.9 

1.9 

2.4 

2.4 

2.7 

0.2 

5.1 

35.2 

4.1 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

13.6 

10.4 

12.8 

35.2 

8.8 

8.0 

8.0 

0.0 

6.4 

5.6 

12.0 

7.2 

7.2 

2.4 

4.0 

0.8 

2.4 

8.0 

29.6 

7.2 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

13.8 

9.7 

15.2 

13.1 

16.6 

5.9 

4.5 

8.0 

5.9 

7.3 

3.8 

6.9 

4.2 

2.4 

1.0 

0.7 

1.7 

7.3 

42.9 

3.8 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)
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（２）将来の生活で心配なこと 

問20 あなたは、将来の生活で心配なことはありますか。（○はいくつでも） 

「自分で身のまわりのことができるか」が41.7％と最も多く、次いで「生活費の負担ができるか」

が40.1％、「生活する住居または施設があるか」が29.5％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自分で身のまわりのことができるか

生活費の負担ができるか

生活する住居または施設があるか

働く場所や適当な仕事があるか

自分や、家族などの介助者の緊急時に受け入
れてくれる場所があるか

生活全般に関する相談・援助が受けられるか

身のまわりの介助をしてくれる人がいるか

必要な医療が受けられるか

いっしょに暮らす人がいるか

日中過ごせる場があるか

隣人などとの関係がうまくいくか

その他

特に心配はない

無回答

41.7 

40.1 

29.5 

27.9 

25.0 

24.4 

22.8 

22.4 

20.8 

11.2 

9.2 

5.1 

16.9 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
(n=1,954)
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障がい種別にみると、“精神障がい者”では「生活費の負担ができるか」が最も多くなっています。

また、“重症心身障がい児者”では「生活する住居または施設があるか」が最も多くなっています。

また、“発達障がい者”では「働く場所や適当な仕事があるか」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

自分で身のまわりのことができるか

生活費の負担ができるか

生活する住居または施設があるか

働く場所や適当な仕事があるか

自分や、家族などの介助者の緊急時に受け入れて
くれる場所があるか

生活全般に関する相談・援助が受けられるか

身のまわりの介助をしてくれる人がいるか

必要な医療が受けられるか

いっしょに暮らす人がいるか

日中過ごせる場があるか

隣人などとの関係がうまくいくか

その他

特に心配はない

無回答

36.6 

29.7 

17.4 

10.0 

19.0 

15.8 

20.5 

16.3 

11.6 

7.6 

2.9 

4.9 

24.3 

6.9 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

37.5 

36.0 

36.9 

26.7 

29.1 

30.3 

27.9 

17.4 

23.4 

14.1 

11.4 

3.3 

16.5 

6.9 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

50.9 

61.0 

39.5 

44.8 

25.3 

31.4 

24.7 

29.1 

27.0 

13.4 

15.7 

7.6 

7.8 

4.1 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)



84 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

自分で身のまわりのことができるか

生活費の負担ができるか

生活する住居または施設があるか

働く場所や適当な仕事があるか

自分や、家族などの介助者の緊急時に受け入
れてくれる場所があるか

生活全般に関する相談・援助が受けられるか

身のまわりの介助をしてくれる人がいるか

必要な医療が受けられるか

いっしょに暮らす人がいるか

日中過ごせる場があるか

隣人などとの関係がうまくいくか

その他

特に心配はない

無回答

42.2 

33.0 

16.4 

16.9 

21.0 

16.4 

17.8 

27.0 

11.8 

4.6 

4.1 

3.6 

20.5 

4.8 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

12.0 

30.4 

59.2 

9.6 

55.2 

29.6 

47.2 

34.4 

26.4 

28.0 

4.0 

7.2 

15.2 

2.4 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

55.7 

50.2 

33.9 

60.9 

21.8 

31.5 

14.5 

18.0 

34.9 

12.8 

18.0 

5.5 

12.5 

2.1 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”、“６歳～11歳”、“12歳～17歳”では「働く場所や適当な仕

事があるか」が最も多くなっています。また、“18歳～39歳”、“40歳～64歳”では「生活費の負担

ができるか」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年齢別】

自分で身のまわりのことができるか

生活費の負担ができるか

生活する住居または施設があるか

働く場所や適当な仕事があるか

自分や、家族などの介助者の緊急時に受け入
れてくれる場所があるか

生活全般に関する相談・援助が受けられるか

身のまわりの介助をしてくれる人がいるか

必要な医療が受けられるか

いっしょに暮らす人がいるか

日中過ごせる場があるか

隣人などとの関係がうまくいくか

その他

特に心配はない

無回答

48.5 

30.3 

27.3 

57.6 

27.3 

42.4 

18.2 

18.2 

24.2 

9.1 

9.1 

6.1 

24.2 

9.1 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

49.7 

42.2 

31.4 

61.1 

31.9 

29.2 

25.9 

21.6 

38.4 

19.5 

15.7 

9.2 

12.4 

1.6 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

48.6 

52.1 

42.9 

56.4 

30.0 

35.7 

22.1 

21.4 

33.6 

23.6 

14.3 

2.1 

8.6 

0.7 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)
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【年齢別】

自分で身のまわりのことができるか

生活費の負担ができるか

生活する住居または施設があるか

働く場所や適当な仕事があるか

自分や、家族などの介助者の緊急時に受け入
れてくれる場所があるか

生活全般に関する相談・援助が受けられるか

身のまわりの介助をしてくれる人がいるか

必要な医療が受けられるか

いっしょに暮らす人がいるか

日中過ごせる場があるか

隣人などとの関係がうまくいくか

その他

特に心配はない

無回答

37.4 

48.8 

46.5 

32.4 

31.3 

30.8 

26.3 

24.5 

25.6 

13.2 

11.1 

4.3 

13.8 

2.5 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

42.9 

45.4 

28.8 

30.2 

22.3 

23.9 

25.4 

27.5 

18.2 

8.8 

9.6 

5.4 

15.9 

3.6 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)
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【年齢別】

自分で身のまわりのことができるか

生活費の負担ができるか

生活する住居または施設があるか

働く場所や適当な仕事があるか

自分や、家族などの介助者の緊急時に受け入
れてくれる場所があるか

生活全般に関する相談・援助が受けられるか

身のまわりの介助をしてくれる人がいるか

必要な医療が受けられるか

いっしょに暮らす人がいるか

日中過ごせる場があるか

隣人などとの関係がうまくいくか

その他

特に心配はない

無回答

37.6 

30.0 

14.6 

5.6 

15.5 

16.4 

14.1 

17.4 

9.9 

5.6 

3.8 

5.6 

24.4 

8.9 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

39.0 

21.8 

12.8 

1.5 

20.3 

13.4 

18.6 

16.6 

9.9 

6.4 

3.2 

3.2 

23.5 

10.2 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)
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（３）現在の困りごとや将来の心配の相談相手 

問21 あなたは問19・問20のいま困っていることや将来の心配について、だれに相談していますか。

また、だれに相談したいと考えていますか。（①②のそれぞれについて○はいくつでも） 

①相談している人 

「家族や親族」が59.0％と最も多く、次いで「医師、看護師、病院の相談員」が27.0％、「通所施

設・入所施設の職員」が15.9％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族や親族

医師、看護師、病院の相談員

通所施設・入所施設の職員

相談支援事業所などの相談員

近所の人、友人・知人（障がいや病気がある
友人を含む）

学校の先生

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

地域包括支援センターの職員

ホームヘルパー

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

同じ職場の人や職場の上司

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

インターネット上のコミュニティサイトや質
問サイト

基幹相談支援センター、各区の障害者相談支
援キーステーション

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

障がい者団体・家族会・保護者会

民生委員児童委員・障害福祉相談員

社会福祉協議会の職員

ピアサポーター（同じ障がいや病気がある
人）

その他

無回答

59.0 

27.0 

15.9 

13.8 

12.7 

7.4 

5.3 

3.3 

2.9 

2.7 

2.7 

2.5 

2.1 

1.9 

1.5 

1.3 

1.2 

0.8 

0.8 

3.2 

26.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
(n=1,954)
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【障がい種別】

家族や親族

医師、看護師、病院の相談員

通所施設・入所施設の職員

相談支援事業所などの相談員

近所の人、友人・知人（障がいや病気がある
友人を含む）

学校の先生

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談センターの
ケースワーカーなどの市の職員

地域包括支援センターの職員

ホームヘルパー

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

同じ職場の人や職場の上司

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

インターネット上のコミュニティサイトや質
問サイト

基幹相談支援センター、各区の障害者相談支
援キーステーション

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

障がい者団体・家族会・保護者会

民生委員児童委員・障害福祉相談員

社会福祉協議会の職員

ピアサポーター（同じ障がいや病気がある
人）

その他

無回答

56.5 

21.4 

8.5 

6.0 

10.3 

0.7 

3.8 

6.3 

3.3 

0.2 

1.3 

0.7 

0.7 

1.1 

0.2 

0.9 

1.1 

0.9 

1.1 

3.3 

35.3 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

60.1 

20.1 

31.8 

21.6 

13.5 

10.8 

5.7 

2.4 

3.9 

4.8 

4.2 

4.2 

3.0 

2.4 

2.7 

3.3 

1.2 

1.2 

0.6 

3.0 

21.9 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

53.8 

38.7 

11.3 

14.0 

14.5 

1.5 

8.7 

2.0 

2.6 

0.9 

4.9 

3.8 

3.2 

2.9 

4.1 

0.3 

1.7 

1.2 

0.6 

4.4 

20.6 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)
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 【障がい種別】

家族や親族

医師、看護師、病院の相談員

通所施設・入所施設の職員

相談支援事業所などの相談員

近所の人、友人・知人（障がいや病気がある
友人を含む）

学校の先生

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談センターの
ケースワーカーなどの市の職員

地域包括支援センターの職員

ホームヘルパー

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

同じ職場の人や職場の上司

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

インターネット上のコミュニティサイトや質
問サイト

基幹相談支援センター、各区の障害者相談支
援キーステーション

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

障がい者団体・家族会・保護者会

民生委員児童委員・障害福祉相談員

社会福祉協議会の職員

ピアサポーター（同じ障がいや病気がある
人）

その他

無回答

56.4 

24.3 

3.4 

4.3 

11.3 

0.2 

4.1 

4.8 

2.2 

0.2 

2.2 

1.7 

1.7 

1.2 

0.2 

0.5 

1.2 

1.0 

1.0 

2.2 

32.5 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

55.2 

32.0 

36.8 

32.0 

16.0 

14.4 

12.0 

0.8 

8.0 

4.8 

0.0 

2.4 

4.0 

3.2 

0.8 

4.0 

1.6 

0.0 

0.8 

5.6 

21.6 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

73.0 

31.1 

23.2 

22.1 

13.8 

28.0 

2.1 

0.0 

0.3 

9.0 

2.4 

3.1 

2.1 

1.7 

1.4 

0.7 

0.3 

0.0 

0.3 

2.4 

19.4 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)
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②相談したい人 

「家族や親族」が28.1％と最も多く、次いで「医師、看護師、病院の相談員」が17.6％、「相談支

援事業所などの相談員」が13.9％などとなっています。 

 

 

  

家族や親族

医師、看護師、病院の相談員

相談支援事業所などの相談員

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

通所施設・入所施設の職員

近所の人、友人・知人（障がいや病気がある
友人を含む）

地域包括支援センターの職員

基幹相談支援センター、各区の障害者相談支
援キーステーション

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

ピアサポーター（同じ障がいや病気がある
人）

学校の先生

民生委員児童委員・障害福祉相談員

社会福祉協議会の職員

障がい者団体・家族会・保護者会

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

同じ職場の人や職場の上司

ホームヘルパー

インターネット上のコミュニティサイトや質
問サイト

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

その他

無回答

28.1 

17.6 

13.9 

11.6 

10.0 

8.6 

7.5 

6.5 

5.1 

4.7 

4.6 

4.6 

4.0 

3.9 

3.6 

3.6 

3.5 

3.3 

3.3 

2.4 

51.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
(n=1,954)
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障がい種別にみると、“精神障がい者”では「医師、看護師、病院の相談員」が最も多くなってい

ます。また、“重症心身障がい児”では「家族や親族」、「医師、看護師、病院の相談員」が最も多く

なっています。 

 

 

 

  

【障がい種別】

家族や親族

医師、看護師、病院の相談員

相談支援事業所などの相談員

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

通所施設・入所施設の職員

近所の人、友人・知人（障がいや病気がある
友人を含む）

地域包括支援センターの職員

基幹相談支援センター、各区の障害者相談支
援キーステーション

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

ピアサポーター（同じ障がいや病気がある
人）

学校の先生

民生委員児童委員・障害福祉相談員

社会福祉協議会の職員

障がい者団体・家族会・保護者会

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

同じ職場の人や職場の上司

ホームヘルパー

インターネット上のコミュニティサイトや質
問サイト

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

その他

無回答

25.0 

15.2 

8.9 

11.4 

5.8 

7.1 

8.3 

5.1 

2.9 

3.3 

0.9 

4.7 

3.3 

2.2 

1.6 

1.3 

3.6 

2.5 

1.6 

1.1 

59.8 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

27.9 

13.5 

15.9 

9.6 

19.2 

11.1 

5.1 

6.0 

3.9 

2.7 

7.8 

3.0 

4.2 

4.5 

6.9 

4.5 

2.4 

2.4 

2.7 

2.7 

51.1 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

22.7 

23.5 

16.0 

16.6 

8.4 

9.0 

10.5 

9.6 

13.1 

6.7 

1.7 

8.1 

5.8 

4.1 

1.7 

5.2 

4.9 

5.2 

5.2 

3.2 

45.9 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)
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【障がい種別】

家族や親族

医師、看護師、病院の相談員

相談支援事業所などの相談員

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン

ターのケースワーカーなどの市の職員

通所施設・入所施設の職員

近所の人、友人・知人（障がいや病気がある

友人を含む）

地域包括支援センターの職員

基幹相談支援センター、各区の障害者相談支

援キーステーション

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの

職員

ピアサポーター（同じ障がいや病気がある

人）

学校の先生

民生委員児童委員・障害福祉相談員

社会福祉協議会の職員

障がい者団体・家族会・保護者会

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン

ターの職員

同じ職場の人や職場の上司

ホームヘルパー

インターネット上のコミュニティサイトや質

問サイト

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

その他

無回答

29.6 

17.1 

9.9 

9.4 

2.4 

5.5 

8.0 

3.6 

1.7 

2.7 

0.2 

2.9 

1.9 

1.4 

0.2 

2.7 

2.4 

2.2 

2.4 

2.2 

52.8 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

24.0 

24.0 

22.4 

15.2 

21.6 

10.4 

6.4 

14.4 

4.0 

11.2 

6.4 

4.8 

4.8 

10.4 

6.4 

2.4 

8.0 

4.0 

3.2 

4.0 

46.4 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

39.4 

17.0 

19.0 

10.0 

13.8 

11.1 

5.2 

6.2 

5.9 

6.6 

15.6 

4.2 

5.2 

6.6 

8.7 

5.9 

2.4 

4.5 

5.9 

2.4 

42.9 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)
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（４）気軽に相談するために必要だと思うこと 

問22 あなたが、困ったときや悩んだときに気軽に相談するためには、どのようなことが必要だと思

いますか。（○はいくつでも） 

「どこで、どんな相談ができるか分かりやすくすること」が45.3％と最も多く、次いで「身近な

ところで相談できること」が37.5％、「専門的な相談ができること」が28.9％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どこで、どんな相談ができるか分かりやすく
すること

身近なところで相談できること

専門的な相談ができること

プライバシーが守られる相談場所があること

休日や夜間も相談できること

パソコンやスマートフォンで相談できる仕組
みがあること

定期的に相談できる仕組みがあること

職員が自宅などに訪問して、相談にのってく
れること

電子メールでの相談ができること

電話やファックスでの相談が充実しているこ
と

その他

無回答

45.3 

37.5 

28.9 

27.9 

24.7 

24.6 

22.9 

18.2 

15.8 

14.3 

3.6 

11.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
(n=1,954)
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【障がい種別】

どこで、どんな相談ができるか分かりやすく
すること

身近なところで相談できること

専門的な相談ができること

プライバシーが守られる相談場所があること

休日や夜間も相談できること

パソコンやスマートフォンで相談できる仕組
みがあること

定期的に相談できる仕組みがあること

職員が自宅などに訪問して、相談にのってく
れること

電子メールでの相談ができること

電話やファックスでの相談が充実しているこ
と

その他

無回答

39.7 

30.8 

20.5 

20.3 

18.8 

15.6 

12.1 

22.1 

11.8 

12.9 

2.9 

18.8 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

44.1 

39.9 

23.7 

27.0 

23.1 

21.9 

29.4 

18.0 

14.4 

10.5 

6.0 

8.7 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

48.3 

38.7 

38.4 

39.2 

33.7 

30.5 

28.2 

17.4 

24.1 

19.8 

4.1 

7.6 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)

【障がい種別】

どこで、どんな相談ができるか分かりやすく
すること

身近なところで相談できること

専門的な相談ができること

プライバシーが守られる相談場所があること

休日や夜間も相談できること

パソコンやスマートフォンで相談できる仕組
みがあること

定期的に相談できる仕組みがあること

職員が自宅などに訪問して、相談にのってく
れること

電子メールでの相談ができること

電話やファックスでの相談が充実しているこ
と

その他

無回答

44.8 

33.5 

30.8 

25.1 

21.7 

26.0 

15.4 

15.7 

13.5 

16.4 

3.1 

10.6 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

48.0 

41.6 

39.2 

24.8 

28.0 

16.8 

30.4 

20.8 

12.0 

12.8 

4.8 

10.4 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

51.6 

47.8 

29.1 

32.5 

28.0 

35.6 

33.6 

15.9 

18.7 

12.1 

1.4 

7.6 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289) 
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年齢別にみると、“０歳～５歳”では「身近なところで相談できること」が最も多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

【年齢別】

どこで、どんな相談ができるか分かりやすく
すること

身近なところで相談できること

専門的な相談ができること

プライバシーが守られる相談場所があること

休日や夜間も相談できること

パソコンやスマートフォンで相談できる仕組
みがあること

定期的に相談できる仕組みがあること

職員が自宅などに訪問して、相談にのってく
れること

電子メールでの相談ができること

電話やファックスでの相談が充実しているこ
と

その他

無回答

54.5 

60.6 

48.5 

24.2 

18.2 

30.3 

45.5 

15.2 

12.1 

9.1 

6.1 

12.1 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

53.0 

48.1 

35.1 

30.3 

23.8 

29.2 

31.9 

22.2 

17.8 

14.1 

3.2 

8.1 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

53.6 

45.0 

27.9 

33.6 

28.6 

41.4 

37.9 

13.6 

17.1 

7.9 

1.4 

3.6 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)
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どこで、どんな相談ができるか分かりやすく
すること

身近なところで相談できること

専門的な相談ができること

プライバシーが守られる相談場所があること

休日や夜間も相談できること

パソコンやスマートフォンで相談できる仕組
みがあること

定期的に相談できる仕組みがあること

職員が自宅などに訪問して、相談にのってく
れること

電子メールでの相談ができること

電話やファックスでの相談が充実しているこ
と

その他

無回答

43.2 

34.3 

22.1 

24.9 

19.2 

15.0 

13.6 

22.1 

7.5 

18.3 

0.9 

15.0 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

35.2 

30.2 

16.6 

14.0 

16.3 

8.1 

10.8 

27.3 

6.7 

16.0 

3.5 

25.6 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)

【年齢別】

どこで、どんな相談ができるか分かりやすく
すること

身近なところで相談できること

専門的な相談ができること

プライバシーが守られる相談場所があること

休日や夜間も相談できること

パソコンやスマートフォンで相談できる仕組
みがあること

定期的に相談できる仕組みがあること

職員が自宅などに訪問して、相談にのってく
れること

電子メールでの相談ができること

電話やファックスでの相談が充実しているこ
と

その他

無回答

46.5 

41.0 

31.3 

32.2 

28.1 

29.3 

30.8 

13.8 

21.8 

11.3 

4.1 

6.1 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

45.7 

33.8 

33.6 

30.7 

28.8 

29.3 

20.2 

15.4 

19.5 

16.1 

5.0 

7.5 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)
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（５）福祉サービスの情報の入手方法 

問23 あなたは、福祉サービスの情報を主にどこから入手しますか。（○はいくつでも） 

「家族、友人・知人など」が29.4％と最も多く、次いで「広報さがみはら」が22.7％、「市のホー

ムページ」が18.5％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族、友人・知人など

広報さがみはら

市のホームページ

相談支援事業所、福祉施設など

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

障がいのある方のための福祉のしおり

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

インターネット上のコミュニティサイトや質
問サイト

「２」～「６」以外のインターネットサイト

インターネットサイト「障害福祉情報サービ
スかながわ」

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制
度案内サービス機能」

障がい者団体など

その他

特になし

無回答

29.4 

22.7 

18.5 

14.6 

13.3 

11.2 

5.5 

4.5 

4.3 

3.8 

3.5 

2.9 

2.4 

1.9 

5.9 

17.7 

7.6 

0% 10% 20% 30% 40%
(n=1,954)
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障がい種別にみると、“身体障がい者”、“難病患者”では「広報さがみはら」が最も多くなって

います。 

 

【障がい種別】

家族、友人・知人など

広報さがみはら

市のホームページ

相談支援事業所、福祉施設など

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

障がいのある方のための福祉のしおり

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

インターネット上のコミュニティサイトや質
問サイト

「２」～「６」以外のインターネットサイト

インターネットサイト「障害福祉情報サービ
スかながわ」

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制
度案内サービス機能」

障がい者団体など

その他

特になし

無回答

21.9 

32.4 

19.6 

8.3 

11.8 

10.7 

1.3 

1.8 

2.9 

2.7 

0.9 

2.5 

2.2 

2.0 

6.5 

18.1 

9.2 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

33.3 

16.2 

12.0 

25.5 

11.4 

10.5 

4.8 

4.5 

3.6 

5.1 

5.4 

1.8 

1.2 

4.2 

6.0 

21.3 

7.8 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

22.4 

19.2 

19.2 

9.9 

16.3 

12.5 

6.7 

6.1 

6.4 

4.1 

0.6 

9.3 

4.1 

0.9 

8.4 

15.7 

6.1 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)



100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

家族、友人・知人など

広報さがみはら

市のホームページ

相談支援事業所、福祉施設など

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

障がいのある方のための福祉のしおり

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

インターネット上のコミュニティサイトや質
問サイト

「２」～「６」以外のインターネットサイト

インターネットサイト「障害福祉情報サービ
スかながわ」

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制
度案内サービス機能」

障がい者団体など

その他

特になし

無回答

26.0 

30.6 

20.2 

6.5 

11.3 

4.6 

5.8 

3.6 

3.1 

3.6 

0.0 

1.2 

1.9 

1.0 

4.3 

21.0 

8.4 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

42.4 

17.6 

20.8 

35.2 

27.2 

32.8 

9.6 

4.0 

4.0 

3.2 

4.8 

0.8 

2.4 

2.4 

6.4 

9.6 

6.4 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

44.3 

10.0 

19.7 

20.4 

10.7 

11.1 

9.3 

8.3 

6.6 

4.2 

13.1 

0.3 

2.8 

1.7 

4.2 

13.8 

5.9 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”では「市のホームページ」が最も多くなっています。また、“40

歳～64歳”、“65歳～74歳”、“75歳以上”では「広報さがみはら」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年齢別】

家族、友人・知人など

広報さがみはら

市のホームページ

相談支援事業所、福祉施設など

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン

ターのケースワーカーなどの市の職員

障がいのある方のための福祉のしおり

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

インターネット上のコミュニティサイトや質

問サイト

「２」～「６」以外のインターネットサイト

インターネットサイト「障害福祉情報サービ

スかながわ」

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン

ターの職員

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの

職員

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制

度案内サービス機能」

障がい者団体など

その他

特になし

無回答

30.3 

21.2 

42.4 

24.2 

15.2 

12.1 

27.3 

12.1 

18.2 

9.1 

39.4 

3.0 

6.1 

3.0 

3.0 

6.1 

6.1 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

42.2 

9.7 

24.3 

21.1 

13.0 

14.6 

11.9 

11.4 

5.9 

4.9 

20.5 

0.5 

3.8 

2.2 

5.9 

11.9 

4.9 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

52.9 

7.9 

15.7 

23.6 

9.3 

17.1 

8.6 

8.6 

5.0 

4.3 

5.7 

0.0 

2.1 

0.0 

7.9 

16.4 

3.6 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)
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【年齢別】

家族、友人・知人など

広報さがみはら

市のホームページ

相談支援事業所、福祉施設など

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

障がいのある方のための福祉のしおり

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

インターネット上のコミュニティサイトや質
問サイト

「２」～「６」以外のインターネットサイト

インターネットサイト「障害福祉情報サービ
スかながわ」

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制
度案内サービス機能」

障がい者団体など

その他

特になし

無回答

35.8 

14.5 

16.3 

22.2 

13.8 

14.1 

6.6 

3.4 

5.4 

4.1 

0.9 

2.5 

2.0 

3.6 

5.0 

17.9 

4.5 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

18.6 

22.1 

21.4 

10.9 

13.0 

10.2 

5.7 

4.8 

5.7 

4.8 

0.4 

5.0 

2.7 

1.8 

6.6 

23.0 

5.4 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)
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家族、友人・知人など

広報さがみはら

市のホームページ

相談支援事業所、福祉施設など

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

障がいのある方のための福祉のしおり

ＸやInstagram、LINEなどのSNS

インターネット上のコミュニティサイトや質
問サイト

「２」～「６」以外のインターネットサイト

インターネットサイト「障害福祉情報サービ
スかながわ」

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制
度案内サービス機能」

障がい者団体など

その他

特になし

無回答

19.7 

38.0 

19.2 

6.6 

16.4 

11.7 

1.4 

2.3 

0.5 

3.3 

0.5 

3.3 

3.3 

0.9 

4.7 

14.6 

11.7 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

29.9 

36.6 

12.8 

9.3 

12.2 

3.2 

0.3 

0.6 

0.6 

1.2 

0.6 

2.3 

1.2 

0.9 

6.7 

14.8 

14.8 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)
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（６）力を入れてほしい福祉サービスの情報 

問24 福祉サービスの情報についてより力を入れてほしいのはどれですか。（○はいくつでも） 

「市のホームページ」が26.4％と最も多く、次いで「広報さがみはら」が24.9％、「各区の高齢・

障害者相談課、福祉相談センターのケースワーカーなどの市の職員」が18.7％などとなっています。

また、「特になし」が18.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市のホームページ

広報さがみはら

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

相談支援事業所、福祉施設など

障がいのある方のための福祉のしおり

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制
度案内サービス機能」

インターネットサイト「障害福祉情報サービ
スかながわ」

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

障がい者団体を通じた情報提供

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

「２」～「４」以外のインターネットサイト

その他

特になし

無回答

26.4 

24.9 

18.7 

17.4 

13.5 

12.4 

11.5 

7.4 

5.9 

5.5 

3.9 

4.5 

18.8 

9.8 

0% 10% 20% 30%
(n=1,954)
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障がい種別にみると、“身体障がい者”、“難病患者”では「広報さがみはら」が最も多くなって

います。また、“重症心身障がい児者”では「各区の高齢・障害者相談課、福祉相談センターのケ

ースワーカーなどの市の職員」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

市のホームページ

広報さがみはら

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

相談支援事業所、福祉施設など

障がいのある方のための福祉のしおり

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制
度案内サービス機能」

インターネットサイト「障害福祉情報サービ
スかながわ」

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

障がい者団体を通じた情報提供

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

「２」～「４」以外のインターネットサイト

その他

特になし

無回答

24.1 

35.0 

18.5 

12.7 

14.3 

8.5 

8.0 

5.1 

4.7 

1.6 

2.2 

3.1 

16.5 

12.7 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

17.4 

15.9 

14.4 

20.4 

15.3 

12.6 

11.7 

7.8 

10.8 

9.0 

3.3 

3.9 

22.8 

12.3 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

25.6 

20.6 

21.5 

15.4 

15.1 

16.0 

15.1 

17.4 

6.1 

2.9 

6.7 

8.7 

15.7 

7.8 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)
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【障がい種別】

市のホームページ

広報さがみはら

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

相談支援事業所、福祉施設など

障がいのある方のための福祉のしおり

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制
度案内サービス機能」

インターネットサイト「障害福祉情報サービ
スかながわ」

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

障がい者団体を通じた情報提供

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

「２」～「４」以外のインターネットサイト

その他

特になし

無回答

31.3 

32.8 

17.6 

13.0 

7.7 

10.6 

8.4 

3.9 

2.4 

0.7 

3.6 

3.4 

18.6 

9.9 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

27.2 

16.8 

36.0 

35.2 

26.4 

15.2 

17.6 

3.2 

12.0 

4.0 

4.0 

2.4 

10.4 

8.8 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

33.9 

17.0 

14.9 

22.1 

11.1 

15.6 

14.2 

5.2 

4.5 

18.0 

4.5 

4.8 

25.3 

5.2 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)
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年齢別にみると、“12歳～17歳”では「市のホームページ」、「特になし」が最も多くなっていま

す。また、“65歳～74歳”、“75歳以上”では「広報さがみはら」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年齢別】

市のホームページ

広報さがみはら

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン

ターのケースワーカーなどの市の職員

相談支援事業所、福祉施設など

障がいのある方のための福祉のしおり

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制

度案内サービス機能」

インターネットサイト「障害福祉情報サービ

スかながわ」

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの

職員

障がい者団体を通じた情報提供

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン

ターの職員

「２」～「４」以外のインターネットサイト

その他

特になし

無回答

45.5 

24.2 

21.2 

27.3 

9.1 

21.2 

33.3 

9.1 

9.1 

33.3 

0.0 

3.0 

9.1 

9.1 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

34.1 

11.4 

20.5 

22.2 

13.0 

20.5 

14.1 

7.6 

6.5 

29.2 

8.1 

4.9 

19.5 

5.4 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

29.3 

17.1 

17.9 

23.6 

15.7 

17.1 

17.9 

5.7 

3.6 

11.4 

5.7 

5.7 

29.3 

2.1 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)
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【年齢別】

市のホームページ

広報さがみはら

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

相談支援事業所、福祉施設など

障がいのある方のための福祉のしおり

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制
度案内サービス機能」

インターネットサイト「障害福祉情報サービ
スかながわ」

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

障がい者団体を通じた情報提供

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

「２」～「４」以外のインターネットサイト

その他

特になし

無回答

24.5 

15.6 

17.0 

21.5 

15.4 

14.5 

13.2 

6.3 

9.3 

3.2 

6.6 

4.8 

19.7 

7.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

29.6 

24.5 

18.2 

14.3 

13.0 

13.4 

12.9 

10.7 

6.4 

1.1 

3.2 

5.4 

20.0 

8.9 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)
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市のホームページ

広報さがみはら

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

相談支援事業所、福祉施設など

障がいのある方のための福祉のしおり

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制
度案内サービス機能」

インターネットサイト「障害福祉情報サービ
スかながわ」

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

障がい者団体を通じた情報提供

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

「２」～「４」以外のインターネットサイト

その他

特になし

無回答

26.8 

39.0 

22.1 

9.9 

16.4 

8.5 

8.9 

5.6 

6.1 

0.5 

1.9 

3.3 

12.2 

12.2 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

18.3 

39.8 

18.6 

15.7 

9.3 

4.4 

3.8 

5.2 

1.5 

1.2 

0.9 

2.6 

15.7 

18.0 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)【年齢別】

市のホームページ

広報さがみはら

各区の高齢・障害者相談課、福祉相談セン
ターのケースワーカーなどの市の職員

相談支援事業所、福祉施設など

障がいのある方のための福祉のしおり

相模原市LINE公式アカウント「障がい福祉制
度案内サービス機能」

インターネットサイト「障害福祉情報サービ
スかながわ」

障害者更生相談所・精神保健福祉センターの
職員

障がい者団体を通じた情報提供

児童相談所・陽光園・各区の子育て支援セン
ターの職員

「２」～「４」以外のインターネットサイト

その他

特になし

無回答

24.5 

15.6 

17.0 

21.5 

15.4 

14.5 

13.2 

6.3 

9.3 

3.2 

6.6 

4.8 

19.7 

7.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

29.6 

24.5 

18.2 

14.3 

13.0 

13.4 

12.9 

10.7 

6.4 

1.1 

3.2 

5.4 

20.0 

8.9 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)
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（７）パソコン・スマートフォン等の利用状況 

問25 あなたは、パソコンやスマートフォンなどを利用していますか。（○は１つ） 

「利用している」が64.9％、「利用していない」が31.6％となっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「利用していない」のほうが多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

54.9

55.3

83.1

73.7

37.6

69.2

40.2

40.8

14.2

23.6

57.6

28.7

4.9

3.9

2.6

2.7

4.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

64.9 31.6 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答
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年齢別にみると、“０歳～５歳”、“75歳以上”では「利用していない」のほうが多くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体
(n=1,954)

64.9 31.6 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

【年齢別】

０歳～５歳
(n= 33)

６歳～11歳
(n=185)

12歳～17歳
(n=140)

18歳～39歳
(n=441)

40歳～64歳
(n=560)

65歳～74歳
(n=213)

75歳以上
(n=344)

42.4

51.9

80.0

74.8

77.0

61.5

38.7

54.5

45.9

18.6

23.1

20.9

33.8

54.1

3.0

2.2

1.4

2.0

2.1

4.7

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（８）パソコン・スマートフォン等での福祉サービスの申請や手続の希望 

問25-１ 問25で「１ 利用している」とお答えの方にお聞きします。 

あなたは、福祉サービスの申請や手続がパソコンやスマートフォンなどでできるようにな

ったら利用したいですか。（○は１つ） 

「利用したい」が77.1％、「利用したくない」が21.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=246)

知的障がい者
(n=184)

精神障がい者
(n=286)

難病患者
(n=306)

重症心身障がい児者
(n= 47)

発達障がい者
(n=200)

71.5

72.8

75.2

79.7

85.1

84.5

26.4

23.4

24.5

19.9

12.8

13.5

2.0

3.8

0.3

0.3

2.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,269)

77.1 21.4 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したくない 無回答
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（９）パソコン・スマートフォン等での福祉サービスの申請や手続を希望しない理由 

問25-２ 問25-１で「２ 利用したくない」とお答えの方にお聞きします。 

利用したくないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

「窓口で職員と会って手続をしたい」が58.1％と最も多く、次いで「パソコンやスマートフォン

の使い方がよく分からない」が47.8％などとなっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”では「パソコンやスマートフォンの使い方がよく分からな

い」が最も多くなっています。また、“重症心身障がい児者”では「パソコンやスマートフォンの

使い方がよく分からない」、「その他」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

窓口で職員と会って手続したい

パソコンやスマートフォンの使い方がよく分
からない

パソコンやスマートフォンを持っていない

その他

無回答

67.2 

52.5 

0.0 

14.8 

1.6 

0% 50% 100%

難病患者(n=61)

16.7 

50.0 

16.7 

50.0 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=6)

59.3 

25.9 

0.0 

37.0 

3.7 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=27)

【障がい種別】

窓口で職員と会って手続したい

パソコンやスマートフォンの使い方がよく分
からない

パソコンやスマートフォンを持っていない

その他

無回答

52.3 

60.0 

4.6 

9.2 

3.1 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=65)

60.5 

34.9 

0.0 

18.6 

0.0 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=43)

57.1 

48.6 

0.0 

18.6 

2.9 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=70)

窓口で職員と会って手続したい

パソコンやスマートフォンの使い方がよく分
からない

パソコンやスマートフォンを持っていない

その他

無回答

58.1 

47.8 

1.5 

18.0 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
(n=272)
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年齢別にみると、 “６歳～11歳”、“12歳～17歳”では「その他」が最も多くなっています。ま

た、“75歳以上”では「パソコンやスマートフォンの使い方がよく分からない」が最も多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

窓口で職員と会って手続したい

パソコンやスマートフォンの使い方がよく分

からない

パソコンやスマートフォンを持っていない

その他

無回答

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=1)

40.0 

30.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=10)

40.0 

40.0 

0.0 

46.7 

6.7 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=15)

窓口で職員と会って手続したい

パソコンやスマートフォンの使い方がよく分

からない

パソコンやスマートフォンを持っていない

その他

無回答

64.3 

28.6 

0.0 

23.2 

0.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=56)

58.5 

51.1 

1.1 

13.8 

3.2 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=94)

窓口で職員と会って手続したい

パソコンやスマートフォンの使い方がよく分

からない

パソコンやスマートフォンを持っていない

その他

無回答

56.4 

48.7 

2.6 

12.8 

5.1 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=39)

59.6 

67.3 

3.8 

5.8 

0.0 

0% 50% 100%

75歳以上(n=52)
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（10）福祉サービスの情報を知るために困ったこと 

問26 あなたは、これまでに福祉サービスの情報を知るために困ったことは何ですか。 

 （○はいくつでも） 

「どこで情報を得るかわからない」が46.5％と最も多く、次いで「制度・サービスがわかりにく

い」が38.2％、「情報を知る窓口が少ない・近くにない」が24.9％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【全体・経年比較】

どこで情報を得るかわからない

制度・サービスがわかりにくい

情報を知る窓口が少ない・近くにない

説明書がわかりにくい

わかりやすい説明がなかった

障がいに応じた説明や説明書が得られなかっ
た

その他

無回答

46.5 

38.2 

24.9 

17.5 

13.2 

12.6 

9.2 

16.4 

43.9

37.1

23.7

14.6

10.2

12.8

8.2

21.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和７年度(n=1,954)

令和４年度(n=1,777)
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障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「制度・サービスがわかりにくい」が最も多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どこで情報を得るかわからない

制度・サービスがわかりにくい

情報を知る窓口が少ない・近くにない

説明書がわかりにくい

わかりやすい説明がなかった

障がいに応じた説明や説明書が得られなかっ
た

その他

無回答

46.3 

36.1 

23.6 

16.9 

10.8 

7.7 

8.0 

16.1 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

37.6 

44.8 

31.2 

23.2 

16.8 

18.4 

12.0 

18.4 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

52.2 

40.5 

24.6 

21.5 

15.6 

11.8 

7.3 

11.4 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【障がい種別】

どこで情報を得るかわからない

制度・サービスがわかりにくい

情報を知る窓口が少ない・近くにない

説明書がわかりにくい

わかりやすい説明がなかった

障がいに応じた説明や説明書が得られなかっ
た

その他

無回答

40.0 

34.4 

21.0 

12.7 

9.8 

11.4 

9.4 

23.2 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

42.9 

34.5 

21.3 

17.1 

13.5 

12.3 

10.8 

17.4 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

57.0 

45.1 

33.1 

19.2 

16.6 

18.9 

9.6 

10.2 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)
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６ 日中活動・就労について 

（１）平日の日中の主な過ごし方 

問27 あなたは平日の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つ） 

「企業などで働いている」が19.5％と最も多く、次いで「学校などに通っている」が18.2％、「通

所施設・地域活動支援センターなどに通っている」が15.1％などとなっています。また、「特に何も

していない」が23.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

企業などで働いている

学校などに通っている

通所施設・地域活動支援センターなどに通ってい
る

自宅で家事の手伝いなどをしている

自宅で働いている

就職活動中

特に何もしていない

その他

無回答

19.5 

18.2 

15.1 

8.9 

2.8 

1.2 

23.6 

6.4 

4.4 

0% 10% 20% 30%
(n=1,954)
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障がい種別にみると、“知的障がい者”、“重症心身障がい児者”では「通所施設・地域活動支援

センターなどに通っている」が最も多くなっています。また、“難病患者”では「企業などで働い

ている」が最も多くなっています。また、“発達障がい者”では「学校などに通っている」が最も

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

企業などで働いている

学校などに通っている

通所施設・地域活動支援センターなどに通ってい
る

自宅で家事の手伝いなどをしている

自宅で働いている

就職活動中

特に何もしていない

その他

無回答

32.8 

1.4 

4.3 

13.3 

6.3 

0.7 

30.8 

6.3 

4.1 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

4.0 

28.0 

35.2 

0.0 

0.0 

0.8 

16.0 

8.8 

7.2 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

12.8 

71.6 

7.6 

0.7 

0.0 

0.3 

2.1 

3.5 

1.4 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【障がい種別】

企業などで働いている

学校などに通っている

通所施設・地域活動支援センターなどに通ってい
る

自宅で家事の手伝いなどをしている

自宅で働いている

就職活動中

特に何もしていない

その他

無回答

12.9 

2.7 

8.3 

13.2 

2.9 

0.7 

42.9 

9.8 

6.7 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

20.7 

24.6 

35.1 

1.8 

0.0 

1.8 

8.7 

3.9 

3.3 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

22.1 

3.8 

16.6 

15.1 

4.4 

2.6 

25.0 

6.4 

4.1 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)



119 

（２）障がいがあることで仕事をする上で不安や不満を感じること 

問27-１ 問27で「１ 企業などで働いている」または「２ 自宅で働いている」とお答えの方にお聞

きします。 

あなたは障がいがあることで、仕事をする上で不安や不満を感じることはありますか。 

 （○はいくつでも） 

「収入が少ない」が27.1％と最も多く、次いで「身体的・精神的に仕事がきつい」が26.2％、「通

勤が大変」が19.1％などとなっています。また、「特にない」が35.4％となっています。 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

収入が少ない

身体的・精神的に仕事がきつい

通勤が大変

職場の人間関係が難しい

職場での身分が不安定

昇給や昇進が平等ではない

自分のペースで仕事ができない

職場での障がいに対する理解が低い

雇用主の障がいに対する理解が低い

自分に合った仕事がない

差別・偏見・疎外感を感じる

仕事が難しい

障がい者用の設備が十分ではない

その他

特にない

無回答

27.1 

26.2 

19.1 

17.7 

11.3 

9.2 

9.2 

8.0 

7.1 

6.9 

6.7 

5.5 

2.5 

4.8 

35.4 

2.1 

28.0

25.6

14.0

20.1

9.2

8.5

10.0

7.8

5.9

5.5

9.0

5.7

3.6

6.2

35.3

2.8

0% 10% 20% 30% 40%

令和７年度(n=435)

令和４年度(n=422)
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障がい種別にみると、“精神障がい者”では「収入が少ない」が最も多くなっています。また、“重

症心身障がい児者”では「差別・偏見・疎外感を感じる」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

収入が少ない

身体的・精神的に仕事がきつい

通勤が大変

職場の人間関係が難しい

職場での身分が不安定

昇給や昇進が平等ではない

自分のペースで仕事ができない

職場での障がいに対する理解が低い

雇用主の障がいに対する理解が低い

自分に合った仕事がない

差別・偏見・疎外感を感じる

仕事が難しい

障がい者用の設備が十分ではない

その他

特にない

無回答

19.1 

25.9 

15.4 

6.8 

6.8 

8.0 

6.2 

5.6 

4.9 

1.9 

3.1 

0.0 

2.5 

6.2 

45.7 

1.2 

0% 50% 100%

難病患者(n=162)

20.0 

20.0 

20.0 

20.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

20.0 

40.0 

0.0 

0.0 

0.0 

40.0 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=5)

27.0 

16.2 

16.2 

24.3 

8.1 

8.1 

10.8 

5.4 

2.7 

5.4 

0.0 

5.4 

0.0 

2.7 

35.1 

2.7 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=37)

【障がい種別】

収入が少ない

身体的・精神的に仕事がきつい

通勤が大変

職場の人間関係が難しい

職場での身分が不安定

昇給や昇進が平等ではない

自分のペースで仕事ができない

職場での障がいに対する理解が低い

雇用主の障がいに対する理解が低い

自分に合った仕事がない

差別・偏見・疎外感を感じる

仕事が難しい

障がい者用の設備が十分ではない

その他

特にない

無回答

23.9 

16.9 

15.5 

11.3 

9.9 

7.0 

5.6 

4.2 

0.0 

1.4 

2.8 

4.2 

1.4 

5.6 

43.7 

1.4 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=71)

17.4 

15.9 

17.4 

24.6 

13.0 

5.8 

2.9 

5.8 

8.7 

7.2 

8.7 

8.7 

1.4 

2.9 

40.6 

4.3 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=69)

51.6 

46.2 

30.8 

34.1 

20.9 

16.5 

20.9 

18.7 

17.6 

19.8 

15.4 

14.3 

5.5 

4.4 

6.6 

2.2 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=91)
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（３）日中活動や就労等をしていない理由 

問27-２ 問27で「７ 特に何もしていない」とお答えの方にお聞きします。 

特に何もしていない理由はどれですか。（○はいくつでも） 

「高齢のため（定年を含む）」が46.4％と最も多く、次いで「障がい・病気が重いため」が44.0％、

「家で好きなことをしたいため」が13.9％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【全体・経年比較】

高齢のため（定年を含む）

障がい・病気が重いため

家で好きなことをしたいため

仕事をする自信がないため

仕事をする必要がないため

自分にあった仕事が見つからないため

仕事への意欲がわかないため

家事・育児・介護・介助のため

通勤が困難なため

賃金や勤務体系などの労働条件があわないため

職業訓練中のため

その他

無回答

46.4 

44.0 

13.9 

13.4 

11.1 

9.3 

7.2 

6.5 

4.8 

2.6 

0.0 

6.3 

2.0 

40.6

45.5

11.8

19.3

10.6

9.0

9.2

5.0

5.0

2.6

0.5

7.8

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和７年度(n=461)

令和４年度(n=424)
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障がい種別にみると、 “知的障がい者”、“精神障がい者”、“重症心身障がい児者”では「障

がい・病気が重いため」が最も多くなっています。また、“発達障がい者”では「家で好きなこと

をしたいため」、「自分にあった仕事が見つからないため」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢のため（定年を含む）

障がい・病気が重いため

家で好きなことをしたいため

仕事をする自信がないため

仕事をする必要がないため

自分にあった仕事が見つからないため

仕事への意欲がわかないため

家事・育児・介護・介助のため

通勤が困難なため

賃金や勤務体系などの労働条件があわないため

職業訓練中のため

その他

無回答

60.9 

35.2 

12.5 

10.9 

14.8 

7.0 

1.6 

9.4 

3.9 

2.3 

0.0 

3.1 

0.0 

0% 50% 100%

難病患者(n=128)

15.0 

95.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.0 

0.0 

0.0 

5.0 

0.0 

0.0 

5.0 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=20)

0.0 

33.3 

50.0 

33.3 

0.0 

50.0 

0.0 

16.7 

0.0 

16.7 

0.0 

16.7 

0.0 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=6)

【障がい種別】

高齢のため（定年を含む）

障がい・病気が重いため

家で好きなことをしたいため

仕事をする自信がないため

仕事をする必要がないため

自分にあった仕事が見つからないため

仕事への意欲がわかないため

家事・育児・介護・介助のため

通勤が困難なため

賃金や勤務体系などの労働条件があわないため

職業訓練中のため

その他

無回答

62.5 

40.6 

16.7 

8.3 

12.0 

4.7 

4.7 

3.1 

2.6 

1.0 

0.0 

5.2 

2.6 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=192)

13.8 

55.2 

6.9 

6.9 

13.8 

13.8 

10.3 

10.3 

3.4 

3.4 

0.0 

3.4 

3.4 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=29)

10.5 

50.0 

12.8 

32.6 

5.8 

19.8 

22.1 

9.3 

11.6 

5.8 

0.0 

14.0 

3.5 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=86)
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（４）今後の就労希望 

問28 あなたは今後（将来）、働きたいですか。（○は１つ） 

「働きたい」が45.0％、「障がいの状態などにより働くことはむずかしい」が18.4％、「働きたく

ない」が13.7％、「わからない」が14.7％となっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”、“重症心身障がい児者”では「障がいの状態などにより働

くことはむずかしい」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

23.4

56.8

52.3

41.7

15.2

73.7

25.4

15.9

16.0

15.2

56.8

1.4

25.0

4.8

10.8

21.9

2.4

2.8

12.3

17.1

14.2

12.8

16.8

18.3

13.8

5.4

6.7

8.4

8.8

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=1,954)
45.0 18.4 13.7 14.7 8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働きたい

障がいの状態などにより働くことはむずかしい

働きたくない

わからない

無回答
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年齢別にみると、“０歳～５歳”では「わからない」が最も多くなっています。また、“65歳～

74歳”、“75歳以上”では「働きたくない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年齢別】

０歳～５歳
(n= 33)

６歳～11歳
(n=185)

12歳～17歳
(n=140)

18歳～39歳
(n=441)

40歳～64歳
(n=560)

65歳～74歳
(n=213)

75歳以上
(n=344)

30.3

61.1

67.1

63.7

53.6

19.7

7.0

9.1

7.0

10.0

20.9

18.6

25.8

22.4

0.5

5.0

3.4

7.1

27.7

40.4

48.5

25.9

15.7

8.8

14.3

17.4

11.0

12.1

5.4

2.1

3.2

6.4

9.4

19.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=1,954)
45.0 18.4 13.7 14.7 8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働きたい

障がいの状態などにより働くことはむずかしい

働きたくない

わからない

無回答
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（５）希望する勤務場所 

（問28-１から問28-３までは、問28で「１ 働きたい」とお答えの方にお聞きします。） 

問28-１ あなたはどのようなところで働きたいですか。（○は１つ） 

「企業などで働きたい」が64.1％、「通所施設・地域活動支援センターなどで働きたい」が15.6％、

「自宅で働きたい」が13.9％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=105)

知的障がい者
(n=189)

精神障がい者
(n=180)

難病患者
(n=173)

重症心身障がい児者
(n= 19)

発達障がい者
(n=213)

61.9

56.6

61.7

69.4

63.2

69.5

4.8

33.3

15.0

5.2

31.6

12.7

23.8

4.8

17.8

20.2

9.9

5.7

4.2

5.6

2.9

5.3

6.6

3.8

1.1

2.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=879)

64.1 15.6 13.9 5.0 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業などで働きたい

通所施設・地域活動支援センターなどで働きたい

自宅で働きたい

その他

無回答
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【年齢別】

０歳～５歳
(n= 10)

６歳～11歳
(n=113)

12歳～17歳
(n= 94)

18歳～39歳
(n=281)

40歳～64歳
(n=300)

65歳～74歳
(n= 42)

75歳以上
(n= 24)

80.0

61.9

59.6

67.6

65.7

57.1

37.5

10.0

17.7

19.1

16.4

14.0

14.3

8.3

8.8

11.7

13.2

14.7

28.6

29.2

10.0

9.7

8.5

2.5

5.0

4.2

1.8

1.1

0.4

0.7

20.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=879)

64.1 15.6 13.9 5.0 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業などで働きたい

通所施設・地域活動支援センターなどで働きたい

自宅で働きたい

その他

無回答
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（６）希望する職種 

（問28-１から問28-３までは、問28で「１ 働きたい」とお答えの方にお聞きします。） 

問28-２ あなたはどのような種類の仕事をしたいですか。（○はいくつでも） 

「事務の仕事」が25.9％と最も多く、次いで「製造の仕事」が19.1％、「コンピューター関係の仕

事」が15.1％などとなっています。また、「わからない」が24.2％となっています。 

障がい種別にみると、“知的障がい者”、“重症心身障がい児”、“発達障がい者”では「わからない」

が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

事務の仕事

製造の仕事

コンピューター関係の仕事

販売・接客の仕事

医療・福祉・教育関係の仕事

清掃の仕事

農林水産関係の仕事

その他

わからない

無回答

29.5 

21.0 

11.4 

14.3 

12.4 

15.2 

2.9 

17.1 

5.7 

4.8 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=105)

14.3 

24.9 

11.6 

16.9 

6.9 

7.9 

4.8 

11.1 

30.7 

3.7 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=189)

39.4 

19.4 

18.9 

11.7 

17.8 

10.6 

6.1 

10.0 

20.0 

1.7 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=180)

事務の仕事

製造の仕事

コンピューター関係の仕事

販売・接客の仕事

医療・福祉・教育関係の仕事

清掃の仕事

農林水産関係の仕事

その他

わからない

無回答

25.9 

19.1 

15.1 

14.4 

12.9 

8.9 

4.1 

12.4 

24.2 

2.3 

0% 10% 20% 30%(n=879)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”、“６歳～11歳”、“12歳～17歳”では「わからない」が最も多くな

っています。“75歳以上”では「その他」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

事務の仕事

製造の仕事

コンピューター関係の仕事

販売・接客の仕事

医療・福祉・教育関係の仕事

清掃の仕事

農林水産関係の仕事

その他

わからない

無回答

37.0 

16.8 

14.5 

17.3 

21.4 

4.0 

2.3 

16.2 

12.7 

1.2 

0% 50% 100%

難病患者(n=173)

5.3 

5.3 

0.0 

21.1 

10.5 

10.5 

0.0 

15.8 

36.8 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=19)

16.0 

16.0 

18.8 

11.7 

7.5 

8.9 

4.2 

9.9 

39.4 

1.4 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=213)

【年齢別】

事務の仕事

製造の仕事

コンピューター関係の仕事

販売・接客の仕事

医療・福祉・教育関係の仕事

清掃の仕事

農林水産関係の仕事

その他

わからない

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.0 

80.0 

10.0 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=10)

6.2 

9.7 

12.4 

9.7 

7.1 

1.8 

4.4 

8.8 

56.6 

1.8 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=113)

10.6 

22.3 

25.5 

22.3 

5.3 

10.6 

6.4 

8.5 

30.9 

1.1 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=94)
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【年齢別】

事務の仕事

製造の仕事

コンピューター関係の仕事

販売・接客の仕事

医療・福祉・教育関係の仕事

清掃の仕事

農林水産関係の仕事

その他

わからない

無回答

32.7 

21.4 

18.9 

12.8 

14.9 

9.6 

3.9 

13.5 

19.9 

0.7 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=281)

34.3 

21.3 

12.7 

16.3 

16.3 

8.3 

3.3 

13.0 

15.7 

1.7 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=300)

事務の仕事

製造の仕事

コンピューター関係の仕事

販売・接客の仕事

医療・福祉・教育関係の仕事

清掃の仕事

農林水産関係の仕事

その他

わからない

無回答

23.8 

14.3 

7.1 

7.1 

14.3 

19.0 

4.8 

11.9 

14.3 

7.1 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=42)

16.7 

12.5 

0.0 

12.5 

8.3 

20.8 

4.2 

25.0 

0.0 

12.5 

0% 50% 100%

75歳以上(n=24)
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（７）希望する勤務形態 

（問28-１から問28-３までは、問28で「１ 働きたい」とお答えの方にお聞きします。） 

問28-３ あなたはどのように働きたいですか。（○はいくつでも） 

「正社員」が55.2％と最も多く、次いで「アルバイト、パート」が33.4％、「内職など自宅ででき

る仕事」が13.1％などとなっています。また、「わからない」が16.2％となっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児”では「わからない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
正社員

アルバイト、パート

内職など自宅でできる仕事

自営業、または自営業の手伝い

その他

わからない

無回答

58.4 

46.8 

15.0 

11.6 

1.7 

2.3 

1.2 

0% 50% 100%

難病患者(n=173)

31.6 

15.8 

5.3 

5.3 

21.1 

36.8 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=19)

60.6 

16.9 

8.0 

5.2 

0.9 

30.0 

0.9 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=213)

【障がい種別】

正社員

アルバイト、パート

内職など自宅でできる仕事

自営業、または自営業の手伝い

その他

わからない

無回答

46.7 

41.0 

16.2 

13.3 

6.7 

3.8 

3.8 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=105)

51.9 

27.5 

10.1 

5.8 

6.9 

24.9 

3.2 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=189)

56.7 

43.9 

19.4 

9.4 

5.6 

8.9 

0.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=180)

正社員

アルバイト、パート

内職など自宅でできる仕事

自営業、または自営業の手伝い

その他

わからない

無回答

55.2 

33.4 

13.1 

8.4 

4.4 

16.2 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=879)
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年齢別にみると、“65歳～74歳”、“75歳以上”では「アルバイト、パート」が最も多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

正社員

アルバイト、パート

内職など自宅でできる仕事

自営業、または自営業の手伝い

その他

わからない

無回答

67.3 

27.8 

13.2 

6.0 

4.6 

10.3 

1.4 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=281)

55.0 

45.3 

15.7 

9.3 

5.0 

9.0 

0.7 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=300)

【年齢別】

正社員

アルバイト、パート

内職など自宅でできる仕事

自営業、または自営業の手伝い

その他

わからない

無回答

50.0 

10.0 

0.0 

0.0 

10.0 

40.0 

0.0 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=10)

50.4 

15.0 

7.1 

7.1 

0.9 

41.6 

0.9 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=113)

58.5 

22.3 

13.8 

11.7 

1.1 

29.8 

1.1 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=94)

正社員

アルバイト、パート

内職など自宅でできる仕事

自営業、または自営業の手伝い

その他

わからない

無回答

14.3 

69.0 

16.7 

11.9 

0.0 

4.8 

7.1 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=42)

4.2 

37.5 

12.5 

16.7 

25.0 

4.2 

8.3 

0% 50% 100%

75歳以上(n=24)
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（８）働く上で必要な条件 

問29 あなたが働く上で、どのような条件が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

「職場が自宅から近い」が43.2％と最も多く、次いで「障がいに対する職場の理解がある」が

40.6％、「障がいに合った仕事である」が38.6％などとなっています。 

 

 

  

【全体・経年比較】

職場が自宅から近い

障がいに対する職場の理解がある

障がいに合った仕事である

障がいに合わせて勤務時間・日数が調整でき
る

通勤手段がある

賃金が妥当である

仕事に慣れるまで適切な指導が受けられる

障がいのある人を積極的に雇用している

障がいに配慮した設備が整っている

就労相談や就労訓練が充実している

一般企業で働く訓練の機会が充実している

その他

特にない

無回答

43.2 

40.6 

38.6 

34.0 

33.7 

33.2 

33.0 

25.3 

25.1 

18.7 

10.1 

6.1 

16.7 

9.8 

41.5

41.7

36.9

34.2

33.0

29.2

34.4

26.6

24.3

17.8

9.8

6.2

14.7

13.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和７年度(n=1,954)

令和４年度(n=1,777)
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障がい種別にみると、“身体障がい者”では「特にない」が最も多くなっています。また、“知的

障がい者”、“重症心身障がい児者”では「障がいに合った仕事である」が最も多くなっています。

また、“精神障がい者”、“発達障がい者”では「障がいに対する職場の理解がある」が最も多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
職場が自宅から近い

障がいに対する職場の理解がある

障がいに合った仕事である

障がいに合わせて勤務時間・日数が調整でき
る

通勤手段がある

賃金が妥当である

仕事に慣れるまで適切な指導が受けられる

障がいのある人を積極的に雇用している

障がいに配慮した設備が整っている

就労相談や就労訓練が充実している

一般企業で働く訓練の機会が充実している

その他

特にない

無回答

46.3 

22.7 

15.7 

22.4 

34.7 

31.3 

21.2 

9.6 

12.0 

7.7 

3.4 

5.5 

19.5 

10.8 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

22.4 

24.0 

36.8 

20.8 

24.8 

14.4 

17.6 

13.6 

29.6 

12.8 

4.0 

8.0 

28.0 

12.8 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

49.5 

63.3 

60.2 

38.8 

41.9 

51.2 

59.5 

45.3 

35.6 

35.6 

23.5 

5.2 

6.6 

3.1 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【障がい種別】

職場が自宅から近い

障がいに対する職場の理解がある

障がいに合った仕事である

障がいに合わせて勤務時間・日数が調整でき
る

通勤手段がある

賃金が妥当である

仕事に慣れるまで適切な指導が受けられる

障がいのある人を積極的に雇用している

障がいに配慮した設備が整っている

就労相談や就労訓練が充実している

一般企業で働く訓練の機会が充実している

その他

特にない

無回答

28.3 

24.6 

22.5 

24.8 

19.2 

16.5 

15.4 

15.4 

16.7 

7.1 

3.8 

7.1 

29.9 

17.0 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

48.9 

52.6 

57.1 

41.1 

40.8 

34.8 

43.8 

35.4 

35.1 

27.0 

12.9 

3.9 

10.2 

6.3 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

55.8 

58.4 

52.0 

53.8 

41.0 

47.1 

43.0 

34.6 

31.7 

27.0 

14.8 

7.8 

6.7 

7.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”では「障がいに対する職場の理解がある」、「障がいに合った仕

事である」が最も多くなっています。また、“６歳～11歳”、“18歳～39歳”では「障がいに合っ

た仕事である」が最も多くなっています。また、“12歳～17歳”では「障がいに対する職場の理解

がある」が最も多くなっています。また、“75歳以上”では「特にない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  職場が自宅から近い

障がいに対する職場の理解がある

障がいに合った仕事である

障がいに合わせて勤務時間・日数が調整でき
る

通勤手段がある

賃金が妥当である

仕事に慣れるまで適切な指導が受けられる

障がいのある人を積極的に雇用している

障がいに配慮した設備が整っている

就労相談や就労訓練が充実している

一般企業で働く訓練の機会が充実している

その他

特にない

無回答

49.7 

49.2 

50.3 

41.7 

40.4 

43.5 

40.1 

35.1 

32.4 

23.8 

12.7 

7.3 

9.3 

3.4 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

54.3 

45.2 

40.7 

42.3 

41.3 

40.0 

33.8 

24.3 

25.9 

18.0 

9.3 

5.4 

10.7 

6.4 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)

【年齢別】

職場が自宅から近い

障がいに対する職場の理解がある

障がいに合った仕事である

障がいに合わせて勤務時間・日数が調整でき
る

通勤手段がある

賃金が妥当である

仕事に慣れるまで適切な指導が受けられる

障がいのある人を積極的に雇用している

障がいに配慮した設備が整っている

就労相談や就労訓練が充実している

一般企業で働く訓練の機会が充実している

その他

特にない

無回答

24.2 

51.5 

51.5 

18.2 

27.3 

39.4 

45.5 

30.3 

27.3 

36.4 

21.2 

3.0 

21.2 

9.1 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

48.1 

58.4 

61.6 

44.3 

40.0 

45.4 

54.6 

42.2 

38.9 

36.2 

22.7 

5.9 

7.6 

5.9 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

52.1 

68.6 

61.4 

43.6 

48.6 

46.4 

57.9 

45.7 

41.4 

32.1 

21.4 

0.7 

7.1 

0.7 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)
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【年齢別】

職場が自宅から近い

障がいに対する職場の理解がある

障がいに合った仕事である

障がいに合わせて勤務時間・日数が調整でき
る

通勤手段がある

賃金が妥当である

仕事に慣れるまで適切な指導が受けられる

障がいのある人を積極的に雇用している

障がいに配慮した設備が整っている

就労相談や就労訓練が充実している

一般企業で働く訓練の機会が充実している

その他

特にない

無回答

40.8 

24.4 

20.7 

25.4 

24.9 

16.9 

17.4 

14.6 

15.0 

6.1 

2.8 

4.2 

25.4 

13.1 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

14.8 

11.3 

9.0 

9.6 

9.9 

7.6 

9.3 

4.7 

7.3 

4.7 

0.9 

9.3 

39.2 

26.2 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)
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７ 外出やバリアフリーについて 

（１）通院以外の外出の頻度 

問30 あなたの外出の頻度（通勤・通学などを含む）はどれくらいですか。通院は含みません。 

 （○は１つ） 

「ほぼ毎日」が49.2％と最も多く、次いで「週に３～４回」が16.9％、「週に１～２回」が12.8％

などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

25.2

70.3

40.1

39.0

53.6

85.5

18.1

11.1

21.8

21.7

16.0

9.7

19.9

6.0

20.3

14.7

2.4

2.8

7.6

3.3

4.4

5.3

5.6

18.8

6.0

9.6

13.0

15.2

0.7

10.5

3.3

3.8

6.3

7.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

49.2 16.9 12.8 4.6 10.8 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回

月に１～３回 ほとんど外出しない 無回答
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年齢別にみると、“75歳以上”では「ほとんど外出しない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年齢別】

０歳～５歳
(n= 33)

６歳～11歳
(n=185)

12歳～17歳
(n=140)

18歳～39歳
(n=441)

40歳～64歳
(n=560)

65歳～74歳
(n=213)

75歳以上
(n=344)

2.8 0.7

87.9

88.6

79.3

66.7

46.4

23.9

10.8

9.1

7.6

15.0

13.6

19.5

23.5

19.2

2.2

2.9

8.8

15.4

19.2

21.5

2.5

6.4

8.0

6.4

2.1

7.0

8.6

17.4

26.2

3.0

1.6

0.7

1.4

3.8

8.0

16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

49.2 16.9 12.8 4.6 10.8 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回

月に１～３回 ほとんど外出しない 無回答
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（２）主な外出先 

（問30-１から問30-３までは、問30で「１」～「４」とお答えの方（外出をしている方）にお聞きし

ます。） 

問30-１ 主にどこに外出していますか。（○はいくつでも） 

「ショッピングセンター・飲食店など」が47.5％と最も多く、次いで「職場」が25.4％、「趣味や

余暇活動の場」が20.5％などとなっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「福祉施設」が最も多くなっています。また、

“発達障がい者”では「学校」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【障がい種別】

ショッピングセンター・飲食店など

職場

趣味や余暇活動の場

学校

福祉施設

家族・親族の家

通園施設・保育園・幼稚園

友人・知人宅

障がい者の団体活動

その他

無回答

57.7 

18.0 

20.2 

4.1 

11.7 

11.4 

3.2 

7.6 

1.9 

20.2 

1.9 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=317)

41.1 

25.8 

22.8 

23.2 

30.1 

7.6 

11.3 

6.0 

4.0 

7.6 

1.7 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=302)

48.0 

31.5 

15.8 

5.4 

13.1 

7.0 

2.3 

5.0 

1.0 

20.1 

1.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=298)

ショッピングセンター・飲食店など

職場

趣味や余暇活動の場

学校

福祉施設

家族・親族の家

通園施設・保育園・幼稚園

友人・知人宅

障がい者の団体活動

その他

無回答

47.5 

25.4 

20.5 

20.3 

17.7 

9.1 

6.4 

5.4 

2.0 

13.4 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%(n=1,632)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”では「通園施設・保育園・幼稚園」が最も多くなっています。

また、“６歳～11歳”、“12歳～17歳”では「学校」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

ショッピングセンター・飲食店など

職場

趣味や余暇活動の場

学校

福祉施設

家族・親族の家

通園施設・保育園・幼稚園

友人・知人宅

障がい者の団体活動

その他

無回答

60.3 

42.4 

23.6 

3.0 

4.5 

8.7 

2.1 

5.4 

0.6 

11.3 

1.8 

0% 50% 100%

難病患者(n=335)

22.7 

5.2 

10.3 

32.0 

48.5 

6.2 

18.6 

1.0 

2.1 

15.5 

1.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=97)

36.0 

13.8 

23.0 

67.5 

21.2 

12.0 

9.9 

4.2 

2.5 

6.7 

0.7 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=283)

【年齢別】

ショッピングセンター・飲食店など

職場

趣味や余暇活動の場

学校

福祉施設

家族・親族の家

通園施設・保育園・幼稚園

友人・知人宅

障がい者の団体活動

その他

無回答

43.8 

0.0 

9.4 

0.0 

21.9 

34.4 

100.0 

3.1 

6.3 

3.1 

0.0 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=32)

35.2 

0.0 

20.3 

86.3 

27.5 

13.2 

13.2 

5.5 

1.6 

6.0 

0.5 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=182)

25.7 

1.5 

10.3 

94.9 

16.9 

8.1 

2.2 

5.1 

1.5 

6.6 

0.7 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=136)
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【年齢別】

ショッピングセンター・飲食店など

職場

趣味や余暇活動の場

学校

福祉施設

家族・親族の家

通園施設・保育園・幼稚園

友人・知人宅

障がい者の団体活動

その他

無回答

43.6 

42.3 

28.0 

7.7 

27.7 

6.2 

5.2 

5.7 

3.0 

10.4 

1.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=404)

51.9 

40.3 

13.8 

1.8 

12.0 

8.4 

3.3 

4.3 

1.2 

14.9 

1.4 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=491)

ショッピングセンター・飲食店など

職場

趣味や余暇活動の場

学校

福祉施設

家族・親族の家

通園施設・保育園・幼稚園

友人・知人宅

障がい者の団体活動

その他

無回答

64.2 

18.2 

25.2 

0.0 

6.3 

11.9 

1.9 

8.2 

0.6 

18.2 

1.3 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=159)

58.3 

4.5 

26.6 

0.5 

12.6 

7.0 

1.5 

6.5 

3.0 

24.1 

3.5 

0% 50% 100%

75歳以上(n=199)
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（３）主な移動手段 

（問30-１から問30-３までは、問30で「１」～「４」とお答えの方（外出をしている方）にお聞きし

ます。） 

問30-２ 主な移動手段は何ですか。（○はいくつでも） 

「自転車・徒歩」が48.6％と最も多く、次いで「電車・バスなどの公共交通機関」が41.7％、「自

動車・バイク」が36.5％などとなっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”、“難病患者”では「自動車・バイク」が最も多くなって

います。また、“知的障がい者”、“精神障がい者”では「電車・バスなどの公共交通機関」が最

も多くなっています。また、“重症心身障がい児者”では「事業所などによる送迎」が最も多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
自転車・徒歩

電車・バスなどの公共交通機関

自動車・バイク

事業所などによる送迎

タクシー

ボランティアによる送迎

その他

無回答

43.3 

40.6 

49.9 

4.8 

10.4 

0.9 

4.2 

0.6 

0% 50% 100%

難病患者(n=335)

16.5 

9.3 

49.5 

61.9 

3.1 

0.0 

7.2 

2.1 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=97)

73.1 

42.8 

31.1 

17.0 

2.5 

0.7 

3.2 

1.1 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=283)

【障がい種別】

自転車・徒歩

電車・バスなどの公共交通機関

自動車・バイク

事業所などによる送迎

タクシー

ボランティアによる送迎

その他

無回答

37.2 

32.5 

46.4 

14.2 

14.2 

1.6 

6.9 

0.0 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=317)

48.7 

49.0 

25.8 

25.8 

5.0 

1.3 

6.3 

1.0 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=302)

53.7 

55.0 

22.8 

4.4 

11.4 

0.3 

5.0 

0.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=298)

自転車・徒歩

電車・バスなどの公共交通機関

自動車・バイク

事業所などによる送迎

タクシー

ボランティアによる送迎

その他

無回答

48.6 

41.7 

36.5 

15.9 

8.5 

0.9 

5.3 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,632)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”、“65歳～74歳”では「自動車・バイク」が最も多くなっていま

す。また、“18歳～39歳”、“40歳～64歳”では「電車・バスなどの公共交通機関」が最も多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車・徒歩

電車・バスなどの公共交通機関

自動車・バイク

事業所などによる送迎

タクシー

ボランティアによる送迎

その他

無回答

48.3 

57.9 

24.5 

21.3 

6.2 

0.7 

4.0 

1.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=404)

42.8 

46.0 

38.5 

9.0 

10.0 

1.0 

4.1 

0.4 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=491)

【年齢別】

自転車・徒歩

電車・バスなどの公共交通機関

自動車・バイク

事業所などによる送迎

タクシー

ボランティアによる送迎

その他

無回答

62.5 

18.8 

78.1 

15.6 

0.0 

0.0 

6.3 

0.0 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=32)

68.1 

19.8 

44.0 

28.6 

2.2 

1.6 

4.9 

1.1 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=182)

62.5 

39.7 

30.9 

22.8 

1.5 

0.0 

5.9 

0.7 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=136)

自転車・徒歩

電車・バスなどの公共交通機関

自動車・バイク

事業所などによる送迎

タクシー

ボランティアによる送迎

その他

無回答

35.2 

31.4 

55.3 

6.3 

13.8 

0.0 

3.8 

0.0 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=159)

42.2 

31.7 

32.2 

15.6 

17.6 

2.0 

12.1 

0.5 

0% 50% 100%

75歳以上(n=199)
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（４）主に一緒に外出する人 

（問30-１から問30-３までは、問30で「１」～「４」とお答えの方（外出をしている方）にお聞きし

ます。） 

問30-３ 外出は主にだれとしていますか。（○は１つ） 

「家族」が43.5％、「友人・知人」が4.5％、「ガイドヘルパー」が3.1％、「一人で」が46.0％など

となっています。 

障がい種別にみると、“知的障がい者”、“重症心身障がい児者”、“発達障がい者”では「家族」

が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=317)

知的障がい者
(n=302)

精神障がい者
(n=298)

難病患者
(n=335)

重症心身障がい児者
(n= 97)

発達障がい者
(n=283)

42.9

48.0

24.5

33.1

77.3

60.1

5.7

4.6

4.4

3.3

1.0

5.7

2.2

8.6

1.7

0.9

7.2

1.1

44.8

33.8

68.1

61.8

7.2

31.8

3.5

5.0

1.3

0.6

7.2

0.7

0.9

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,632)

43.5 4.5 3.1 46.0

2.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族 友人・知人 ガイドヘルパー

一人で その他 無回答
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年齢別にみると、“０歳～５歳”、“６歳～11歳”、“12歳～17歳”では「家族」が最も多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

０歳～５歳
(n= 32)

６歳～11歳
(n=182)

12歳～17歳
(n=136)

18歳～39歳
(n=404)

40歳～64歳
(n=491)

65歳～74歳
(n=159)

75歳以上
(n=199)

100.0

85.7

55.1

37.4

27.9

41.5

40.2

3.3

7.4

4.7

3.1

4.4

7.0

1.6

5.0

4.1

1.9

2.5

6.6

37.5

50.2

61.5

51.6

43.7

1.6

2.7

3.3

0.6

5.0

1.1

0.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,632)

43.5 4.5 3.1 46.0

2.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族 友人・知人 ガイドヘルパー

一人で その他 無回答
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（５）外出時の困りごとの有無 

問31 外出したときに、困ったことはありますか。（○は１つ） 

「よくある」が12.9％、「ときどきある」が31.3％、「ほとんどない」が27.1％、「ない」が22.2％

となっています。 

障がい種別にみると、“難病患者”では「ほとんどない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

12.9

11.1

15.1

10.4

32.0

8.0

27.9

32.7

34.0

25.3

36.8

37.7

27.0

24.9

26.7

30.8

14.4

30.1

21.0

26.7

19.2

26.7

9.6

21.5

11.2

4.5

4.9

6.7

7.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体・経年比較】

令和７年度
(n=1,954)

令和４年度
(n=1,777)

12.9

13.3

31.3

29.1

27.1

28.1

22.2

21.0

6.5

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある ときどきある ほとんどない ない 無回答
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年齢別にみると、“65歳～74歳”、“75歳以上”では「ほとんどない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

０歳～５歳
(n= 33)

６歳～11歳
(n=185)

12歳～17歳
(n=140)

18歳～39歳
(n=441)

40歳～64歳
(n=560)

65歳～74歳
(n=213)

75歳以上
(n=344)

24.2

18.9

9.3

16.1

10.5

9.9

12.5

30.3

40.0

37.1

36.3

30.4

22.5

24.1

21.2

18.4

34.3

23.6

27.3

34.3

28.5

21.2

18.9

17.9

21.3

26.6

23.9

20.1

3.0

3.8

1.4

2.7

5.2

9.4

14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体・経年比較】

令和７年度
(n=1,954)

令和４年度
(n=1,777)

12.9

13.3

31.3

29.1

27.1

28.1

22.2

21.0

6.5

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくある ときどきある ほとんどない ない 無回答
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（６）外出しやすくなるために希望すること 

問32 あなたが外出しやすくなるために、希望するものは何ですか。（○は５つまで） 

「交通費の助成」が33.7％と最も多く、次いで「外出時の介助者の支援」、「わかりやすい案内表

示の設置（道路や建物の中）」が19.8％などとなっています。 

障がい種別にみると、“知的障がい者”では「外出時の介助者の支援」が最も多くなっています。

また、“重症心身障がい児者”では「建物内のバリアフリー（ユニバーサルトイレ・エレベーター・

自動ドアの設置など）」が最も多くなっています。また、“発達障がい者”では「わかりやすい案内

表示の設置（道路や建物の中）」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

交通費の助成

外出時の介助者の支援

わかりやすい案内表示の設置（道路や建物の
中）

建物内のバリアフリー（ユニバーサルトイ
レ・エレベーター・自動ドアの設置など）

市民の理解や協力

安く安心して利用できる障がいのある方専用
の施設

緊急時に相談できる施設の案内（地図など）

交通機関の職員の協力

歩道や点字ブロックなど道路のバリアフリー

その他

無回答

33.7 

19.8 

19.8 

19.5 

19.5 

17.9 

14.3 

12.4 

6.4 

8.4 

16.4 

0% 10% 20% 30% 40%
(n=1,954)
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【障がい種別】

交通費の助成

外出時の介助者の支援

わかりやすい案内表示の設置（道路や建物の
中）

建物内のバリアフリー（ユニバーサルトイ
レ・エレベーター・自動ドアの設置など）

市民の理解や協力

安く安心して利用できる障がいのある方専用
の施設

緊急時に相談できる施設の案内（地図など）

交通機関の職員の協力

歩道や点字ブロックなど道路のバリアフリー

その他

無回答

31.9 

19.9 

15.4 

31.5 

12.7 

17.9 

10.3 

9.2 

11.2 

7.6 

21.0 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

26.7 

27.9 

21.0 

9.9 

26.1 

23.1 

18.3 

18.9 

3.3 

9.0 

12.3 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

48.5 

13.1 

17.7 

7.6 

21.8 

20.6 

16.0 

11.9 

2.0 

8.1 

14.5 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)

【障がい種別】

交通費の助成

外出時の介助者の支援

わかりやすい案内表示の設置（道路や建物の
中）

建物内のバリアフリー（ユニバーサルトイ
レ・エレベーター・自動ドアの設置など）

市民の理解や協力

安く安心して利用できる障がいのある方専用
の施設

緊急時に相談できる施設の案内（地図など）

交通機関の職員の協力

歩道や点字ブロックなど道路のバリアフリー

その他

無回答

35.9 

12.0 

20.0 

25.3 

9.6 

8.2 

11.1 

6.7 

8.0 

8.4 

21.2 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

20.8 

47.2 

9.6 

48.8 

26.4 

39.2 

13.6 

20.0 

15.2 

8.0 

7.2 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

29.4 

17.3 

31.5 

5.5 

31.1 

13.1 

18.7 

15.6 

1.7 

9.7 

13.1 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289) 
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年齢別にみると、“０歳～５歳”、“６歳～11歳”、“12歳～17歳”では「市民の理解や協力」が

最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

交通費の助成

外出時の介助者の支援

わかりやすい案内表示の設置（道路や建物の

中）

建物内のバリアフリー（ユニバーサルトイ

レ・エレベーター・自動ドアの設置など）

市民の理解や協力

安く安心して利用できる障がいのある方専用

の施設

緊急時に相談できる施設の案内（地図など）

交通機関の職員の協力

歩道や点字ブロックなど道路のバリアフリー

その他

無回答

24.2 

15.2 

6.1 

21.2 

39.4 

18.2 

12.1 

15.2 

0.0 

12.1 

12.1 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

28.1 

28.6 

23.8 

9.7 

37.3 

23.8 

14.1 

13.5 

3.8 

7.0 

14.1 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

27.1 

22.1 

31.4 

15.7 

34.3 

16.4 

24.3 

24.3 

3.6 

7.9 

6.4 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)



150 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通費の助成

外出時の介助者の支援

わかりやすい案内表示の設置（道路や建物の
中）

建物内のバリアフリー（ユニバーサルトイ
レ・エレベーター・自動ドアの設置など）

市民の理解や協力

安く安心して利用できる障がいのある方専用
の施設

緊急時に相談できる施設の案内（地図など）

交通機関の職員の協力

歩道や点字ブロックなど道路のバリアフリー

その他

無回答

36.6 

11.3 

21.6 

31.0 

11.7 

18.3 

12.2 

7.5 

10.8 

6.6 

21.6 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

29.1 

24.4 

15.1 

24.1 

7.6 

11.6 

10.8 

9.3 

9.0 

7.8 

25.3 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)

【年齢別】

交通費の助成

外出時の介助者の支援

わかりやすい案内表示の設置（道路や建物の
中）

建物内のバリアフリー（ユニバーサルトイ
レ・エレベーター・自動ドアの設置など）

市民の理解や協力

安く安心して利用できる障がいのある方専用
の施設

緊急時に相談できる施設の案内（地図など）

交通機関の職員の協力

歩道や点字ブロックなど道路のバリアフリー

その他

無回答

32.7 

22.4 

22.7 

19.0 

22.7 

21.1 

14.5 

14.5 

6.1 

7.5 

12.2 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

41.1 

15.2 

16.6 

16.8 

16.6 

17.1 

14.1 

11.6 

5.2 

10.9 

15.5 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)
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（７）スポーツの実施頻度 

問33 あなたはスポーツをしていますか。（○は１つ） 

「していない」が51.9％と最も多く、次いで「週に３日以上」が19.1％、「週に１～２日」が17.1％

などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

16.7

19.8

16.3

21.0

9.6

27.0

16.7

18.3

15.4

14.5

7.2

26.3

4.7

8.4

7.3

5.3

3.2

5.2

1.1

0.6

2.6

1.2

0.8

1.0

0.2

1.5

1.7

1.9

0.7

54.2

48.6

54.1

53.0

74.4

38.1

6.3

2.7

2.6

3.1

4.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

19.1 17.1 5.9

1.3 1.1

51.9 3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に３日以上 週に１～２日 月に１～３日

３か月に１～２日 年に１～３日 していない

無回答

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答
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（８）一緒にスポーツをする人 

問33-１ 問33で「１」～「５」とお答えの方（スポーツをしている方）にお聞きします。 

スポーツはだれとしていますか。（○はいくつでも） 

「一人で」が51.0％と最も多く、次いで「家族」が22.4％、「福祉・医療施設の仲間や職員」が

16.2％などとなっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「福祉・医療施設の仲間や職員」が最も多くな

っています。また、“発達障がい者”では「学校の仲間や教職員」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人で

家族

福祉・医療施設の仲間や職員

友人・知人

学校の仲間や教職員

市内の一般のスポーツクラブの仲間

市内の障がい者スポーツサークル・団体の仲
間

職場の同僚

市外の一般のスポーツクラブの仲間

市外の障がい者スポーツサークル・団体の仲
間

その他

無回答

51.0 

22.4 

16.2 

13.3 

13.2 

7.9 

3.1 

2.6 

1.5 

1.1 

5.7 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
(n=870)
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【障がい種別】

一人で

家族

福祉・医療施設の仲間や職員

友人・知人

学校の仲間や教職員

市内の一般のスポーツクラブの仲間

市内の障がい者スポーツサークル・団体の仲
間

職場の同僚

市外の一般のスポーツクラブの仲間

市外の障がい者スポーツサークル・団体の仲
間

その他

無回答

59.3 

19.2 

14.1 

14.7 

1.1 

10.2 

1.1 

1.7 

1.7 

0.6 

9.0 

1.7 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=177)

31.5 

30.2 

29.0 

10.5 

16.7 

4.3 

8.0 

4.9 

0.6 

4.3 

6.2 

0.6 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=162)

77.2 

14.1 

7.4 

9.4 

4.0 

2.0 

2.0 

1.3 

1.3 

0.0 

4.0 

2.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=149)

一人で

家族

福祉・医療施設の仲間や職員

友人・知人

学校の仲間や教職員

市内の一般のスポーツクラブの仲間

市内の障がい者スポーツサークル・団体の仲

間

職場の同僚

市外の一般のスポーツクラブの仲間

市外の障がい者スポーツサークル・団体の仲

間

その他

無回答

70.3 

18.7 

7.7 

17.0 

0.0 

7.7 

0.5 

3.8 

1.6 

0.5 

4.9 

1.1 

0% 50% 100%

難病患者(n=182)

3.8 

26.9 

50.0 

0.0 

30.8 

3.8 

11.5 

3.8 

0.0 

0.0 

11.5 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=26)

25.3 

28.7 

17.8 

16.1 

41.4 

14.9 

2.9 

1.1 

2.3 

0.6 

3.4 

0.6 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=174)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”では「家族」、「学校の仲間や教職員」が最も多くなっています。

また、“６歳～11歳”、“12歳～17歳”では「学校の仲間や教職員」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

一人で

家族

福祉・医療施設の仲間や職員

友人・知人

学校の仲間や教職員

市内の一般のスポーツクラブの仲間

市内の障がい者スポーツサークル・団体の仲

間

職場の同僚

市外の一般のスポーツクラブの仲間

市外の障がい者スポーツサークル・団体の仲

間

その他

無回答

6.7 

46.7 

33.3 

6.7 

46.7 

6.7 

13.3 

0.0 

0.0 

6.7 

13.3 

0.0 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=15)

6.0 

43.6 

21.4 

15.4 

51.3 

19.7 

0.9 

0.9 

4.3 

0.0 

6.0 

0.9 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=117)

25.4 

19.4 

7.5 

20.9 

58.2 

9.0 

4.5 

0.0 

3.0 

1.5 

1.5 

1.5 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=67)
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【年齢別】

一人で

家族

福祉・医療施設の仲間や職員

友人・知人

学校の仲間や教職員

市内の一般のスポーツクラブの仲間

市内の障がい者スポーツサークル・団体の仲

間

職場の同僚

市外の一般のスポーツクラブの仲間

市外の障がい者スポーツサークル・団体の仲

間

その他

無回答

57.7 

20.9 

18.4 

10.2 

3.6 

3.1 

6.1 

5.1 

0.5 

3.6 

3.6 

1.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=196)

67.1 

16.2 

14.5 

9.8 

0.0 

3.0 

2.1 

1.7 

0.9 

0.0 

4.3 

1.3 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=234)

一人で

家族

福祉・医療施設の仲間や職員

友人・知人

学校の仲間や教職員

市内の一般のスポーツクラブの仲間

市内の障がい者スポーツサークル・団体の仲

間

職場の同僚

市外の一般のスポーツクラブの仲間

市外の障がい者スポーツサークル・団体の仲

間

その他

無回答

66.3 

27.4 

7.4 

23.2 

0.0 

10.5 

0.0 

5.3 

1.1 

1.1 

3.2 

0.0 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=95)

56.7 

11.8 

21.3 

12.6 

0.0 

11.8 

2.4 

0.8 

0.8 

0.0 

15.7 

2.4 

0% 50% 100%

75歳以上(n=127)
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（９）スポーツをしていない理由 

問33-２ 問33で「６ していない」とお答えの方にお聞きします。 

スポーツをしていないのはなぜですか。（○はいくつでも） 

「体力がない」が34.8％と最も多く、次いで「やりたいと思うスポーツがない」が17.0％、「スポ

ーツが苦手である」が16.1％などとなっています。また、「特に理由はない」が17.9％となっていま

す。 

 

 

体力がない

やりたいと思うスポーツがない

スポーツが苦手である

金銭的な余裕がない

障がいに適したスポーツがない

時間がない

ケガをするのではないかと心配である

家族の負担が大きい

仲間がいない

一緒にスポーツをする人に迷惑を掛けるので
はないかと心配である

どんなスポーツができるのか情報が得られな
い

スポーツをできる場所がない

どこでできるのか情報を得られない

人の目が気になる

介助者がいない

医師から禁止されている

交通手段・移動手段がない

指導者がいない

施設がバリアフリーでない

施設に利用を断られる

その他

特に理由はない

無回答

34.8 

17.0 

16.1 

13.7 

13.6 

11.6 

8.5 

7.6 

6.6 

6.3 

6.0 

5.6 

5.5 

5.3 

4.3 

3.1 

2.8 

1.9 

0.6 

0.3 

11.4 

17.9 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40%
(n=1,014)
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障がい種別にみると、“知的障がい者”では「特に理由はない」が最も多くなっています。また、

“重症心身障がい児者”では「障がいに適したスポーツがない」が最も多くなっています。また、

“発達障がい者”では「やりたいと思うスポーツがない」が最も多くなっています。 

 

 

 

【障がい種別】

体力がない

やりたいと思うスポーツがない

スポーツが苦手である

金銭的な余裕がない

障がいに適したスポーツがない

時間がない

ケガをするのではないかと心配である

家族の負担が大きい

仲間がいない

一緒にスポーツをする人に迷惑を掛けるので
はないかと心配である

どんなスポーツができるのか情報が得られな
い

スポーツをできる場所がない

どこでできるのか情報を得られない

人の目が気になる

介助者がいない

医師から禁止されている

交通手段・移動手段がない

指導者がいない

施設がバリアフリーでない

施設に利用を断られる

その他

特に理由はない

無回答

47.7 

14.0 

9.1 

11.1 

16.0 

6.2 

11.9 

4.1 

3.3 

4.1 

4.9 

2.5 

2.9 

2.9 

2.9 

4.9 

3.3 

0.8 

0.8 

0.0 

12.8 

14.4 

3.3 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=243)

13.0 

18.5 

19.1 

6.2 

11.1 

10.5 

4.3 

10.5 

8.0 

8.6 

9.3 

7.4 

10.5 

4.9 

4.9 

1.2 

3.1 

3.7 

0.0 

0.0 

6.2 

27.2 

3.1 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=162)

48.9 

19.9 

29.6 

28.5 

11.3 

12.4 

8.1 

6.5 

13.4 

9.1 

8.1 

10.2 

7.5 

14.5 

3.8 

1.1 

3.8 

3.2 

0.0 

0.0 

10.8 

12.4 

2.2 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=186)
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【障がい種別】

体力がない

やりたいと思うスポーツがない

スポーツが苦手である

金銭的な余裕がない

障がいに適したスポーツがない

時間がない

ケガをするのではないかと心配である

家族の負担が大きい

仲間がいない

一緒にスポーツをする人に迷惑を掛けるので
はないかと心配である

どんなスポーツができるのか情報が得られな
い

スポーツをできる場所がない

どこでできるのか情報を得られない

人の目が気になる

介助者がいない

医師から禁止されている

交通手段・移動手段がない

指導者がいない

施設がバリアフリーでない

施設に利用を断られる

その他

特に理由はない

無回答

44.1 

13.6 

8.2 

13.6 

6.8 

19.5 

13.6 

6.4 

4.5 

5.9 

3.2 

5.5 

3.2 

2.3 

3.2 

5.9 

2.7 

0.5 

0.5 

0.0 

13.6 

14.5 

1.8 

0% 50% 100%

難病患者(n=220)

9.7 

5.4 

2.2 

4.3 

44.1 

5.4 

0.0 

17.2 

3.2 

3.2 

5.4 

4.3 

5.4 

1.1 

11.8 

2.2 

0.0 

1.1 

2.2 

1.1 

19.4 

18.3 

1.1 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=93)

17.3 

32.7 

31.8 

13.6 

3.6 

13.6 

4.5 

7.3 

7.3 

6.4 

6.4 

3.6 

5.5 

5.5 

3.6 

0.0 

1.8 

2.7 

0.9 

1.8 

6.4 

27.3 

0.9 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=110)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”では「障がいに適したスポーツがない」、「特に理由はない」が

最も多くなっています。また、“６歳～11歳”では「特に理由はない」が最も多くなっています。

また、“12歳～17歳”では「やりたいと思うスポーツがない」が最も多くなっています。 

 

 

 

【年齢別】

体力がない

やりたいと思うスポーツがない

スポーツが苦手である

金銭的な余裕がない

障がいに適したスポーツがない

時間がない

ケガをするのではないかと心配である

家族の負担が大きい

仲間がいない

一緒にスポーツをする人に迷惑を掛けるので

はないかと心配である

どんなスポーツができるのか情報が得られな

い

スポーツをできる場所がない

どこでできるのか情報を得られない

人の目が気になる

介助者がいない

医師から禁止されている

交通手段・移動手段がない

指導者がいない

施設がバリアフリーでない

施設に利用を断られる

その他

特に理由はない

無回答

0.0 

0.0 

0.0 

18.8 

31.3 

6.3 

6.3 

12.5 

0.0 

6.3 

0.0 

6.3 

6.3 

6.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.3 

6.3 

18.8 

31.3 

0.0 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=16)

13.8 

16.9 

16.9 

10.8 

18.5 

10.8 

3.1 

15.4 

10.8 

16.9 

12.3 

3.1 

7.7 

1.5 

7.7 

1.5 

1.5 

7.7 

0.0 

1.5 

10.8 

27.7 

0.0 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=65)

22.2 

34.7 

33.3 

1.4 

9.7 

5.6 

0.0 

12.5 

5.6 

4.2 

4.2 

4.2 

6.9 

9.7 

9.7 

0.0 

0.0 

1.4 

2.8 

0.0 

2.8 

25.0 

1.4 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=72)
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【年齢別】

体力がない

やりたいと思うスポーツがない

スポーツが苦手である

金銭的な余裕がない

障がいに適したスポーツがない

時間がない

ケガをするのではないかと心配である

家族の負担が大きい

仲間がいない

一緒にスポーツをする人に迷惑を掛けるので

はないかと心配である

どんなスポーツができるのか情報が得られな

い

スポーツをできる場所がない

どこでできるのか情報を得られない

人の目が気になる

介助者がいない

医師から禁止されている

交通手段・移動手段がない

指導者がいない

施設がバリアフリーでない

施設に利用を断られる

その他

特に理由はない

無回答

26.5 

19.3 

20.2 

14.7 

15.5 

15.5 

5.0 

6.7 

10.9 

8.4 

7.1 

10.5 

6.7 

7.6 

3.8 

1.7 

3.8 

3.4 

0.0 

0.4 

13.4 

16.4 

1.7 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=238)

37.6 

17.4 

17.0 

19.9 

13.2 

18.6 

9.3 

6.4 

5.8 

5.1 

5.8 

5.5 

5.5 

5.5 

3.5 

3.2 

3.2 

1.0 

0.3 

0.0 

10.9 

15.8 

2.3 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=311)
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【年齢別】

体力がない

やりたいと思うスポーツがない

スポーツが苦手である

金銭的な余裕がない

障がいに適したスポーツがない

時間がない

ケガをするのではないかと心配である

家族の負担が大きい

仲間がいない

一緒にスポーツをする人に迷惑を掛けるので

はないかと心配である

どんなスポーツができるのか情報が得られな

い

スポーツをできる場所がない

どこでできるのか情報を得られない

人の目が気になる

介助者がいない

医師から禁止されている

交通手段・移動手段がない

指導者がいない

施設がバリアフリーでない

施設に利用を断られる

その他

特に理由はない

無回答

31.5 

12.0 

10.2 

8.3 

13.0 

4.6 

13.9 

6.5 

3.7 

2.8 

6.5 

2.8 

4.6 

4.6 

2.8 

5.6 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

12.0 

20.4 

3.7 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=108)

58.3 

11.8 

7.5 

10.2 

10.2 

3.2 

14.4 

5.3 

3.2 

5.3 

3.2 

2.7 

2.1 

2.1 

4.3 

4.8 

3.7 

1.1 

1.1 

0.0 

12.3 

14.4 

3.2 

0% 50% 100%

75歳以上(n=187)
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（10）現在の近所づきあい 

問34 あなたの現在の近所づきあいは次のどれに近いですか。（○は１つ） 

「日常親しく付き合っている」が7.1％、「ときどき世間話をする」が13.1％、「あいさつを交わす

程度」が45.3％、「ほとんど付き合いはない」が30.4％となっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「ほとんど付き合いはない」が最も多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

11.2

5.7

4.4

8.9

4.8

4.2

18.3

3.6

9.3

21.0

10.4

10.0

40.8

48.9

44.8

45.5

34.4

53.3

24.3

38.4

38.4

20.5

44.0

29.4

5.4

3.3

3.2

4.1

6.4

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

7.1 13.1 45.3 30.4 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常親しく付き合っている ときどき世間話をする

あいさつを交わす程度 ほとんど付き合いはない

無回答
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（11）今後の近所づきあいの希望 

問35 あなたは、今後の近所づきあいはどのようにしたいですか。（○は１つ） 

「日常親しく付き合いたい」が9.1％、「ときどき世間話をするようにしたい」が23.7％、「あいさ

つを交わす程度にしたい」が45.0％、「ほとんど付き合いはなくてよい」が16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

10.9

7.5

7.0

13.3

5.6

5.9

30.4

15.6

18.9

28.9

17.6

23.9

38.8

50.8

46.8

43.4

45.6

48.1

12.5

19.8

24.4

9.9

22.4

18.0

7.4

6.3

2.9

4.6

8.8

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

9.1 23.7 45.0 16.7 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常親しく付き合いたい

ときどき世間話をするようにしたい

あいさつを交わす程度にしたい

ほとんど付き合いはなくてよい

無回答
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【年齢別】

０歳～５歳
(n= 33)

６歳～11歳
(n=185)

12歳～17歳
(n=140)

18歳～39歳
(n=441)

40歳～64歳
(n=560)

65歳～74歳
(n=213)

75歳以上
(n=344)

18.2

9.7

4.3

4.8

6.3

13.1

17.2

24.2

29.2

19.3

12.9

22.7

32.4

31.4

30.3

46.5

52.9

55.1

47.7

38.0

31.7

12.1

10.3

21.4

23.4

18.8

10.3

10.8

15.2

4.3

2.1

3.9

4.6

6.1

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

9.1 23.7 45.0 16.7 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常親しく付き合いたい

ときどき世間話をするようにしたい

あいさつを交わす程度にしたい

ほとんど付き合いはなくてよい

無回答
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８ 福祉サービスについて 

（１）福祉サービスの利用状況 

問36 あなたは、福祉サービスを利用していますか。（○は１つ） 

「利用している」が48.6％、「利用していない」が47.5％となっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”、“精神障がい者”、“難病患者”では「利用していない」

のほうが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

38.2

64.6

41.3

24.3

86.4

73.4

55.6

30.9

54.4

72.8

11.2

25.3

6.3

4.5

4.4

2.9

2.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

48.6 47.5 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答
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年齢別にみると、“40歳～64歳”、“65歳～74歳”、“75歳以上”では「利用していない」のほ

うが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

０歳～５歳
(n= 33)

６歳～11歳
(n=185)

12歳～17歳
(n=140)

18歳～39歳
(n=441)

40歳～64歳
(n=560)

65歳～74歳
(n=213)

75歳以上
(n=344)

90.9

83.8

70.0

54.0

35.2

31.9

42.4

9.1

14.1

29.3

43.3

62.0

64.3

48.5

2.2

0.7

2.7

2.9

3.8

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

48.6 47.5 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答
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（２）利用している福祉サービス 

問36-１ 問36で「１ 利用している」とお答えの方にお聞きします。 

どんな福祉サービスを利用していますか。（○はいくつでも） 

「障がい児の通所によるサービス（児童発達支援、放課後等デイサービスなど）」が30.5％と最も

多く、次いで「通所によるサービス（生活介護、自立訓練、地域活動支援センターなど）」が26.7％、

「短期入所、グループホーム、入所施設」が24.3％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障がい児の通所によるサービス（児童発達支援、
放課後等デイサービスなど）

通所によるサービス（生活介護、自立訓練、地域
活動支援センターなど）

短期入所、グループホーム、入所施設

自宅への訪問によるサービス（身体介護や家事、
移動や外出の援助など）

福祉用具

相談支援（地域での生活や福祉サービスを利用す
るときの援助など）

就労のための相談や訓練（就労移行支援、就労継
続支援など）

障がい児の入所施設

手話や要約筆記、その他のコミュニケーションの
支援

その他

無回答

30.5 

26.7 

24.3 

23.5 

18.1 

17.4 

14.1 

1.1 

0.1 

6.3 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40%
(n=949)
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障がい種別にみると、“身体障がい者”では「福祉用具」が最も多くなっています。また、“知的

障がい者”、“重症心身障がい児者”では「短期入所、グループホーム、入居施設」が最も多くなっ

ています。また、“精神障がい者”では「就労のための相談や訓練（就労移行支援、就労継続支援

など）」が最も多くなっています。また、“難病患者”では「自宅への訪問によるサービス（身体介

護や家事、移動や外出の援助など）」、「福祉用具」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障がい児の通所によるサービス（児童発達支援、
放課後等デイサービスなど）

通所によるサービス（生活介護、自立訓練、地域
活動支援センターなど）

短期入所、グループホーム、入所施設

自宅への訪問によるサービス（身体介護や家事、
移動や外出の援助など）

福祉用具

相談支援（地域での生活や福祉サービスを利用す
るときの援助など）

就労のための相談や訓練（就労移行支援、就労継
続支援など）

障がい児の入所施設

手話や要約筆記、その他のコミュニケーションの
支援

その他

無回答

0.0 

32.7 

13.9 

34.7 

34.7 

5.0 

4.0 

1.0 

0.0 

14.9 

1.0 

0% 50% 100%

難病患者(n=101)

35.2 

38.9 

51.9 

40.7 

39.8 

33.3 

0.9 

3.7 

0.0 

2.8 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=108)

77.4 

5.7 

7.1 

6.1 

0.5 

15.1 

9.9 

0.0 

0.0 

2.4 

0.9 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=212)

【障がい種別】

障がい児の通所によるサービス（児童発達支援、
放課後等デイサービスなど）

通所によるサービス（生活介護、自立訓練、地域
活動支援センターなど）

短期入所、グループホーム、入所施設

自宅への訪問によるサービス（身体介護や家事、
移動や外出の援助など）

福祉用具

相談支援（地域での生活や福祉サービスを利用す
るときの援助など）

就労のための相談や訓練（就労移行支援、就労継
続支援など）

障がい児の入所施設

手話や要約筆記、その他のコミュニケーションの
支援

その他

無回答

5.3 

35.1 

24.0 

30.4 

44.4 

12.3 

5.8 

1.2 

0.6 

7.6 

2.3 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=171)

31.2 

36.3 

37.7 

18.1 

5.6 

20.9 

15.8 

1.4 

0.0 

3.3 

0.0 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=215)

7.7 

19.7 

16.9 

28.2 

3.5 

18.3 

45.1 

0.0 

0.0 

12.0 

0.7 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=142)
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年齢別にみると、“18歳～39歳”では「通所によるサービス（生活介護、自立訓練、地域活動支

援センターなど）」が最も多くなっています。また、“40歳～64歳”では「自宅への訪問によるサー

ビス（身体介護や家事、移動や外出の援助など）」が最も多くなっています。また、“65歳～74歳”、

“75歳以上”では「福祉用具」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

【年齢別】

障がい児の通所によるサービス（児童発達支

援、放課後等デイサービスなど）

通所によるサービス（生活介護、自立訓練、地

域活動支援センターなど）

短期入所、グループホーム、入所施設

自宅への訪問によるサービス（身体介護や家

事、移動や外出の援助など）

福祉用具

相談支援（地域での生活や福祉サービスを利用

するときの援助など）

就労のための相談や訓練（就労移行支援、就労

継続支援など）

障がい児の入所施設

手話や要約筆記、その他のコミュニケーション

の支援

その他

無回答

93.3 

10.0 

3.3 

13.3 

13.3 

10.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=30)

94.8 

3.2 

5.8 

8.4 

5.2 

9.7 

0.0 

0.0 

0.0 

3.9 

0.6 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=155)

94.9 

3.1 

16.3 

14.3 

13.3 

23.5 

0.0 

1.0 

0.0 

1.0 

0.0 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=98)
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【年齢別】

障がい児の通所によるサービス（児童発達支

援、放課後等デイサービスなど）

通所によるサービス（生活介護、自立訓練、地

域活動支援センターなど）

短期入所、グループホーム、入所施設

自宅への訪問によるサービス（身体介護や家

事、移動や外出の援助など）

福祉用具

相談支援（地域での生活や福祉サービスを利用

するときの援助など）

就労のための相談や訓練（就労移行支援、就労

継続支援など）

障がい児の入所施設

手話や要約筆記、その他のコミュニケーション

の支援

その他

無回答

4.2 

42.0 

39.9 

23.5 

13.4 

30.3 

32.8 

1.3 

0.0 

2.9 

0.4 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=238)

2.5 

31.0 

31.0 

33.5 

13.2 

17.3 

25.4 

2.0 

0.0 

12.7 

0.5 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=197)

障がい児の通所によるサービス（児童発達支

援、放課後等デイサービスなど）

通所によるサービス（生活介護、自立訓練、地

域活動支援センターなど）

短期入所、グループホーム、入所施設

自宅への訪問によるサービス（身体介護や家

事、移動や外出の援助など）

福祉用具

相談支援（地域での生活や福祉サービスを利用

するときの援助など）

就労のための相談や訓練（就労移行支援、就労

継続支援など）

障がい児の入所施設

手話や要約筆記、その他のコミュニケーション

の支援

その他

無回答

1.5 

23.5 

22.1 

32.4 

38.2 

8.8 

2.9 

2.9 

1.5 

13.2 

1.5 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=68)

1.4 

41.8 

20.5 

30.1 

42.5 

7.5 

0.7 

0.0 

0.0 

6.8 

2.7 

0% 50% 100%

75歳以上(n=146)
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（３）福祉サービスを利用するときに困ったこと 

問36-２ 問36で「１ 利用している」とお答えの方にお聞きします。 

福祉サービスを利用するときに何か困ったことがありましたか。（○はいくつでも） 

「どの事業者が良いのかわからない（事業者情報が不十分）」が23.9％と最も多く、次いで「必要

な日や必要な時間に使いたいサービスが使えなかった」が17.9％、「費用負担があるため、サービス

が使いづらい」が10.0％などとなっています。また、「特に困ったことはない」が43.3％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

どの事業者が良いのかわからない（事業者情報が
不十分）

必要な日や必要な時間に使いたいサービスが使え
なかった

費用負担があるため、サービスが使いづらい

サービスの支給量が少ない、支給時間が短い

利用資格や条件があわず、使いたいサービスが使
えなかった

利用方法、契約方法がわからなかった（わかりに
くかった）

利用してトラブルがあった

特に困ったことはない

その他

無回答

23.9 

17.9 

10.0 

8.2 

7.3 

6.3 

4.3 

43.3 

7.7 

6.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%
(n=949)



172 

 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「必要な日や必要な時間に使いたいサービスが

使えなかった」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの事業者が良いのかわからない（事業者情報が
不十分）

必要な日や必要な時間に使いたいサービスが使え
なかった

費用負担があるため、サービスが使いづらい

サービスの支給量が少ない、支給時間が短い

利用資格や条件があわず、使いたいサービスが使
えなかった

利用方法、契約方法がわからなかった（わかりに
くかった）

利用してトラブルがあった

特に困ったことはない

その他

無回答

18.8 

13.9 

12.9 

11.9 

11.9 

4.0 

5.0 

40.6 

11.9 

10.9 

0% 50% 100%

難病患者(n=101)

31.5 

36.1 

4.6 

10.2 

8.3 

6.5 

2.8 

26.9 

12.0 

6.5 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=108)

31.6 

24.5 

11.8 

6.6 

7.5 

4.2 

4.7 

39.6 

9.0 

0.9 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=212)

【障がい種別】

どの事業者が良いのかわからない（事業者情報が
不十分）

必要な日や必要な時間に使いたいサービスが使え
なかった

費用負担があるため、サービスが使いづらい

サービスの支給量が少ない、支給時間が短い

利用資格や条件があわず、使いたいサービスが使
えなかった

利用方法、契約方法がわからなかった（わかりに
くかった）

利用してトラブルがあった

特に困ったことはない

その他

無回答

16.4 

6.4 

12.9 

8.2 

5.8 

6.4 

1.8 

49.7 

3.5 

11.1 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=171)

21.4 

17.7 

7.0 

7.0 

4.7 

6.0 

3.3 

49.8 

4.7 

5.6 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=215)

23.2 

11.3 

10.6 

8.5 

8.5 

11.3 

9.2 

45.8 

9.2 

4.9 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=142)
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９ 権利擁護について 

（１）障がいがあることを理由とした差別を受けた・差別されたと感じた経験の有無 

問37 あなたは、これまでに障がいがあることを理由に差別をされたことや差別されたと感じたこと

がありますか。（○は１つ） 

「ある」が24.0％、「ない」が41.7％、「わからない」が29.6％となっています。 

障がい種別にみると、“知的障がい者”、“発達障がい者”では「わからない」が最も多くなって

います。また、“精神障がい者”、“重症心身障がい児者”では「ある」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

13.6

29.7

39.5

8.0

42.4

30.1

60.0

26.7

27.6

67.5

13.6

22.5

20.1

40.2

29.4

18.6

37.6

45.0

6.3

3.3

3.5

6.0

6.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

24.0 41.7 29.6 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答
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年齢別にみると、“０歳～５歳”、“６歳～11歳”、“12歳～17歳”では「わからない」が最も

多くなっています。また、“18歳～39歳”では「ある」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

０歳～５歳
(n= 33)

６歳～11歳
(n=185)

12歳～17歳
(n=140)

18歳～39歳
(n=441)

40歳～64歳
(n=560)

65歳～74歳
(n=213)

75歳以上
(n=344)

18.2

29.2

30.7

38.5

24.8

13.1

5.2

36.4

17.8

24.3

25.4

44.8

60.6

68.3

45.5

49.7

44.3

32.9

27.3

20.7

16.3

3.2

0.7

3.2

3.0

5.6

10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

24.0 41.7 29.6 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答
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（２）権利擁護に関する制度の認知度と今後の利用意向 

問38 判断力が低下した方が、自分の財産や権利を守るために次のような制度がありますが、あなた

はこれらについてどのように考えますか。（①②についてそれぞれ○は１つ） 

 

①成年後見制度＜認知度＞ 

「知っている」が42.9％、「知らない」が38.5％となっています。 

障がい種別にみると、“知的障がい者”、“発達障がい者”では「知らない」のほうが多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度
(n=1,954)

令和４年度
(n=1,777)

42.9

41.2

38.5

37.0

18.6

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

【障がい種別】

身体障がい者

(n=448)

知的障がい者

(n=333)

精神障がい者

(n=344)

難病患者

(n=415)

重症心身障がい児者

(n=125)

発達障がい者

(n=289)

45.5

32.4

43.3

52.5

64.8

27.0

28.3

48.3

40.1

28.7

25.6

60.9

26.1

19.2

16.6

18.8

9.6

12.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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①成年後見制度＜今後の利用意向＞ 

「利用したい」が10.0％、「利用しない」が15.8％、「利用している」が2.0％、「わからない」が

40.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

6.0

12.0

9.3

10.1

17.6

11.1

21.7

8.7

20.1

20.7

8.8

5.9

2.0

4.8

0.9

0.7

7.2

32.1

42.3

43.0

36.1

43.2

49.8

38.2

32.1

26.7

32.3

23.2

33.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

10.0 15.8

2.0

40.0 32.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用しない 利用している

わからない 無回答
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②日常生活自立支援事業＜認知度＞ 

「知っている」が19.4％、「知らない」が59.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

22.8

16.8

18.9

23.1

21.6

11.8

48.0

61.9

62.5

55.7

64.0

76.5

29.2

21.3

18.6

21.2

14.4

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体・経年比較】

令和７年度
(n=1,954)

令和４年度
(n=1,777)

19.4

20.8

59.8

56.5

20.8

22.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答
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②日常生活自立支援事業＜今後の利用意向＞ 

「利用したい」が8.9％、「利用しない」が11.7％、「利用している」が1.5％、「わからない」が

44.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

6.0

10.8

9.9

8.2

9.6

10.4

15.4

10.8

12.2

14.5

6.4

4.5

1.1

1.2

3.5

0.5

4.8

0.3

37.5

44.4

47.1

43.4

48.0

51.9

40.0

32.7

27.3

33.5

31.2

32.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

8.9 11.7

1.5

44.4 33.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用しない 利用している

わからない 無回答
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10 災害対策について 

（１）災害発生時の不安 

問39 あなたは、災害が発生したとき、どのようなことに不安を感じますか。（○は３つまで） 

「避難先での薬や医療体制」が40.3％と最も多く、次いで「避難場所での集団生活」が32.3％、

「水や食事、寝る場所の確保」が29.5％などとなっています。 

 

 

 

【全体・経年比較】

避難先での薬や医療体制

避難場所での集団生活

水や食事、寝る場所の確保

トイレや入浴設備

家族との連絡方法

自分だけで動けない

自分の障がいや症状などへの理解

避難場所までの移動手段の確保

詳細な情報の入手

頼れる人がそばにいない

避難場所がわからない

その他

特に不安を感じることはない

無回答

40.3 

32.3 

29.5 

28.1 

26.8 

25.3 

18.6 

10.7 

7.6 

7.2 

5.5 

2.8 

6.0 

3.6 

41.0

30.7

29.9

27.7

23.5

25.1

17.6

10.7

6.3

8.8

4.8

1.7

5.6

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和７年度(n=1,954)

令和４年度(n=1,777)
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障がい種別にみると、“知的障がい者”、“重症心身障がい児者”では「自分だけで動けない」が

最も多くなっています。また、“発達障がい者”では「家族との連絡方法」が最も多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難先での薬や医療体制

避難場所での集団生活

水や食事、寝る場所の確保

トイレや入浴設備

家族との連絡方法

自分だけで動けない

自分の障がいや症状などへの理解

避難場所までの移動手段の確保

詳細な情報の入手

頼れる人がそばにいない

避難場所がわからない

その他

特に不安を感じることはない

無回答

57.3 

28.2 

35.9 

38.6 

23.4 

18.1 

9.6 

11.6 

9.9 

4.8 

4.3 

3.1 

4.3 

2.7 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

48.0 

32.8 

26.4 

26.4 

12.8 

50.4 

18.4 

16.0 

2.4 

2.4 

0.8 

3.2 

8.8 

4.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

11.4 

41.2 

25.6 

16.6 

48.4 

25.3 

21.1 

6.2 

9.3 

9.7 

7.3 

1.7 

8.0 

2.8 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【障がい種別】

避難先での薬や医療体制

避難場所での集団生活

水や食事、寝る場所の確保

トイレや入浴設備

家族との連絡方法

自分だけで動けない

自分の障がいや症状などへの理解

避難場所までの移動手段の確保

詳細な情報の入手

頼れる人がそばにいない

避難場所がわからない

その他

特に不安を感じることはない

無回答

49.3 

26.6 

27.0 

35.9 

15.6 

27.5 

17.9 

15.4 

6.0 

4.5 

4.2 

2.2 

5.6 

5.4 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

20.4 

30.9 

24.9 

18.6 

35.1 

36.6 

21.6 

8.4 

7.5 

9.9 

7.8 

2.7 

8.1 

3.6 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

48.5 

38.4 

33.7 

24.7 

24.1 

11.3 

25.3 

7.6 

7.3 

10.8 

6.4 

4.1 

4.1 

3.2 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”、“６歳～11歳”では「家族との連絡方法」が最も多くなって

います。また、“12歳～17歳”では「避難場所での集団生活」、「家族との連絡方法」が最も多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難先での薬や医療体制

避難場所での集団生活

水や食事、寝る場所の確保

トイレや入浴設備

家族との連絡方法

自分だけで動けない

自分の障がいや症状などへの理解

避難場所までの移動手段の確保

詳細な情報の入手

頼れる人がそばにいない

避難場所がわからない

その他

特に不安を感じることはない

無回答

39.2 

36.3 

27.7 

23.8 

27.7 

26.1 

22.9 

9.5 

10.7 

8.4 

6.3 

2.7 

6.8 

2.5 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

47.3 

28.6 

33.0 

32.3 

20.4 

15.9 

18.6 

10.7 

6.6 

8.2 

5.5 

4.1 

7.1 

2.3 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)

【年齢別】

避難先での薬や医療体制

避難場所での集団生活

水や食事、寝る場所の確保

トイレや入浴設備

家族との連絡方法

自分だけで動けない

自分の障がいや症状などへの理解

避難場所までの移動手段の確保

詳細な情報の入手

頼れる人がそばにいない

避難場所がわからない

その他

特に不安を感じることはない

無回答

18.2 

33.3 

33.3 

15.2 

42.4 

33.3 

12.1 

6.1 

6.1 

6.1 

6.1 

3.0 

6.1 

6.1 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

16.2 

38.4 

19.5 

16.2 

52.4 

40.0 

27.0 

4.3 

4.3 

8.1 

3.2 

2.7 

5.9 

2.7 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

15.7 

44.3 

35.7 

17.1 

44.3 

32.1 

17.1 

5.7 

8.6 

10.0 

7.1 

2.1 

4.3 

0.7 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)
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【年齢別】

避難先での薬や医療体制

避難場所での集団生活

水や食事、寝る場所の確保

トイレや入浴設備

家族との連絡方法

自分だけで動けない

自分の障がいや症状などへの理解

避難場所までの移動手段の確保

詳細な情報の入手

頼れる人がそばにいない

避難場所がわからない

その他

特に不安を感じることはない

無回答

52.6 

30.0 

27.7 

39.9 

20.7 

18.8 

15.0 

12.7 

8.9 

4.7 

4.2 

0.9 

5.2 

3.8 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

50.3 

27.0 

28.5 

31.7 

16.9 

32.3 

11.3 

16.9 

5.2 

3.8 

5.5 

2.3 

4.4 

8.7 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)
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（２）災害発生時の自宅以外の避難場所の有無・避難場所の認知度 

問40 あなたは、災害が発生したとき、自宅以外の避難場所がありますか。または、避難場所を知っ

ていますか。（○は１つ） 

「ある（知っている）」が52.8％、「ない（知らない）」が19.9％、「わからない」が23.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

55.4

44.4

46.5

60.7

47.2

57.1

21.7

18.6

26.5

18.6

15.2

14.5

15.8

32.7

24.7

16.6

31.2

27.0

7.1

4.2

2.3

4.1

6.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(n=1,954)

52.8 19.9 23.1 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある（知っている） ない（知らない） わからない 無回答
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11 ピアサポート活動について 

（１）同じ障がいや病気をもつ人への支援をしたいと思うか 

問41 あなたは、あなた自身の障がいや病気の経験を活かして、同じ障がいや病気のある方への支援

をしたいと思いますか。（○は１つ） 

「わからない」が36.0％と最も多く、次いで「少し思う」が14.4％、「あまり思わない」が12.8％

などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

身体障がい者
(n=448)

知的障がい者
(n=333)

精神障がい者
(n=344)

難病患者
(n=415)

重症心身障がい児者
(n=125)

発達障がい者
(n=289)

10.3

6.9

15.7

10.8

8.8

10.0

14.1

12.0

17.7

17.6

11.2

10.7

12.9

8.7

10.8

15.9

8.0

12.5

15.8

9.0

13.4

16.9

6.4

9.0

6.5

5.4

8.7

5.8

7.2

4.5

28.3

50.5

27.0

27.5

42.4

51.2

3.6

3.9

3.5

1.7

8.0

0.7

8.5

3.6

3.2

3.9

8.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体・経年比較】

令和７年度
(n=1,954)

令和４年度
(n=1,777)

10.6

10.2

14.4

15.4

12.1

12.1

12.8

12.7

6.3

6.2

36.0

33.1

3.1

2.5

4.7

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う 少し思う どちらともいえない

あまり思わない まったく思わない わからない

その他 無回答

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答



185 

（２）同じ障がいや病気をもつ人へ支援する上で役立てたい経験 

（問41-１と問41-２は、問41で「１」～「３」とお答えの方（同じ障がいや病気のある方への支援をしたい

と思う方）にお聞きします。） 

問41-１ あなたは、同じ障がいや病気のある方へ支援するにあたり、あなた自身のどのような経験

を役立てたいと思いますか。（○はいくつでも） 

「障がいや病気に関すること」が62.8％と最も多く、次いで「日常生活（買い物や家事など）に

関すること」が29.8％、「薬に関すること」が28.7％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がいや病気に関すること

日常生活（買い物や家事など）に関すること

薬に関すること

趣味や余暇に関すること

対人関係（家族関係）に関すること

福祉制度に関すること

主治医や病院職員との接し方に関すること

その他

無回答

52.2 

31.5 

47.8 

14.1 

12.0 

13.6 

13.6 

6.5 

6.0 

0% 50% 100%

難病患者(n=184)

71.4 

20.0 

14.3 

25.7 

11.4 

28.6 

11.4 

5.7 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=35)

54.2 

25.0 

10.4 

34.4 

44.8 

12.5 

7.3 

2.1 

4.2 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=96)

【障がい種別】

障がいや病気に関すること

日常生活（買い物や家事など）に関すること

薬に関すること

趣味や余暇に関すること

対人関係（家族関係）に関すること

福祉制度に関すること

主治医や病院職員との接し方に関すること

その他

無回答

66.5 

31.1 

22.8 

16.8 

9.6 

19.8 

14.4 

2.4 

3.6 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=167)

55.4 

29.3 

15.2 

29.3 

31.5 

17.4 

6.5 

4.3 

4.3 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=92)

79.6 

31.6 

34.9 

29.6 

34.9 

25.7 

17.1 

2.6 

2.0 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=152)

障がいや病気に関すること

日常生活（買い物や家事など）に関すること

薬に関すること

趣味や余暇に関すること

対人関係（家族関係）に関すること

福祉制度に関すること

主治医や病院職員との接し方に関すること

その他

無回答

62.8 

29.8 

28.7 

23.1 

23.0 

18.6 

12.7 

3.9 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%(n=726)
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（３）同じ障がいや病気をもつ人へ支援する上で心配なこと 

（問41-１と問41-２は、問41で「１」～「３」とお答えの方（同じ障がいや病気のある方への支援をしたい

と思う方）にお聞きします。） 

問41-２ あなたは、同じ障がいや病気のある方へ支援するにあたり、心配だと思うことはあります

か。（○はいくつでも） 

「相談を受けても、相手の役に立てるか心配」が63.9％と最も多く、次いで「困った時に相談で

きる専門職がいるか心配」が24.4％、「相談内容をじっくり聴けるか心配」が23.6％などとなってい

ます。 

 

 

 

 

相談を受けても、相手の役に立てるか心配

困った時に相談できる専門職がいるか心配

相談内容をじっくり聴けるか心配

ピアサポート活動をしながら、自分の体調を
保てるか心配

相談を受ける技術を磨くための研修の機会がある
か心配

相談された内容を秘密として守れるか心配

ピアサポート活動をするにあたっての費用や
報酬がもらえるか心配

その他

心配だと思うことはない

無回答

63.9 

24.4 

23.6 

19.1 

13.5 

8.3 

8.0 

2.3 

12.5 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%(n=726)



187 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談を受けても、相手の役に立てるか心配

困った時に相談できる専門職がいるか心配

相談内容をじっくり聴けるか心配

ピアサポート活動をしながら、自分の体調を
保てるか心配

相談を受ける技術を磨くための研修の機会がある
か心配

相談された内容を秘密として守れるか心配

ピアサポート活動をするにあたっての費用や
報酬がもらえるか心配

その他

心配だと思うことはない

無回答

64.1 

24.5 

14.1 

17.9 

11.4 

5.4 

3.3 

2.7 

12.5 

4.3 

0% 50% 100%

難病患者(n=184)

62.9 

22.9 

14.3 

5.7 

5.7 

5.7 

0.0 

5.7 

20.0 

0.0 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=35)

65.6 

25.0 

33.3 

10.4 

13.5 

15.6 

7.3 

1.0 

10.4 

5.2 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=96)

【障がい種別】

相談を受けても、相手の役に立てるか心配

困った時に相談できる専門職がいるか心配

相談内容をじっくり聴けるか心配

ピアサポート活動をしながら、自分の体調を
保てるか心配

相談を受ける技術を磨くための研修の機会がある
か心配

相談された内容を秘密として守れるか心配

ピアサポート活動をするにあたっての費用や
報酬がもらえるか心配

その他

心配だと思うことはない

無回答

56.3 

22.8 

15.0 

23.4 

8.4 

5.4 

5.4 

0.6 

18.0 

6.6 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=167)

64.1 

21.7 

39.1 

9.8 

14.1 

8.7 

7.6 

5.4 

13.0 

4.3 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=92)

71.1 

27.6 

30.9 

30.3 

23.0 

10.5 

19.1 

2.0 

5.9 

0.7 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=152)
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12 啓発について 

（１）「共にささえあい 生きる社会」のキャッチフレーズやデザインの認知度 

問42 相模原市では、障がいの有無にかかわらずあらゆる人の尊厳が守られ、安全で安心して暮らせ

る共生社会の実現に向けて、「共にささえあい 生きる社会」のキャッチフレーズのもと、様々

な事業を行っています。あなたは、このキャッチフレーズを聞いたり、次のデザインを見たり

したことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

「見た（聞いた）ことがある」が37.2％、「見た（聞いた）ことがない」が58.9％となっています。 

障がい種別にみると、“重症心身障がい児者”では「見た（聞いた）ことがある」のほうが多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体

(n=1,954)
37.2 58.9 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見た（聞いた）ことがある 見た（聞いた）ことがない

無回答

【障がい種別】

身体障がい者

(n=448)

知的障がい者

(n=333)

精神障がい者

(n=344)

難病患者

(n=415)

重症心身障がい児者

(n=125)

発達障がい者

(n=289)

27.9

46.5

32.6

29.9

69.6

42.9

66.1

49.5

63.1

67.2

25.6

55.7

6.0

3.9

4.4

2.9

4.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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年齢別にみると、“12歳～17歳”、“18歳～39歳”では「見た（聞いた）ことがある」のほうが

最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

０歳～５歳

(n= 33)

６歳～11歳

(n=185)

12歳～17歳

(n=140)

18歳～39歳

(n=441)

40歳～64歳

(n=560)

65歳～74歳

(n=213)

75歳以上

(n=344)

39.4

43.8

50.7

50.3

31.8

32.4

21.8

57.6

54.6

48.6

47.6

63.9

64.8

69.8

3.0

1.6

0.7

2.0

4.3

2.8

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=1,954)
37.2 58.9 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見た（聞いた）ことがある 見た（聞いた）ことがない

無回答
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（２）誰もが地域で生活できるよう地域の理解を進めるために力を入れるべきこと 

問43 あなたは、障がいのある人もない人も共に地域で普通に生活できるように地域の理解を進めて

いくために、特に力を入れるべきことは何だと思いますか。（○は３つまで） 

「学校における福祉教育の充実」が31.4％と最も多く、次いで「障がいや障がい者問題に関する

啓発の充実」が26.3％、「障がいのある人の積極的な社会への進出」が25.5％などとなっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”、“難病患者”では「障がいのある人の地域のまちづくりへ

の参加や建築物等のバリアフリー化」が最も多くなっています。また、“精神障がい者”では「障

がいのある人の積極的な社会への進出」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校における福祉教育の充実

障がいや障がい者問題に関する啓発の充実

障がいのある人の積極的な社会への進出

障がいのある人の地域のまちづくりへの参加や建築物

等のバリアフリー化

障がいへの理解を目的とする市民団体への支援

障がいのある人へのボランティア活動の推進

福祉施設の地域への開放や、地域住民との交流

市民交流を通じての理解と参加の促進

スポーツ活動や文化芸術活動を通じた交流の促進

その他

特にない

無回答

31.4 

26.3 

25.5 

22.6 

17.1 

13.3 

12.1 

11.7 

6.9 

4.5 

15.3 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40%(n=1,954)

【障がい種別】

学校における福祉教育の充実

障がいや障がい者問題に関する啓発の充実

障がいのある人の積極的な社会への進出

障がいのある人の地域のまちづくりへの参加や建築物

等のバリアフリー化

障がいへの理解を目的とする市民団体への支援

障がいのある人へのボランティア活動の推進

福祉施設の地域への開放や、地域住民との交流

市民交流を通じての理解と参加の促進

スポーツ活動や文化芸術活動を通じた交流の促進

その他

特にない

無回答

21.4 

25.4 

21.7 

27.7 

15.6 

14.5 

9.2 

10.5 

7.4 

2.7 

17.4 

10.9 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

32.1 

20.1 

27.3 

14.1 

15.0 

12.0 

14.7 

9.9 

7.2 

6.0 

19.2 

8.1 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

25.0 

32.3 

32.8 

17.4 

22.1 

12.8 

11.3 

9.9 

6.1 

7.8 

12.5 

4.1 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)
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年齢別にみると、“40歳～64歳”、“75歳以上”では「障がいや障がい者問題に関する啓発の充

実」が最も多くなっています。また、“65歳～74歳”では「障がいのある人の地域のまちづくりへ

の参加や建築物等のバリアフリー化」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【障がい種別】

学校における福祉教育の充実

障がいや障がい者問題に関する啓発の充実

障がいのある人の積極的な社会への進出

障がいのある人の地域のまちづくりへの参加や建築物

等のバリアフリー化

障がいへの理解を目的とする市民団体への支援

障がいのある人へのボランティア活動の推進

福祉施設の地域への開放や、地域住民との交流

市民交流を通じての理解と参加の促進

スポーツ活動や文化芸術活動を通じた交流の促進

その他

特にない

無回答

29.6 

28.4 

20.7 

31.1 

14.0 

16.1 

13.5 

13.7 

8.0 

1.7 

14.0 

7.7 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

43.2 

24.0 

15.2 

41.6 

13.6 

12.8 

17.6 

15.2 

2.4 

5.6 

12.0 

6.4 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

51.2 

25.3 

32.2 

10.4 

21.8 

9.7 

10.4 

13.5 

7.3 

4.8 

14.2 

4.5 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【年齢別】

学校における福祉教育の充実

障がいや障がい者問題に関する啓発の充実

障がいのある人の積極的な社会への進出

障がいのある人の地域のまちづくりへの参加や建築物

等のバリアフリー化

障がいへの理解を目的とする市民団体への支援

障がいのある人へのボランティア活動の推進

福祉施設の地域への開放や、地域住民との交流

市民交流を通じての理解と参加の促進

スポーツ活動や文化芸術活動を通じた交流の促進

その他

特にない

無回答

66.7 

21.2 

33.3 

33.3 

24.2 

9.1 

9.1 

9.1 

3.0 

0.0 

3.0 

6.1 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

60.5 

28.6 

33.5 

12.4 

19.5 

8.6 

10.3 

11.9 

4.3 

6.5 

10.3 

5.4 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

56.4 

21.4 

31.4 

20.0 

17.1 

11.4 

11.4 

13.6 

5.7 

1.4 

13.6 

2.1 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)



192 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

学校における福祉教育の充実

障がいや障がい者問題に関する啓発の充実

障がいのある人の積極的な社会への進出

障がいのある人の地域のまちづくりへの参加や建築物

等のバリアフリー化

障がいへの理解を目的とする市民団体への支援

障がいのある人へのボランティア活動の推進

福祉施設の地域への開放や、地域住民との交流

市民交流を通じての理解と参加の促進

スポーツ活動や文化芸術活動を通じた交流の促進

その他

特にない

無回答

31.5 

25.2 

29.9 

24.0 

20.2 

9.5 

14.5 

13.2 

8.6 

5.9 

14.3 

3.9 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

24.5 

27.9 

27.1 

23.4 

16.3 

14.1 

10.9 

10.0 

7.3 

5.9 

16.8 

4.5 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)

学校における福祉教育の充実

障がいや障がい者問題に関する啓発の充実

障がいのある人の積極的な社会への進出

障がいのある人の地域のまちづくりへの参加や建築物

等のバリアフリー化

障がいへの理解を目的とする市民団体への支援

障がいのある人へのボランティア活動の推進

福祉施設の地域への開放や、地域住民との交流

市民交流を通じての理解と参加の促進

スポーツ活動や文化芸術活動を通じた交流の促進

その他

特にない

無回答

26.3 

29.6 

24.4 

30.0 

17.8 

21.6 

12.7 

11.3 

5.6 

1.9 

12.2 

8.9 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

16.0 

24.4 

11.3 

20.6 

12.2 

14.8 

11.6 

12.2 

7.3 

2.6 

20.9 

17.7 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)



193 

13 相模原市の障がい者施策について 

（１）障がい者の「害」という表記について 

問44 相模原市健康福祉部局内では障がいの「害」という表記について文字の印象を和らげるために、

試行的に法律用語、医療用語、課名以外についてのひらがな表記としております。障がい者の

「害」という表記について、あなたはどのようにお考えですか。（○は１つ） 

「「害」という表記は印象がよくないので、ひらがななどの表記が好ましい」が28.1％と最も多

く、次いで「どちらともいえない」が26.6％、「法律上も「害」という字が使われており、制度も含

め、これまで使われてきた表記でもあり、問題ないと思う」が25.8％などとなっています。 

障がい種別にみると、“身体障がい者”、“精神障がい者”では「法律上も「害」という字が使わ

れており、制度も含め、これまで使われてきた表記でもあり、問題ないと思う」が最も多くなって

います。また、“知的障がい者”では「どちらともいえない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=1,954)

令和４年度

(n=1,777)

25.8

26.9

9.4

17.7

28.1

15.8

26.6

27.0

4.6

4.1

5.5

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律上も「害」という字が使われており、制度も含め、これまで使われてきた表記でもあり、問題ないと思う

「害」という表記は印象はよくないが、他に適当な表記が見当たらない

「害」という表記は印象がよくないので、ひらがななどの表記が好ましい

どちらともいえない

その他

無回答

【障がい種別】

身体障がい者

(n=448)

知的障がい者

(n=333)

精神障がい者

(n=344)

難病患者

(n=415)

重症心身障がい児者

(n=125)

発達障がい者

(n=289)

27.7

20.7

29.4

26.3

23.2

25.3

10.3

7.5

10.8

7.2

12.0

10.4

25.2

28.2

23.5

34.2

28.8

28.7

25.2

32.7

27.6

22.9

24.0

27.0

3.3

6.6

5.2

4.1

6.4

3.5

8.3

4.2

3.5

5.3

5.6

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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年齢別にみると、“０歳～５歳”では「法律上も「害」という字が使われており、制度も含め、

これまで使われてきた表記でもあり、問題ないと思う」、「どちらともいえない」が最も多くなって

います。また、“12歳～17歳”、“75歳以上”では「どちらともいえない」が最も多くなっていま

す。また、“18歳～39歳”、“40歳～64歳”では「法律上も「害」という字が使われており、制度

も含め、これまで使われてきた表記でもあり、問題ないと思う」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=1,954)

令和４年度

(n=1,777)

25.8

26.9

9.4

17.7

28.1

15.8

26.6

27.0

4.6

4.1

5.5

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律上も「害」という字が使われており、制度も含め、これまで使われてきた表記でもあり、問題ないと思う

「害」という表記は印象はよくないが、他に適当な表記が見当たらない

「害」という表記は印象がよくないので、ひらがななどの表記が好ましい

どちらともいえない

その他

無回答

【年齢別】

０歳～５歳

(n= 33)

６歳～11歳

(n=185)

12歳～17歳

(n=140)

18歳～39歳

(n=441)

40歳～64歳

(n=560)

65歳～74歳

(n=213)

75歳以上

(n=344)

27.3

20.5

24.3

30.4

27.1

22.1

24.1

12.1

9.7

9.3

8.2

9.6

11.7

8.1

24.2

30.8

25.7

28.6

26.8

35.2

25.6

27.3

26.5

35.7

25.6

26.4

22.1

26.7

6.1

6.5

2.9

5.4

5.7

1.9

3.2

3.0

5.9

2.1

1.8

4.3

7.0

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%



195 

（２）障がいのある人が安心して生活するために望むこと 

問45 あなたは、障がいのある人が安心して生活するために望むことは何ですか。（○はいくつでも） 

「年金や手当などの所得保障の充実」が53.3％と最も多く、次いで「医療費の負担軽減」が48.9％、

「障がい者用市営住宅やグループホームなど、生活の場の整備」が40.7％などとなっています。 

 

 

 

 

年金や手当などの所得保障の充実

医療費の負担軽減

障がい者用市営住宅やグループホームなど、生

活の場の整備

障がいのある人の就労支援や雇用施策の充実

困ったとき、悩んだときのための相談窓口の充

実

障がい等に関する周囲の理解の促進

道路、交通機関、公共建築物などを利用しやす

くするための施策の充実
生活介護などの医療的ケアを受け入れられる施

設の整備

ホームヘルプサービスの充実

防災対策の充実

児童発達支援や放課後等デイサービスの整備

機能訓練（リハビリテーションなど）の充実

特別支援教育の充実

重症心身障害児者や強度行動障害者の受入先や

支援の充実
成年後見制度など障がいのある人の権利を守る

ための支援の充実

ショートステイの充実

障がい者スポーツ、芸術、文化活動など趣味や

余暇活動に対する支援
点字図書、録音図書、手話放送、字幕放送など

の情報提供の充実

手話通訳、要約筆記制度の充実

その他

無回答

53.3 

48.9 

40.7 

40.5 

39.3 

33.1 

26.3 

24.7 

23.3 

22.1 

20.0 

19.3 

18.7 

18.3 

17.2 

17.1 

12.8 

8.0 

6.8 

5.0 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=1,954)
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障がい種別にみると、“難病患者”では「医療費の負担軽減」が最も多くなっています。また、

“重症心身障がい児者”では「重症心身障害児者や強度行動障害者の受入先や支援の充実」が最も

多くなっています。また、“発達障がい者”では「障がいのある人の就労支援や雇用施策の充実」

が最も多くなっています。 

 

 

 

【障がい種別】

年金や手当などの所得保障の充実

医療費の負担軽減

障がい者用市営住宅やグループホームなど、生活
の場の整備

障がいのある人の就労支援や雇用施策の充実

困ったとき、悩んだときのための相談窓口の充実

障がい等に関する周囲の理解の促進

道路、交通機関、公共建築物などを利用しやすく
するための施策の充実

生活介護などの医療的ケアを受け入れられる施設
の整備

ホームヘルプサービスの充実

防災対策の充実

児童発達支援や放課後等デイサービスの整備

機能訓練（リハビリテーションなど）の充実

特別支援教育の充実

重症心身障害児者や強度行動障害者の受入先や支
援の充実

成年後見制度など障がいのある人の権利を守るた
めの支援の充実

ショートステイの充実

障がい者スポーツ、芸術、文化活動など趣味や余
暇活動に対する支援

点字図書、録音図書、手話放送、字幕放送などの
情報提供の充実

手話通訳、要約筆記制度の充実

その他

無回答

55.4 

48.7 

33.5 

27.9 

36.2 

21.7 

28.6 

30.6 

25.9 

21.4 

8.7 

23.7 

9.6 

14.5 

11.4 

15.0 

10.7 

6.9 

7.1 

4.5 

9.6 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

52.0 

38.4 

50.5 

40.5 

39.3 

38.1 

24.0 

21.3 

23.4 

21.6 

25.2 

12.3 

23.1 

17.1 

24.3 

19.5 

17.4 

7.8 

5.7 

5.7 

5.4 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

64.8 

58.4 

40.7 

47.4 

43.9 

41.6 

23.5 

18.6 

18.0 

20.3 

14.2 

13.1 

11.0 

15.7 

16.3 

11.3 

11.0 

7.8 

7.3 

5.5 

5.2 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)
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 【障がい種別】

年金や手当などの所得保障の充実

医療費の負担軽減

障がい者用市営住宅やグループホームなど、生活
の場の整備

障がいのある人の就労支援や雇用施策の充実

困ったとき、悩んだときのための相談窓口の充実

障がい等に関する周囲の理解の促進

道路、交通機関、公共建築物などを利用しやすく
するための施策の充実

生活介護などの医療的ケアを受け入れられる施設
の整備

ホームヘルプサービスの充実

防災対策の充実

児童発達支援や放課後等デイサービスの整備

機能訓練（リハビリテーションなど）の充実

特別支援教育の充実

重症心身障害児者や強度行動障害者の受入先や支
援の充実

成年後見制度など障がいのある人の権利を守るた
めの支援の充実

ショートステイの充実

障がい者スポーツ、芸術、文化活動など趣味や余
暇活動に対する支援

点字図書、録音図書、手話放送、字幕放送などの
情報提供の充実

手話通訳、要約筆記制度の充実

その他

無回答

47.0 

63.4 

35.9 

38.3 

39.3 

27.2 

31.6 

25.5 

25.5 

23.4 

12.0 

25.3 

11.6 

14.9 

10.8 

15.9 

8.9 

9.2 

6.7 

3.6 

6.7 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

50.4 

32.8 

60.8 

28.0 

36.0 

36.0 

29.6 

52.0 

36.0 

29.6 

25.6 

32.8 

22.4 

65.6 

28.8 

52.0 

13.6 

8.8 

7.2 

8.0 

4.8 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

48.1 

36.0 

39.1 

60.2 

39.8 

41.9 

19.4 

13.5 

16.6 

20.4 

47.4 

13.5 

45.7 

12.8 

23.5 

11.4 

18.3 

8.3 

6.6 

5.2 

5.5 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)



198 

 

年齢別にみると、“０歳～５歳”では「障がいのある人の就労支援や雇用施策の充実」、「児童発

達支援や放課後等デイサービスの整備」が最も多くなっています。また、“６歳～11歳”では「児

童発達支援や放課後等デイサービスの整備」が最も多くなっています。また、“12歳～17歳”では

「障がいのある人の就労支援や雇用施策の充実」が最も多くなっています。また、“65歳～74歳”

では「年金や手当などの所得保障の充実」、「医療費の負担軽減」が最も多くなっています。また、

“75歳以上”では「医療費の負担軽減」が最も多くなっています。 

 

 

 

【年齢別】

年金や手当などの所得保障の充実

医療費の負担軽減

障がい者用市営住宅やグループホームなど、生

活の場の整備

障がいのある人の就労支援や雇用施策の充実

困ったとき、悩んだときのための相談窓口の充

実

障がい等に関する周囲の理解の促進

道路、交通機関、公共建築物などを利用しやす

くするための施策の充実
生活介護などの医療的ケアを受け入れられる施

設の整備

ホームヘルプサービスの充実

防災対策の充実

児童発達支援や放課後等デイサービスの整備

機能訓練（リハビリテーションなど）の充実

特別支援教育の充実

重症心身障害児者や強度行動障害者の受入先や

支援の充実
成年後見制度など障がいのある人の権利を守る

ための支援の充実

ショートステイの充実

障がい者スポーツ、芸術、文化活動など趣味や

余暇活動に対する支援
点字図書、録音図書、手話放送、字幕放送など

の情報提供の充実

手話通訳、要約筆記制度の充実

その他

無回答

57.6 

39.4 

36.4 

75.8 

48.5 

42.4 

24.2 

30.3 

18.2 

39.4 

75.8 

27.3 

60.6 

30.3 

30.3 

18.2 

24.2 

9.1 

12.1 

6.1 

9.1 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

47.0 

34.6 

46.5 

57.8 

40.0 

44.9 

21.1 

20.0 

22.7 

20.5 

66.5 

21.1 

53.0 

21.1 

27.0 

18.4 

19.5 

9.2 

8.6 

6.5 

5.4 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

37.9 

37.1 

40.7 

57.1 

35.7 

42.9 

22.9 

20.7 

22.9 

27.9 

47.1 

17.1 

47.9 

21.4 

26.4 

22.9 

17.1 

12.9 

10.0 

4.3 

2.9 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)
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【年齢別】

年金や手当などの所得保障の充実

医療費の負担軽減

障がい者用市営住宅やグループホームなど、生

活の場の整備

障がいのある人の就労支援や雇用施策の充実

困ったとき、悩んだときのための相談窓口の充

実

障がい等に関する周囲の理解の促進

道路、交通機関、公共建築物などを利用しやす

くするための施策の充実
生活介護などの医療的ケアを受け入れられる施

設の整備

ホームヘルプサービスの充実

防災対策の充実

児童発達支援や放課後等デイサービスの整備

機能訓練（リハビリテーションなど）の充実

特別支援教育の充実

重症心身障害児者や強度行動障害者の受入先

や支援の充実
成年後見制度など障がいのある人の権利を守

るための支援の充実

ショートステイの充実

障がい者スポーツ、芸術、文化活動など趣味や

余暇活動に対する支援
点字図書、録音図書、手話放送、字幕放送など

の情報提供の充実

手話通訳、要約筆記制度の充実

その他

無回答

58.7 

48.3 

49.7 

46.9 

42.6 

40.4 

28.3 

25.9 

20.4 

22.9 

15.9 

15.9 

16.8 

27.4 

24.5 

21.5 

17.2 

8.8 

6.6 

4.8 

2.3 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

57.3 

55.7 

41.3 

40.2 

38.4 

33.2 

28.8 

23.2 

24.8 

21.8 

9.5 

18.0 

10.5 

15.0 

15.2 

13.6 

9.6 

8.2 

6.4 

6.1 

5.0 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560)
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【年齢別】

年金や手当などの所得保障の充実

医療費の負担軽減

障がい者用市営住宅やグループホームなど、生

活の場の整備

障がいのある人の就労支援や雇用施策の充実

困ったとき、悩んだときのための相談窓口の充

実

障がい等に関する周囲の理解の促進

道路、交通機関、公共建築物などを利用しやす

くするための施策の充実
生活介護などの医療的ケアを受け入れられる施

設の整備

ホームヘルプサービスの充実

防災対策の充実

児童発達支援や放課後等デイサービスの整備

機能訓練（リハビリテーションなど）の充実

特別支援教育の充実

重症心身障害児者や強度行動障害者の受入先や

支援の充実
成年後見制度など障がいのある人の権利を守る

ための支援の充実

ショートステイの充実

障がい者スポーツ、芸術、文化活動など趣味や

余暇活動に対する支援
点字図書、録音図書、手話放送、字幕放送など

の情報提供の充実

手話通訳、要約筆記制度の充実

その他

無回答

58.2 

58.2 

38.5 

29.1 

39.4 

23.9 

28.6 

25.8 

23.0 

22.5 

8.9 

22.1 

7.5 

15.5 

9.9 

11.7 

8.9 

7.5 

7.5 

3.3 

8.9 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

46.2 

47.4 

28.8 

21.8 

36.0 

17.2 

23.0 

28.8 

25.9 

17.7 

7.8 

21.8 

7.3 

10.2 

6.7 

17.7 

8.4 

4.9 

4.7 

3.5 

14.5 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)
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（３）力を入れた方が良い行政の福祉施策 

問46 行政の福祉施策においてどこに力を入れた方が良いと思いますか。（○はいくつでも） 

「相談支援の拡充」が37.3％と最も多く、次いで「障害福祉サービスの質の向上」が35.7％、「福

祉人材の確保」が35.2％などとなっています。 

 

 

 

 

相談支援の拡充

障害福祉サービスの質の向上

福祉人材の確保

アウトリーチの強化

情報アクセシビリティの強化

地域生活の支援

理解促進

施設の準備

その他

特になし

無回答

37.3 

35.7 

35.2 

32.8 

27.1 

26.3 

24.5 

22.9 

3.7 

8.4 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40%(n=1,954)
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障がい種別にみると、“身体障がい者”では「相談支援の拡充」、「障害福祉サービスの質の向上」

が最も多くなっています。“知的障がい者”、“重症心身障がい児者”では「福祉人材の確保」が最

も多くなっています。 

 

 

 

  

【障がい種別】

相談支援の拡充

障害福祉サービスの質の向上

福祉人材の確保

アウトリーチの強化

情報アクセシビリティの強化

地域生活の支援

理解促進

施設の準備

その他

特になし

無回答

37.3 

31.6 

35.9 

35.9 

31.3 

24.1 

16.9 

22.9 

1.7 

5.3 

7.0 

0% 50% 100%

難病患者(n=415)

40.8 

51.2 

55.2 

32.8 

23.2 

23.2 

26.4 

44.8 

5.6 

4.8 

6.4 

0% 50% 100%

重症心身障がい児者(n=125)

40.8 

36.0 

34.9 

34.6 

34.9 

24.9 

36.0 

22.5 

3.8 

10.0 

5.9 

0% 50% 100%

発達障がい者(n=289)

【障がい種別】

相談支援の拡充

障害福祉サービスの質の向上

福祉人材の確保

アウトリーチの強化

情報アクセシビリティの強化

地域生活の支援

理解促進

施設の準備

その他

特になし

無回答

35.5 

35.5 

29.9 

31.9 

20.1 

25.9 

13.6 

18.8 

2.9 

9.4 

11.6 

0% 50% 100%

身体障がい者(n=448)

33.6 

36.9 

42.3 

25.5 

20.7 

29.1 

28.5 

27.9 

2.7 

11.7 

6.0 

0% 50% 100%

知的障がい者(n=333)

39.0 

34.0 

27.0 

35.5 

32.3 

28.8 

33.7 

15.7 

7.6 

7.8 

4.9 

0% 50% 100%

精神障がい者(n=344)
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年齢別にみると、“０歳～５歳”、“６歳～11歳”、“18歳～39歳”では「福祉人材の確保」が

最も多くなっています。また、“12歳～17歳”では「理解促進」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談支援の拡充

障害福祉サービスの質の向上

福祉人材の確保

アウトリーチの強化

情報アクセシビリティの強化

地域生活の支援

理解促進

施設の準備

その他

特になし

無回答

40.8 

36.6 

34.7 

32.4 

19.2 

28.6 

10.8 

22.1 

0.9 

8.5 

8.9 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=213)

38.1 

29.4 

27.0 

29.1 

11.9 

26.5 

10.8 

18.6 

2.3 

9.6 

15.1 

0% 50% 100%

75歳以上(n=344)

【年齢別】

相談支援の拡充

障害福祉サービスの質の向上

福祉人材の確保

アウトリーチの強化

情報アクセシビリティの強化

地域生活の支援

理解促進

施設の準備

その他

特になし

無回答

51.5 

57.6 

69.7 

57.6 

36.4 

24.2 

27.3 

45.5 

3.0 

3.0 

6.1 

0% 50% 100%

０歳～５歳(n=33)

38.9 

43.2 

44.3 

40.0 

39.5 

27.6 

36.2 

27.6 

5.9 

8.1 

6.5 

0% 50% 100%

６歳～11歳(n=185)

40.7 

34.3 

36.4 

34.3 

27.9 

30.0 

43.6 

22.1 

1.4 

9.3 

3.6 

0% 50% 100%

12歳～17歳(n=140)

【年齢別】

相談支援の拡充

障害福祉サービスの質の向上

福祉人材の確保

アウトリーチの強化

情報アクセシビリティの強化

地域生活の支援

理解促進

施設の準備

その他

特になし

無回答

32.9 

36.7 

40.8 

34.7 

32.7 

24.7 

31.3 

27.7 

3.4 

6.8 

3.9 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=441)

36.1 

35.5 

30.9 

30.7 

30.7 

25.2 

23.6 

19.3 

5.7 

8.9 

5.5 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=560) 
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Ⅲ 市民アンケート調査の結果 

１ 回答者の属性 

（１）性別 

問１ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

「男性」が43.7％、「女性」が55.5％、「その他」が0.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

問２ あなたの年齢（令和７年12月１日現在）をお答えください。（数字を記入） 

「70歳以上」が32.1％と最も多く、次いで「50歳代」が18.9％、「60歳代」が18.2％などとなって

います。 

 

 

 

 

全　体

(n=380)
43.7 55.5

0.5
0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

30.2

48.1

44.4

46.8

69.8

51.3

55.6

53.2

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=380) 2.1
5.3 9.2 13.4 18.9 18.2 32.1 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳～19歳 20歳代 30歳代

40歳代 50歳代 60歳代

70歳以上 無回答
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（３）一緒に住んでいる家族の人数 

問３ あなたと一緒に住んでいる家族は、あなたを含めて何人ですか。ご自分を含めた家族の人数を

お答えください。（○は１つ） 

「２人」が35.5％と最も多く、次いで「３人」が25.0％、「自分１人」が16.3％などとなっていま

す。 

年齢別にみると、“18歳～39歳”、“40歳～64歳”では「３人」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体

(n=380)
16.3 35.5 25.0 16.1 3.2

2.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分１人 ２人 ３人 ４人

５人 ６人以上 無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

17.5

13.0

17.3

21.5

12.7

29.2

54.3

48.1

34.9

30.5

12.3

19.0

25.4

20.8

8.6

6.3

4.8

3.9

1.2

2.5

4.8

1.3

3.7

1.3

2.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答
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（４）相模原市での居住年数 

問４ あなたご自身、相模原市にお住まいになってから何年になりますか。（○は１つ） 

「31年以上」が53.4％と最も多く、次いで「21～30年」が16.1％、「11～20年」が14.5％などとな

っています。 

年齢別にみると、“18歳～39歳”では「11～20年」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）居住地区 

問４-１ 現在のお住まいの地区はどこですか。（○は１つ） 

「緑区」が31.3％、「中央区」が33.2％、「南区」が35.5％、「市外」が0.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全　体

(n=380)

1.6

6.6
6.3 14.5 16.1 53.4 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２年以内 ３～５年 ６～10年 11～20年

21～30年 31年以上 無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

4.8

1.3

1.2

23.8

3.9

3.7

1.3

14.3

6.5

3.7

1.3

31.7

18.2

3.7

5.1

14.3

20.8

14.8

7.6

11.1

48.1

70.4

82.3

1.3

2.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=380)
31.3 33.2 35.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緑区 中央区 南区 市外 無回答

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答
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（６）現在の仕事 

問５ 現在のお仕事についておうかがいします。（○は１つ） 

「会社員・公務員・団体職員」が33.2％と最も多く、次いで「無職」が24.2％、「パート・アルバ

イト」が16.1％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社員・公務員・団体職員

商・工業自営

農林漁業者

自由業（開業医、弁護士、文筆家など）

パート・アルバイト

学生

専業主婦（夫）

家事手伝い

その他

無職

無回答

33.2 

3.2 

0.8 

2.4 

16.1 

2.6 

12.4 

0.8 

2.9 

24.2 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40%(n=380)
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年齢別にみると、“65歳～74歳”、“75歳以上”では「無職」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

会社員・公務員・団体職員

商・工業自営

農林漁業者

自由業（開業医、弁護士、文筆家など）

パート・アルバイト

学生

専業主婦（夫）

家事手伝い

その他

無職

無回答

54.0 

0.0 

0.0 

0.0 

19.0 

15.9 

4.8 

0.0 

3.2 

3.2 

0.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=63)

54.5 

5.2 

1.3 

2.6 

18.8 

0.0 

5.8 

0.6 

3.9 

5.8 

1.3 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=154)

会社員・公務員・団体職員

商・工業自営

農林漁業者

自由業（開業医、弁護士、文筆家など）

パート・アルバイト

学生

専業主婦（夫）

家事手伝い

その他

無職

無回答

1.3 

1.3 

0.0 

0.0 

6.3 

0.0 

20.3 

1.3 

0.0 

67.1 

2.5 

0% 50% 100%

75歳以上(n=79)

8.6 

3.7 

1.2 

6.2 

16.0 

0.0 

22.2 

1.2 

3.7 

34.6 

2.5 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=81)
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（７）障がいのある知り合いの有無 

問６ あなたは、身近に障がいのある人はいますか。または、いましたか。（○はいくつでも） 

「いない」が52.4％と最も多く、次いで「家族・親族」が25.0％、「友人・知人・職場の同僚など」

が18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族・親族

友人・知人・職場の同僚など

いない

その他

無回答

25.0 

18.2 

52.4 

4.2 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=380)
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２ 障がい者福祉への関心について 

（１）障がいのある人たちへの関心 

問７ あなたは、障がいのある人たちに関心をお持ちですか。（○は１つ） 

「非常に関心がある」が13.7％、「ある程度関心がある」が61.6％、「あまり関心がない」が17.6％、

「全く関心がない」が5.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

13.7

19.3

61.6

58.0

17.6

18.7

5.0

3.3

2.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない

全く関心がない 無回答
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（２）障がいのある人との交流 

問８ あなたは、障がいのある人と交流したり、一緒に過ごしたりする機会がこれまでにどれくらい

ありましたか。（○は１つ） 

「ほぼ毎日（家族、職場の同僚、クラスメイトなど）」が21.6％、「ときどき（趣味や余暇活動な

ど）」が13.7％、「会話などを交わしたことがあるくらい（まちなかで障がいのある人を介助した、

バスの中でヘルプマークを持っている人に席を譲ったなど）」が33.4％、「これまで交流したり、過

ごしたりしたことはない」が28.7％となっています。 

年齢別にみると、“75歳以上”では「これまで交流したり、過ごしたりしたことはない」が最も多

くなっています。 

障がいのある知り合いの有無別にみると、“家族・親族にいる”では「ほぼ毎日」、“いない”では

「これまで交流したり、過ごしたりしたことはない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体

(n=380)
21.6 13.7 33.4 28.7 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日（家族、職場の同僚、クラスメイトなど）

ときどき（趣味や余暇活動など）

会話などを交わしたことがあるくらい

（まちなかで障がいのある人を介助した、バスの中でヘルプマークを持っている人に席を譲ったなど）

これまで交流したり、過ごしたりしたことはない

無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

27.0

24.7

17.3

15.2

7.9

15.6

13.6

13.9

42.9

34.4

33.3

25.3

22.2

24.0

29.6

41.8

1.3

6.2

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
【障がいのある知り合いの有無別】

家族・親族にいる

(n= 95)

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n= 69)

いない

(n=203)

43.2

33.3

9.9

21.1

21.7

7.9

27.4

43.5

34.5

7.4

1.4

46.8

1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３ 障がいのある人に対する理解について 

（１）障害者虐待防止法の認知度 

問９ 障害者虐待防止法とは、虐待によって障がい者の権利や尊厳がおびやかされるのを防ぐ法律で

す。あなたは障害者虐待防止法について知っていますか。（○は１つ） 

「意味と名前を知っている」が21.8％、「名前は知っている」が32.4％、「知らない」が43.9％と

なっています。 

年齢別にみると、“75歳以上”では「名前は知っている」のほうが最も多くなっています。 

障がいのある知り合いの有無別にみると、“友人・知人・職場の同僚などにいる”では「意味と名

前を知っている」のほうが最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

3.2

22.1

29.6

29.1

33.3

30.5

32.1

35.4

63.5

45.5

35.8

32.9

1.9

2.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(n=380)
21.8 32.4 43.9 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意味と名前を知っている 名前は知っている

知らない 無回答

【障がいのある知り合いの有無別】

家族・親族にいる

(n= 95)

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n= 69)

いない

(n=203)

26.3

34.8

15.8

32.6

34.8

32.0

41.1

29.0

52.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）障害者差別解消法の認知度 

問10 障害者差別解消法は、障がいを理由とする差別を解消し、障がいの有無は関係なく、互いに人

格と個性を尊重し、共生できる社会の実現を目指す法律です。あなたは、障害者差別解消法に

ついて知っていますか。（○は１つ） 

「意味と名前を知っている」が16.1％、「名前は知っている」が23.7％、「知らない」が56.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体

(n=380)
16.1 23.7 56.1 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意味と名前を知っている 名前は知っている

知らない 無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

6.3

16.2

16.0

24.1

20.6

19.5

27.2

31.6

73.0

59.7

51.9

38.0

4.5

4.9

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【障害のある知り合いの有無別】

家族・親族にいる

(n= 95)

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n= 69)

いない

(n=203)

17.9

30.4

10.3

29.5

20.3

22.7

51.6

47.8

63.5

1.1

1.4

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）相模原市内での障がいを理由とする差別や偏見の有無 

問11 あなたは、相模原市内では障がいのある人に対し、障がいを理由とする差別や偏見があると思

いますか。（○は１つ） 

「あると思う」が12.6％、「少しはあると思う」が34.7％、「ほとんどないと思う」が15.5％、「わ

からない」が31.8％となっています。 

年齢別にみると、“18歳～39歳”では「わからない」が最も多くなっています。 

障がいのある知り合いの有無別にみると、“いない”では「わからない」が最も多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

12.6

16.0

34.7

35.3

15.5

17.7

31.8

28.3

5.3

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あると思う 少しはあると思う ほとんどないと思う

わからない 無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

11.1

14.9

13.6

8.9

27.0

34.4

42.0

35.4

22.2

15.6

8.6

15.2

39.7

31.2

29.6

29.1

3.9

6.2

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【障がいのある知り合いの有無別】

家族・親族にいる

(n= 95)

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n= 69)

いない

(n=203)

13.7

13.0

11.3

40.0

42.0

33.0

16.8

14.5

15.8

25.3

29.0

36.0

4.2

1.4

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（４）障がいのある人に対する差別や偏見の改善状況 

問11-１ 問11で「１ あると思う」「２ 少しはあると思う」とお答えの方にお聞きします。 

障がいのある人に対する差別や偏見は改善されていると思いますか。（○は１つ） 

「少しずつ改善されている」が47.8％と最も多く、次いで「あまり改善されていない」が17.8％、

「どちらともいえない」が14.4％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害のある知り合いの有無別】

家族・親族にいる

(n= 51)

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n= 38)

いない

(n= 90)

2.0

2.6

3.3

51.0

55.3

45.6

17.6

18.4

16.7

2.0

2.6

5.6

13.7

10.5

15.6

13.7

10.5

11.1 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=180)

令和４年度

(n=154)

2.8

1.3

47.8

39.6

17.8

20.1

3.9

7.8

14.4

13.0

12.2

17.5

1.1

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かなり改善されている 少しずつ改善されている

あまり改善されていない 改善されていない

どちらともいえない わからない

無回答

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答
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（５）普段の生活の中での障がいのある人への対応や理解の状況 

問12 あなたは、普段の生活の中で、障がいのある人への対応や理解が足りていると思いますか。 

 （○は１つ） 

「足りていると思う」が15.0％、「少し足りていないと思う」が31.3％、「全然足りていないと思

う」が16.6％、「わからない」が29.7％となっています。 

年齢別にみると、“75歳以上”では「わからない」が最も多くなっています。 

障がいのある知り合いの有無別にみると、“いない”では「わからない」が最も多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

15.0

12.7

31.3

37.3

16.6

16.3

29.7

29.0

7.4

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

足りていると思う 少し足りていないと思う

全然足りていないと思う わからない

無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

23.8

15.6

11.1

11.4

38.1

29.9

34.6

24.1

14.3

21.4

9.9

15.2

23.8

27.3

33.3

36.7

5.8

11.1

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【障がいのある知り合いの有無別】

家族・親族にいる

(n= 95)

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n= 69)

いない

(n=203)

13.7

14.5

15.3

36.8

47.8

26.1

17.9

13.0

17.7

27.4

23.2

33.5

4.2

1.4

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６）障がいのある人への対応や理解が足りていない状況 

問12-１ 問12で「２ 少し足りていないと思う」「３ 全然足りていないと思う」とお答えの方にお

聞きします。 

それはどんな場合ですか。（○はいくつでも） 

「交通機関や建築物の構造」が52.7％と最も多く、次いで「まちなかでの人の視線」が50.0％、

「職場での対応」が27.5％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

無回答

交通機関や建築物の構造

まちなかでの人の視線

職場での対応

教育の場

近所づきあい

店員の応対や態度

行政職員の応対や態度

地域の行事等の集まり

病院での診察

その他

52.7

50.0

27.5

24.2

20.3

19.8

13.2

12.6

7.7

2.2

2.7

60.9

50.9

29.2

24.2

26.1

21.7

19.9

16.8

12.4

6.2

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

令和７年度(n=182)

令和４年度(n=161)
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年齢別にみると、“18歳～39歳”では「交通機関や建築物の構造」、「まちなかでの人の視線」、“65

歳～74歳”では「まちなかでの人の視線」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

交通機関や建築物の構造

まちなかでの人の視線

職場での対応

教育の場

近所づきあい

店員の応対や態度

行政職員の応対や態度

地域の行事等の集まり

病院での診察

その他

無回答

63.6 

63.6 

27.3 

33.3 

15.2 

21.2 

21.2 

9.1 

15.2 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=33)

48.1 

45.6 

36.7 

22.8 

20.3 

20.3 

15.2 

11.4 

5.1 

3.8 

3.8 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=79)

【年齢別】

交通機関や建築物の構造

まちなかでの人の視線

職場での対応

教育の場

近所づきあい

店員の応対や態度

行政職員の応対や態度

地域の行事等の集まり

病院での診察

その他

無回答

58.1 

45.2 

12.9 

25.8 

29.0 

12.9 

6.5 

19.4 

3.2 

3.2 

6.5 

0% 50% 100%

75歳以上(n=31)

47.2 

52.8 

19.4 

16.7 

19.4 

22.2 

8.3 

13.9 

11.1 

0.0 

0.0 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=36)
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障がいのある知り合いの有無別にみると、“友人・知人・職場の同僚などにいる”では「まちな

かでの人の視線」が最も多くなっています。 

 

 

 
【障がいのある知り合いの有無別】

交通機関や建築物の構造

まちなかでの人の視線

職場での対応

教育の場

近所づきあい

店員の応対や態度

行政職員の応対や態度

地域の行事等の集まり

病院での診察

その他

無回答

55.8 

40.4 

28.8 

21.2 

23.1 

21.2 

19.2 

7.7 

15.4 

5.8 

3.8 

0% 50% 100%

家族・親族にいる

(n=52)

42.9 

54.8 

19.0 

21.4 

26.2 

16.7 

11.9 

14.3 

2.4 

4.8 

4.8 

0% 50% 100%

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n=42)

53.9 

49.4 

30.3 

28.1 

18.0 

19.1 

9.0 

14.6 

5.6 

0.0 

2.2 

0% 50% 100%

いない

(n=89)
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（７）「共にささえあい 生きる社会」のキャッチフレーズやデザインの認知度 

問13 相模原市では、障がいの有無にかかわらずあらゆる人の尊厳が守られ、安全で安心して暮らせ

る共生社会の実現に向けて、「共にささえあい 生きる社会」のキャッチフレーズのもと、様々

な事業を行っています。あなたは、このキャッチフレーズを聞いたり、次のデザインを見たり

したことがありますか。（○は１つ） 

 

 

 

 

「見た（聞いた）ことがある」が31.1％、「見た（聞いた）ことがない」が64.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

31.1

33.3

64.5

64.7

4.5

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見た（聞いた）ことがある 見た（聞いた）ことがない

無回答
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（８）障がいのある人への市民の理解を深めるために必要なこと 

問14 あなたは、障がいのある人への市民の理解を深めるためには、何が必要だと思いますか。 

 （○は３つまで） 

「学校における福祉教育の充実」が43.2％と最も多く、次いで「障がいのある人の地域のまちづ

くりへの参加や建築物等のバリアフリー化」が37.6％、「障がいのある人の積極的な社会への進出」

が26.8％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

福祉施設の地域への開放や、

地域住民との交流

学校における福祉教育の充実

障がいのある人の地域のまちづくりへの

参加や建築物等のバリアフリー化

障がいのある人の積極的な社会への進出

障がいや障がい者問題に関する啓発の充実

理解を深める必要はない

無回答

障がいのある人へのボランティア活動の推進

市民交流を通じての理解と参加の促進

障がいへの理解を目的とする

市民団体への支援

スポーツ活動や文化芸術活動を通じた

交流の促進

その他

わからない

43.2

37.6

26.8

23.7

17.4

16.3

15.8

15.5

14.2

1.6

8.7

0.8

4.7

46.0

40.7

33.0

26.3

20.3

13.0

18.3

17.3

12.7

3.7

4.7

0.3

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和７年度(n=380)

令和４年度(n=300)
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年齢別にみると、“18歳～39歳”、“75歳以上”では「障がいのある人の地域のまちづくりへの参

加や建築物等のバリアフリー化」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

学校における福祉教育の充実

障がいのある人の地域のまちづくりへの

参加や建築物等のバリアフリー化

障がいのある人の積極的な社会への進出

障がいや障がい者問題に関する啓発の充実

福祉施設の地域への開放や、

地域住民との交流

障がいのある人へのボランティア活動の推進

市民交流を通じての理解と参加の促進

障がいへの理解を目的とする

市民団体への支援
スポーツ活動や文化芸術活動を通じた

交流の促進

その他

わからない

理解を深める必要はない

無回答

44.4 

54.0 

25.4 

17.5 

11.1 

12.7 

6.3 

11.1 

12.7 

1.6 

11.1 

4.8 

0.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=63)

50.6 

38.3 

31.2 

22.7 

20.1 

14.3 

17.5 

15.6 

14.3 

2.6 

7.1 

0.0 

1.9 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=154)

【年齢別】

学校における福祉教育の充実

障がいのある人の地域のまちづくりへの

参加や建築物等のバリアフリー化

障がいのある人の積極的な社会への進出

障がいや障がい者問題に関する啓発の充実

福祉施設の地域への開放や、

地域住民との交流

障がいのある人へのボランティア活動の推進

市民交流を通じての理解と参加の促進

障がいへの理解を目的とする

市民団体への支援
スポーツ活動や文化芸術活動を通じた

交流の促進

その他

わからない

理解を深める必要はない

無回答

27.8 

29.1 

20.3 

25.3 

20.3 

21.5 

13.9 

20.3 

16.5 

0.0 

10.1 

0.0 

12.7 

0% 50% 100%

75歳以上(n=79)

42.0 

30.9 

27.2 

28.4 

14.8 

18.5 

21.0 

13.6 

13.6 

1.2 

8.6 

0.0 

6.2 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=81) 
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４ 障がいのある人への支援・ボランティアなどについて 

（１）福祉に関するボランティア活動への関心の有無 

問15 あなたは、障がいのある人に対するボランティア活動に関心がありますか。（○は１つ） 

「非常に関心がある」が4.2％、「ある程度関心がある」が45.3％、「あまり関心がない」が37.9％、

「全く関心がない」が8.4％となっています。 

年齢別にみると、“18歳～39歳”では「あまり関心がない」が最も多くなっています。 

障がいのある知り合いの有無別にみると、“いない”では「あまり関心がない」が最も多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

4.2

5.0

45.3

51.3

37.9

36.0

8.4

6.3

4.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に関心がある ある程度関心がある あまり関心がない

全く関心がない 無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

6.3

3.2

1.2

7.6

27.0

45.5

55.6

50.6

42.9

39.6

39.5

26.6

23.8

8.4

5.1

3.2

3.7

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【障がいのある知り合いの有無別】

家族・親族にいる

(n= 95)

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n= 69)

いない

(n=203)

3.2

4.3

4.9

50.5

72.5

35.0

38.9

18.8

44.8

3.2

4.3

13.3

4.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）福祉に関するボランティア活動経験の有無 

問16 あなたは、障がいのある人に対するボランティア活動をしたことがありますか。（○は１つ） 

「ある」が13.2％、「ない」が83.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）福祉に関するボランティア活動の内容 

問16-１ 問16で「１ ある」とお答えの方にお聞きします。 

それは、どのような活動ですか。（○はいくつでも） 

「施設での手伝い」が48.0％と最も多く、次いで「バザー・イベントなどの手伝い」が32.0％、

「生活面での援助」が20.0％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

13.2

19.3

83.7

79.3

3.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

施設での手伝い

バザー・イベントなどの手伝い

生活面の援助

旅行や外出の手伝い

募金活動の手伝い

専門的技能を活かした手伝い

その他

無回答

48.0 

32.0 

20.0 

18.0 

14.0 

8.0 

10.0 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=50)
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（４）福祉に関するボランティア活動についての考え 

問16-２ 問16で「２ ない」とお答えの方にお聞きします。 

ボランティア活動について、どのようにお考えですか。（○はいくつでも） 

「身近に活動グループや仲間がいないのでよくわからない」が36.5％と最も多く、次いで「健康

に自信がないので難しい」が28.3％、「活動したい気持ちはあるが、仕事や家事が忙しく時間がな

い」が26.1％などとなっています。 

年齢別にみると、“18歳～39歳”では「活動したい気持ちはあるが、仕事や家事が忙しく時間が

ない」、「ボランティア活動はしたくない」、“40歳～64歳”では「活動したい気持ちはあるが、仕事

や家事が忙しく時間がない」、“75歳以上”では「健康に自信がないので難しい」が最も多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近に活動グループや仲間がいないので

よくわからない

健康に自信がないので難しい

活動したい気持ちはあるが、

仕事や家事が忙しく時間がない

活動したい気持ちはあるが、

きっかけがつかめない

興味を持てる活動がない

ボランティア活動はしたくない

家族や職場の理解が得られないので難しい

その他

無回答

36.5 

28.3 

26.1 

25.8 

12.9 

11.3 

1.6 

4.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%
(n=318)

【年齢別】

身近に活動グループや仲間がいないので

よくわからない

健康に自信がないので難しい

活動したい気持ちはあるが、

仕事や家事が忙しく時間がない

活動したい気持ちはあるが、

きっかけがつかめない

興味を持てる活動がない

ボランティア活動はしたくない

家族や職場の理解が得られないので難しい

その他

無回答

25.0 

5.8 

26.9 

21.2 

25.0 

26.9 

0.0 

5.8 

0.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=52)

37.2 

17.8 

39.5 

20.2 

10.1 

10.9 

3.1 

1.6 

0.0 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=129)
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障がいのある知り合いの有無別にみると、“家族・親族にいる”では「活動したい気持ちはある

が、仕事や家事が忙しく時間がない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

身近に活動グループや仲間がいないので

よくわからない

健康に自信がないので難しい

活動したい気持ちはあるが、

仕事や家事が忙しく時間がない

活動したい気持ちはあるが、

きっかけがつかめない

興味を持てる活動がない

ボランティア活動はしたくない

家族や職場の理解が得られないので難しい

その他

無回答

37.5 

56.3 

12.5 

29.7 

15.6 

6.3 

0.0 

4.7 

0.0 

0% 50% 100%

75歳以上(n=64)

43.7 

36.6 

14.1 

35.2 

7.0 

5.6 

1.4 

8.5 

0.0 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=71)

【障がいのある知り合いの有無別】

身近に活動グループや仲間がいないので

よくわからない

健康に自信がないので難しい

活動したい気持ちはあるが、

仕事や家事が忙しく時間がない

活動したい気持ちはあるが、

きっかけがつかめない

興味を持てる活動がない

ボランティア活動はしたくない

家族や職場の理解が得られないので難しい

その他

無回答

26.3 

25.0 

35.5 

26.3 

14.5 

10.5 

1.3 

6.6 

0.0 

0% 50% 100%

家族・親族にいる

(n=76)

43.4 

28.3 

34.0 

35.8 

7.5 

11.3 

3.8 

1.9 

0.0 

0% 50% 100%

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n=53)

37.6 

28.0 

21.0 

23.1 

15.1 

12.4 

1.1 

3.8 

0.0 

0% 50% 100%

いない

(n=186)
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（５）障がいのある人にしてみたい支援や活動 

問17 あなたは、障がいのある人にどんな支援や活動をしてみたいですか。（○は３つまで） 

「特にない」を除き、「コミュニケーション・情報伝達（手話・筆談・朗読など）」が21.6％と最

も多く、次いで「スポーツ・レクリエーション・リハビリテーション等の地域交流活動」が18.4％、

「施設でのボランティア（話し相手、講師、介助や援助、行事の手伝いなど）」が17.6％などとなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

無回答

福祉関連イベントの開催、

イベントでの付き添い

配食サービス

（食事作りや配達、その際の声かけなど）

専門的技能を活かした教育・学習・指導活動

施設訪問等による交流事業

その他

特にない

移送サービス（車いすでも乗れる車の手配、

運転、乗り降りの介助など）

コミュニケーション・

情報伝達（手話・筆談・朗読など）

スポーツ・レクリエーション・

リハビリテーション等の地域交流活動

施設でのボランティア（話し相手、講師、

介助や援助、行事の手伝いなど）

外出支援

（まちを案内したりする外出サポート）

21.6

18.4

17.6

10.8

10.3

9.7

8.4

6.8

5.5

5.0

29.5

6.6

17.0

17.3

22.0

14.3

10.3

12.0

9.0

8.0

9.0

7.0

28.7

7.3

0% 10% 20% 30% 40%

令和７年度(n=364)

令和４年度(n=300)



228 

 

年齢別にみると、「特にない」を除き、“65歳～74歳”では「スポーツ・レクリエーション・リハ

ビリテーション等の地域交流活動」、“75歳以上”では「施設でのボランティア（話し相手、講師、

介助や援助、行事の手伝いなど）」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年齢別】

コミュニケーション・

情報伝達（手話・筆談・朗読など）
スポーツ・レクリエーション・

リハビリテーション等の地域交流活動
施設でのボランティア（話し相手、講師、

介助や援助、行事の手伝いなど）
外出支援

（まちを案内したりする外出サポート）
移送サービス（車いすでも乗れる車の手配、運

転、乗り降りの介助など）
福祉関連イベントの開催、

イベントでの付き添い
配食サービス

（食事作りや配達、その際の声かけなど）

専門的技能を活かした教育・学習・指導活動

施設訪問等による交流事業

その他

特にない

無回答

27.0 

14.3 

12.7 

7.9 

9.5 

7.9 

9.5 

7.9 

3.2 

3.2 

39.7 

0.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=63)

22.7 

21.4 

17.5 

14.3 

12.3 

12.3 

7.1 

9.1 

7.1 

3.9 

27.3 

3.2 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=154)

【年齢別】

コミュニケーション・

情報伝達（手話・筆談・朗読など）
スポーツ・レクリエーション・

リハビリテーション等の地域交流活動
施設でのボランティア（話し相手、講師、

介助や援助、行事の手伝いなど）
外出支援

（まちを案内したりする外出サポート）
移送サービス（車いすでも乗れる車の手配、運

転、乗り降りの介助など）
福祉関連イベントの開催、

イベントでの付き添い
配食サービス

（食事作りや配達、その際の声かけなど）

専門的技能を活かした教育・学習・指導活動

施設訪問等による交流事業

その他

特にない

無回答

11.4 

10.1 

21.5 

8.9 

8.9 

8.9 

11.4 

3.8 

5.1 

6.3 

27.8 

16.5 

0% 50% 100%

75歳以上(n=79)

23.5 

24.7 

18.5 

8.6 

8.6 

7.4 

7.4 

4.9 

4.9 

7.4 

27.2 

8.6 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=81)
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障がいのある知り合いの有無別にみると、「特にない」を除き、“家族・親族にいる”では「施設

でのボランティア（話し相手、講師、介助や援助、行事の手伝いなど）」、“友人・知人・職場の同僚

などにいる”では「スポーツ・レクリエーション・リハビリテーション等の地域交流活動」が最も

多くなっています。 

 

 

 

 

 

【障がいのある知り合いの有無別】

コミュニケーション・

情報伝達（手話・筆談・朗読など）

スポーツ・レクリエーション・

リハビリテーション等の地域交流活動

施設でのボランティア（話し相手、講師、

介助や援助、行事の手伝いなど）

外出支援

（まちを案内したりする外出サポート）

移送サービス（車いすでも乗れる車の手配、運

転、乗り降りの介助など）

福祉関連イベントの開催、

イベントでの付き添い

配食サービス

（食事作りや配達、その際の声かけなど）

専門的技能を活かした教育・学習・指導活動

施設訪問等による交流事業

その他

特にない

無回答

18.9 

18.9 

24.2 

9.5 

13.7 

11.6 

12.6 

7.4 

9.5 

8.4 

24.2 

1.1 

0% 50% 100%

家族・親族にいる

(n=95)

27.5 

29.0 

27.5 

13.0 

10.1 

10.1 

13.0 

11.6 

11.6 

4.3 

11.6 

0.0 

0% 50% 100%

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n=69)

19.2 

14.8 

12.8 

11.3 

9.4 

9.4 

6.9 

4.9 

3.4 

3.9 

39.4 

7.4 

0% 50% 100%

いない

(n=203)
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５ 障がいのある人の就労・教育などについて 

（１）障がいのある人の雇用を進めることについての考え 

問18 あなたは、障がいのある人が職場の同僚などとして、より雇用が進む必要があると思いますか。 

 （○は１つ） 

「ある程度そう思う」が43.7％と最も多く、次いで「そう思う」が28.2％、「どちらともいえない」

が9.7％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）障がいのある人の雇用を進める必要がないと思う理由 

問18-１ 問18で「３ あまり思わない」「４ 全く思わない」「５ どちらともいえない」とお答えの

方にお聞きします。 

なぜそう思いますか。（○は１つ） 

「障がいのある人はどのような仕事が適しているかわからないから」が35.0％と最も多く、次い

で「職場での介助や仕事を教えたりすることが従業員の負担となるから」が31.7％、「障がいのある

人への接し方やどんな配慮が必要かわからないから」が18.3％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体

(n= 60)
6.7 18.3 31.7 35.0 5.0 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職場のバリアフリーなどが整備されていないから

障がいのある人への接し方やどんな配慮が必要かわからないから

職場での介助や仕事を教えたりすることが従業員の負担となるから

障がいのある人はどのような仕事が適しているかわからないから

その他

無回答

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

28.2

34.7

43.7

40.3

4.5

4.0

1.6

0.7

9.7

6.7

7.9

8.7

4.5

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ある程度そう思う あまり思わない

全く思わない どちらともいえない わからない

無回答

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答
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（３）障がいのある人が働くために必要だと思う条件 

問19 現在、障がいのある人への就労支援施策が推進されています。あなたは、障がいのある人が働

くために、どのような条件が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

「障がいに合った仕事であること」が56.3％と最も多く、次いで「障がいに合った勤務条件であ

ること」、「障がいに対する周囲の理解があること」が42.9％、「障がいの状況に応じたサポート体制

があること」が35.3％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障がいに合った仕事であること

障がいに合った勤務条件であること

障がいに対する周囲の理解があること

障がいの状況に応じた

サポート体制があること

障がいがある人に

配慮した設備が整っていること

賃金が妥当であること

通勤手段があること

自宅で仕事ができること

通院などの保障があること

その他

わからない

無回答

56.3 

42.9 

42.9 

35.3 

29.2 

24.2 

10.0 

7.9 

3.9 

0.0 

3.4 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
(n=380)
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【年齢別】

障がいに合った仕事であること

障がいに合った勤務条件であること

障がいに対する周囲の理解があること

障がいの状況に応じた

サポート体制があること
障がいがある人に

配慮した設備が整っていること

賃金が妥当であること

通勤手段があること

自宅で仕事ができること

通院などの保障があること

その他

わからない

無回答

58.7 

50.8 

42.9 

34.9 

31.7 

20.6 

4.8 

9.5 

0.0 

0.0 

4.8 

0.0 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=63)

53.2 

48.1 

47.4 

34.4 

23.4 

29.2 

7.8 

7.1 

5.2 

0.0 

3.9 

1.9 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=154)

【年齢別】

障がいに合った仕事であること

障がいに合った勤務条件であること

障がいに対する周囲の理解があること

障がいの状況に応じた

サポート体制があること
障がいがある人に

配慮した設備が整っていること

賃金が妥当であること

通勤手段があること

自宅で仕事ができること

通院などの保障があること

その他

わからない

無回答

58.2 

31.6 

38.0 

31.6 

34.2 

16.5 

17.7 

6.3 

3.8 

0.0 

5.1 

7.6 

0% 50% 100%

75歳以上(n=79)

58.0 

37.0 

39.5 

40.7 

30.9 

25.9 

11.1 

9.9 

4.9 

0.0 

0.0 

8.6 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=81) 
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（４）障がいのある児童・生徒の就学環境の整備 

問20 あなたは、障がいのある児童・生徒の教育環境は、以下のどの学級、学校で整備されるのが良

いと思いますか。（○は１つ） 

「通常の学級と特別支援学級の併用」が36.8％と最も多く、次いで「児童・生徒の実態に応じて

異なる」が27.4％、「特別支援学校」が11.8％などとなっています。 

年齢別にみると、“18～39歳”では「児童・生徒の実態に応じて異なる」が最も多くなっています。 

障がいのある知り合いの有無別にみると、“友人・知人・職場の同僚などにいる”では「児童・生

徒の実態に応じて異なる」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全　体

(n=380)
8.4 9.7 11.8 36.8 27.4

0.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常の学級 特別支援学級

特別支援学校 通常の学級と特別支援学級の併用

児童・生徒の実態に応じて異なる その他

無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

7.9

7.8

11.1

7.6

11.1

12.3

4.9

7.6

20.6

13.0

9.9

5.1

23.8

41.6

39.5

36.7

34.9

22.7

29.6

26.6

1.3

1.6

1.3

4.9

16.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【障がいのある知り合いの有無別】

家族・親族にいる

(n= 95)

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n= 69)

いない

(n=203)

5.3

10.1

8.4

9.5

8.7

11.3

7.4

11.6

14.3

40.0

33.3

38.9

32.6

34.8

23.2

1.1

0.5

4.2

1.4

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）障がいのある児童・生徒の就学環境の整備について必要だと思うこと 

問21 あなたは、障がいのある児童・生徒の教育に関し、どのようなことが必要であると思いますか。 

 （○は２つまで） 

「児童・生徒の障がいの状況に応じた学習指導の充実」が48.2％と最も多く、次いで「障がいに

対する周囲の理解」が31.8％、「スロープなど、児童・生徒の障がいに対応した施設整備」が18.4％

などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童・生徒の障がいの状況に応じた

学習指導の充実

障がいに対する周囲の理解

スロープなど、

児童・生徒の障がいに対応した施設設備

障がいのある児童・生徒の

保護者に対する精神的な支援

特別支援教育の理解・啓発の推進

教育・保健・医療・福祉などの

関係機関の連携

障がいのある児童・生徒の

保護者に対する経済的な支援

潜在的疾病や身体発育などの

早期発見・適切な治療や指導

通学に対する支援（送迎など）

その他

特にない

無回答

48.2 

31.8 

18.4 

16.1 

13.9 

13.9 

11.1 

9.2 

7.6 

1.3 

1.1 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
(n=380)
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６ 福祉のまちづくりについて 

（１）まちの環境が障がいのある人が外出しやすく改善されているか 

問22 まちの環境は、障がいのある人が外出しやすく改善されていると思いますか。（○は１つ） 

「少しずつ改善されている」が38.2％と最も多く、次いで「あまり改善されていない」が18.7％、

「わからない」が15.5％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

4.5

1.7

38.2

35.7

18.7

23.7

6.1

7.7

13.4

9.3

15.5

19.7

3.7

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かなり改善されている 少しずつ改善されている

あまり改善されていない 改善されていない

どちらともいえない わからない

無回答
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（２）障がいのある人にとっての施設などの利用しやすさ 

問23 あなたは、障がいのある人にとって次の施設などは使い勝手が良いと思いますか。 

 （ア～クの各項目それぞれ１つに○） 

「利用しにくい」と「やや利用しにくい」を合わせた『利用しにくい』は、“公共交通機関の乗り

継ぎ”で最も多くなっています。「利用しやすい」と「やや利用しやすい」を合わせた『利用しやす

い』は“公共施設および周辺の整備”で最も多くなっています。 

 

 

 

 
(n=380)

キ．バスの乗り降

り

ク．公共交通機関

の乗り継ぎ

ア．道路および周

辺の整備

イ．駅舎および周

辺の整備

ウ．公共施設およ

び周辺の整備

エ．商業施設およ

び周辺の整備

オ．公園および周

辺の整備

カ．電車の乗り降

り

14.2

7.4

4.7

5.8

7.1

8.7

11.8

17.9

20.5

15.3

10.8

14.7

14.7

17.4

19.7

24.5

41.3

33.2

36.8

38.2

45.0

27.6

32.9

33.7

11.6

27.4

29.7

26.3

19.2

29.2

22.1

12.1

2.6

8.7

8.4

6.1

4.2

8.2

4.7

2.4

9.7

8.2

9.5

8.9

9.7

8.9

8.7

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しにくい やや利用しにくい どちらともいえない

やや利用しやすい 利用しやすい 無回答
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ア 道路および周辺の整備 

「どちらともいえない」が41.3％と最も多く、次いで「やや利用しにくい」が20.5％、「利用しに

くい」が14.2％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 駅舎および周辺の整備 

「どちらともいえない」が33.2％と最も多く、次いで「やや利用しやすい」が27.4％、「やや利用

しにくい」が15.3％などとなっています。 

年齢別にみると、“18歳～39歳”では「やや利用しやすい」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

14.2

15.0

20.5

22.7

41.3

41.0

11.6

10.3

2.6

1.0

9.7

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しにくい やや利用しにくい どちらともいえない

やや利用しやすい 利用しやすい 無回答

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

7.4

7.0

15.3

16.7

33.2

32.3

27.4

30.3

8.7

5.0

8.2

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しにくい やや利用しにくい どちらともいえない

やや利用しやすい 利用しやすい 無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

9.7

6.2

10.1

15.9

15.6

14.8

12.7

27.0

33.8

38.3

31.6

34.9

29.2

25.9

20.3

20.6

9.7

4.9

1.3

1.6

1.9

9.9

24.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ウ 公共施設および周辺の整備 

「どちらともいえない」が36.8％と最も多く、次いで「やや利用しやすい」が29.7％、「やや利用

しにくい」が10.8％などとなっています。 

年齢別にみると、“65歳～74歳”では「やや利用しやすい」が最も多くなっています。 

障がいのある知り合いの有無別にみると、“家族・親族にいる”では「やや利用しやすい」が最も

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

4.7

3.3

10.8

10.0

36.8

39.0

29.7

34.7

8.4

5.0

9.5

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しにくい やや利用しにくい どちらともいえない

やや利用しやすい 利用しやすい 無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

5.8

4.9

6.3

6.3

12.3

11.1

10.1

44.4

38.3

30.9

34.2

25.4

31.8

37.0

21.5

20.6

9.1

3.7

2.5

3.2

2.6

12.3

25.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
【障害のある知り合いの有無別】

家族・親族にいる

(n= 95)

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n= 69)

いない

(n=203)

7.4

2.9

3.9

11.6

13.0

9.4

32.6

40.6

37.9

34.7

34.8

28.1

5.3

5.8

11.3

8.4

2.9

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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エ 商業施設および周辺の整備 

「どちらともいえない」が38.2％と最も多く、次いで「やや利用しやすい」が26.3％、「やや利用

しにくい」が14.7％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 公園および周辺の整備 

「どちらともいえない」が45.0％と最も多く、次いで「やや利用しやすい」が19.2％、「やや利用

しにくい」が14.7％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

5.8

5.3

14.7

13.7

38.2

44.7

26.3

22.7

6.1

5.0

8.9

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しにくい やや利用しにくい どちらともいえない

やや利用しやすい 利用しやすい 無回答

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

7.1

6.7

14.7

15.7

45.0

47.3

19.2

18.0

4.2

2.7

9.7

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しにくい やや利用しにくい どちらともいえない

やや利用しやすい 利用しやすい 無回答
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カ 電車の乗り降り 

「やや利用しやすい」が29.2％と最も多く、次いで「どちらともいえない」が27.6％、「やや利用

しにくい」が17.4％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ バスの乗り降り 

「どちらともいえない」が32.9％と最も多く、次いで「やや利用しやすい」が22.1％、「やや利用

しにくい」が19.7％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

8.7

9.0

17.4

19.7

27.6

29.0

29.2

29.0

8.2

5.0

8.9

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しにくい やや利用しにくい どちらともいえない

やや利用しやすい 利用しやすい 無回答

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

11.8

14.7

19.7

21.0

32.9

34.7

22.1

18.3

4.7

3.7

8.7

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しにくい やや利用しにくい どちらともいえない

やや利用しやすい 利用しやすい 無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

7.9

14.9

6.2

15.2

22.2

18.8

22.2

15.2

30.2

35.7

37.0

25.3

20.6

24.0

22.2

20.3

17.5

3.2

2.5

1.6

3.2

9.9

24.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ク 公共交通機関の乗り継ぎ 

「どちらともいえない」が33.7％と最も多く、次いで「やや利用しにくい」が24.5％、「利用しに

くい」が17.9％などとなっています。 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

17.9

17.3

24.5

26.7

33.7

37.0

12.1

8.3

2.4

1.7

9.5

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用しにくい やや利用しにくい どちらともいえない

やや利用しやすい 利用しやすい 無回答
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７ 相模原市の障がい者施策について 

（１）相模原市は障がいのある人にとって暮らしやすいまちだと思うか 

問24 あなたは、相模原市は障がいのある人にとって暮らしやすいまちだと思いますか。（○は１つ） 

「どちらともいえない」、「わからない」が28.2％と最も多く、次いで「どちらかというと暮らし

やすい」が20.3％、「どちらかというと暮らしにくい」が10.5％などとなっています。 

年齢別にみると、“18歳～39歳”では「どちらかというと暮らしやすい」が最も多くなっていま

す。 

障がいのある知り合いの有無別にみると、“友人・知人・職場の同僚などにいる”では「どちら

かというと暮らしやすい」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

1.8

0.7

20.3

17.3

10.5

12.7

5.8

2.3

28.2

35.7

28.2

30.0

5.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても暮らしやすい どちらかというと暮らしやすい

どちらかというと暮らしにくい 暮らしにくい

どちらともいえない わからない

無回答

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

4.8

1.9

1.2

36.5

17.5

14.8

19.0

4.8

11.0

7.4

16.5

3.2

6.5

4.9

7.6

14.3

31.8

34.6

25.3

34.9

28.6

32.1

17.7

1.6

2.6

4.9

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【障がいのある知り合いの有無別】

家族・親族にいる

(n= 95)

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n= 69)

いない

(n=203)

1.1

1.4

3.0

21.1

31.9

17.2

10.5

13.0

10.3

8.4

4.3

5.4

31.6

26.1

26.1

24.2

20.3

33.5

3.2

2.9

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）障がいのある人にとって暮らしやすいまちになるために重点的に取り組むべき分野 

問25 相模原市が障がいのある人にとって暮らしやすいまちになるには、次のうちどの分野に重点的

に取り組むことが必要だと思いますか。（○は３つまで） 

「労働・雇用」が37.6％と最も多く、次いで「道路や建築物等のバリアフリー化」が36.6％、「日

常生活支援」が28.4％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】

総合的な相談体制の充実

労働・雇用

道路や建築物等のバリアフリー化

日常生活支援

教育・学習

情報のバリアフリー化

防災

その他

無回答

差別の解消

社会参加・外出支援

所得保障

保健・医療体制の充実

権利擁護・虐待防止

各種制度の自己負担額の更なる軽減

37.6 

36.6 

28.4 

25.0 

18.9 

16.8 

15.8 

15.0 

14.7 

12.9 

8.7 

7.4 

5.5 

0.5 

6.6 

39.0

41.7

28.3

20.3

23.3

16.7

17.7

14.3

13.0

13.3

8.3

9.0

5.3

2.3

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和７年度(n=380)

令和４年度(n=300)
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年齢別にみると、“18歳～39歳”では「教育・学習」、“40歳～64歳”では「道路や建築物等のバリ

アフリー化」、“75歳以上”では「日常生活支援」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

労働・雇用

道路や建築物等のバリアフリー化

日常生活支援

教育・学習

総合的な相談体制の充実

差別の解消

社会参加・外出支援

所得保障

保健・医療体制の充実

権利擁護・虐待防止

各種制度の自己負担額の更なる軽減

情報のバリアフリー化

防災

その他

無回答

34.9 

31.7 

25.4 

42.9 

14.3 

19.0 

17.5 

7.9 

20.6 

6.3 

9.5 

9.5 

9.5 

0.0 

1.6 

0% 50% 100%

18歳～39歳(n=63)

40.9 

44.8 

28.6 

24.7 

18.2 

16.2 

14.9 

17.5 

13.6 

14.9 

9.7 

8.4 

4.5 

0.6 

1.9 

0% 50% 100%

40歳～64歳(n=154)

【年齢別】

労働・雇用

道路や建築物等のバリアフリー化

日常生活支援

教育・学習

総合的な相談体制の充実

差別の解消

社会参加・外出支援

所得保障

保健・医療体制の充実

権利擁護・虐待防止

各種制度の自己負担額の更なる軽減

情報のバリアフリー化

防災

その他

無回答

26.6 

26.6 

29.1 

12.7 

21.5 

13.9 

15.2 

12.7 

15.2 

13.9 

5.1 

6.3 

5.1 

1.3 

19.0 

0% 50% 100%

75歳以上(n=79)

44.4 

34.6 

30.9 

23.5 

22.2 

18.5 

17.3 

18.5 

12.3 

11.1 

8.6 

4.9 

4.9 

0.0 

7.4 

0% 50% 100%

65歳～74歳(n=81) 
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障がいのある知り合いの有無別にみると、“家族・親族にいる”では「道路や建築物等のバリア

フリー化」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障害のある知り合いの有無別】

労働・雇用

道路や建築物等のバリアフリー化

日常生活支援

教育・学習

総合的な相談体制の充実

差別の解消

社会参加・外出支援

所得保障

保健・医療体制の充実

権利擁護・虐待防止

各種制度の自己負担額の更なる軽減

情報のバリアフリー化

防災

その他

無回答

31.6 

45.3 

31.6 

21.1 

21.1 

14.7 

17.9 

11.6 

13.7 

10.5 

11.6 

9.5 

6.3 

1.1 

5.3 

0% 50% 100%

家族・親族にいる

(n=95)

44.9 

30.4 

24.6 

29.0 

18.8 

18.8 

23.2 

21.7 

18.8 

18.8 

13.0 

5.8 

4.3 

0.0 

1.4 

0% 50% 100%

友人・知人・職場

の同僚などにいる

(n=69)

40.9 

34.0 

29.1 

27.1 

18.2 

18.7 

13.8 

14.8 

13.8 

12.3 

5.9 

6.9 

5.9 

0.5 

5.4 

0% 50% 100%

いない

(n=203)
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（３）障がい者の「害」という表記についての考え 

問26 相模原市健康福祉局内では障がいの「害」という表記について文字の印象を和らげるために、

試行的に法律用語、医療用語、課名以外についてひらがな表記としております。障がい者の「害」

という表記について、あなたはどのようにお考えですか。（○は１つ） 

「「害」という表記は印象がよくないので、ひらがななどの表記が望ましい」が40.5％と最も多

く、次いで「法律上も「害」という字が使われており、制度も含め、これまで使われてきた表記で

もあり、問題ないと思う」が21.3％、「どちらともいえない」が18.9％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】

18歳～39歳

(n= 63)

40歳～64歳

(n=154)

65歳～74歳

(n= 81)

75歳以上

(n= 79)

33.3

20.1

14.8

19.0

9.5

14.3

8.6

10.1

34.9

44.2

45.7

32.9

19.0

16.2

22.2

21.5

1.6

3.2

2.5

1.3

1.6

1.9

6.2

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体・経年比較】

令和７年度

(n=380)

令和４年度

(n=300)

21.3

23.7

11.3

25.3

40.5

20.3

18.9

17.3

2.4

9.3

5.5

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律上も「害」という字が使われており、制度も含め、これまで使われてきた表記でもあり、問題ないと思う

「害」という表記は印象はよくないが、他の適当な表記が見当たらない

「害」という表記は印象がよくないので、ひらがななどの表記が望ましい

どちらともいえない

その他

無回答
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Ⅳ 自由意見 

１ 障がいのある人 

問48 現在、あなたが相模原市に要望したいことなどを自由に書いてください。 

相模原市に要望したいことなどを自由に記述してもらったところ、634人から778件の意見が寄せ

られました。 

障がい種別と記述内容により分類して整理し、相模原市に要望したいことや数が多かったご意見

など主なものを掲載しました。 

なお、記述原文の趣旨を損なわないよう配慮しながら、文章を読みやすく改めた場合があるほか、

記述が長文にわたるもののうち、相模原市に要望したいことについて抜粋して示した場合がありま

す。 

 

（１）身体障がい者（142件） 

 

①福祉サービスに関すること 

⚫ 通院時に介護タクシー・看護師・介助者に付き添いをお願いしているが、利用料金がとても高額な

ので援助、補助金を出していただきたい。 

⚫ 障がいの種類や度合いに応じて、それぞれに合った対応をしてほしい。 

⚫ 学校や施設で自立にむけた支援を行ってほしい。 

⚫ 家族の負担が少なくなる様な支援方法を考えてほしい。 

⚫ 重度身体障がい者が利用可能な通所支援事業所が著しく不足している。重度身体障がい者を排除し

ない通所支援体制の再構築が必要と考える。 

⚫ 通学等の送迎支援サービスを行ってほしい。 

⚫ 障害福祉サービスを強化してもらいたい。向上してもらいたい。 

⚫ 補助金を利用して補聴器を購入しているが、自己負担が高額となっている。聞こえづらくなっても

買い替えができないので、さらなる補助を願う。 

 

②施設・グループホームに関すること 

⚫ 施設の人材の確保。（他１件） 

⚫ 施設やグループホームを増やしてほしい。（他１件） 

⚫ 視覚障がい者が一時的に入居できる施設がほしい。 

⚫ 研修等による施設職員の質の向上。 

⚫ 重度障がい者の入所出来る施設を増やしてほしい。 

⚫ 施設設備の充実。 

⚫ 安い施設に待たずに入居できるようにしてほしい。 
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③公共交通機関、道路整備に関すること 

⚫ バスの増便。コミュニティバスの路線拡大。（他５件） 

⚫ 公共交通機関の補助・無償化。（他３件） 

⚫ 悪路の整備。（他３件） 

⚫ タクシー券を増やしてほしい。（他２件） 

⚫ ガソリンの補助を求める。（他１件） 

⚫ 介護タクシーの補助を増やしてほしい。 

⚫ 歩きつかれた際に休めるベンチを設置してほしい。 

 

④医療に関すること 

⚫ 医療証の継続を望む。 

⚫ 医療証の所得制限導入の撤廃。 

⚫ 誰もが気軽にかかれる、かかりつけ医のような市民病院が近くにほしい。 

⚫ もっと身近に専門医が増えることを望む。 

⚫ 電話回線を利用した緊急通報サービスの範囲を広げ、障がい者も対象にしてほしい。 

 

⑤バリアフリーに関すること 

⚫ バリアフリーの促進。（他２件） 

⚫ 公共交通機関や、その乗り場のバリアフリー化。（他１件） 

⚫ 公共施設のバリアフリー化。 

⚫ ストーマのあるトイレの設置。 

 

⑥相談体制に関すること 

⚫ どこに相談すればよいかわからないので情報がほしい。（他３件） 

⚫ 本人や家族の不安、状況に寄り添った対応を求める。（他２件） 

⚫ 本人だけでなく家族もキーステーションで相談できるようにしてほしい。 

⚫ 専門知識を有する人員を配置・増員していただきたい。 

⚫ 支援員や専門家が家まで出張して見てもらえる仕組みづくりを考えてほしい。 

 

⑦将来の不安に関すること 

⚫ 親亡き後の生活介護をしてくださる施設を用意して下さることを切に願う。 

⚫ 自分の事は自分ですべてしなくては、ならないのでとても不安である。 

⚫ 老後の生活に不安がある。 
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⑧教育、療育、学校に関すること 

⚫ 学校のバリアフリー化が追いついていないので進めてもらいたい。 

 

⑨福祉施策に関すること 

⚫ 重度障害者等福祉手当の廃止に反対する。（他10件） 

⚫ 身体が不自由な人の旅行補助や、宿・交通手段の紹介、ツアーなどがあるといい。 

⚫ 重度訪問介護の報酬に、市独自の加算を設けるべきである。 

 

⑩経済的な問題に関すること 

⚫ 生活費の支援。（他１件） 

⚫ 数年後の生活に対する不安を抱いている。 

⚫ お金がなくとも、安心して一生を終えられる市政をお願いしたい。国民年金だけでは暮らせない。 

⚫ 年金額が改訂され数万円増えたが、非課税から課税となり様々な料金・税も上がって生活が苦しく

なった。本末転倒なので、救済措置を求める。 

⚫ 収入に変化はないが、施設費が３倍となった。障害年金を充実させ、施設費を安くしてほしい。 

 

⑪就労に関すること 

⚫ 障がい者に対する職の斡旋。ケーススタディ事例をもっとオープンにしてほしい。ＩＱ・能力の高

い発達障がい者の就職先を増やしてほしい。 

⚫ フルタイムで働ける企業を増やしてほしい。 

⚫ 障がい者に対する雇用の充実。 

⚫ 障がい別に、働ける一般就労先を教えてほしい。 

 

⑫書類や手続きに関すること 

⚫ 市職員の障がいに対する理解を深め、個人の困りごとに寄り添えるようになってほしい。 

⚫ 仕事を休まないと役所へ行けず、必要なものもわからないので改善してほしい。 

 

⑬情報提供に関すること 

⚫ 地域の支援の内容がわかるものがあるといい。 

⚫ マイナンバーカードやLINEを使っての情報管理・発信に反対する。 

⚫ 福祉に関する税金や予算について、どのように活かされているのかをLINEなどで簡単に知ることが

できたらよい。 

⚫ 手帳の交付の際に、本で渡すだけでなく障がいに応じて利用できるサービスや制度の説明がほしい。 

⚫ 福祉サービスについて郵送してほしい。 
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⑭スポーツ施設、イベント施設に関すること 

⚫ スポーツ施設を障がいサービス事業所も使えるよう開放してほしい。 

⚫ 津久井地区にも、障がい者が出来る軽い運動が出来る場所が欲しい。 

⚫ 南区に車椅子でも使いやすい施設が欲しい。 

 

⑮災害に関すること 

⚫ 災害時のためのトイレカーの導入を願う。 

⚫ 福祉避難所の数を増やし、災害時に障がい・高齢者が安心して避難できるようにしてほしい。 

 

⑯理解、啓発に関すること 

⚫ 差別のない、障がいがある人も住みやすい街づくり。 

⚫ 電車の優先席では必要としている人に席を譲るように啓発してほしい。 

⚫ 市民に障がいに対する理解を増やしてほしい。 

 

⑰その他 

⚫ 当事者にはアンケートが難しすぎる。（他１件） 

⚫ ヒアリングでアンケートを実施してはいかがか。 

⚫ 当てはまらない質問が多いので、障がい者・健常者・高齢者・未成年など区分を分けた方が良い。 

⚫ プライバシーにとらわれず、関係者でデータをもっと共有してほしい。 

⚫ 福祉施設や障害者相談課、病院など「直接、協力できるか確認して渡す」という形をとっていただ

きたい。 

⚫ 必ず集約を発表すること。 

⚫ 行政の職員にはだれもが住みよい社会を作っていただきたいと願っている。 

⚫ 「障害」の漢字表記に統一してほしい。 

 

 

（２）知的障がい者（114件） 

 

①福祉サービスに関すること 

⚫ 障がい者サービスの充実と質の向上。（他１件） 

⚫ 事業所の選択肢が増えるとよい。（他１件） 

⚫ 成人してからの福祉サービスが少ない。（他１件） 

⚫ ショートステイが必要なときに使えない。 

⚫ 医療機関や事業所、支援者同士の繋がり・連携をしっかりと確保していただきたい。 

⚫ 自立が難しい発達障がいや精神障がいの家族に対するフォローを要望する。 
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⚫ 放課後等デイサービスの利用について、支援の必要度を数値化し、高いものから利用できる制度を

導入していただきたい。 

 

②施設・グループホームに関すること 

⚫ グループホームを増やしてほしい。（他２件） 

⚫ ショートステイが不足している。（他１件） 

⚫ 事業所に対する指導・監督体制。（他１件） 

⚫ 低収入でも入所できる施設やグループホームの増加。（他１件） 

⚫ 親のケアのための施設の充実。 

⚫ 職員の人材育成。 

⚫ 職員の方が持続的に楽しく就労できるような、勤務体系や給与体系。 

⚫ 障がい者職業訓練施設を増やしてほしい。 

 

③公共交通機関、道路整備に関すること 

⚫ 悪路の整備。 

⚫ タクシー券を増やしてほしい。 

⚫ ガソリンの補助を増やしてほしい。 

⚫ バス・電車の増便。 

⚫ 無人タクシーの運行とその補助。 

 

④医療に関すること 

⚫ 医療証の継続。（他１件） 

⚫ 誰もが気軽にかかれる、かかりつけ医のような市民病院が近くにほしい。 

⚫ 人工呼吸器使用者が市内で外来・入院・救急のいずれも受け入れられない状況の解消を求める。 

 

⑤バリアフリーに関すること 

⚫ 人歩道と車道における段差解消。 

 

⑥相談体制に関すること 

⚫ 気軽に相談できる場所があるといい。（他２件） 

⚫ どこに相談すればよいのかわからない。（他１件） 

⚫ 介護者が心身の健康を維持できるよう、気軽に相談できるカウンセラーなどの制度がほしい。 

⚫ LINEやメール等で休日に相談できる体制があるとありがたい。 
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⑦将来の不安に関すること 

⚫ 介護者である親に不足の事態が起きたとき、安心して人として尊重されて暮らしていける社会を強

く要望する。（他８件） 

 

⑧教育、療育、学校に関すること 

⚫ 障がいの比較的重い子供が希望すれば支援学校に入学出来るようにしてほしい。（他１件） 

⚫ 支援学校や職業訓練校、就労支援サービスを充実させてほしい。 

⚫ 障がい者にむけた学習支援がほしい。 

⚫ 中学卒業後の進路選択について、情報や相談窓口が少なく将来へのイメージがわかないため具体的

な進路選択ができない。 

⚫ 特別支援学級、養護学校の教職員の負担軽減。 

⚫ 支援学校に入れない児童が、支援級にて必要な支援を受けられる体制の整備。 

⚫ 療育施設が空いてない。 

 

⑨福祉施策に関すること 

⚫ 重度障害者等福祉手当の廃止に反対する。（他７件） 

⚫ 特別児童扶養手当の所得制限撤廃。（他２件） 

⚫ 福祉従事者や本人の親など、支える側への対応を求める。 

⚫ 行政において当事者を登用し、彼らの声を現場に生かすこと。 

⚫ 障がいのある方が集う開けた活動を実施してほしい。 

 

⑩経済的な問題に関すること 

⚫ 助成などが更にあると助かる。 

⚫ 現金給付をしてほしい。 

⚫ 自己負担額が大きい。 

 

⑪就労に関すること 

⚫ 転職のサポートをしてほしい。 

⚫ 大手企業、中小企業が、障がい者の雇用を増やしてほしい。 

⚫ 就労中もヘルパーを使えるようにしてほしい。 

⚫ 就職支援案内の充実。 

 

⑫書類や手続きに関すること 

⚫ 手続きの簡素化。（他１件） 

⚫ 障がい福祉に理解がある職員に対応してほしい。 
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⚫ 従来通り紙面での説明や手続きを希望する。 

⚫ Ｗｅｂで申請ができるとよい。 

 

⑬情報提供に関すること 

⚫ 保護者間の交流や地域コミュニティでしか情報が得られず困っている。（他１件） 

⚫ その人に合った福祉サービスについて説明を受ける機会や、情報提供がほしい。（他１件） 

⚫ 子供の今後のことで先々の生活に不安をかかえている親に対する情報提供。 

⚫ グループホームの空き情報などを市と連携してわかりやすくしてほしい。 

⚫ 情報にインターネットですぐにアクセスできるとありがたい。 

⚫ 施設のリストはその施設の特徴が見てすぐわかるようなものにしていってほしい。 

 

⑭スポーツ施設、イベント施設に関すること 

⚫ 定期的に障がい者スポーツ、ボッチャなどを行ってほしい。 

⚫ 障がいのある方も気軽にスポーツや文化芸術に触れられるような場が欲しい。 

 

⑮災害に関すること 

 

⑯理解、啓発に関すること 

⚫ 障がいを抱える１人１人の方としっかり向き合い、障がいに問われず活動できる場が必要。 

⚫ ヘイト・スピーチやヘイト・クライムへの罰則強化を求む。 

⚫ 行政による積極的な啓発活動。 

⚫ 健常者の方からの好奇な目で見られたり、差別的な発言等を聞く感じる事があるので、なんとかな

らないかと思う。 

 

⑰その他 

⚫ 重度障がいもしくは成人が対象のアンケートのように思うが、送付対象者を考えてほしい。（他１

件） 

⚫ アンケートが難しい。 

⚫ 内容がデリケートであり、自分でも書くのが辛い。 

⚫ スマートフォンで手帳や障がい者用パスモの管理ができるようにしてほしい。 

⚫ 成年後見人制度は後見人を選べず、利用料も高額であるため、より利用しやすい制度になることを

願う。 

⚫ 周囲に柵があるなど、多動の子供でも安全に遊べる公園等の情報提供。 

⚫ 虐待の通報窓口に、経験知識のある職員を配置してほしい。 
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（３）精神障がい者（192件） 

 

①福祉サービスに関すること 

⚫ 精神障害手帳所持者が対象となる福祉サービス拡大。（他３件） 

⚫ カウンセリングに対する補助。（他２件） 

⚫ 手帳とは別に公共施設などの利用パスを発行してほしい。 

⚫ カウンセリングに対する補助が必要。 

⚫ 趣味など、安いお金で専門的な先生に見てもらいたい。 

⚫ 障がい者が孤立しない行政サービスの拡充。 

⚫ 福祉サービスが向上したという実績を数字により可視化して出してほしい。 

⚫ サービスを受ける側の安心につながるので、福祉従事者の待遇改善と人材確保を求む。 

⚫ 家族も対象となる手当。 

⚫ わかりやすい福祉サービス。 

 

②施設・グループホームに関すること 

⚫ 終の棲家となる施設を十分に作ってほしい。（他１件） 

⚫ 職員のスキルに見合った賃金を求む。 

⚫ グループホームやデイケア施設の拡充。 

 

③公共交通機関、道路整備に関すること 

⚫ 交通費の補助。（他３件） 

⚫ 悪路の整備。（他２件） 

⚫ バスの増便。（他２件） 

⚫ 市内の交通の便を良くしてほしい。（他１件） 

⚫ 精神手帳３級もタクシー券の対象としてほしい。 

⚫ 公共交通機関で手帳を提示せずに割引がなされる制度。 

⚫ タクシー券が使えるタクシー会社を増やしてほしい。 

 

④医療に関すること 

⚫ 医療費の引き続きの援助。（他２件） 

⚫ どの医療機関を受診すればよいのかわからない。（他１件） 

⚫ 精神障害３級も医療証の対象としてほしい。 

⚫ 市精神科に通っていると言うと受診を拒否されるので、このようなことがないようにしてほしい。 

⚫ 重度精神障がいの収容施設がなく、転院先がない。 

⚫ カウンセリングの保険適用。  
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⑤バリアフリーに関すること 

 

⑥相談体制に関すること 

⚫ 相談できる場所を増やしてほしい。（他６件） 

⚫ 相談できる専門の人を増やしてほしい。（他４件） 

⚫ ピアサポート活動やそのような人物を増やしていくとよいのではと思う。 

⚫ 障がいの内容や等級に応じた相談窓口の設置。 

⚫ 困った時に相談して支援を受けられるように整備してほしい。 

⚫ 役所職員に知識や理解がなく、窓口担当者によって相談内容やサービス利用に差が出ている。 

⚫ グレーな人を救うための支援や窓口、頼れる場所がほしい。 

 

⑦将来の不安に関すること 

⚫ 親が生きているうちは生活できるが、１人になったらどうやって生活していけばよいのか不安。（他

３件） 

⚫ １人になったときに頼れる人や場所がほしい。 

⚫ グループホーム退去後、生活保護の範囲で生活できるのか心配。 

 

⑧教育、療育、学校に関すること 

⚫ 障がい分離教育でなくインクルーシブ教育が進まないと、共生社会は進まないと思う。 

 

⑨福祉施策に関すること 

⚫ 重度障害者等福祉手当の廃止に反対する。（他36件） 

⚫ 社会的な居場所を見つけてほしい。 

⚫ 障がいのない人もある人もスポーツや文化活動を一緒に考えて参加できる企画。 

⚫ 障がいのある方が集う開けた活動を実施してほしい。 

⚫ 自立支援医療制度、障害者手帳の申請(更新)の時の診断書代を補助。 

⚫ ピアサポートの安易な制度設計はやめてほしい。 

 

⑩経済的な問題に関すること 

⚫ 障がい者に対する経済的支援をしてほしい。（他２件） 

⚫ 現金給付をしてほしい。（他１件） 

 

⑪就労に関すること 

⚫ 一般の人と同程度の賃金がもらえるようになるか、足りない分の補填が必要。（他２件） 

⚫ 障がいを持つ従業員に対し、配慮や理解のある職場。（他２件） 

⚫ 社会で働きたい。（他１件） 
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⚫ 職種や技能の種類が増えてほしい。（他１件） 

⚫ 現在A型作業所で働いているが、65歳を超えても働ける場がほしい。 

⚫ 就職支援案内の充実。 

⚫ 就労支援サービスの事業所を増やしてほしい。 

⚫ 特例子会社とＡ型事業所を増やしてほしい。 

⚫ 積極的な障がい者雇用。 

 

⑫書類や手続きに関すること 

⚫ 郵送やＷｅｂでの申請ができる手続きを増やしてほしい。（他５件） 

⚫ 開庁時間の延長。（他２件） 

⚫ 手続きの簡素化。（他１件） 

⚫ 担当する職員によって内容が変わるため、何度も役所に行かなければならないので、案内や説明を

統一してほしい。（他１件） 

⚫ 市役所や区役所の待ち時間が長いため、窓口の人の数を増やしてほしい。 

⚫ マニュアル通りではなく手続きをする人に寄り添った対応をしてほしい。 

 

⑬情報提供に関すること 

⚫ 障がいの内容及びその等級に応じた支援・サービスに関する情報提供をしてほしい。（他７件） 

⚫ インターネットやSNSがわからないので、紙媒体での情報提供をしてほしい。（他１件） 

⚫ 市のホームページが簡素でわかりにくいため、詳細を載せてほしい。 

 

⑭スポーツ施設、イベント施設に関すること 

⚫ 図書館・ホール等が一体となった施設がほしい。 

⚫ 社会文化活動にもっと力を入れてほしい。 

 

⑮災害に関すること 

⚫ 災害時の障がい者への対応をどのように知ればよいのかわからない。 

⚫ 災害が起きた時にどうやって生き抜けばよいのかが心配。 

 

⑯理解、啓発に関すること 

⚫ 障がい者が差別されることなく、一住民として、暮らしていきたい。（他５件） 

⚫ マイノリティの意見も汲み取ってほしい。 

⚫ 駐車場の障がい者スペースについて、車いす以外の障がいを持つ人も使用できると周知してほしい。 

⚫ 見た目でわからない障がいをもっていても、周りの人が理解してくれるような呼びかけの強化を

してほしい。  
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⑰その他 

⚫ 障がいに配慮しつつ、地域や一般社会との接点が持てるとうれしい。 

⚫ 前福祉計画の達成したものや不足と思われること。また、福祉サービスに従事している方々の意見

なども知りたい。 

⚫ 今回の結果も広報などで詳しく報告し、それを踏まえての計画案も知りたい。 

⚫ 障がい者が親を介護するようなケースが想定されていないように感じる。 

⚫ 障がい者の国民健康保険料の軽減制度。 

⚫ 市営住宅の１～２階に障がい者の優先枠を設けてほしい。 

 

 

（４）難病患者（126件） 

 

①福祉サービスに関すること 

⚫ 重度訪問介護ができる事業所の確保。 

⚫ 買い物や日常生活への支援。 

⚫ より便利なサービスを、利用しやすい仕組み。 

⚫ ロボットの普及。 

 

②施設・グループホームに関すること 

⚫ 障がい者を受け入れる施設に力をいれてほしい。 

⚫ 老後の入居施設を優先的に探してもらえるようにしてほしい。 

 

③公共交通機関、道路整備に関すること 

⚫ タクシー券の枚数を増やしてほしい。（他５件） 

⚫ 介護・福祉タクシーの補助を増やしてほしい。（他３件） 

⚫ バスの増便。コミュニティバスの路線拡大。（他３件） 

⚫ 悪路の整備。（他２件） 

⚫ ガソリン券の補助。（他１件） 

⚫ 交通費の補助。 

⚫ 公的機関への交通手段を確保してほしい。 

 

④医療に関すること 

⚫ 医療受給者証の申請をもっと簡単にし、有効期間を長くしてほしい。 

⚫ 運転免許証の返納後の通院が不安。 
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⑤バリアフリーに関すること 

⚫ 車いすで出かけやすい街づくり。（他１件） 

⚫ 自宅のバリアフリー化に対する支援。 

 

⑥相談体制に関すること 

⚫ 部署異動をせず担当者を固定してほしい。（他１件） 

⚫ ピアサポートを各区においてほしい。 

⚫ 相談に行った時にわかりやすく説明が出来る相談員を願う。 

⚫ 小グループなどで市民の声を聞いてほしい。 

 

⑦将来の不安に関すること 

⚫ 親が亡くなった後に残された子どもの生活が不安。（他１件） 

⚫ 老後の施設入所先があるか心配。 

 

⑧教育、療育、学校に関すること 

⚫ 教育の段階で障がいや病と深く向き合う機会があるといい。 

 

⑨福祉施策に関すること 

⚫ 指定難病に対する支援やサービスが少ない。（他５件） 

⚫ 重度障がい者等福祉手当の廃止に反対する。（他４件） 

⚫ 高齢の親が障がいをもつ子を世話することに対する支援。 

⚫ 軽症の人に対する補償の充実。 

⚫ 近隣自治体との障がい者支援格差をなくしてほしい。 

 

⑩経済的な問題に関すること 

⚫ 指定難病の自己負担が増額し負担となっている。 

⚫ 薬代の負担が大きい。 

⚫ 難病により退職を余儀なくされたが、働けないため年金受給までの期間の生活がままならない。 

 

⑪就労に関すること 

⚫ 障がいや病気に合わせた就職支援。 

⚫ 就職に難病者枠を設けてほしい。 

⚫ 障がい者雇用の促進。 

 

⑫書類や手続きに関すること 

⚫ 医療受給者証手続きの簡素化と有効期間の延長。（他６件） 
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⚫ 郵送・ウェブ申請の拡充。（他２件） 

⚫ 対応する職員の質向上。 

⚫ 医療証更新の用紙をもっと早く郵送してほしい。 

⚫ 手続きをわかりやすくホームページ等で案内してほしい。 

 

⑬情報提供に関すること 

⚫ 指定難病の人が受けられる支援がわからないので知ることのできる仕組みがほしい。（他２件） 

 

⑭スポーツ施設、イベント施設に関すること 

⚫ リハビリテイションのための運動の場、市民プール、トレーニングセンターの無償化。 

⚫ 運動ジム事業者とデイケア事業者のコラボで送迎付きのリハビリ事業。 

 

⑮災害に関すること 

⚫ 災害時に使用できるマンホールトイレを強く望む。 

⚫ 障がい者がいる家庭用の災害時の対処法がわかる資料や広報活動が必要。 

 

⑯理解、啓発に関すること 

⚫ まずは行政職員から障がいに関する知識をつけてほしい。（他２件） 

⚫ 偏見のない、人が人を尊重するまちづくりを進めてほしい。 

⚫ 難病に対する支援や理解度が低い。 

⚫ 車いすマークの駐車場を健康な人が使っていて困る事が多い。 

⚫ 自治会連合会や単位自治会を通した障がい福祉制度の理解と活動の推進を望む。 

 

⑰その他 

⚫ アンケートが難しく、わかりづらい。（他４件） 

⚫ てんかんが精神障がいに当たるのを見直してほしい。 

⚫ 近隣市区と比較して福祉全般の差を感じるため追いつき追い越せの努力を願う。 

⚫ それぞれの福祉施策がお互いに繋がりあってほしい。 

⚫ 物価対策事業をスマートフォンで行うのは取り残される人がいるため不適だ。 

⚫ 生活しやすい相模原市になるよう願う。 
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（５）重度心身障がい児者（93件） 

 

①福祉サービスに関すること 

⚫ 18歳以降使えなくなるサービスをなくしてほしい。（他２件） 

⚫ 家庭ごとの状況に応じた柔軟な対応を求める。 

⚫ 療育手帳の発行基準が地域ごとに違うのは疑問。 

⚫ 所得制限の撤廃。 

⚫ 物価高でオムツが値上がりしているため、日常生活用具の交付額をあげてほしい。 

⚫ 小児のオムツ給付の基準を見直してほしい。 

⚫ オムツ以外の排泄に関わるおしりふき等も日常生活用具の対象としてほしい。 

⚫ 障がいサービスに従事する人の定期的な評価を求める。 

⚫ 在宅か施設の二択ではなく、中間的なサービス利用ができるようにしてほしい。 

⚫ 肢体不自由児が利用できる生活介護やショートステイが増えてほしい。 

⚫ 児童発達支援センターへの通所にかかる費用を補助してほしい。 

⚫ 放課後等デイサービスの市内格差が不平等なので改善を望む。 

 

②施設・グループホームに関すること 

⚫ 重症心身障がい児や医療的ケアがある人が入所・通所できる施設が増えるよう望む。（他９件） 

⚫ 重症心身障がい児・医療的ケア児が利用できるショートステイがない。（他４件） 

⚫ 受け入れてくれる施設の充実と職員の確保。（他２件） 

⚫ 職員に対する教育。（他１件） 

⚫ 性的暴行や暴力などで前科の有る人の介護ヘルパー業務への一定期間就労の禁止などの対策が必

要。 

⚫ 普段は施設で生活しながら、週末や長期休みなどを家族と過ごすための支援がほしい。 

⚫ 放課後等デイサービスの利用が終了する17時から親が帰宅するまでの間をつなぐサービスがほし

い。 

⚫ 質の悪いグループホームに対し行政が管理・指導を行ってほしい。 

 

③公共交通機関、道路整備に関すること 

⚫ バスの増便。路線拡大。 

⚫ タクシー券の枚数を増やしてほしい。 

⚫ 重度障がい者及び未成年を車検証名義を本人とすることが不可能なので、介護者・世帯名義も同等

扱いとしてほしい。 

⚫ タクシー券とガソリン券を金額指定で組み合わせ選択できる仕組みにしてほしい。 
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④医療に関すること 

⚫ １８歳以降、重度障がい医療を受けられる病院や、レスパイト入院を受け入れてくれる病院がない。

（他２件） 

⚫ 医療と療育の地域格差を改善してほしい。 

⚫ 地域の中で医療と療育を一貫して診てもらえる所があると安心できる。 

⚫ 医療費助成の継続。 

 

⑤バリアフリーに関すること 

⚫ ユニバーサルトイレの設置とその設置場所の周知を進めてほしい。（他４件） 

⚫ バリアフリー化の推進。 

⚫ 道路にベンチや手すりを設置してほしい。 

⚫ インクルーシブ公園に設置されている遊具の内容が、インクルーシブデザインの理念と乖離してい

る。 

 

⑥相談体制に関すること 

⚫ 相談支援やサービスの案内を一つの窓口で完結できるようにしてほしい。 

⚫ 市の保険者、障がい担当が毎年変わるため、説明に苦慮している。 

⚫ 相談できる施設を増やしてほしい。 

 

⑦将来の不安に関すること 

⚫ 急用で利用したい場合や状況が変わったとき、親が介護できなくなったときに入所できるが不安。

（他１件） 

⚫ 18歳を超えると特別支援学校を卒業し放課後等デイサービスに通えなくなる。本人へのケアが不十

分になること、親がこれまでどおりの働き方をすることが難しくなることから、18歳を超えてもこ

れまでどおり生活できるような支援を切に願う。（他１件） 

⚫ 主たる介護者の母親が健康であり、自分の人生を全て子に捧げなければ成立しない生活が非常に不

安。 

⚫ 施設に入ると人間らしい生活がしづらくなってしまうのではないかと不安。 

 

⑧教育、療育、学校に関すること 

⚫ 放課後デイサービスの開所時間を長くしてほしい。 

⚫ 児童発達支援は小学校まで継続利用を可能にしてもよいと思う。 

⚫ 支援学校の定員の少なさ、支援級の先生の知識や経験の乏しさを感じる。 

⚫ 近隣の支援学校との情報交換会や、交流の機会を望む。 

⚫ 病院や療育の施設が順番待ちで動き出してから１年程かかるため、支援につながるスピードが速く

なってほしい。 
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⑨福祉施策に関すること 

⚫ 障がいがあっても家族が安心して暮らせるよう、現場の実態に即した制度設計・改善を願う。 

⚫ 障害福祉サービスを縮小する方向に動いているので不安がある。 

⚫ 前向きに子どもと過ごしたい介助者のサポートを検討してほしい。 

 

⑩経済的な問題に関すること 

⚫ リハビリや通院、送迎の時間の関係で障がい児がいる家庭は共働きが難しく、装具等の費用もかか

るので経済的に厳しい。 

⚫ 障害年金の範囲内で生活が送れ、ケアが受けられるようにしてほしい。 

 

⑪就労に関すること 

⚫ 就労先として生活介護を希望しているが、事業所が少なく就労先が見つからないので増やしてほし

い。 

⚫ 人手不足を外国人労働者ではなく働ける高齢者や障がい者で解消してほしい。 

 

⑫書類や手続きに関すること 

⚫ １８歳を迎えたときの手続きが煩雑だったので、手引き等があればよいと思う。 

⚫ 申請や手続きをインターネット等でできるようにしてほしい。 

⚫ 複数の手続きを年間でまとめて同時期に、また同じ用紙でまとめてできる申請方法等があると助か

る。 

 

⑬情報提供に関すること 

⚫ 障がいのある方の情報をまとめたサイトを行政主導で作成してほしい。 

⚫ 市のホームページをわかりやすくしてほしい。 

⚫ 重度心身障がい児の支援・相談機関としての児童相談所をもっと周知してほしい。 

 

⑭スポーツ施設、イベント施設に関すること 

 

⑮災害に関すること 

 

⑯理解、啓発に関すること） 

⚫ 教育や街での障がいに対する理解を深める活動に力を入れてほしい。 

⚫ 地域社会で一人ひとりが尊重される社会を一緒にめざしていってほしい。 

⚫ ストレッチャー型の車イスや容姿の違い等も普通なこと、という価値観が持てるような教育を行っ

ていってほしい。 
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⑰その他 

⚫ 現場や現実をよく見てほしい。（他１件） 

⚫ 福祉に関わる職員の質の向上。 

⚫ 土、日、祝日楽しめる場所を増やして欲しい。 

⚫ 特別児童扶養手当の所得制限廃止。 

⚫ オムツのゴミが大量に出るため、ゴミの有料化を懸念している。障がい者家庭には優遇措置を検討

いただきたい。 

 

 

（６）発達障がい者（111件） 

 

①福祉サービスに関すること 

⚫ タクシー券など少額でもいいので支給してほしい。 

⚫ 学習支援、運動療育など、放課後等デイサービスの質の向上。（他１件） 

⚫ 放課後等デイサービスが足りず入れないこと、事業所を選べないことがあるので増やしてほしい。

（他１件） 

⚫ 知的障がいの有無で手帳が判定されるが、能力の差も加味してサービスが受けられるようにしてほ

しい。 

⚫ 放課後デイサービスの利用負担額の所得制限の撤廃。 

 

②施設・グループホームに関すること 

⚫ 施設に対する指導・監督体制の構築を求める。（他１件） 

 

③公共交通機関、道路整備に関すること 

⚫ バス・電車の本数、乗り場を増やしてほしい。 

⚫ タクシー券の支給。 

⚫ 精神障がいの人も自転車の歩道走行を認めてほしい。 

⚫ 自転車専用路の整備を進めてほしい。 

⚫ 公共施設に公共交通機関で行けるようにしてほしい。 

⚫ 路線バスの増便、路線拡大。 

⚫ 電車の運賃の割引。 

 

④医療に関すること 

 

⑤バリアフリーに関すること 

⚫ 車イスでの走行が可能な歩道の整備。 
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⑥相談体制に関すること 

⚫ 読み書き、文書理解が難しい子どもの相談に乗ってくれる場所がほしい。（他１件） 

⚫ どこで相談ができるのかがわからない。 

⚫ 相談場所がほしい。 

⚫ 相談先がわかりやすいようフローチャートなどがあるといい。 

⚫ 子どもが暴れて親が困っているときに、すぐにかけつけて家族の相談にのってくれるサポート機関

がほしい。 

⚫ 小・中・高への進学のタイミングで迷うため、市からの情報提供や相談先の紹介をしてほしい。 

 

⑦将来の不安に関すること 

⚫ 親が亡くなった後や病気になった時に住む場所やお金の事を心配している。（他１件） 

⚫ 成人したら親（介助者）がいなくても安心できる居場所と暮らしができるよう支援してほしい。（他

１件） 

⚫ 障がいがありながらも本人の将来の夢をかなえるために、本人や親はどうすればよいのか道筋が不

明で不安に思う。 

⚫ 本人ひとりで自立できる収入が得られる職場があるのか。 

 

⑧教育、療育、学校に関すること 

⚫ 教員は障がいに対する知識を学んでほしい。（他３件） 

⚫ 子どものペースや特性に合わせた学び方ができる場所がもっと増えてほしい。（他３件） 

⚫ 専門性のない教員の支援級への配置をやめてほしい。（他３件） 

⚫ 通級教室を各学校に設置してほしい。（他３件） 

⚫ 現在は軽度から重度の子まで同じ環境で集団学習を行うため、それぞれが適切な支援を受けて学習

ができるようにしてほしい。（他１件） 

⚫ どこへ通っても同じ教育・支援を受けられることを望む。（他１件） 

⚫ 就学を控えているが、支援級の対応に不安が強い。 

⚫ 各小学校に通級を設置してほしい。 

⚫ オルタナティブスクールやフリースクールを増やしてほしい。 

⚫ インクルーシブ制度で各学校がどのくらい受け入れられるのか、目安等を表記してほしい。 

⚫ 普通の授業を受けられる環境がほしい。 

⚫ 健常者が習う習い事や、家庭教師の助成、障がい者の学習面の向上に関する支援がほしい。 

⚫ 特別支援級の先生の十分な数の確保と特別支援教育の充実。 

⚫ 保護者の支援を受けることへの抵抗をなくし、必要な子どもたちが確実な支援が受けられるよう、

理解が得られるよう努力をしてほしい。 
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⚫ インクルーシブな高校を増やし、障がいのある子どもたちにも将来の選択肢を与えてほしい。 

⚫ 発達に問題がありそうな子ども達が早く支援につながる仕組みが強化されるとよい。 

 

⑨福祉施策に関すること 

⚫ 所得で利用負担に差がでないようにしてほしい。（他３件） 

⚫ 特別児童扶養手当の所得制限廃止。（他２件） 

⚫ 障がい者に対する趣味や習い事がもっと充実してくれれば、住みやすさにつながると思う。 

⚫ 働いて収入があると自己負担金が発生してしまうので、制度改正を希望する。 

⚫ 障がい者の手当を増やして欲しい。 

 

⑩経済的な問題に関すること 

⚫ 障害年金の不足分を補うような支援金が必要。 

 

⑪就労に関すること 

⚫ 就労支援の充実。（他１件） 

⚫ 就労継続支援Ｂ型の工賃に最低賃金の制度を適用してほしい。 

⚫ 障がいのある人が働く場所、働きやすい場所を、たくさん増やしてほしい。 

⚫ 公共施設やショッピングモール、放課後等デイサービスなど慣れ親しんだ場所で就労できるとよい。 

⚫ 障がい者の自立支援、雇用促進等。 

⚫ 障がいに合わせた働き方や日数や時間調整、交通費支給をしてほしい。 

 

⑫書類や手続きに関すること 

⚫ 手続きを簡略化してほしい。（他１件） 

⚫ 複数の手続きが一度で済むようになるといい。 

⚫ webでの申請ができるようにしてほしい。 

 

⑬情報提供に関すること 

⚫ 必要な支援を受けられるよう、どんな制度があり、どこで支援を受けられるかをもっと分かりやす

くしてほしい。（他１件） 

⚫ 将来に対しての勉強会やグループホーム体験等があるとよい。 

⚫ 市のホームページで詳しいことがわかるようにしてほしい。 

 

⑭スポーツ施設、イベント施設に関すること 

⚫ 障がい児が通えるスポーツ教室があってほしい。 

⚫ スポーツ施設で療育手帳を利用した際、入場チケットに『障がい者』の記載があったので改善をお

願したい。 
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⑮災害に関すること 

 

⑯理解、啓発に関すること 

⚫ 幼稚園や小学校、その保護者への理解の促進。（他４件） 

⚫ 教員への理解の促進、質の向上。（他３件） 

⚫ 障がいのある人の理解と啓発を充実させてほしい。 

⚫ 学校教育の中で様々な立場の人について知る機会を設けてほしい。 

⚫ 関わる人の質の向上。 

⚫ 発達障がいがあっても、１人の人間として扱ってもらいたい。 

 

⑰その他 

⚫ 障がいがある人もない人も安心して生活出来る支援を求む。 

⚫ アンケートに答えたら見返りが欲しい。 

⚫ アンケートが難しい。 
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２ 市民 

問27 最後に、市の障がいのある人への福祉施策について、ご意見やご提案などがありましたら、ご

自由にお書きください。 

相模原市に要望したいことなどを自由に記述してもらったところ、89人から111件の意見が寄せ

られました。 

記述内容により分類して整理し、原則として原文のまま掲載しました。 

なお、記述原文の趣旨を損なわないよう配慮しながら、文章を読みやすく改めた場合があるほか、

記述が長文にわたるもののうち、相模原市に要望したいことについて抜粋して示した場合がありま

す。 

 

①福祉サービスに関すること 

⚫ 福祉サービスに従事する人々への行政的援助が必要。 

⚫ 過度なサービスを求める人については議論の必要があると思う。 

 

②施設・グループホームに関すること 

⚫ 障がい施設は駐車場や乗降場所の確保できる広い場所に作ったほうがよい。 

 

③公共交通機関、道路整備に関すること 

⚫ 悪路の整備。（他３件） 

⚫ 交通手段がないことによる外出しにくさの解消。（他１件） 

 

④医療に関すること 

⚫ 医療機関が少ない。 

⚫ 医療証が永続的に使えるようにしてほしい。 

 

⑤バリアフリーに関すること 

⚫ 駅のバリアフリー化が進んでいない。（他１件） 

⚫ 優先席やエレベーター、多目的トイレ、障がい者用の駐車場利用について、健常者への理解や配慮

を求めたほうがよい。 

 

⑥教育、療育、学校に関すること 

⚫ 小学校と近隣の特別支援学校間の交流に取り組んでいただきたい。 

⚫ 学校で対応にあたる職員の増員。 

⚫ インクルーシブ教育の重要性を感じる。 

⚫ 通常学級と支援学級の併用ができればよい。 
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⑦福祉施策に関すること 

⚫ 福祉・介護従事者への支援と処遇改善。（他２件） 

⚫ 官・民・教育の連携が必須だと思う。 

⚫ 個性や障がいの度合いに合わせた援助体制ができればよいと思う。（他１件） 

⚫ きょうだい児への支援も検討してほしい。 

⚫ 障がい者にとって住みやすい環境、働きやすい環境を願う。 

⚫ 無理にお互いが交わるような社会にするのではなく、お互いが気持ちよく生活できる社会を目指す

福祉政策をとっていただきたい。 

 

⑧経済的な問題に関すること 

 

⑨就労に関すること 

⚫ 雇用拡充。（他２件） 

⚫ 雇用側と福祉施策、学校の連携が重要だと考える。 

⚫ 障がい者雇用の給与が少なく、働きに出るとマイナスとなってしまう状況を改善してほしい。 

⚫ 就労の支援体制についての情報が分かりづらい。 

 

⑩情報提供に関すること 

⚫ どのような施策やサポートが行われているのかを知らない。（他２件） 

⚫ 情報の周知や声掛けが必要ではないか。 

⚫ ＳＮＳでの発信が有効のように思う。 

⚫ 福祉やその情報について気軽に知れる場があればよいと思う。 

 

⑪災害に関すること 

 

⑫理解、啓発に関すること 

⚫ 障がいについて理解が深まるとよい。（他２件） 

⚫ 障がいのある方が求めていることや、手を貸したり、声をかけたりすることがよいことなのかもわ

からない。（他１件） 

⚫ 障がいのある人に対する意識が改善されるような施策が必要。 

⚫ 障がいのある子を持つ親への理解が進めばよいと思う。 

⚫ 差別と区別を一緒にしないこと。 

⚫ ボランティア等で接するのと近しい人が当事者となるのとで、認識が変わった。 

 

⑬地域の支え合い、協力に関すること 

⚫ 障がいのある人の立場にたって、思いやりを持って生活したい。（他２件） 
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⚫ 交流の場やふれあう機会が必要だと思う。（他２件） 

⚫ 障がいのある人の側にも譲り合いの気持ちを持って欲しい。（他１件） 

⚫ 障がいのある人が将来の心配をせずに暮らせる世の中であったら良い。 

 

⑭その他に関すること 

⚫ 高齢者支援に力を入れてほしい。（他３件） 

⚫ 障害の「害」という字が好ましくないと認識した。（他１件） 

⚫ 障がいのある人への…。と云うことば自体不自然でよくない。 

⚫ 車イスバスケットチームについて広報等でとりあげてほしい。 

⚫ 市役所での手続きに時間がかかるので、簡単に済むようになるか、サポートをしてもらえるように

なるとよい。 
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Ⅴ ヒアリング調査の結果 

１ 障がい等の理解・啓発について 

⚫ 失語症を正しく理解していただくための、広報等をお願いしたい。一般市民の方に失語症の特性

を知ってもらい理解を広めたい。 

⚫ 選挙時の名前照会時に聴覚障がい者が来てもマスクで口が見えなかったり聞こえていないのに

次に進まれたりすると不安になるため、進め方に配慮をしてほしい。従事者説明会の時にコミュ

ニケーションボードの使い方等の説明をきちんとしてほしい。 

⚫ 障がいの啓発は講演会の開催やリーフレットの作成等を継続して欲しい。 

⚫ 横浜線、神奈中バスの車内ではヘルプマークを付けていても席を譲ってくれる事が無いです。（健

常者が優先席に堂々と座っている）ヘルプマークの宣伝活動をしてもらいたいです。 

⚫ 地域住民や、学校、企業等に障がい理解を深める啓発活動を今後も力を入れていきたい。行政と

企業とタイアップしてイベント、商品開発をしていけたらと思う。バオバブのようなお店は他市

にはないので、さがみんを利用した商品やお土産を製作して広げていきたい。 

⚫ 共生社会の実現に向けて、教育機関、市、福祉事業所等で様々な取り組みがされているとは思う。

しかし、障がいのある人とない人が出会う、触れ合う機会はまだまだ少ないと感じる。理解、啓

発のためには幼少期から共に育ち、学ぶ機会がもっと必要だと思う。 

⚫ 教育関係機関への障がいや福祉サービスの理解・啓発をすすめてほしい。 

⚫ 啓発活動、研修内容等、周知する方法、周知先、どういった人たちに理解、啓発していきたいの

か、いくべきなのか。しっかりと具体的なビジョンを明確化してほしい。 

 

２ 権利擁護について 

⚫ 権利について守られていないこともある為、多角的な取り組みが必要と思う。 

⚫ 上記と同様。無意識なうちにしてしまう虐待や権利侵害も怖い。人を思いやる、人に優しく接す

ることが当たり前になってほしい。 

⚫ 津久井やまゆり園事件が、市内でおきていることから、もっと啓発やイベントを主体にとりくむ

とよい。 

 

３ 相談支援について 

⚫ 事業所数は増えているようだが、パンク状態の改善は見られない。成されるべき相談支援（特に

計画相談）モニタリング、計画書作成等が未だに不充分のままであり、特に何か問題が発生して

しまった当事者に適切な支援が成されないのが心配。障がいのある人が年を取ると重度化するが

大人になってからの居場所がない。生活介護で日中短期を利用しても夕方まで時間を費やすシス

テムが不足している。相談先が必要なため、相談支援専門員の不足を解決してほしい。また、事

業所の情報等を渡せないため、親に対しての相談支援専門員の周知をしてほしい。 
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⚫ 子どもや家庭を取り巻く課題が複雑化・多様化する中で、相談支援の不足を強く感じています。

実際に地域を見ていくと、相談支援事業所の閉鎖や、子どもを対象とした相談を扱っていない事

業所が多いことに気づきました。その結果、保護者が適切な相談先につながれず、困りごとを抱

え込んでしまう状況が生じています。相談支援は、福祉サービス利用の入口であり、家族の不安

を早期に受け止める重要な役割を担っています。しかし、現状の報酬体系では、丁寧な支援や継

続的な関わりを行うことが難しく、事業としての継続性にも課題があります。子ども分野の相談

支援が安定的に運営できるよう、経営的にも成り立つ報酬体系や支援体制の見直しを要望します。 

⚫ 支援学校の生徒が、卒業までに相談支援事業所とつながりたいニーズがあるが、どこも手一杯な

ように感じている。サービス利用の架け橋となってくれる存在が必要なご家族も少なくないため、

資源が増えると良いと感じる。 

⚫ 相談支援専門員の人員安定化のために補助金をつけてほしい。 

⚫ 地域生活をより安全に送られるようにするための、地域生活支援拠点事業を早急に整備いただき

たい。その整備にあたり、肝になる相談支援体制について、後方的な支援だけでなく、民間事業

所と共に前に出て一緒に取り組んでほしい。機能強化型ⅠｏｒⅡの取れる事業所整備を市が率先

して支援してほしい。 

⚫ ２００６年に創設された相談支援員制度ですが、電話での利用相談を受けた際の聞き取りでも、

まだまだ利用されていない方が多いように感じています。ご自身の判断で利用しないということ

であっても、生活状況や身体状況に、急な変化があった時の備えとして全ての方に相談支援専門

員がつくことが望ましいのではないかと考えます。 

⚫ 事業運営が成り立たない中、モニタリング実証方法やセルフプランから相事業登録への強化など

現実に合わないことが多い。市として対策や方針を出すとよい。 

 

４ 福祉・保健・医療サービスについて 

⚫ 歩行訓練士の確保および同行援護サービス提供事業所等への配置といった歩行訓練制度の充実

と提供体制の整備 

[要望理由] 視覚障がい者はホーム転落や踏切での死亡事故、歩道および道路での接触事故など

のリスクに直面している。これらのリスクを軽減するためには、ハード面の整備だけでなく、安

全な歩行を実現するための技術習得が不可欠である。しかし、現状ではそのような訓練を受ける

ことのできる場所は限られており、必要な支援が行き届いていない状況である。そのため、視覚

障がい者が希望するタイミングでいつでも歩行訓練を受けられる環境の整備を求める。高齢・障

害者福祉課からは、「歩行訓練士の育成及び同行援護サービス提供事業所等への配置といった歩

行訓練制度の充実につきましては、他市の事例等を参考にしてまいります」との回答であるが、

数年にわたって同様の回答であり進捗が見られない。 

[具体的な要望項目] 

（１）相模原市の同行援護事業に関わる中心的存在である相模原市立障害者支援センター松が丘

園への歩行訓練士の配置。 

（２）視覚障がい者が希望するタイミングでいつでも歩行訓練を受けられる環境の整備。 
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⚫ 相模原市内での同行援護サービス従事者の養成研修の充実 

[要望理由] 同行援護従業者養成研修の受講料が高額なこと、また市内には上記の研修を受けら

れる場がなく、従来の従事者の高齢化と併せて新規従事者の育成が困難となっている現状から、

同行援護サービス従事者数が減少している。このような課題によりサービスの需要と供給のバラ

ンスが崩れており、利用する側としても不便が生じている。 

[具体的な要望項目] 

（１）相模原市の同行援護事業に関わる中心的存在である相模原市立障害者支援センター松が丘

園での同行援護従業者養成研修を可能にする取り組み。 

（２）同行援護従業者養成研修開催者または受講者への受講料支援等による受講者負担軽減。 

（３）相模原市内での同行援護従業者養成研修の実施。 

⚫ 日常生活用具への対象製品・サービス追加並びに給付基準額の見直し 

[要望理由] 視覚障がい者の社会参加・生活の質を向上させる製品・サービスは数多くあるが、

それらが高価なこと等から、必要な製品・サービスを生活に取り入れられない当事者が多くいる。

また、製品価格が値上がりしたために従来自己負担がなかった者への負担額の発生や１割負担を

していた者の自己負担額が増え、金銭的な負担が大きくなっている。これらのことから、視覚障

がい者と晴眼者間での生活の質の隔差を縮小するためにも、金銭的な負担の軽減も図る必要が生

じているため。 

[具体的な要望項目] 

（１）視覚障害者用誘導装置「あしらせ」の給付対象組み込み。 

（２）視覚障害者向け遠隔サポートシステム「アイコサポート」の「包括加入プラン」の採用。 

（３）活字文書読み上げ装置への対象製品追加。 

（４）値上がり製品の給付上限額の見直し。 

⚫ 近年施行されている障害者差別解消法や障害情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推

進法、手話施策推進法と相まった聴覚障がい者の施策 

⚫ 手話通訳者派遣制度に関しては団体の目標に挙げているが、その他に民間事業者が手話通訳者派

遣を依頼できる窓口を設ける。 

⚫ 手話通訳について、派遣ができないという回答が増えている。本人が市の行事に出席する場合は

派遣できるが民間への派遣ができない。県での派遣もできるが非常に高額だという意見が会員か

ら出ている。民間でも手話の派遣がなく合理的配慮で筆談が多い。手話通訳の照会など相模原に

は情報提供施設が無い。 

⚫ 地域福祉、地域生活についての③と同様に、福祉・保険・医療サービスを受けるための循環福祉

バスを希望。 

⚫ 重度障害者等福祉手当の廃止は決まったが、必要な補助金制度は、他市等の動向を注視せず独自

の制度として継続願いたい。 

⚫ 福祉と医療の連携（特に重度障害の当事者）が必要と感じる場面によく出会う。この問題はその

まま上記ＮＯ３にも通ずる。当事者が重い病となった時、福祉がどのように関わるのかが不明。

「心ある福祉事業所や従事者だのみ」の状況となっている。通学支援の新規事業があるが、ヘル

パーが不足しているため、教育部門と一緒に進めていくものではないか。また、担い手の確保を

してほしい。 
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⚫ 現在、タクシー券と燃料券の配布を行っているが、加えてバス券の配布を行って3種類から選択

できるようにしてほしい。助成ではなく回数券の方が良い 

⚫ 日中サービス支援型が増え、重度障害者の方が増えている中で事業所職員の支援スキルが伴って

いない。 

⚫ 子ども（１８歳以下［思春期］）の情緒面や行動面の困り感について、相談できる医療機関などの

情報の提供があると良いと思う。 

⚫ ・医療的ケアのある児童生徒の通学支援や、自力通学を目指す生徒の通学支援が充実すると良い。 

・福祉事業所の選択肢が増えると良い。またそこで働く方の賃金が向上することで持続可能な運

営が可能となると思う。 

・家族支援が必要なケースにおいて、福祉、医療、教育がよりスムーズに連携できると良い。 

⚫ 身体に障がいのある方の事業所の整備 

⚫ 強度行動障害の状態像にあるもの、またはそのリスクの高い方への支援について、相模原市にお

ける標準的な支援を確立してほしい。その為に、発達障害者支援センターの機能強化と発達障害

者地域支援マネージャーの配置をお願いしたい。発達障害者支援センターの機能強化に、広域的

支援人材や中核的支援人材による機関コンサルテーションの拡充、心理検査の実施、集中的支援

あり方検討も加えることをお願いしたい。 

⚫ 地域生活を支えるためのＧＨ整備については、量の拡充は重要だが、それだけでなく質の担保に

ついても検討してほしい。質については、支援内容の質だけでなく、ハード面の質も重要である

ため、建築費用や什器費など運営費補助金、ならびに市街化調整区域での事業許可を支援してほ

しい。利用者の家賃補助は昨今の物価上昇等も鑑み、現行をベースに拡充いただけるようお願い

したい。 

⚫ 分かりやすく掲示していってほしい。 

⚫ 計画を策定する方は現場に足を運び、現場を知り、利用者のことを知り、現状を理解した上で作

業を進めてほしい。 

 

５ 教育・育成について 

⚫ 手話施策推進法、情報アクセシビリティ法が進んでいるが、手話を活用しているのは市長の会見

の時のみである。例えば、博物館やエコパーク等で学ぶ際に、手話が無いので聴覚障がいのある

子供の学ぶ機会が減っている。QRコードを読み込むと手話が出てくるなどきちんと学べるように

なってほしい。聞こえる子も聞こえない子も平等に学べる機会があるべきである。 

⚫ 幼少期から障がいの有る人も無い人も一緒に学び相手に対する配慮を体得できるような環境を

培って欲しい。 
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⚫ 障がいのある子どもや発達に特性のある子どもへの理解を広げるためには、学校現場での継続的

な理解啓発が重要だと考えます。小中学校等において、当事者や家族、地域の団体等が関わる出

前授業を積極的に取り入れることで、子どもたちが「知る」「感じる」「考える」機会を持つこと

ができます。これは、将来的な差別や偏見の解消だけでなく、互いを尊重し合う地域づくりにも

つながります。単発の特別授業にとどまらず、教育課程の中で位置づけた形での出前授業の導入

や、実施団体との連携体制の構築を期待します。 

⚫ 小中学校の通常級において、一人ひとりの子どもに応じた支援の充実が図られるよう、取組を進

めてほしい。 

⚫ 地域の子どもは、地域の学校で学べる環境づくりを進めてほしい。それを支えるために県立の特

別支援学校を活用してほしい。 

⚫ 福祉人材が募集しても採用ができない状況。教育、育成、離職防止を含め福祉人材が増えるよう

なアプローチが必要ではないか。このままでは福祉、介護という分野では運営、サービス提供が

難しくなる可能性も出てくるのではないか。 

⚫ インクルーシブ教育の推進、共生社会の実現に向けた市の取組みが、もっと市民に分かりやすく

伝わると良いと思う。効果的な広報の仕方について検証するなど検討したらどうか。 

 

６ 就労について 

⚫ 身体の回復はほぼ出来ていて、言語のみの回復が遅れている年齢６０代の方々の就労支援をお願

いしたい。病気等で体が回復しても言語障害が残ると働けるのに働けない状態になり、再就職も

接客は特に難しい。若い人は特に家にずっといることがつらく、金銭的な面でも困っている。 

⚫ 現在、就労継続支援は３年間、それ以降はなくなってしまいます。就労を長く定着するための支

援はもともと発達の遅れのある障がい者には厳しい環境だと思います。３年ではたりない。支援

をしてくれる（就労のための）第３者を３年以降も（３ヶ月ごとでもいいので）欲しています。

そのような制度を考えてほしい（無料でとはいいません） 

⚫ 就労選択事業支援事業がスタートしたが、厚労省のＨＰによると相模原市の就労選択支援事業所

数は３事業所のみである。１０月にスタートしたが、文書での通知のみであったので、市として

どう取り組んでいく方向なのか説明していただく機会があるとよい。 

⚫ 障がい者雇用の学校のアフターフォロー後に、必要であればお世話になる就労支援センターも

年々件数が増え、必要な支援にも大きく幅があるように感じている。職業センター等のその他必

要な機関とも連携して、必要なタイミングで利用できると良い。 

⚫ 公共施設内での施設外就労の場を創設すること。 

  



275 

７ 生活環境について 

⚫ ・安全な歩道の確保  

・歩道と車道の段差や歩道のデコボコ、傾きが多く危険  

・空地の宅地開発申請時に歩道の提供の条例化 

⚫ ・歩行困難者の移動  

・介護タクシーの高額化と当日利用が難しい  

・障がい者の一般タクシー利用は断られる事が多い  

・施設や個人の車の有効利用による歩行困難者の移動手段として利用 

⚫ 緑区合同庁舎前バス停付近への横断歩道の設置および中央分離植樹帯の一部撤去費用の予算確

保について市の要望として管轄に申入れ 

[要望理由] 障がい者を含む幅広い市民の利便性向上に資するものであり、長年要望しているが

実現していない。横断歩道を設置することにより、警察から指導された３００メートルの長い距

離を歩かなくても２０メートルほどで総合庁舎敷地入り口へ行くことができることや下記に示

す課題点の解決に結びつくことを考えれば、非常に合理的な判断だと言える。 

①橋本駅発の神奈中バス「緑区合同庁舎前」停留所は、合同庁舎の目の前に止まるにもかかわら

ず緑区の行政の中枢である区役所などへ行くためには歩行距離が長く、視覚・肢体障がい者、車

いす・ベビーカー・シルバーカー・松葉づえ使用者、高齢者、子供連れ、妊産婦などにとって大

きな歩行負担となっている。 

②警察から指導された地下道ルートはエレベーターまでの距離が指示された距離の２倍以上あ

り、長い地下道や向かい側のエレベーターを降りてからの距離も長くなり、現在使用しているル

ートより歩行距離が増加する。また、多数の車の出入り口や歩道を横切る車道があり、安全とは

言い難い。 

③長い地下道は人通りがほとんどなく、特に女性からは犯罪被害の懸念があり不安だとの意見が

ある。 

④バス停近くの住民や通勤・通学の方々からも不便だという声が上がっている。 

⚫ 聴覚障がい者への情報発信に関して 

⚫ 地域生活支援拠点等の整備をもっと確実なものにしてほしい。特に緊急時（トラブルやアクシデ

ントも含む）に各方面がスムーズに連携できるよう、また緊急避難が可能な施設（機関）を設置

することを強く希望する。 

 

８ 防犯・防災について 

⚫ 地域ごとの障がいのある人の具体的な避難マップ、手順。受け入れる側と障がいのある人双方が

安心していられる仕組。福祉のしおりにのせてもらうなどの工夫（どこに実際聞いたらいいかわ

かるような周知。自分で探すキャパがない） 
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⚫ 災害時において、障がいのある子どもや家族が特に大きな不安や困難を抱えることは、日頃の相

談やヒアリングを通じて明らかになっています。避難行動、避難所での生活、情報取得など、平

常時からの備えと理解が不可欠です。福祉の視点を取り入れた防災、いわゆる「福祉防災」の取

り組みを、計画的・継続的に進めていく必要があります。 

具体的には、 

・障がい特性に配慮した避難支援の周知 

・家族向けの防災講座や相談の機会 

・地域・学校・福祉事業所との連携 

などが重要だと考えます。日常の延長線上にある防災として、福祉分野と防災分野が連携した取

り組みを強化することを要望します。 

⚫ 本校は相模原市から福祉避難所の指定を受けているが、避難所運営に必要な物資等の提供がない。

今後、市と連携して早急に対策をしていく必要がある。 

⚫ ・本校の立地は土砂災害警戒区域に一部入っていること、道路が寸断され孤立化する可能性があ

る地域にある。市の福祉避難所に指定されているが、実際に対応できるのか不安がある。 

・障がいのある子どもや大人が安心して過ごせる避難所について検討し、準備を進めてほしい。 

⚫ 夜間に見知らぬ人が来たりするので、防犯意識を高める取り組みが必要。 

 

９ 余暇活動・文化活動について 

⚫ 障がい者の施設としてけやき体育館１ヶ所しかない。他の施設（テニスコート）などの障がい者

の優先権がほしい。健常者はスクールに入ったりもできるが障がい者はどこでもできるわけでは

なく、自分達で立ち上げたりしないとならず、その上施設がない現状がきびしい。 

 

10 その他について 

⚫ 計画の評価時に数字で評価の段階を表したと、聞こえない立場の評価がないため疑問に思う。手

話に関しては明確な数字指標が無い。 

⚫ ・体制や実地等のあり方を見直し、事業所の負担をへらすこと。 

・営利目的の障害サービス事業や、雇用代行サービスに行政としての関わりをしっかりおこなっ

ていくこと。 
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Ⅵ 調査結果のまとめ 

１ 障がい等の理解・啓発について 

市民アンケートの結果では、「非常に関心がある」が13.7％、「ある程度関心がある」が61.6％、

「あまり関心がない」が17.6％、「全く関心がない」が5.0％となっています。「非常に関心がある」

と「ある程度関心がある」を合わせた『関心がある（計）』が75.3％で、令和４年度と同様の傾向と

なっています。 

相模原市内での障がいを理由とする差別や偏見の有無は、「あると思う」が12.6％、「少しはある

と思う」が34.7％、「ほとんどないと思う」が15.5％、「わからない」が31.8％となっており、「ある

と思う」と「少しはあると思う」を合わせた『あると思う（計）』は47.3％となっています。また、

普段の生活の中での障がいのある人への対応や理解の状況は、「足りていると思う」が15.0％、「少

し足りていないと思う」が31.3％、「全然足りていないと思う」が16.6％、「わからない」が29.7％

となっており、「少し足りていないと思う」と「全然足りていないと思う」を合わせた『足りていな

いと思う（計）』は47.9％で、令和４年度から減少傾向となっています。具体的に障がいのある人へ

の対応や理解が足りていない状況は、「交通機関や建築物の構造」が52.7％と最も多く、次いで「ま

ちなかでの人の視線」が50.0％、「職場での対応」が27.5％などとなっています。 

障がいのある人への市民の理解を深めるために必要なことは、「学校における福祉教育の充実」

が43.2％と最も多く、次いで「障がいのある人の地域のまちづくりへの参加や建築物等のバリアフ

リー化」が37.6％、「障がいのある人の積極的な社会への進出」が26.8％などとなっています。 

 

２ 権利擁護について 

障がいのある人へのアンケートの結果では、成年後見制度の認知度は「知っている」が42.9％、

「知らない」が38.5％となっており、令和４年度と同様の傾向となっています。 

また、日常生活自立支援事業の認知度は「知っている」が19.4％、「知らない」が59.8％となって

おり、令和４年度と同様の傾向となっています。 

成年後見制度の今後の利用意向は「利用したい」が10.0％、「利用しない」が15.8％、「利用して

いる」が2.0％、「わからない」が40.0％となっており、また、日常生活自立支援事業の今後の利用

意向は「利用したい」が8.9％、「利用しない」が11.7％、「利用している」が1.5％、「わからない」

が44.4％で、いずれも「利用したい」は約１割となっています。 
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３ 相談支援について 

障がいのある人へのアンケートの結果では、現在の困りごとや将来の心配の相談相手は「家族や

親族」が59.0％と最も多く、次いで「医師、看護師、病院の相談員」が27.0％、「通所施設・入所施

設の職員」が15.9％となっており、また、相談したい人は「家族や親族」が28.1％と最も多く、次

いで「医師、看護師、病院の相談員」が17.6％、「相談支援事業所などの相談員」が13.9％などとな

っています。 

いまの生活で困っていることは、「自分の健康や体力に自信がない」が33.1％と最も多く、次いで

「十分な収入が得られない」が18.9％、「役所の手続が難しい」が17.6％などとなっており、重症心

身障がい児者では「自分や、家族などの介助者の緊急時に受け入れてくれる場所がない」が最も多

くなっています。また、将来の生活で心配なことは、「自分で身のまわりのことができるか」が41.7％

と最も多く、次いで「生活費の負担ができるか」が40.1％、「生活する住居または施設があるか」が

29.5％などとなっており、精神障がい者では「生活費の負担ができるか」、重症心身障がい児者では

「生活する住居または施設があるか」、発達障がい者では「働く場所や適当な仕事があるか」が最も

多くなっています。 

気軽に相談するために必要だと思うことは、「どこで、どんな相談ができるか分かりやすくする

こと」が45.3％と最も多く、次いで「身近なところで相談できること」が37.5％、「専門的な相談が

できること」が28.9％などとなっています。 

ピアサポート活動について、同じ障がいや病気をもつ人への支援をしたいと思う人は、「とても

思う」と「少し思う」を合わせた『支援をしたい（計）』が25.0％となっている一方で、支援する上

で心配なことは「相談を受けても、相手の役に立てるか心配」が63.9％と最も多く、次いで「困っ

た時に相談できる専門職がいるか心配」が24.4％、「相談内容をじっくり聴けるか心配」が23.6％な

どとなっています。 

 

４ 福祉・保健・医療サービスについて 

障がいのある人へのアンケートの結果では、福祉サービスを利用するときに困ったことは、「ど

の事業者が良いのかわからない（事業者情報が不十分）」が23.9％と最も多く、次いで「必要な日や

必要な時間に使いたいサービスが使えなかった」が17.9％、「費用負担があるため、サービスが使い

づらい」が10.0％などとなっています。 

かかりつけ医療機関の有無は、「ある」が87.7％、「ない」が9.4％となっており、特に難病患者で

「ある」が95.7％と高くなっています。また、全体では「診療所や医院・クリニック」が59.5％、

「総合病院や大学病院」が56.0％となっており、「診療所や医院・クリニック」は精神障がい者が

76.7％、発達障がい者が70.1％と７割を超え、「総合病院や大学病院」は難病患者が82.1％と８割を

超えています。 
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５ 教育・育成について 

障がいのある人へのアンケートの結果では、通学・通所・通園先で生活をするうえで困っている

ことは「授業が難しい」が30.9％と最も多く、次いで「家族の負担が大きい」が30.6％、「友だちが

できにくい」が26.0％などとなっています。 

生活をするうえで家族が負担を感じていることは、「通学（通園）時の送迎」が77.4％と最も多く、

次いで「障がいの重さや特性への対応」が42.5％、「長期休業中の生活」が36.8％などとなっており、

精神障がい者では「学費などの経済的な負担」が最も多くなっています。 

休みの日や放課後の活動についての希望は、「家で遊びたい」が62.8％と最も多く、次いで「地域

の同世代の子どもたちと遊びたい」が28.8％、「障害児通所支援事業所を利用したい」が28.5％など

となっています。 

市民アンケートの結果では、障がいのある児童・生徒の就学環境の整備について必要だと思うこ

とは、「児童・生徒の障がいの状況に応じた学習指導の充実」が48.2％と最も多く、次いで「障がい

に対する周囲の理解」が31.8％、「スロープなど、児童・生徒の障がいに対応した施設整備」が18.4％

などとなっています。 

 

６ 就労について 

障がいのある人へのアンケートの結果では、障がいがあることで仕事をする上で不安や不満を感

じることは、「収入が少ない」が27.1％と最も多く、次いで「身体的・精神的に仕事がきつい」が

26.2％、「通勤が大変」が19.1％などとなっており、令和４年度から「通勤が大変」は増加傾向とな

っています。 

今後の就労希望は、「働きたい」が45.0％、「障がいの状態などにより働くことはむずかしい」が

18.4％、「働きたくない」が13.7％などとなっており、「働きたい」は12歳～17歳で67.1％、18歳～

39歳で63.7％と高くなっています。また、希望する勤務場所は「企業などで働きたい」が64.1％、

希望する職種は「事務の仕事」が25.9％、希望する勤務形態は「正社員」が55.2％と最も多くなっ

ています。 

働く上で必要な条件は、「職場が自宅から近い」が43.2％と最も多く、次いで「障がいに対する職

場の理解がある」が40.6％、「障がいに合った仕事である」が38.6％などとなっています。 
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７ 生活環境について 

障がいのある人へのアンケートの結果では、通院以外の外出の頻度は、「ほぼ毎日」が49.2％と最

も多くなっています。 

外出時の困りごとの有無は、「よくある」が12.9％、「ときどきある」が31.3％、「ほとんどない」

が27.1％、「ない」が22.2％となっており、「よくある」と「ときどきある」を合わせた『ある（計）』

が44.2％で、令和４年度と同様の傾向となっています。 

外出しやすくなるために希望することは、「交通費の助成」が33.7％と最も多く、次いで「外出時

の介助者の支援」、「わかりやすい案内表示の設置（道路や建物の中）」が19.8％などとなっており、

知的障がい者では「外出時の介助者の支援」が、重症心身障がい児者では「建物内のバリアフリー

（ユニバーサルトイレ・エレベーター・自動ドアの設置など）」が、発達障がい者では「わかりやす

い案内表示の設置（道路や建物の中）」が最も多くなっています。 

 

８ 防犯・防災について 

障がいのある人へのアンケートの結果では、災害発生時の不安は、「避難先での薬や医療体制」が

40.3％と最も多く、次いで「避難場所での集団生活」が32.3％、「水や食事、寝る場所の確保」が

29.5％などとなっており、令和４年度の順位と同様の傾向となっています。また、知的障がい者、

重症心身障がい児者では「自分だけで動けない」が、発達障がい者では「家族との連絡方法」が最

も多くなっています。 

災害発生時の自宅以外の避難場所の有無・避難場所の認知度は、「ある（知っている）」が52.8％、

「ない（知らない）」が19.9％、「わからない」が23.1％となっており、「ある（知っている）」は難

病患者で60.7％と高くなっています。 

 

９ 余暇活動・文化活動について 

障がいのある人へのアンケートの結果では、スポーツの実施頻度は、「していない」が51.9％と最

も多く、次いで「週に３日以上」が19.1％、「週に１～２日」が17.1％などとなっています。 

スポーツをしていない理由は、「体力がない」が34.8％と最も多く、次いで「やりたいと思うスポ

ーツがない」が17.0％、「スポーツが苦手である」が16.1％などとなっており、重症心身障がい児者

では「障がいに適したスポーツがない」が、発達障がい者では「やりたいと思うスポーツがない」

が最も多くなっています。 
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10 その他 

障がいのある人へのアンケートの結果では、現在の近所づきあいは、「日常親しく付き合ってい

る」が7.1％、「ときどき世間話をする」が13.1％、「あいさつを交わす程度」が45.3％、「ほとんど

付き合いはない」が30.4％となっており、重症心身障がい児者では「ほとんど付き合いはない」が

最も多くなっています。 

一方、今後の近所づきあいの希望は、「日常親しく付き合いたい」が9.1％、「ときどき世間話をす

るようにしたい」が23.7％、「あいさつを交わす程度にしたい」が45.0％、「ほとんど付き合いはな

くてよい」が16.7％となっています。 

市民アンケートの結果では、障がいのある人との交流は、「ほぼ毎日（家族、職場の同僚、クラス

メイトなど）」が21.6％、「ときどき（趣味や余暇活動など）」が13.7％、「会話などを交わしたこと

があるくらい（まちなかで障がいのある人を介助した、バスの中でヘルプマークを持っている人に

席を譲ったなど）」が33.4％、「これまで交流したり、過ごしたりしたことはない」が28.7％となっ

ており、75歳以上では「これまで交流したり、過ごしたりしたことはない」が最も多くなっていま

す。 
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れ い わ

８年度
ね ん ど

に 障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス等
とう

の 提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

等
とう

を

総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に図
はか

るための計画
けいかく

である 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

等
とう

の策定
さくてい

を予定
よ て い

してい

ます。そのため、市民
し み ん

の皆
みな

さまの福祉
ふ く し

に関
かん

する意識
い し き

、意向
い こ う

などを把握
は あ く

し、計画
けいかく

策定
さくてい

や施策
し さ く

推進
すいしん

に役立
や く だ

てるために調査
ちょうさ

を実施
じ っ し

するものです。 

この調査
ちょうさ

の対象 者
たいしょうしゃ

は、市内
し な い

にお住
す

まいの 18歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

の中
なか

から、無作為
む さ く い

抽 出
ちゅうしゅつ

で選
えら

ばせていただきました。 

調査
ちょうさ

結果
け っ か

はすべて統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

するもので、この調査
ちょうさ

の目的
もくてき

以外
い が い

に使用
し よ う

するこ

とはありません。 

お 忙
いそが

しいところ大変
たいへん

恐 縮
きょうしゅく

ですが、調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

を 充 分
じゅうぶん

ご理
り

解
かい

いただきご 協
きょう

力
りょく

くださいますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

令
れい

和
わ

７年
ねん

１２月
がつ

 

相模原市長
さ が み は ら し ち ょ う

 本
もと

村
むら

 賢
けん

太
た

郎
ろう

 

同封
どうふう

の「返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

」に、回答
かいとう

を記入
きにゅう

したこの 調 査 票
ちょうさひょう

を入
い

れて、  

令和
れいわ

８年
ねん

１月
がつ

３０日
にち

（金
きん

）までに 郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

してください。切手
き っ て

を貼
は

る必要
ひつよう

はありません。 

〇本
ほん

調査
ちょうさ

はインターネットでも回答
かいとう

可能
か の う

です。インターネット 

で回答
かいとう

可能
か の う

な方
かた

については、右
みぎ

のコードを読
よ

み込
こ

んでいただき、  

インターネットの回答用
かいとうよう

ページからご回
かい

答
とう

をお願
ねが

いいたします。  

（インターネットでご回答
かいとう

いただいた場合
ば あ い

は、この調 査 票
ちょうさひょう

は破棄
は き

してください） 

○この 調 査 票
ちょうさひょう

には、名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

はありません。  

○ 調 査 票
ちょうさひょう

についてご不明
ふ め い

な点
てん

は、下記
か き

お問合
といあわ

せ先
さき

までご連絡
れんらく

ください。  

〇相模原市
さ が み は ら し

健康
けんこう

福祉
ふ く し

局 内
きょくない

では「 障 害
しょうがい

」の字
じ

について、文字
も じ

の 印 象
いんしょう

を和
やわ

らげるため、

試行的
し こ う て き

に法律用語
ほうりつようご

、医療用語
いりょうようご

、課名
か め い

以外
い が い

についてこのアンケートでは、ひらがな表記
ひょうき

としています。  

お問合
といあわ

せ先
さき

（土
ど

・日
にち

・ 祝 日
しゅくじつ

・年末
ねんまつ

年始
ね ん し

（12月
がつ

29日
にち

～1月
がつ

3日
にち

）を除
のぞ

く、 

午前
ご ぜ ん

８時
じ

３０分
ぷん

から午
ご

後
ご

５時
じ

15分
ふん

まで） 

相模原市
さ が み は ら し

 健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

 地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア推進部
す い し ん ぶ

 地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア推進課
す い し ん か

 

電
でん

話
わ

 ０４２（７６９）９２２２（ 直 通
ちょくつう

）ＦＡＸ：０４２（７５９）４３９５ 

e-mail：houkatsucare@city.sagamihara.kanagawa.jp 

①   
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● ● ● ● ● ● 記 入 上
きにゅうじょう

のお願
ねが

い ● ● ● ● ● ● 

● 回答
かいとう

は、あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。 

● 回答
かいとう

が「その他
た

」になる場合
ば あ い

は、（  ）内
ない

にその内容
ないよう

を書
か

いてください。 

● 回答
かいとう

が 難
むずか

しかったり、回答
かいとう

したくない質問
しつもん

には答
こた

えなくても構
かま

いません。 

あなたのことについて 
 
とい せいべつ こた

１ 男
だん

 性
せい

 ２ 女
じょ

 性
せい

 ３ その他
た

 

 
とい ねんれい れ い わ ねん がつ にちげんざい こた す う じ きにゅう

 （     歳
さい

） 

 
とい いっしょ す か ぞ く ふく なんにん じ ぶ ん

ふく か ぞ く にんずう こた

１ 自分
じ ぶ ん

１人
ひ と り

 ３ ３人
にん

 ５ ５人
にん

 

２ ２人
ふ た り

 ４ ４人
にん

 ６ ６人
にん

以上
いじょう

 

 
とい じ し ん さ が み は ら し す なんねん

１ ２年
ねん

以内
い な い

 ３ ６～10年
ねん

 ５ 21～30年
ねん

 

２ ３～５年
ねん

 ４ 11～20年
ねん

 ６ 31年
ねん

以上
いじょう

 

 
とい げんざい す

１ 緑区
みどりく

     ２ 中央区
ちゅうおうく

 ３ 南区
みなみく

     ４ 市外
し が い

 

 
とい げんざい し ご と

１ 会
かい

社員
しゃいん

・公務員
こ う む い ん

・団体
だんたい

職 員
しょくいん

 

２ 商
しょう

・ 工 業
こうぎょう

自営
じ え い

 

３ 農林
のうりん

漁
ぎょ

業 者
ぎょうしゃ

 

４ 自由業
じゆうぎょう

 

（開業医
かいぎょうい

、弁護士
べ ん ご し

、文筆家
ぶ ん ぴ つ か

など） 

５ パート・アルバイト 

６ 学
がく

 生
せい

 

７ 専業主婦
せんぎょうしゅふ

（夫
ふ

） 

８ 家事
か じ

手伝
て つ だ

い 

９ その他
た

 

（              ） 

10 無
む

 職
しょく
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とい み ぢ か しょう ひと

１ 家族
か ぞ く

・親族
しんぞく

 

２ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

・職場
しょくば

の 同 僚
どうりょう

など 

３ いない 

４ その他
た

（        ） 

 

障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふ く し

への関心
かんしん

について 
 
とい しょう ひと かんしん も

１ 非常
ひじょう

に関心
かんしん

がある 

２ ある程度
て い ど

関心
かんしん

がある 

３ あまり関心
かんしん

がない 

４ 全
まった

く関心
かんしん

がない 

 
とい しょう ひと こうりゅう いっしょ す き か い

１ ほぼ毎日
まいにち

（家族
か ぞ く

、職場
しょくば

の 同 僚
どうりょう

、クラスメイトなど） 

２ ときどき（趣味
し ゅ み

や余暇
よ か

活動
かつどう

など） 

３ 会話
か い わ

などを交
か

わしたことがあるくらい（まちなかで 障
しょう

がいのある人
ひと

を

介助
かいじょ

した、バスの中
なか

でヘルプマークを持
も

っている人
ひと

に席
せき

を譲
ゆず

ったなど） 

４ これまで 交 流
こうりゅう

したり、過
す

ごしたりしたことはない 

 

障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する理解
り か い

について 
 
とい

し

１ 意味
い み

と名
な

前
まえ

を知
し

っている 

２ 名前
な ま え

は知
し

っている 

３ 知
し

らない 
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とい しょうがいしゃさ べ つ かいしょうほう しょう り ゆ う さ べ つ かいしょう しょう う む

かんけい たが じんかく こ せ い そんちょう きょうせい しゃかい じつげん め ざ

ほうりつ しょうがいしゃさ べ つ かいしょうほう し

１ 意味
い み

と名
な

前
まえ

を知
し

っている 

２ 名前
な ま え

は知
し

っている 

３ 知
し

らない 

 

 
とい さ が み は ら し な い しょう ひと たい しょう り ゆ う

さ べ つ へんけん おも

１ あると思
おも

う 

２ 少
すこ

しはあると思
おも

う 

３ ほとんどないと思
おも

う ⇒問
とい

12 へ 

４ わからない     ⇒問
とい

12 へ 

 
とい

問
とい

11で「１ あると思
おも

う」「２ 少
すこ

しはあると思
おも

う」とお答
こた

えの方
かた

に

お聞
き

きします。 
しょう ひと たい さ べ つ へんけん かいぜん おも

１ かなり改善
かいぜん

されている 

２ 少
すこ

しずつ改善
かいぜん

されている 

３ あまり改善
かいぜん

されていない 

４ 改善
かいぜん

されていない 

５ どちらともいえない 

６ わからない 
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とい ふ だ ん せいかつ なか しょう ひと たいおう り か い た

おも

１ 足
た

りていると思
おも

う    ⇒問
とい

13 へ 

２ 少
すこ

し足
た

りていないと思
おも

う 

３ 全然
ぜんぜん

足
た

りていないと思
おも

う 

４ わからない       ⇒問
とい

13 へ 

 

 

 

とい

問
とい

12で「２ 少
すこ

し足
た

りていないと思
おも

う」「３ 全然
ぜんぜん

足
た

りていないと思
おも

う」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
ば あ い

１ 教 育
きょういく

の場
ば

 

２ 職場
しょくば

での対応
たいおう

 

３ 近所
きんじょ

づきあい 

４ まちなかでの人
ひと

の視線
し せ ん

 

５ 地域
ち い き

の行事
ぎょうじ

等
とう

の集
あつ

まり 

６ 店員
てんいん

の応対
おうたい

や態度
た い ど

 

７ 行 政
ぎょうせい

職 員
しょくいん

の応対
おうたい

や態度
た い ど

 

８ 病 院
びょういん

での診察
しんさつ

 

９ 交通
こうつう

機関
き か ん

や建築物
けんちくぶつ

の構造
こうぞう

 

10 その他
た

 

（             ） 

 
とい さ が み は ら し しょう う む ひと そんげん まも

あんぜん あんしん く きょうせいしゃかい じつげん む とも い

しゃかい さまざま じぎょう おこな

き つぎ み

 

 

 

 

１ 見
み

た（聞
き

いた）ことがある ２ 見
み

た（聞
き

いた）ことがない 
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とい しょう ひと し み ん り か い ふか なに ひつよう

おも

１ 障
しょう

がいや 障
しょう

がい者
しゃ

問題
もんだい

に関
かん

する啓発
けいはつ

の充 実
じゅうじつ

 

２ 障
しょう

がいへの理解
り か い

を目的
もくてき

とする市民
し み ん

団体
だんたい

への支援
し え ん

 

３ 障
しょう

がいのある人
ひと

へのボランティア活動
かつどう

の推進
すいしん

 

４ 市民
し み ん

交 流
こうりゅう

を通
つう

じての理解
り か い

と参加
さ ん か

の促進
そくしん

 

５ 学校
がっこう

における福祉
ふ く し

教 育
きょういく

の 充 実
じゅうじつ

 

６ スポーツ活動
かつどう

や文化
ぶ ん か

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

を通
つう

じた 交 流
こうりゅう

の促進
そくしん

 

７ 障
しょう

がいのある人
ひと

の積極 的
せっきょくてき

な社会
しゃかい

への 進 出
しんしゅつ

 

８ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の地域
ち い き

への開放
かいほう

や、地域
ち い き

住 民
じゅうみん

との 交 流
こうりゅう

 

９ 障
しょう

がいのある人
ひと

の地域
ち い き

のまちづくりへの参加
さ ん か

や建築物
けんちくぶつ

等
とう

のバリアフリー化
か

 

10 その他
た

（                           ） 

11 わからない 

12 理解
り か い

を深
ふか

める必要
ひつよう

はない 

 

障
しょう

がいのある人
ひと

への支援
し え ん

・ボランティアなど 
 
とい しょう ひと たい かつどう かんしん

１ 非常
ひじょう

に関心
かんしん

がある 

２ ある程度
て い ど

関心
かんしん

がある 

３ あまり関心
かんしん

がない 

４ 全
まった

く関心
かんしん

がない 

 
とい しょう ひと たい かつどう

１ ある              ２ ない ⇒問
とい

16-２へ 

 
とい

問
とい

16で「１ ある」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
かつどう

１ 施設
し せ つ

での手伝
て つ だ

い 

２ バザー・イベントなどの手伝
て つ だ

い 

３ 旅行
りょこう

や 外 出
がいしゅつ

の手伝
て つ だ

い 

４ 募金
ぼ き ん

活動
かつどう

の手伝
て つ だ

い 

５ 生活面
せいかつめん

の援助
えんじょ

 

６ 専門的
せんもんてき

技能
ぎ の う

を活
い

かした手伝
て つ だ

い 

７ その他
た

 

（             ） 
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とい

問
とい

16で「２ ない」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。
かつどう かんが

１ 活動
かつどう

したい気持
き も

ちはあるが、仕事
し ご と

や家事
か じ

が 忙
いそが

しく時間
じ か ん

がない 

２ 活動
かつどう

したい気持
き も

ちはあるが、きっかけがつかめない 

３ 身近
み ぢ か

に活動
かつどう

グループや仲間
な か ま

がいないのでよくわからない 

４ 健康
けんこう

に自信
じ し ん

がないので 難
むずか

しい 

５ 興味
きょうみ

を持
も

てる活動
かつどう

がない 

６ 家族
か ぞ く

や職場
しょくば

の理解
り か い

が得
え

られないので 難
むずか

しい 

７ ボランティア活動
かつどう

はしたくない 

８ その他
た

（                           ） 

 

 
とい しょう ひと し え ん かつどう

１ コミュニケーション・ 情 報
じょうほう

伝達
でんたつ

（手話
し ゅ わ

・筆談
ひつだん

・朗読
ろうどく

など） 

２ 外 出
がいしゅつ

支援
し え ん

（まちを案内
あんない

したりする 外 出
がいしゅつ

サポート） 

３ 移送
い そ う

サービス（ 車
くるま

いすでも乗
の

れる 車
くるま

の手配
て は い

、運転
うんてん

、乗
の

り降
お

りの介助
かいじょ

など） 

４ 配 食
はいしょく

サービス（食事作
しょくじづく

りや配達
はいたつ

、その際
さい

の声
こえ

かけなど） 

５ 施設
し せ つ

でのボランティア（話
はな

し相手
あ い て

、講師
こ う し

、介助
かいじょ

や援助
えんじょ

、行事
ぎょうじ

の手伝
て つ だ

いなど） 

６ 福祉
ふ く し

関連
かんれん

イベントの開催
かいさい

、イベントでの付
つ

き添
そ

い 

７ 施設
し せ つ

訪問
ほうもん

等
とう

による 交 流
こうりゅう

事業
じぎょう

 

８ スポーツ・レクリエーション・リハビリテーション等
とう

の地域
ち い き

交 流
こうりゅう

活動
かつどう

 

９ 専門的
せんもんてき

技能
ぎ の う

を活
い

かした 教 育
きょういく

・ 学 習
がくしゅう

・指導
し ど う

活動
かつどう

 

10 その他
た

（                           ） 

11 特
とく

にない 
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障
しょう

がいのある人
ひと

の就労
しゅうろう

・教育
きょういく

など 
 
とい しょう ひと しょくば どうりょう こ よ う すす ひつよう

おも

１ そう思
おも

う ⇒問
とい

19 へ 

２ ある程度
て い ど

そう思
おも

う ⇒問
とい

19 へ 

 

３ あまり思
おも

わない 

４ 全
まった

く思
おも

わない 

５ どちらともいえない 

６ わからない ⇒問
とい

19 へ 

 
とい

問
とい

18で「３ あまり思
おも

わない」「４ 全
まった

く思
おも

わない」「５ どちらと

もいえない」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。
おも

１ 職場
しょくば

のバリアフリーなどが整備
せ い び

されていないから 

２ 障
しょう

がいのある人
ひと

への接
せっ

し方
かた

やどんな配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

かわからないから 

３ 職場
しょくば

での介助
かいじょ

や仕事
し ご と

を教
おし

えたりすることが 従 業 員
じゅうぎょういん

の負担
ふ た ん

となるから 

４ 障
しょう

がいのある人
ひと

はどのような仕事
し ご と

が適
てき

しているかわからないから 

5 その他
た

（                           ） 

 
とい げんざい しょう ひと しゅうろうし え ん し さ く すいしん

しょう ひと はたら じょうけん ひつよう おも

１ 障
しょう

がいに合
あ

った仕事
し ご と

であること 

２ 障
しょう

がいに合
あ

った勤務
き ん む

条 件
じょうけん

であること 

３ 賃金
ちんぎん

が妥当
だ と う

であること 

４ 障
しょう

がいがある人
ひと

に配慮
はいりょ

した設備
せ つ び

が 整
ととの

っていること 

５ 障
しょう

がいの 状 況
じょうきょう

に応
おう

じたサポート体制
たいせい

があること 

６ 通勤
つうきん

手段
しゅだん

があること 

７ 自宅
じ た く

で仕事
し ご と

ができること 

８ 障
しょう

がいに対
たい

する周囲
しゅうい

の理解
り か い

があること 

９ 通院
つういん

などの保障
ほしょう

があること 

10 その他
た

（                           ） 

11 わからない 



 －9－

とい しょう じ ど う せ い と きょういくかんきょう い か がっきゅう がっこう

せ い び よ おも

１ 通 常
つうじょう

の 学 級
がっきゅう

 

２ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学 級
がっきゅう

 

３ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

 

４ 通 常
つうじょう

の 学 級
がっきゅう

と特別
とくべつ

支援
し え ん

学 級
がっきゅう

の併用
へいよう

 

５ 児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の実態
じったい

に応
おう

じて異
こと

なる 

６ その他
た

（           ） 

 
とい しょう じ ど う せ い と きょういく かん ひつよう

おも

１ 児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の 障
しょう

がいの 状 況
じょうきょう

に応
おう

じた 学 習
がくしゅう

指導
し ど う

の充 実
じゅうじつ

 

２ スロープなど、児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の 障
しょう

がいに対応
たいおう

した施設
し せ つ

設備
せ つ び

 

３ 特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育
きょういく

の理解
り か い

・啓発
けいはつ

の推進
すいしん

 

４ 教 育
きょういく

・保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

などの関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

 

５ 潜在的
せんざいてき

疾病
しっぺい

や身体
しんたい

発育
はついく

などの早期
そ う き

発見
はっけん

・適切
てきせつ

な治療
ちりょう

や指導
し ど う

 

６ 障
しょう

がいのある児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

する精神的
せいしんてき

な支援
し え ん

 

７ 障
しょう

がいのある児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

する経済的
けいざいてき

な支援
し え ん

 

８ 通学
つうがく

に対
たい

する支援
し え ん

（送迎
そうげい

など） 

９ 障
しょう

がいに対
たい

する周囲
しゅうい

の理解
り か い

 

10 その他
た

（                           ） 

11 特
とく

にない 

 

福祉
ふ く し

のまちづくり 
 
とい かんきょう しょう ひと がいしゅつ かいぜん おも

１ かなり改善
かいぜん

されている     ４ 改善
かいぜん

されていない 

２ 少
すこ

しずつ改善
かいぜん

されている    ５ どちらともいえない 

３ あまり改善
かいぜん

されていない    ６ わからない 

 

  



 －10－

とい しょう ひと つぎ し せ つ つか が っ て よ おも

かくこうもく

 

記入例
きにゅうれい

） 

ア 道路
ど う ろ

および 周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 

ア 道路
ど う ろ

および 周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 ５ ４ ３ ２ １ 

イ 駅舎
えきしゃ

および 周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 ５ ４ ３ ２ １ 

ウ 公 共
こうきょう

施設
し せ つ

および 周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 ５ ４ ３ ２ １ 

エ 商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

および 周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 ５ ４ ３ ２ １ 

オ 公園
こうえん

および 周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 ５ ４ ３ ２ １ 

カ 電車
でんしゃ

の乗
の

り降
お

り ５ ４ ３ ２ １ 

キ バスの乗
の

り降
お

り ５ ４ ３ ２ １ 

ク 公 共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

の乗
の

り継
つ

ぎ ５ ４ ３ ２ １ 

 

相模原市
さ が み は ら し

の 障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

 
 
とい さ が み は ら し しょう ひと く おも

１ とても暮
く

らしやすい       ４ 暮
く

らしにくい 

２ どちらかというと暮
く

らしやすい  ５ どちらともいえない 

３ どちらかというと暮
く

らしにくい  ６ わからない 

 

  



 －11－

とい さ が み は ら し しょう ひと く つぎ

ぶ ん や じゅうてんてき と く ひつよう おも

１ 労働
ろうどう

・雇用
こ よ う

 ８ 情 報
じょうほう

のバリアフリー化
か

 

２ 教 育
きょういく

・ 学 習
がくしゅう

 ９ 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

支援
し え ん

 

３ 所得
しょとく

保障
ほしょう

 10 社会
しゃかい

参加
さ ん か

・ 外 出
がいしゅつ

支援
し え ん

 

４ 保健
ほ け ん

・医療
いりょう

体制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

 11 各種
かくしゅ

制度
せ い ど

の自己
じ こ

負担
ふ た ん

額
がく

の更
さら

なる軽減
けいげん

 

５ 総合的
そうごうてき

な相談
そうだん

体制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

 12 防災
ぼうさい

 

６ 権利
け ん り

擁護
よ う ご

・ 虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

 13 差別
さ べ つ

の 解 消
かいしょう

 

７ 道路
ど う ろ

や建築物
けんちくぶつ

等
とう

のバリアフリー化
か

  14 その他
た

（            ） 

 
さ が み は ら し けんこう ふ く し きょくない しょう がい ひょうき も じ

いんしょう やわ し こ う て き ほ う り つ よ う ご い り ょ う よ う ご か め い い が い

ひょうき しょう しゃ がい ひょうき

かんが

１ 法律 上
ほうりつじょう

も「害
がい

」という字
じ

が使
つか

われており、制度
せ い ど

も含
ふく

め、これまで使
つか

われ

てきた表記
ひょうき

でもあり、問題
もんだい

ないと思
おも

う  

２ 「害
がい

」という表記
ひょうき

は 印 象
いんしょう

はよくないが、他
ほか

の適当
てきとう

な表記
ひょうき

が見当
み あ

たらない 

３ 「害
がい

」という表記
ひょうき

は 印 象
いんしょう

がよくないので、ひらがななどの表記
ひょうき

が望
のぞ

ましい 

４ どちらともいえない 

５ その他
た

（                            ） 

 

  



 －12－

とい さ い ご し しょう ひと ふ く し し さ く い け ん ていあん

じ ゆ う か

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査
ちょうさ

にご 協 力
きょうりょく

いただき大変
たいへん

ありがとうございました。 

記入
きにゅう

もれがないかもう一度
い ち ど

お確
たし

かめのうえ、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

は不要
ふ よ う

）に 

入
い

れて、令和
れ い わ

８年
ねん

１月
がつ

３０日
にち

（金
きん

）までにお近
ちか

くのポストに投函
とうかん

してください。  



 

相模原市
さ が み は ら し

障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

等
とう

策定
さくてい

のためのアンケート調査
ちょうさ

 

ご 協 力
きょうりょく

のお願
ねが

い 
 

市民
し み ん

の皆
みな

さまにおかれましては、日頃
ひ ご ろ

から市政
し せ い

に対
たい

しご 協 力
きょうりょく

をいただき厚
あつ

くお礼
れい

申
もう

し上
あ

げま

す。 

相模原市
さ が み は ら し

では、令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

に 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

等
とう

（ 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の 提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

等
とう

を

総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に図
はか

るための計画
けいかく

等
とう

）の策定
さくてい

を予定
よ て い

しています。この調査
ちょうさ

は、計画
けいかく

の策定
さくてい

に当
あ

たり、皆
みな

さまの生活
せいかつ

の様子
よ う す

や、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスへの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

などをお聞
き

かせいただくために

実施
じ っ し

するものです。 

調査
ちょうさ

に当
あ

たっては、市内
し な い

にお住
す

まいの「身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

・療 育
りょういく

手帳
てちょう

・精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

・特定
とくてい

医療費
いりょうひ

（指定
し て い

難 病
なんびょう

）医療
いりょう

受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

」のいずれかをお持
も

ちの方
かた

、手帳
てちょう

等
とう

をお持
も

ちで

ない市民
し み ん

の方
かた

の中
なか

から無作為
む さ く い

抽 出
ちゅうしゅつ

で選
えら

ばせていただいた方
かた

にご 協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いしております。 

調査
ちょうさ

結果
け っ か

はすべて統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

するもので、この調査
ちょうさ

の目的
もくてき

以外
い が い

に使用
し よ う

することはありません。 

お 忙
いそが

しいところ大変
たいへん

恐 縮
きょうしゅく

ですが、調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

を 充 分
じゅうぶん

ご理解
り か い

いただき、ご 協 力
きょうりょく

くださいま

すようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 
 

令和
れ い わ

７年
ねん

１２月
がつ

 

相模原
さ が み は ら

市長
しちょう

  本村
もとむら

 賢太郎
け ん た ろ う

 
 

同封
どうふう

の「返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

」に、回答
かいとう

を記入
きにゅう

したこの調 査 票
ちょうさひょう

を入
い

れて、 

令和
れいわ

８年
ねん

１月
がつ

３０日
にち

（金
きん

）までに 郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

してください。切手
き っ て

を貼
は

る必要
ひつよう

はありません。 

〇本
ほん

調査
ちょうさ

はインターネットでも回答
かいとう

可能
か の う

です。インターネット 

で回答
かいとう

可能
か の う

な方
かた

については、右
みぎ

のコードを読
よ

み込
こ

んでいただき、 

インターネットの回答用
かいとうよう

ページからご回
かい

答
とう

をお願
ねが

いいたします。 

（インターネットでご回答
かいとう

いただいた場合
ば あ い

は、この調 査 票
ちょうさひょう

は破棄
は き

してください） 

○この調 査 票
ちょうさひょう

には、名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

はありません。 

○調 査 票
ちょうさひょう

についてご不明
ふ め い

な点
てん

は、下記
か き

お問合
といあわ

せ先
さき

までご連絡
れんらく

ください。 

〇相模原市
さ が み は ら し

健康
けんこう

福祉
ふ く し

局 内
きょくない

では「 障 害
しょうがい

」の字
じ

について、文字
も じ

の 印 象
いんしょう

を和
やわ

らげるため、試行的
しこうてき

に

法律用語
ほうりつようご

、医療用語
いりょうようご

、課名
か め い

以外
い が い

についてこのアンケートでは、ひらがな表記
ひょうき

としています。 

お問合
といあわ

せ先
さき

（土
ど

・日
にち

・祝 日
しゅくじつ

・年末
ねんまつ

年始
ね ん し

（12月
がつ

29日
にち

～1月
がつ

3日
にち

）を除
のぞ

く、 

午前
ご ぜ ん

８時
じ

３０分
ぷん

から午
ご

後
ご

５時
じ

15分
ふん

まで） 

相模原市
さ が み は ら し

 健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

 地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア推進部
す い し ん ぶ

 地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア推進課
す い し ん か

 

電
で ん

話
わ

 ０４２（７６９）９２２２（直 通
ちょくつう

）ＦＡＸ：０４２（７５９）４３９５ 

e-mail：houkatsucare@city.sagamihara.kanagawa.jp 

 

 

 

 

 

② 
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● ● ● ● ● ● 記入 上
きにゅうじょう

のお願
ねが

い ● ● ● ● ● ● 

● できるかぎり「あて名
な

」のご本人
ほんにん

がお答
こた

えください。 

あて名
な

ご本人
ほんにん

が回答
かいとう

できない場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

や介助
かいじょ

の方
かた

が、あて名
な

ご本人
ほんにん

の立場
た ち ば

で、

現在
げんざい

の 状 況
じょうきょう

をもとに回答
かいとう

してください。 

● 回答
かいとう

は、あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。 

● 回答
かいとう

が「その他
た

」になる場合
ば あ い

は、（  ）内
ない

にその内容
ないよう

を書
か

いてください。 

● 回答
かいとう

が 難
むずか

しかったり、回答
かいとう

したくない質問
しつもん

には答
こた

えなくても構
かま

いません。 

 
ちょうさひょう きにゅう

１ 本人
ほんにん

が記入
きにゅう

 

２ 本人
ほんにん

の意見
い け ん

を聞
き

いて、家族
か ぞ く

や介助者
かいじょしゃ

や施設
し せ つ

職 員
しょくいん

などが記入
きにゅう

 

３ 本人
ほんにん

の意見
い け ん

を確認
かくにん

することが 難
むずか

しいので、家族
か ぞ く

や介助者
かいじょしゃ

や施設
し せ つ

職 員
しょくいん

などが記入
きにゅう

 

４ その他
た

（             ） 

 

「あなた」ご自身
じ し ん

のことについてお聞
き

きします 
ちょうさ しょう ほんにん よ

 
とい せいべつ こた

１ 男性
だんせい

 ２ 女性
じょせい

 ３ その他
た

 

 
とい ねんれい れ い わ ねん がつ にちげんざい す う じ きにゅう

（      ）歳
さい

 

 
とい げんざい す ち く

１ 緑区
みどりく

 ２ 中央区
ちゅうおうく

 ３ 南区
みなみく

 ４ 市外
し が い

 

 

  



- 2 - 

とい しょうがいしゃてちょう も

１ 持
も

っている ２ 持
も

っていない ⇒問
とい

４－４へ 

 
 

とい

 問
とい

４で「１ 持
も

っている」とお答
こた

えの方
かた

のうち、療育
りょういく

手帳
てちょう

または精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします。 
げんざい も しょうがいしゃてちょう とうきゅう なんきゅう

１ 療 育
りょういく

手帳
てちょう

 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２   

２ 精神
せいしん

障害 者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 １ 級
きゅう

 ２ 級
きゅう

 ３ 級
きゅう

    

 

 
とい

 問
とい

４で「１ 持
も

っている」とお答
こた

えの方
かた

のうち、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ち

の方
かた

にお聞
き

きします。 
げんざい も しょうがいしゃてちょう そうごうとうきゅう なんきゅう

身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

（総合
そうごう

等 級
とうきゅう

） １ 級
きゅう

 ２ 級
きゅう

 ３ 級
きゅう

 ４ 級
きゅう

 ５ 級
きゅう

 ６ 級
きゅう

 

 
とい

 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします。 
しょう しゅべつ ばんごう とうきゅう きにゅう

１ 視覚
し か く

障 害
しょうがい

 （  級
きゅう

） 

２ 聴 覚
ちょうかく

・平衡
へいこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

 （  級
きゅう

） 

３ 音声
おんせい

機能
き の う

障 害
しょうがい

・言語
げ ん ご

機能
き の う

・そしゃく機能
き の う

障 害
しょうがい

 （  級
きゅう

） 

４ 肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（上肢
じょうし

・下肢
か し

・体
たい

幹
かん

） （  級
きゅう

） 

※該当
がいとう

する種別
しゅべつ

に○をつけてください。 

５ 内部
な い ぶ

障 害
しょうがい

（心臓
しんぞう

・じん臓
ぞう

・呼吸器
こ き ゅ う き

・ぼうこう・ 直 腸
ちょくちょう

・ 小 腸
しょうちょう

・免疫
めんえき

機能
き の う

・肝臓
かんぞう

） 

（  級
きゅう

） 

※該当
がいとう

する種別
しゅべつ

に○をつけてください。 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 
とい じ り つ し え んいりょう せいしんつういん じゅきゅう しょう しんだん

ばんごう

 

１ 自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（精神
せいしん

通院
つういん

）を受 給
じゅきゅう

している 

２ 発達
はったつ

障 害
しょうがい

（※1）と診断
しんだん

された 

３ 高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

（※２）と診断
しんだん

された、又
また

はその 症 状
しょうじょう

が確認
かくにん

された 

４ 指定
し て い

難 病
なんびょう

（※３）と診断
しんだん

された 

病 名
びょうめい

（                               ） 

５ 上記
じょうき

のいずれにも該当
がいとう

しない 

（※1）「発達
は っ た つ

障害
しょうがい

」とは、自閉症
じ へ い し ょ う

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

その他
た

の広汎性
こ う は ん せ い

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

、

注意欠陥多動
ち ゅ う い け っ か ん た ど う

性
せ い

障害
しょうがい

、その他
た

低年齢
て い ね ん れ い

時
じ

に発症
はっしょう

した脳
の う

機能
き の う

障害
しょうがい

をいいます。 

（※２）「高次
こ う じ

脳
の う

機能
き の う

障害
しょうがい

」とは、一般
い っ ぱ ん

に、外傷性
がいしょうせい

脳
の う

損傷
そんしょう

、脳
の う

血管
け っ か ん

疾患
し っ か ん

等
と う

により脳
の う

に損
そ ん

傷
しょう

を

受
う

け、その後遺症
こ う い し ょ う

等
と う

として生
しょう

じた記
き

憶
お く

障
しょう

害
が い

、注意
ち ゅ う い

障害
しょうがい

、社会的
し ゃ か い て き

行動
こ う ど う

障害
しょうがい

などの認
に ん

知
ち

障
しょう

害
が い

等
と う

を指
さ

すものとされており、具体的
ぐ た い て き

には、「会話
か い わ

が上
う

手
ま

くかみ合
あ

わない」、

「段
だ ん

取
ど

りをつけて物
も の

事
ご と

を行
おこな

うことができない」等
と う

の症 状
しょうじょう

があります。 

（※３）「指定
し て い

難病
なんびょう

」とは、法律
ほ う り つ

により医療費
い り ょ う ひ

助成
じ ょ せ い

の対象
たいしょう

として指定
し て い

された疾病
し っ ぺ い

（348疾病
し っ ぺ い

）

をいいます。 

 
とい しょうがいし え ん く ぶ ん なん

１ 区分
く ぶ ん

１ 

２ 区分
く ぶ ん

２ 

３ 区分
く ぶ ん

３ 

４ 区分
く ぶ ん

４ 

５ 区分
く ぶ ん

５ 

６ 区分
く ぶ ん

６ 

７ 非該当
ひ が い と う

 

８ 認定
にんてい

を受
う

けていない 

※「障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

」とは、障
しょう

がい者
し ゃ

に対
た い

する介護
か い ご

給付
き ゅ う ふ

（ホームヘルプサービスなど）に当
あ

たって、支援
し え ん

の必要度
ひ つ よ う ど

を表
あらわ

す６段階
だ ん か い

の区分
く ぶ ん

（区分
く ぶ ん

１～６： 区分
く ぶ ん

６のほうが必要度
ひ つ よ う ど

が高
た か

い）で、８０項目
こ う も く

の調査
ち ょ う さ

を行
おこな

い、市町村
し ち ょ う そ ん

審査会
し ん さ か い

での総合的
そ う ご う て き

な判定
は ん て い

を踏
ふ

まえて市町村
し ち ょ う そ ん

が認定
に ん て い

するものです。 
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とい か い ご ほ け ん せ い ど よ う か い ご ど にんていく ぶ ん なん

１ 要支援
よ う し え ん

１ 

２ 要支援
よ う し え ん

２ 

３ 要介護
よ う か い ご

１ 

４ 要介護
よ う か い ご

２ 

５ 要介護
よ う か い ご

３ 

６ 要介護
よ う か い ご

４ 

７ 要介護
よ う か い ご

５ 

８ 認定
にんてい

を受
う

けていない 

 
とい

問
とい

６で「１（要支援
よ う し え ん

１）～７（要介護
よ う か い ご

５）」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。
か い ご ほ け ん り よ う

 

 

  

 

 

 

 

 

とい

問
とい

６－１で「１ 利用
り よ う

している」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
り よ う か い ご ほ け ん

１ 利用
り よ う

している 

２ 利用
り よ う

していない ⇒問
とい

７へ 

 ［分類
ぶんるい

：自宅
じ た く

に訪問
ほうもん

］ 

１ 訪問
ほうもん

介護
か い ご

（ホームヘルプサービス） 

２ 訪問
ほうもん

入 浴
にゅうよく

介護
か い ご

 

３ 訪問
ほうもん

看護
か ん ご

 

４ 訪問
ほうもん

リハビリテーション 

５ 夜間
や か ん

対応型
たいおうがた

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

６ 定期
て い き

巡 回
じゅんかい

・随時
ず い じ

対応型
たいおうがた

訪問
ほうもん

介護
か い ご

看護
か ん ご

 

７ 居宅
きょたく

療 養
りょうよう

管理
か ん り

指導
し ど う

 

［分類
ぶんるい

：施設
し せ つ

に通
かよ

う］ 

８ 通所
つうしょ

介護
か い ご

（デイサービス） 

９ 通所
つうしょ

リハビリテーション 

10 地域
ち い き

密 着
みっちゃく

型通所
がたつうしょ

介護
か い ご

 

11 認知症
にんちしょう

対応
たいおう

型通所
がたつうしょ

介護
か い ご

 

 

［分類
ぶんるい

：施設
し せ つ

に泊
と

まる・暮
く

らす］ 

12 短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

生活
せいかつ

介護
か い ご

（ショートステイ） 

13 短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

療 養
りょうよう

介護
か い ご

 

14 介護
か い ご

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 

15 介護
か い ご

老人
ろうじん

保健
ほ け ん

施設
し せ つ

 

16 介護
か い ご

療養 型
りょうようがた

医療
いりょう

施設
し せ つ

 

17 特定
とくてい

施設
し せ つ

入 居 者
にゅうきょしゃ

生活
せいかつ

介護
か い ご

（有 料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホーム等
とう

） 

18 介護
か い ご

医療院
いりょういん

 

19 認知症
にんちしょう

対応型
たいおうがた

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
か い ご

（グループホーム）  

20 地域
ち い き

密 着型
みっちゃくがた

介護
か い ご

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入 所者
にゅうしょしゃ

生活
せいかつ

介護
かいご

 

21 地
ち

域
い き

密
み っ

着
ちゃく

型
がた

特
とく

定
てい

施
し

設
せつ

入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

         

［分類
ぶんるい

：訪問
ほうもん

・通
かよ

い・泊
とま

りの組
く

み合
あ

わせ］ 

22 小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

 

23 看護
か ん ご

小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

（複合型
ふくごうがた

サービス） 

［分類
ぶんるい

：福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

を使
つか

う］ 

24 福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

貸与
た い よ

 

25 特定
とくてい

福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

販売
はんばい
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とい せいかつ

１ 自分
じ ぶ ん

または家族
か ぞ く

の持
も

ち家
いえ

 

２ 民間
みんかん

の賃貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

・借家
しゃくや

・借間
しゃくま

・アパート 

３ 県営
けんえい

・市営
し え い

住 宅
じゅうたく

、公社
こうしゃ

・公団
こうだん

の賃貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

 

４ 社
しゃ

宅
たく

・公務員住宅等
こうむいんじゅうたくとう

の貸与
た い よ

住 宅
じゅうたく

 

５ 病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

している ⇒問
とい

８へ 

６ グループホーム ⇒問
とい

８へ 

７ 入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 ⇒問
とい

８へ 

８ その他
た

（                     ） 

 
とい

問
とい

７で「１」～「４」または「８」とお答
こた

えの方
かた

（病院
びょういん

、グループホー

ム、入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

以外
い が い

で生活
せいかつ

している方
かた

）にお聞
き

きします。 
せいかつ

１ 一人
ひ と り

で暮
く

らしている 

２ 配偶者
はいぐうしゃ

 

３ 親
おや

 

４ 配偶者
はいぐうしゃ

の親
おや

 

５ 子
こ

（成人
せいじん

） 

６ 子
こ

（未成年
み せ い ね ん

） 

７ 孫
まご

 

８ 兄 弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

 

９ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

10 その他
た

（         ） 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 
とい おも か い ご かいじょ ひと

ひと ちち はは はいぐうしゃ ば あ い ない ねんれい

きにゅう

１ 父
ちち

（年齢
ねんれい

は    歳
さい

） 

２ 母
はは

（年齢
ねんれい

は    歳
さい

） 

３ 配偶者
はいぐうしゃ

（年齢
ねんれい

は    歳
さい

） 

４ 子
こ

 

５ その他
た

の親族
しんぞく

 

６ 近所
きんじょ

の人
ひと

、友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

７ ホームヘルパー等
とう

 

８ ボランティア 

９ その他
た

（          ） 

10 介護
か い ご

や介助
かいじょ

は必要
ひつよう

ではない ⇒問
とい

９へ 

 

【問
とい

８-１から問
とい

８-３までは、問
とい

８で「１」～「９」とお答
こた

えの方
かた

（あなたを介護
か い ご

・

介助
かいじょ

している人
ひと

がいる方
かた

）にお聞
き

きします。】 

とい う か い ご かいじょ かん

１ 十 分
じゅうぶん

である ３ やや不足
ふ そ く

している     ５ わからない 

２ ほぼ十 分
じゅうぶん

である ４ 不足
ふ そ く

している      

 
とい う か い ご かいじょ

１ 食事
しょくじ

をすること 10 外
がい

 出
しゅつ

 19 洗
せん

 濯
たく

 

２ 寝返
ね が え

り、起
お

きあがり 11 車
くるま

の乗
の

り降
お

り 20 お金
かね

の管理
か ん り

 

３ いすや 車
くるま

いすへの

移動
い ど う

 

12 電車
でんしゃ

・路線
ろ せ ん

バスなどの

利用
り よ う

 

21 買
かい

 物
もの

 

４ 洗
せん

 面
めん

 13 階段
かいだん

・段差
だ ん さ

ののりこえ 22 電話
で ん わ

をかけること 

５ 家
いえ

の中
なか

の移動
い ど う

 14 通園
つうえん

・通学
つうがく

・通所
つうしょ

 23 手紙
て が み

を書
か

くこと 

６ 着替
き が

え 15 通
つう

 勤
きん

 24 文 章
ぶんしょう

を読
よ

むこと 

７ 補装具
ほ そ う ぐ

の着 脱
ちゃくだつ

 16 通
つう

 院
いん

 25 会話
か い わ

や意思
い し

の伝達
でんたつ

 

８ トイレ 17 食事
しょくじ

の準備
じゅんび

、あとかた

づけ 

26 パソコンの利用
り よ う

 

９ 入
にゅう

 浴
よく

 18 掃
そう

 除
じ

 27 その他
た

 

（        ） 
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とい おも か い ご かいじょ ひと じょうたい

１ 健康
けんこう

である 

２ 病気
びょうき

ではないが疲
つか

れぎみ 

３ 病気
びょうき

がちであるが、とくに介護
か い ご

・介助
かいじょ

に支障
ししょう

はない 

４ 病気
びょうき

があり、 療 養 中
りょうようちゅう

などで介護
か い ご

・介助
かいじょ

に支障
ししょう

がある 

５ 高齢
こうれい

により、介護
か い ご

・介助
かいじょ

に支障
ししょう

がある 

 

 

今
こん

後
ご

の暮
く

らし方
かた

について 
とい つぎ なか せいかつ き ぼ う

① 一人
ひ と り

で地域
ち い き

で生活
せいかつ

したい １ 

② 自宅
じ た く

で親
おや

や親族
しんぞく

などと生活
せいかつ

したい ２ 

③ 夫婦
ふ う ふ

や恋人
こいびと

、パートナーなどと生活
せいかつ

したい ３ 

④ グループホームで生活
せいかつ

したい ４ 

⑤ 入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

で生活
せいかつ

したい ５ 

⑥ 老人
ろうじん

ホームなどの高齢者
こうれいしゃ

の施設
し せ つ

に入
はい

って生活
せいかつ

したい ６ 

⑦ 病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

したい・入 院
にゅういん

を継続
けいぞく

したい ７ 

 
とい

問
とい

９で｢②  自宅
じ た く

で親
おや

や親族
しんぞく

などと生活
せいかつ

したい｣とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
しょうらい おや しんぞく びょうき いっしょ せいかつ つぎ なか

せいかつ き ぼ う

① 一人
ひ と り

で地域
ち い き

で生活
せいかつ

したい １ 

② 夫婦
ふ う ふ

や恋人
こいびと

、パートナーなどと生活
せいかつ

したい ２ 

③ グループホームで生活
せいかつ

したい ３ 

④ 入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

で生活
せいかつ

したい ４ 

⑤ 老人
ろうじん

ホームなどの高齢者
こうれいしゃ

の施設
し せ つ

に入
はい

って生活
せいかつ

したい ５ 

⑥ 病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

したい・入 院
にゅういん

を継続
けいぞく

したい ６ 
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【問
とい

10から問
とい

10-２までは、現在病院
げんざいびょういん

に入院
にゅういん

している方
かた

にお聞
き

きします。】 

とい びょういん にゅういん き か ん け い か

１ ３か月
げつ

未満
み ま ん

 

２ ３か月
げつ

～６か月
げつ

未満
み ま ん

 

３ ６か月
げつ

～１年
ねん

未満
み ま ん

 

４ １年
ねん

～３年
ねん

未満
み ま ん

 

５ ３年
ねん

～５年
ねん

未満
み ま ん

 

６ ５年
ねん

～10年
ねん

未満
み ま ん

 

７ 10年
ねん

～15年
ねん

未満
み ま ん

 

８ 15年
ねん

～20年
ねん

未満
み ま ん

 

９ 20年
ねん

～30年
ねん

未満
み ま ん

 

10 30年
ねん

以上
いじょう

 

 
とい げんざいにゅういん びょういん たいいん ち い き せいかつ おも

１ とても思
おも

う 

２ 少
すこ

し思
おも

う 

３ どちらともいえない 

４ あまり思
おも

わない 

５ まったく思
おも

わない 

６ わからない 

７ その他
た

（           ） 

 

 
 

とい

 問
とい

10-１で「１」～「３」とお答
こた

えの方
かた

（退院
たいいん

後地域
ご ち い き

での生活
せいかつ

を望
のぞ

む方
かた

）に

お聞
き

きします。 
こ ん ご ち い き せいかつ ひつよう おも

１ 病気
びょうき

が良
よ

くなること 

２ 家族
か ぞ く

の許可
き ょ か

や 協 力
きょうりょく

 

３ 主治医
し ゅ じ い

の許可
き ょ か

や 協 力
きょうりょく

 

４ 退院後
た い い ん ご

の住
す

まいの場
ば

 

５ 困
こま

った時
とき

に相談
そうだん

できる人
ひと

 

６ 退院
たいいん

を手伝
て つ だ

ってくれる人
ひと

 

７ 地域生活
ちいきせいかつ

の練 習
れんしゅう

ができる場所
ば し ょ

 

８ 家事
か じ

や手続
て つ づ

きを手伝
て つ だ

ってくれる人
ひと

 

９ 生活費
せ い か つ ひ

などの経済的
けいざいてき

な保障
ほしょう

 

10 緊 急
きんきゅう

時
じ

に受
う

け入
い

れてくれる場所
ば し ょ

 

11 夜間
や か ん

・休 日
きゅうじつ

でも診
み

てくれる医療
いりょう

機関
き か ん

 

12 同
おな

じ 障
しょう

がいや病気
びょうき

の人
ひと

との交 流
こうりゅう

 

13 生
い

きがいや趣味
し ゅ み

 

14 公 共
こうきょう

の場
ば

などのバリアフリー化
か

 

1５ その他
た

 

（              ） 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 

とい きゅうじつ じ か ん おも す

１ 趣味
し ゅ み

や学 習
がくしゅう

活動
かつどう

 

２ スポーツ 

３ ボランティア活動
かつどう

 

４ 家族
か ぞ く

と過
す

ごす 

５ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

と会
あ

う 

６ 演劇
えんげき

や映画
え い が

の鑑 賞
かんしょう

 

７ 買
か

い物
もの

や食事
しょくじ

に行
い

く 

８ 読書
どくしょ

 

９ 旅行
りょこう

 

10 家
いえ

でくつろぐ 

11 地域
ち い き

の行事
ぎょうじ

に参加
さ ん か

する 

12 近所
きんじょ

の散歩
さ ん ぽ

 

13 その他
た

（            ） 

14 特
とく

に何
なに

もしない 

 
とい とい せいかつ じつげん

１ ほぼ実現
じつげん

している 

２ 少
すこ

し実現
じつげん

している 

３ どちらともいえない 

４ あまり実現
じつげん

していない 

５ ほとんど実現
じつげん

していない 

 
とい けいぞくてき ちりょう う けんこう しょう そうだん

いりょうき か ん

１ ある ２ ない ⇒問
とい

13へ 

 
とい

問
とい

12で「１ ある」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
いりょうき か ん じ ゅ し ん か なん

１ 診療 所
しんりょうじょ

や医院
い い ん

・クリニック（受診科
じ ゅ し ん か

：                 ） 

２ 総合
そうごう

病 院
びょういん

や大学
だいがく

病 院
びょういん

（受診科
じ ゅ し ん か

：                    ） 
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収 入
しゅうにゅう

について  
 
とい え おも しゅうにゅう つぎ なか しゅうにゅう

１ 給 料
きゅうりょう

・報 酬
ほうしゅう

（一般
いっぱん

企業
きぎょう

など）               

２ 事業
じぎょう

収 入
しゅうにゅう

（自営業
じえいぎょう

など） 

３ 福祉的
ふ く し て き

就 労
しゅうろう

による 収 入
しゅうにゅう

（通所
つうしょ

施設
し せ つ

などでの作業
さぎょう

工賃
こうちん

など） 

４ 年金
ねんきん

・手当
て あ て

 

５ 生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

 

６ 財産
ざいさん

収 入
しゅうにゅう

（家賃
や ち ん

や利子
り し

収 入
しゅうにゅう

など） 

７ 親族
しんぞく

の扶養
ふ よ う

または援助
えんじょ

 

８ その他
た

（                            ） 

 
とい

問
とい

13で「１」～「３」とお答
こた

えの方
かた

（勤労
きんろう

による収 入
しゅうにゅう

がある方
かた

）にお聞
き

き

します。 
はたら え きゅうりょう ほうしゅう じぎょうしゅうにゅう こうちん げつ

１ ５千円
せんえん

未満
み ま ん

/月
つき

 

２ ５千
せん

円
えん

～１万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

３ １万
まん

円
えん

～３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

４ ３万
まん

円
えん

～５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

５ ５万
まん

円
えん

～10万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

６ 10万
まん

円
えん

～15万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

７ 1５万
まん

円
えん

～20万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

８ 20万
まん

円
えん

～25万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

９ 25万
まん

円
えん

～30万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

10 30万円
まんえん

以上
いじょう

/月
つき

 

 
とい ねんきん て あ て せいかつ ほ ご ひ しんぞく えんじょ ふく ひ と り ぜんしゅうにゅう

げつ

１ ５千円
せんえん

未満
み ま ん

/月
つき

 

２ ５千
せん

円
えん

～１万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

３ １万
まん

円
えん

～３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

４ ３万
まん

円
えん

～５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

５ ５万
まん

円
えん

～10万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

６ 10万
まん

円
えん

～15万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

７ 1５万
まん

円
えん

～20万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

８ 20万
まん

円
えん

～25万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

９ 25万
まん

円
えん

～30万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

10 30万円
まんえん

以上
いじょう

/月
つき

 

 

  



- 11 - 

【問
とい

15～問
とい

18は、18歳
さい

未満
み ま ん

の方
かた

がお答
こた

えください。18歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

は問
とい

19へ進
すす

んでく

ださい】 

教育
きょういく

について 
 
とい げんざいつうがく つうえん つうしょ

１ 保育所
ほ い く し ょ

・幼稚園
よ う ち え ん

 9 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

 

２ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

 10 高等
こうとう

学校
がっこう

 

３ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

幼稚部
よ う ち ぶ

 11 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

高等部
こ う と う ぶ

 

４ 小学 校
しょうがっこう

（通 常
つうじょう

の学 級
がっきゅう

） 12 専門
せんもん

学校
がっこう

 

５ 小学 校
しょうがっこう

（特別
とくべつ

支援
し え ん

学 級
がっきゅう

） 13 高等
こうとう

技術
ぎじゅつ

専門校
せんもんこう

 

６ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

小学部
しょうがくぶ

 14 通園
つうえん

・通所
つうしょ

・通学
つうがく

はしていない 

７ 中学 校
ちゅうがっこう

（通 常
つうじょう

の学 級
がっきゅう

） 15 就 職
しゅうしょく

している 

８ 中
ちゅう

学校
がっこう

（特別
とくべつ

支援
し え ん

学 級
がっきゅう

） 16 その他
た

（         ） 

 
とい

問
とい

15で「１」～「13」のいずれかをお答
こた

えの方
かた

（現在
げんざい

通学
つうがく

（通園
つうえん

・通所
つうしょ

）し

ている方
かた

）にお聞
き

きします。 
つうがく つうしょ つうえんさき せいかつ こま

おも た

１ 家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

が大
おお

きい 

２ 交通
こうつう

手段
しゅだん

が限
かぎ

られ通園
つうえん

・通所
つうしょ

が不便
ふ べ ん

 

３ 授 業
じゅぎょう

が 難
むずか

しい 

４ トイレや階段
かいだん

などの設備
せ つ び

が不十分
ふじゅうぶん

 

５ 介護
か い ご

・介助
かいじょ

が不十分
ふじゅうぶん

 

 

６ 友
とも

だちができにくい 

７ 教師
きょうし

・職 員
しょくいん

の理解
り か い

が得
え

にくい 

８ 児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の理解
り か い

が得
え

にくい 

９ 希望
き ぼ う

する学校
がっこう

・学 級
がっきゅう

に入
はい

れない 

10 その他
た

（           ） 

11 特
とく

に問題
もんだい

はない 

 

問
とい

15-１で「１ 家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

が大
おお

きい」に◎か○をつけた方
かた

にお聞
き

きします。

１ 通学
つうがく

（通園
つうえん

）時
じ

の送迎
そうげい

 

２ 障
しょう

がいの重
おも

さや特性
とくせい

への対応
たいおう

 

３ 長期
ちょうき

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

の生活
せいかつ

 

４ 土日
ど に ち

祝 日
しゅくじつ

の生活
せいかつ

 

５ 放課後
ほ う か ご

の生活
せいかつ

 

６ 学費
が く ひ

など経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

 

７ その他
た

（            ） 

 ⇒問
とい

19 へ 
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とい つうがく つうしょ つうえんさき やす ひ ほ う か ご かつどう

き ぼ う

１ 地域
ち い き

の同世代
ど う せ だ い

の子
こ

どもたちと遊
あそ

びたい 

２ 放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブを利用
り よ う

したい 

３ 障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

を利用
り よ う

したい 

４ 映画
え い が

や買物
かいもの

などに大人
お と な

の付
つ

き添
そ

い（ガイドヘルパー・ボランティアなど）と行
い

きたい 

５ 家
いえ

で遊
あそ

びたい 

６ 習
なら

い事
ごと

や 塾
じゅく

に行
い

きたい 

７ 地域
ち い き

のスポーツ活動
かつどう

に参加
さ ん か

したい 

８ 旅行
りょこう

やキャンプに参加
さ ん か

したい 

９ ショートステイを利用
り よ う

したい 

10 その他
た

（                               ） 

11 特
とく

にない 

 
とい こうとうがっこう しゅうりょう あと し ん ろ き ぼ う つぎ

１ 大学
だいがく

、短期
た ん き

大学
だいがく

、専門
せんもん

学校
がっこう

などへ進学
しんがく

したい 

２ 職 業
しょくぎょう

訓練校
くんれんこう

へ通
かよ

いたい 

３ 企業
きぎょう

などで一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

したい 

４ 一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に向
む

けた支援
し え ん

を受
う

けられる施設
し せ つ

に通
かよ

いたい 

５ 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

や通所
つうしょ

施設
し せ つ

に通
かよ

いたい 

６ 身体
しんたい

機能
き の う

の訓練
くんれん

ができる施設
し せ つ

へ通
かよ

いたい 

７ 自宅
じ た く

でできる仕事
し ご と

をしたい 

８ 家
いえ

の仕事
し ご と

や家事
か じ

の手伝
て つ だ

いをしたい 

９ 施設
し せ つ

などへ入 所
にゅうしょ

したい 

10 その他
た

（                             ） 

1１ わからない 
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とい がっこうきょういくしゅうりょう ご し ん ろ ぎょうせい しゃかい もと なん

１ 一般
いっぱん

企業
きぎょう

への雇用
こ よ う

促進
そくしん

・ 職 業
しょくぎょう

開拓
かいたく

 

２ 教 育
きょういく

訓練
くんれん

機関
き か ん

の整備
せ い び

（ 職 業
しょくぎょう

訓練校
くんれんこう

・各種
かくしゅ

学校
がっこう

） 

３ 通所
つうしょ

の日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

・就 労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

など就 労
しゅうろう

に向
む

けた支援
し え ん

を 行
おこな

う福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の充 実
じゅうじつ

 

４ レクリエーション・学 習
がくしゅう

など日 中
にっちゅう

活動
かつどう

のできるサービスや福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の充 実
じゅうじつ

 

５ 入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の充 実
じゅうじつ

 

６ 在宅
ざいたく

で日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の支援
し え ん

を受
う

けることができるサービスの充 実
じゅうじつ

 

７ 教 育
きょういく

・就 労
しゅうろう

・福祉
ふ く し

などの一貫
いっかん

した相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 

８ 施設
し せ つ

から企業
きぎょう

など次
つぎ

のステップへの移行
い こ う

や再挑 戦
さいちょうせん

ができる仕組
し く

み 

９ その他
た

（                             ） 

10 特
とく

にない 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 

相談
そうだん

や福祉
ふ く し

の情報
じょうほう

について 
 
とい せいかつ こま

１ 身
み

のまわりの介助
かいじょ

をしてくれる人
ひと

がいない 

２ 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

について相談
そうだん

できる人
ひと

がいない 

３ いっしょに暮
く

らす人
ひと

がいない 

４ 利用
り よ う

できる移動
い ど う

手段
しゅだん

（公共交通機関
こうきょうこうつうきかん

、福祉
ふ く し

タクシーなど）が少
すく

ない 

５ 学校
がっこう

や施設
し せ つ

を利用
り よ う

できない 

６ 適
てき

当
とう

な 働
はたら

き口
ぐち

がない 

７ 十 分
じゅうぶん

な 収 入
しゅうにゅう

が得
え

られない 

８ 趣味
し ゅ み

や生
い

きがいを持
も

てない 

９ 生活
せいかつ

をするうえで必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

が得
え

られない 

10 自
じ

分
ぶん

の健
けん

康
こう

や体
たい

力
りょく

に自信
じ し ん

がない 

11 必要
ひつよう

な保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

・医療
いりょう

サービスが受
う

けられない 

12 自分
じ ぶ ん

や、家族
か ぞ く

などの介助者
かいじょしゃ

の緊 急
きんきゅう

時
じ

に受
う

け入
い

れてくれる場所
ば し ょ

がない 

13 隣人
りんじん

などとの関係
かんけい

がうまくいかない 

14 余暇
よ か

を過
す

ごす場
ば

や機会
き か い

がない 

15 薬
くすり

の管理
か ん り

が 難
むずか

しい 

16 お金
かね

の管理
か ん り

が 難
むずか

しい 

17 役所
やくしょ

の手続
てつづき

が 難
むずか

しい 

18 その他
た

（                          ） 

19 特
とく

に困
こま

っていることはない 

 
とい しょうらい せいかつ しんぱい

１ 生活
せいかつ

する住 居
じゅうきょ

または施設
し せ つ

があるか 

２ いっしょに暮
く

らす人
ひと

がいるか 

３ 身
み

のまわりの介助
かいじょ

をしてくれる人
ひと

が

いるか 

４ 自分
じ ぶ ん

で身
み

のまわりのことができるか 

５ 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関
かん

する相談
そうだん

・援助
えんじょ

が受
う

けら

れるか 

6 働
はたら

く場所
ば し ょ

や適当
てきとう

な仕事
し ご と

があるか 

７ 日 中
にっちゅう

過
す

ごせる場
ば

があるか 

８ 生活費
せ い か つ ひ

の負担
ふ た ん

ができるか 

９ 必要
ひつよう

な医療
いりょう

が受
う

けられるか 

10 自分
じ ぶ ん

や、家族
か ぞ く

などの介助者
かいじょしゃ

の緊 急
きんきゅう

時
じ

に受
う

け入
い

れてくれる場所
ば し ょ

があるか 

11 隣人
りんじん

などとの関係
かんけい

がうまくいくか 

12 その他
た

（           ） 

13 特
とく

に心配
しんぱい

はない 

  



- 15 - 

とい とい とい こま しょうらい しんぱい そうだん

そうだん かんが

 

（１） 家族
か ぞ く

や親族
しんぞく

 

（２） 近所
きんじょ

の人
ひと

、友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

（ 障
しょう

がいや 病
びょう

気
き

がある友
ゆう

人
じん

を含
ふく

む） 

（３） 医師
い し

、看護師
か ん ご し

、病 院
びょういん

の相談員
そうだんいん

 

（４） 相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

などの相談員
そうだんいん

 

（５）基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター、各区
か く く

の障害者
しょうがいしゃ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

キーステーション 

（６） 学校
がっこう

の先生
せんせい

 

（７） 通所
つうしょ

施設
し せ つ

・入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の職 員
しょくいん

 

（８） 各区
か く く

の高齢
こうれい

・障害 者
しょうがいしゃ

相談課
そ う だ ん か

、福祉
ふ く し

相談
そうだん

センターのケース

ワーカーなどの市
し

の職 員
しょくいん

 

（９） 児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

・陽光
ようこう

園
えん

・各区
か く く

の子育
こ そ だ

て支援
し え ん

センターの 職
しょく

員
いん

 

（10） 障害 者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

相談所
そうだんじょ

・精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センターの職 員
しょくいん

 

（11） 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協議会
きょうぎかい

の職 員
しょくいん

 

（12） 地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センターの職 員
しょくいん

 

（13） 同
おな

じ職場
しょくば

の人
ひと

や職場
しょくば

の上司
じょうし

 

（14） 民生
みんせい

委員
い い ん

児童
じ ど う

委員
い い ん

・障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

相談員
そうだんいん

 

（15） ホームヘルパー 

（16） ピアサポーター（同
おな

じ 障
しょう

がいや病気
びょうき

がある人
ひと

） 

（17） 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

・家族会
か ぞ く か い

・保護者会
ほ ご し ゃ か い

 

（18） インターネット 上
じょう

のコミュニティサイトや質問
しつもん

サイト 

（19） X
えっくす

やInstagram
い ん す た ぐ ら む

、LINE
ら い ん

などのS N S
えすえぬえす

 

（20） その他
た

（                ） 
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とい こま なや き が る そうだん

ひつよう おも

１ 電話
で ん わ

やファックスでの相談
そうだん

が充 実
じゅうじつ

していること 

２ 電子
で ん し

メールでの相談
そうだん

ができること 

３ 職 員
しょくいん

が自宅
じ た く

などに訪問
ほうもん

して、相談
そうだん

にのってくれること 

４ 休 日
きゅうじつ

や夜間
や か ん

も相談
そうだん

できること 

５ 専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

ができること 

６ どこで、どんな相談
そうだん

ができるか分
わ

かりやすくすること 

７ 身近
み ぢ か

なところで相談
そうだん

できること 

８ プライバシーが守
まも

られる相談
そうだん

場所
ば し ょ

があること 

９ 定期的
て い き て き

に相談
そうだん

できる仕組
し く

みがあること 

10 パソコンやスマートフォンで相談
そうだん

できる仕
し

組
く

みがあること 

11 その他
た

（                              ） 

 
とい ふ く し じょうほう おも にゅうしゅ

１ 広報
こうほう

さがみはら 

２ 市
し

のホームページ 

３ インターネットサイト「障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

情 報
じょうほう

サービスかながわ」 

４ 相模原市
さ が み は ら し

LINE
ら い ん

公式
こうしき

アカウント「 障
しょう

がい福祉
ふ く し

制度
せ い ど

案内
あんない

サービス機能
き の う

」 

５ インターネット 上
じょう

のコミュニティサイトや質問
しつもん

サイト 

６ X
えっくす

やInstagram
い ん す た ぐ ら む

、LINE
ら い ん

などのS N S
えすえぬえす

 

７ 「２」「３」「４」「５」「６」以外
い が い

のインターネットサイト 

８ 障
しょう

がいのある方
かた

のための福祉
ふ く し

のしおり 

９ 各区
か く く

の高齢
こうれい

・障害 者
しょうがいしゃ

相談課
そ う だ ん か

、福祉
ふ く し

相談
そうだん

センターのケースワーカーなどの市
し

の職 員
しょくいん

 

10 児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

・陽光
ようこう

園
えん

・各区
か く く

の子育
こ そ だ

て支援
し え ん

センターの 職
しょく

員
いん

 

11 障害 者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

相談所
そうだんじょ

・精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センターの職 員
しょくいん

 

12 相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

など 

13 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

など 

14 家族
か ぞ く

、友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

など 

15 その他
た

（                             ） 

16 特
とく

になし 
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とい ふ く し じょうほう ちから い

１ 広報
こうほう

さがみはら 

２ 市
し

のホームページ 

３ インターネットサイト「障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

情 報
じょうほう

サービスかながわ」 

４ 相模原市
さ が み は ら し

LINE
ら い ん

公式
こうしき

アカウント「 障
しょう

がい福祉
ふ く し

制度
せ い ど

案内
あんない

サービス機能
き の う

」 

５ 「２」「３」「４」以外
い が い

のインターネットサイト 

６ 障
しょう

がいのある方
かた

のための福祉
ふ く し

のしおり 

７ 各区
か く く

の高齢
こうれい

・障害 者
しょうがいしゃ

相談課
そ う だ ん か

、福祉
ふ く し

相談
そうだん

センターのケースワーカーなどの市
し

の職 員
しょくいん

 

８ 児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

・陽光
ようこう

園
えん

・各区
か く く

の子育
こ そ だ

て支援
し え ん

センターの 職
しょく

員
いん

 

９ 障害 者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

相談所
そうだんじょ

・精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センターの職 員
しょくいん

 

10 相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

など 

11 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

を通
つう

じた情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

 

12 その他
た

（                            ） 

13 特
とく

になし 

 
とい り よ う

１ 利用
り よ う

している ２ 利用
り よ う

していない⇒問
とい

26へ 

 
とい

問
とい

25 で「１ 利用
り よ う

している」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。
ふ く し しんせい てつづき

り よ う

 

１ 利用
り よ う

したい 

２ 利用
り よ う

したくない 
 

 
とい

問
とい

25-１で「２ 利用
り よ う

したくない」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
り よう おも り ゆう なん

１ パソコンやスマートフォンを持
も

っていない 

２ パソコンやスマートフォンの使
つか

い方
かた

がよく分
わ

からない 

３ 窓
まど

口
ぐち

で 職
しょく

員
いん

と会
あ

って手
て

続
つづき

したい 

４ その他
た

（                              ） 
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とい ふ く し じょうほう し こま なん

１ 情 報
じょうほう

を知
し

る窓口
まどぐち

が少
すく

ない・近
ちか

くにない 

２ どこで情 報
じょうほう

を得
え

るかわからない 

３ 説明書
せつめいしょ

がわかりにくい 

４ わかりやすい説明
せつめい

がなかった 

５ 障
しょう

がいに応
おう

じた説明
せつめい

や説明書
せつめいしょ

が得
え

られなかった 

６ 制度
せ い ど

・サービスがわかりにくい 

７ その他
た

（                             ） 

  



- 19 - 

日中
にっちゅう

活動
かつどう

・就労
しゅうろう

（はたらくこと）について 
 
とい へいじつ にっちゅう おも す

１ 企
き

業
ぎょう

などで 働
はたら

いている 

２ 自宅
じ た く

で 働
はたら

いている 

３ 通
つう

所
しょ

施
し

設
せつ

・地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

支
し

援
えん

センターなどに通
かよ

っている 

４ 自宅
じ た く

で家事
か じ

の手伝
て つ だ

いなどをしている 

５ 学
がっ

校
こう

などに通
かよ

っている 

６ 就 職
しゅうしょく

活動 中
かつどうちゅう

 

７ 特
とく

に何
なに

もしていない 

８ その他
た

（                            ） 

 
とい

問
とい

27で「１ 企
き

業
ぎょう

などで 働
はたら

いている」または「２ 自宅
じ た く

で 働
はたら

いている」

とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
しょう し ご と うえ ふ あ ん ふ ま ん かん

１ 身体的
しんたいてき

・精神的
せいしんてき

に仕事
し ご と

がきつい  ９ 差別
さ べ つ

・偏見
へんけん

・疎外
そ が い

感
かん

を感
かん

じる 

２ 収 入
しゅうにゅう

が少
すく

ない 10 職場
しょくば

の人間
にんげん

関係
かんけい

が 難
むずか

しい 

３ 通勤
つうきん

が大変
たいへん

    11 自分
じ ぶ ん

のペースで仕事
し ご と

ができない 

４ 仕事
し ご と

が 難
むずか

しい 12 雇用主
こ よ う ぬ し

の 障
しょう

がいに対
たい

する理解
り か い

が低
ひく

い 

５ 自分
じ ぶ ん

に合
あ

った仕事
し ご と

がない    13 職場
しょくば

での 障
しょう

がいに対
たい

する理解
り か い

が低
ひく

い 

６ 職場
しょくば

での身分
み ぶ ん

が不安定
ふ あ ん て い

 14 その他
た

 

７ 昇 給
しょうきゅう

や昇 進
しょうしん

が平 等
びょうどう

ではない （             ） 

８ 障
しょう

がい者
しゃ

用
よう

の設備
せ つ び

が十 分
じゅうぶん

ではない    15 特
とく

にない 

 
とい

問
とい

27で「７ 特
とく

に何
なに

もしていない」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
とく なに り ゆ う

１ 障
しょう

がい・病気
びょうき

が重
おも

いため 

２ 家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

・介助
かいじょ

のため 

３ 高齢
こうれい

のため（定年
ていねん

を含
ふく

む） 

４ 通勤
つうきん

が困難
こんなん

なため 

５ 職 業
しょくぎょう

訓練 中
くんれんちゅう

のため 

６ 自分
じ ぶ ん

にあった仕事
し ご と

が見
み

つからないため 

７ 賃金
ちんぎん

や勤務
き ん む

体系
たいけい

などの労働
ろうどう

条 件
じょうけん

が 

あわないため 

８ 家
いえ

で好
す

きなことをしたいため 

９ 仕事
し ご と

への意欲
い よ く

がわかないため 

10 仕事
し ご と

をする自信
じ し ん

がないため 

11 仕事
し ご と

をする必要
ひつよう

がないため 

12 その他
た

（           ） 
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【ここからは、現在
げんざい

、働
はたら

いている方
かた

も働
はたら

いていない方
かた

もお答
こた

えください。（すべての方
かた

がお答
こた

えください。）】 
とい こ ん ご しょうらい はたら

１ 働
はたら

きたい 

２ 障
しょう

がいの状 態
じょうたい

などにより 働
はたら

くことはむずかしい ⇒問
とい

29へ 

３ 働
はたら

きたくない  ⇒問
とい

29へ 

４ わからない    ⇒問
とい

29へ 

 

【問
とい

28-１から問
とい

28-３までは、問
とい

28で「１ 働
はたら

きたい」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きしま

す。】 

とい はたら

１ 企
き

業
ぎょう

などで 働
はたら

きたい 

２ 通所
つうしょ

施設
し せ つ

・地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターなどで 働
はたら

きたい 

３ 自
じ

宅
たく

で 働
はたら

きたい 

４ その他
た

（                             ） 

 
とい しゅるい し ご と

１ 事務
じ む

の仕事
し ご と

  

２ 販売
はんばい

・接 客
せっきゃく

の仕事
し ご と

 

３ 製造
せいぞう

の仕事
し ご と

     

４ 農林
のうりん

水産
すいさん

関係
かんけい

の仕事
し ご と

 

５ コンピューター関係
かんけい

の仕事
し ご と

  

６ 医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・教 育
きょういく

関係
かんけい

の仕事
し ご と

 

７ 清掃
せいそう

の仕事
し ご と

 

８ その他
た

（           ） 

９ わからない 

 
とい はたら

１ 正社員
せいしゃいん

       

２ アルバイト、パート 

３ 自営業
じえいぎょう

、または自営業
じえいぎょう

の手伝
て つ だ

い 

４ 内 職
ないしょく

など自宅
じ た く

でできる仕事
し ご と

 

５ その他
た

（           ） 

６ わからない 
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【ここからは、現在
げんざい

、働
はたら

いている方
かた

も働
はたら

いていない方
かた

もお答
こた

えください。（すべての方
かた

がお答
こた

えください。）】 
とい はたら うえ じょうけん ひつよう おも

１ 職場
しょくば

が自宅
じ た く

から近
ちか

い 

２ 通勤
つうきん

手段
しゅだん

がある 

３ 障
しょう

がいのある人
ひと

を積極 的
せっきょくてき

に雇用
こ よ う

している 

４ 障
しょう

がいに合
あ

った仕事
し ご と

である 

５ 障
しょう

がいに合
あ

わせて勤務
き ん む

時間
じ か ん

・日数
にっすう

が調 整
ちょうせい

できる 

６ 障
しょう

がいに配慮
はいりょ

した設備
せ つ び

が 整
ととの

っている 

７ 賃金
ちんぎん

が妥当
だ と う

である 

８ 障
しょう

がいに対
たい

する職場
しょくば

の理解
り か い

がある 

９ 仕事
し ご と

に慣
な

れるまで適切
てきせつ

な指導
し ど う

が受
う

けられる 

10 就 労
しゅうろう

相談
そうだん

や就 労
しゅうろう

訓練
くんれん

が充 実
じゅうじつ

している 

11 一般
いっぱん

企業
きぎょう

で 働
はたら

く訓練
くんれん

の機会
き か い

が充 実
じゅうじつ

している 

12 その他
た

（                         ） 

13 特
とく

にない 
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外出
がいしゅつ

やバリアフリーについて 
 
とい がいしゅつ ひ ん ど つうきん つうがく ふく つういん ふく

１ ほぼ毎日
まいにち

 

２ 週
しゅう

に３～４回
かい

 

３ 週
しゅう

に１～２回
かい

 

４ 月
つき

に１～３回
かい

 

５ ほとんど外出
がいしゅつ

しない ⇒問
とい

31へ 

 
 
 

【問
とい

30-１から問
とい

30-３までは、問
とい

30で「１」～「４」とお答
こた

えの方
かた

（外出
がいしゅつ

をして

いる方
かた

）にお聞
き

きします。】 

とい おも がいしゅつ

１ 通園
つうえん

施設
し せ つ

・保育
ほ い く

園
えん

・幼稚園
よ う ち え ん

 

２ 学校
がっこう

 

３ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 

４ 職場
しょくば

 

５ ショッピングセンター・飲食 店
いんしょくてん

など 

６ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

宅
たく

 

７ 家族
か ぞ く

・親族
しんぞく

の家
いえ

 

８ 障
しょう

がい者
しゃ

の団体
だんたい

活動
かつどう

 

９ 趣味
し ゅ み

や余暇
よ か

活動
かつどう

の場
ば

 

10 その他
た

（            ） 

 
とい おも い ど うしゅだん なん

１ 電車
でんしゃ

・バスなどの公 共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

 

２ タクシー 

３ 自動車
じ ど う し ゃ

・バイク 

４ 自転車
じ て ん し ゃ

・徒歩
と ほ

 

５ ボランティアによる送迎
そうげい

 

６ 事業所
じぎょうしょ

などによる送迎
そうげい

 

７ その他
た

（                             ） 

 
とい がいしゅつ おも

１ 家族
か ぞ く

 

２ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

３ ガイドヘルパー 

４ 一人
ひ と り

で 

５ その他
た

（                             ） 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 
とい がいしゅつ こま

１ よくある 

２ ときどきある 

３ ほとんどない 

４ ない 

 
とい がいしゅつ き ぼ う なん

１ 外出時
がいしゅつじ

の介助者
かいじょしゃ

の支援
し え ん

 

２ 歩道
ほ ど う

や点字
て ん じ

ブロックなど道路
ど う ろ

のバリアフリー 

３ 建物
たてもの

内
ない

のバリアフリー（ユニバーサルトイレ・エレベーター・自動
じ ど う

ドアの設置
せ っ ち

など） 

４ わかりやすい案内
あんない

表示
ひょうじ

の設置
せ っ ち

（道路
ど う ろ

や建物
たてもの

の中
なか

） 

５ 緊急時
きんきゅうじ

に相談
そうだん

できる施設
し せ つ

の案内
あんない

（地図
ち ず

など） 

６ 交通
こうつう

機関
き か ん

の職 員
しょくいん

の 協 力
きょうりょく

 

７ 交通費
こ う つ う ひ

の助成
じょせい

 

８ 市民
し み ん

の理解
り か い

や 協 力
きょうりょく

 

９ 安
やす

く安心
あんしん

して利用
り よ う

できる 障
しょう

がいのある方
かた

専用
せんよう

の施設
し せ つ

 

10 その他
た

（                        ） 

 
とい

たいそう ふく

１ 週
しゅう

に３日
にち

以上
いじょう

 

２ 週
しゅう

に１～２日
にち

 

３ 月
つき

に１～３日
にち

 

４ ３か月
げつ

に１～２日
にち

 

５ 年
ねん

に１～３日
にち

 

６ していない ⇒問
とい

33-２へ 

 
とい

問
とい

33で「１」～「５」とお答
こた

えの方
かた

（スポーツをしている方
かた

）にお聞
き

きします。 

１ 一人
ひ と り

で 

２ 家族
か ぞ く

  

３ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

  

４ 職場
しょくば

の同 僚
どうりょう

  

５ 福祉
ふ く し

・医療
いりょう

施設
し せ つ

の仲間
な か ま

や職 員
しょくいん

 

６ 学校
がっこう

の仲間
な か ま

や 教 職 員
きょうしょくいん

 

７ 市内
し な い

の一般
いっぱん

のスポーツクラブの仲間
な か ま

 

８ 市内
し な い

の 障
しょう

がい者
しゃ

スポーツサークル・団体
だんたい

の

仲間
な か ま

 

９ 市外
し が い

の一般
いっぱん

のスポーツクラブの仲間
な か ま

 

10 市外
し が い

の 障
しょう

がい者
しゃ

スポーツサークル・団体
だんたい

の

仲間
な か ま

 

11 その他
た

（            ） 
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とい

 問
とい

33 で「６ していない」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 

１ 交通
こうつう

手段
しゅだん

・移動
い ど う

手段
しゅだん

がない 

２ スポーツをできる場所
ば し ょ

がない 

３ 施設
し せ つ

がバリアフリーでない 

４ 施設
し せ つ

に利用
り よ う

を 断
ことわ

られる 

５ どこでできるのか情 報
じょうほう

を得
え

られない 

６ どんなスポーツができるのか 情 報
じょうほう

が得
え

られない 

７ 指導者
し ど う し ゃ

がいない 

８ 介助者
かいじょしゃ

がいない 

９ 仲間
な か ま

がいない 

10 家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

が大
おお

きい 

11 金銭的
きんせんてき

な余裕
よ ゆ う

がない 

12 時間
じ か ん

がない 

13 体 力
たいりょく

がない 

14 医師
い し

から禁止
き ん し

されている 

15 障
しょう

がいに適
てき

したスポーツがない 

16 やりたいと思
おも

うスポーツがない 

17 スポーツが苦手
に が て

である 

18 ケガをするのではないかと心配
しんぱい

である

19 人
ひと

の目
め

が気
き

になる 

20 一緒
いっしょ

にスポーツをする人
ひと

に迷惑
めいわく

を掛
か

け

るのではないかと心配
しんぱい

である 

21 その他
た

（             ） 

22 特
とく

に理由
り ゆ う

はない 

 

【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 

とい げんざい きんじょ つぎ ちか

１ 日 常
にちじょう

親
した

しく付
つ

き合
あ

っている 

２ ときどき世間話
せけんばなし

をする 

３ あいさつを交
か

わす程度
て い ど

 

４ ほとんど付
つ

き合
あ

いはない 

 
とい こ ん ご きんじょ

１ 日 常
にちじょう

親
した

しく付
つ

き合
あ

いたい 

２ ときどき世間話
せけんばなし

をするようにしたい 

３ あいさつを交
か

わす程度
て い ど

にしたい 

４ ほとんど付
つ

き合
あ

いはなくてよい 
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福祉
ふ く し

サービスについて 
 
とい ふ く し り よ う

１ 利用
り よ う

している ２ 利用
り よ う

していない ⇒問
とい

37へ 

 
とい ふ く し り よ う

１ 自宅
じ た く

への訪問
ほうもん

によるサービス（身体
しんたい

介護
か い ご

や家事
か じ

、移動
い ど う

や外出
がいしゅつ

の援助
えんじょ

（ガイドヘル

プを含
ふく

む）など） 

２ 通所
つうしょ

によるサービス（生活
せいかつ

介護
か い ご

、自立
じ り つ

訓練
くんれん

、地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターなど） 

３ 障
しょう

がい児
じ

の通所
つうしょ

によるサービス（児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなど） 

４ 就労
しゅうろう

のための相談
そうだん

や訓練
くんれん

（就 労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

など） 

５ 短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

、グループホーム、入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 

６ 障
しょう

がい児
じ

の入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 

７ 相談
そうだん

支援
し え ん

（地域
ち い き

での生活
せいかつ

や福祉
ふ く し

サービスを利
り

用
よう

するときの援
えん

助
じょ

など） 

８ 手話
し ゅ わ

や要約
ようやく

筆記
ひ っ き

、その他
た

のコミュニケーションの支援
し え ん

 

９ 福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

 

10 その他
た

（                              ） 

 

とい

問
とい

36で「１ 利用
り よ う

している」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
ふ く し り よ う なに こま

１ 必要
ひつよう

な日
ひ

や必要
ひつよう

な時間
じ か ん

に使
つか

いたいサービスが使
つか

えなかった 

２ 利用
り よ う

資格
し か く

や条 件
じょうけん

があわず、使
つか

いたいサービスが使
つか

えなかった 

３ サービスの支給 量
しきゅうりょう

が少
すく

ない、支給
しきゅう

時間
じ か ん

が 短
みじか

い 

４ どの事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が良
よ

いのかわからない（事
じ

業 者
ぎょうしゃ

情 報
じょうほう

が不十分
ふじゅうぶん

） 

５ 利用
り よ う

方法
ほうほう

、契約
けいやく

方法
ほうほう

がわからなかった（わかりにくかった） 

６ 利用
り よ う

してトラブルがあった 

７ 費用
ひ よ う

負担
ふ た ん

があるため、サービスが使
つか

いづらい 

８ 特
とく

に困
こま

ったことはない 

９ その他
た

（                             ） 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

について 
 
とい しょう り ゆ う さ べ つ さ べ つ

１ ある          ２ ない        ３ わからない 

 
とい はんだんのうりょく て い か かた じ ぶ ん ざいさん け ん り まも つぎ せ い ど

かんが

① 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

 １ ２ １ ２ ３ ４ 

② 日常生活自立支援事業
に ちじょ うせ いかつ じりつ しえ んじぎ ょ う

 １ ２ １ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害
さいがい

対策
たいさく

について  
とい さいがい はっせい ふ あ ん かん

１ 避難先
ひ な ん さ き

での 薬
くすり

や医療
いりょう

体制
たいせい

 

２ 自分
じ ぶ ん

だけで動
うご

けない 

３ 家族
か ぞ く

との連絡
れんらく

方法
ほうほう

 

４ トイレや入 浴
にゅうよく

設備
せ つ び

 

５ 避難場
ひ な ん ば

所
しょ

までの移動
い ど う

手段
しゅだん

の確保
か く ほ

 

６ 水
みず

や食事
しょくじ

、寝
ね

る場所
ば し ょ

の確保
か く ほ

 

７ 自分
じ ぶ ん

の 障
しょう

がいや 症 状
しょうじょう

などへの理解
り か い

 

８ 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

での集 団
しゅうだん

生活
せいかつ

 

９ 詳 細
しょうさい

な情 報
じょうほう

の入 手
にゅうしゅ

 

10 頼
たよ

れる人
ひと

がそばにいない 

11 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

がわからない 

12 その他
た

（          ） 

13 特
とく

に不安
ふ あ ん

を感
かん

じることはない 
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とい さいがい はっせい じ た く い が い ひ な ん ば し ょ

ひ な ん ば し ょ し

１ ある（知
し

っている） ２ ない（知
し

らない） ３ わからない 

 

ピアサポート活動
かつどう

について 
 

しょう びょうき かた みずか たいけん もと ほか おな しょう びょうき かた

そうだん おう もんだい かいけつ し え ん かつどう

とい じ し ん しょう びょうき けいけん い おな しょう びょうき

かた し え ん

１ とても思
おも

う 

２ 少
すこ

し思
おも

う 

３ どちらともいえない 

４ あまり思
おも

わない 

５ まったく思
おも

わない 

６ わからない 

７ その他
た

（           ） 

 

【問
とい

41-１と問
とい

41-２は、問
とい

41で「１」～「３」とお答
こた

えの方
かた

（同
おな

じ障
しょう

がいや病気
びょうき

のあ

る方
かた

への支援
し え ん

をしたいと思
おも

う方
かた

）にお聞
き

きします。】 
とい おな しょう びょう き かた し えん じ し ん

けいけん やく だ おも

１ 障
しょう

がいや病気
びょうき

に関
かん

すること 

２ 薬
くすり

に関
かん

すること 

３ 対人
たいじん

関係
かんけい

（家族
か ぞ く

関係
かんけい

）に関
かん

すること 

４ 主
しゅ

治
じ

医
い

や 病
びょう

院
いん

職
しょく

員
いん

との接
せっ

し方
かた

に関
かん

すること 

５ 日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

（買
か

い物
もの

や家
か

事
じ

など）に関
かん

すること 

６ 福祉
ふ く し

制度
せ い ど

に関
かん

すること 

７ 趣
しゅ

味
み

や余
よ

暇
か

に関
かん

すること 

８ その他
た

（                           ） 
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とい おな しょう びょう き かた し えん しんぱい おも

 

 

 

 

啓発
けいはつ

について 

 
とい さ が み は ら し しょう う む ひと そんげん まも あんぜん あんしん

く きょうせいしゃかい じつげん む い しゃかい

さまざま じぎょう おこな

き つぎ み

 

 

 

 

 

１ 見
み

た（聞
き

いた）ことがある ２ 見
み

た（聞
き

いた）ことがない 

 

  

１ 相
そう

談
だん

を受
う

けても、相
あい

手
て

の役
やく

に立
た

てるか心
しん

配
ぱい

 

２ 相
そう

談
だん

内
ない

容
よう

をじっくり聴
き

けるか心
しん

配
ぱい

 

３ ピアサポート活
かつ

動
どう

をしながら、自
じ

分
ぶん

の体
たい

調
ちょう

を保
たも

てるか心
しん

配
ぱい

 

４ 相
そう

談
だん

された内
ない

容
よう

を秘
ひ

密
みつ

として守
まも

れるか心
しん

配
ぱい

 

５ 困
こま

った時
とき

に相
そう

談
だん

できる専
せん

門
もん

職
しょく

がいるか心
しん

配
ぱい

 

６ 相
そう

談
だん

を受
う

ける技
ぎ

術
じゅつ

を磨
みが

くための研
けん

修
しゅう

の機
き

会
かい

があるか心
しん

配
ぱい

 

７ ピアサポート活
かつ

動
どう

をするにあたっての費
ひ

用
よう

や報
ほう

酬
しゅう

がもらえるか心
しん

配
ぱい

 

８ その他
た

（                           ） 

９ 心
しん

配
ぱい

だと思
おも

うことはない 
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とい しょう ひと ひと とも ち い き ふ つ う せいかつ ち い き

り か い すす とく ちから い なん おも

１ 障
しょう

がいや 障
しょう

がい者
しゃ

問題
もんだい

に関
かん

する啓発
けいはつ

の充 実
じゅうじつ

 

２ 障
しょう

がいへの理解
り か い

を目的
もくてき

とする市民
し み ん

団体
だんたい

への支援
し え ん

 

３ 障
しょう

がいのある人
ひと

へのボランティア活動
かつどう

の推進
すいしん

 

４ 市民
し み ん

交 流
こうりゅう

を通
つう

じての理解
り か い

と参加
さ ん か

の促進
そくしん

 

５ 学校
がっこう

における福祉
ふ く し

教 育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

 

６ スポーツ活動
かつどう

や文化
ぶ ん か

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

を通
つう

じた交 流
こうりゅう

の促進
そくしん

 

７ 障
しょう

がいのある人
ひと

の積極 的
せっきょくてき

な社会
しゃかい

への進 出
しんしゅつ

 

８ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の地域
ち い き

への開放
かいほう

や、地域
ち い き

住 民
じゅうみん

との交 流
こうりゅう

 

９ 障
しょう

がいのある人
ひと

の地域
ち い き

のまちづくりへの参加
さ ん か

や建築物
けんちくぶつ

等
とう

のバリアフリー化
か

 

10 その他
た

（                           ） 

11 特
とく

にない 

 

相模原市
さ が み は ら し

の障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

について 

 
とい さ が み は ら しけんこうふ く しきょくない しょう がい ひょうき も じ いんしょう やわ

し こ う て き ほうりつようご いりょうようご か め い い が い ひょうき

しょう しゃ がい ひょうき

かんが

１ 法律 上
ほうりつじょう

も「害
がい

」という字
じ

が使
つか

われており、制度
せ い ど

も含
ふく

め、これまで使
つか

われてきた 

表記
ひょうき

でもあり、問題
もんだい

ないと思
おも

う 

２ 「害
がい

」という表記
ひょうき

は印 象
いんしょう

はよくないが、他
ほか

に適当
てきとう

な表記
ひょうき

が見当
み あ

たらない 

３ 「害
がい

」という表記
ひょうき

は印 象
いんしょう

がよくないので、ひらがななどの表記
ひょうき

が好
この

ましい 

４ どちらともいえない 

５ その他
た

（                              ） 
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とい しょう ひと あんしん せいかつ のぞ なん

１ 障
しょう

がい者
しゃ

用
よう

市営
し え い

住宅
じゅうたく

やグループホームなど、生活
せいかつ

の場
ば

の整備
せ い び

 

２ 障
しょう

がいのある人
ひと

の就 労
しゅうろう

支援
し え ん

や雇用
こ よ う

施策
し さ く

の充 実
じゅうじつ

 

３ ホームヘルプサービスの充 実
じゅうじつ

 

４ ショートステイの充 実
じゅうじつ

 

５ 特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

 

６ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの整備
せ い び

 

７ 機能
き の う

訓練
くんれん

（リハビリテーションなど）の充 実
じゅうじつ

 

８ 年金
ねんきん

や手当
て あ て

などの所得
しょとく

保障
ほしょう

の充 実
じゅうじつ

 

９ 医療費
い り ょ う ひ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

 

10 道路
ど う ろ

、交通
こうつう

機関
き か ん

、公 共
こうきょう

建築物
けんちくぶつ

などを利用
り よ う

しやすくするための施策
し さ く

の充 実
じゅうじつ

 

11 点字
て ん じ

図書
と し ょ

、録音
ろくおん

図書
と し ょ

、手話
し ゅ わ

放送
ほうそう

、字幕
じ ま く

放送
ほうそう

などの情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

の充 実
じゅうじつ

 

12 手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

、要約
ようやく

筆記
ひ っ き

制度
せ い ど

の充 実
じゅうじつ

 

13 障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ、芸 術
げいじゅつ

、文化
ぶ ん か

活動
かつどう

など趣味
し ゅ み

や余暇
よ か

活動
かつどう

に対
たい

する支援
し え ん

 

14 防災
ぼうさい

対策
たいさく

の充 実
じゅうじつ

 

15 障
しょう

がい等
とう

に関
かん

する周囲
しゅうい

の理解
り か い

の促進
そくしん

 

16 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

など 障
しょう

がいのある人
ひと

の権利
け ん り

を守
まも

るための支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

17 困
こま

ったとき、悩
なや

んだときのための相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充 実
じゅうじつ

 

18 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児者
しょうがいじしゃ

や強度
きょうど

行動
こうどう

障害 者
しょうがいしゃ

の受入先
うけいれさき

や支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

19 生活
せいかつ

介護
か い ご

などの医療的
いりょうてき

ケアを受
う

け入
い

れられる施設
し せ つ

の整備
せ い び

 

20 その他
た

（                               ） 
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とい ぎょうせい ふく し し さく ちから い ほう よ おも

１ 相談
そうだん

支援
し え ん

の拡 充
かくじゅう

 

２ アウトリーチの強化
きょうか

（※１） 

３ 情 報
じょうほう

アクセシビリティの強化
きょうか

（※２） 

４ 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの質
しつ

の向 上
こうじょう

 

５ 福祉
ふ く し

人材
じんざい

の確保
か く ほ

 

６ 施設
し せ つ

の準備
じゅんび

 

７ 理解
り か い

促進
そくしん

 

８ 地域
ち い き

生活
せいかつ

の支援
し え ん

 

９ その他
た

 （                           ） 

10 特
とく

になし 

（※1） 相談先
そうだんさき

がわからなかったり、相談
そうだん

に来
く

ることが 難
むずか

しかったりする方
かた

が支援
し え ん

を 

受
う

けられるようにするための取組
とりくみ

 

（※2） スマートフォンやパソコンなどにより、情 報
じょうほう

を入 手
にゅうしゅ

しやすくするための取組
とりくみ
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とい げんざい さ が み は ら し ようぼう じ ゆ う か

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ お書
か

きいただいたご意見
い け ん

などに、個別
こ べ つ

にお答
こた

えするものではありませんので 

ご 了 承
りょうしょう

ください。 

 

お答
こた

えいただき、ありがとうございました。令和
れ い わ

８年
ねん

１月
がつ

３０日
にち

(金
きん

)までに、同封
どうふう

の

「返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

」に、回答
かいとう

を記入
きにゅう

したこの調査 票
ちょうさひょう

を入
い

れて、切手
き っ て

を貼
は

らずに郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

してください。 
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相模原市
さ が み は ら し

LINE
ら い ん

公式
こうしき

アカウント「 障
しょう

がい福
ふく

祉
し

制
せい

度
ど

案
あん

内
ない

サービス機
き

能
のう

」 

お友達
ともだち

登録
とうろく

は下記
か き

URL から！ 



 

相模原市
さ が み は ら し

障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

等
とう

策定
さくてい

のためのアンケート調査
ちょうさ

 

ご 協 力
きょうりょく

のお願
ねが

い 
 

市民
し み ん

の皆
みな

さまにおかれましては、日頃
ひ ご ろ

から市政
し せ い

に対
たい

しご 協 力
きょうりょく

をいただき厚
あつ

くお礼
れい

申
もう

し上
あ

げま

す。 

相模原市
さ が み は ら し

では、令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

に 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

等
とう

（ 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の 提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

等
とう

を

総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

に図
はか

るための計画
けいかく

等
とう

）の策定
さくてい

を予定
よ て い

しています。この調査
ちょうさ

は、計画
けいかく

の策定
さくてい

に当
あ

たり、皆
みな

さまの生活
せいかつ

の様子
よ う す

や、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスへの利用
り よ う

状 況
じょうきょう

などをお聞
き

かせいただくために

実施
じ っ し

するものです。 

調査
ちょうさ

に当
あ

たっては、市内
し な い

にお住
す

まいの「身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

・療 育
りょういく

手帳
てちょう

・精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

・特定
とくてい

医療費
いりょうひ

（指定
し て い

難 病
なんびょう

）医療
いりょう

受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

」のいずれかをお持
も

ちの方
かた

、手帳
てちょう

等
とう

をお持
も

ちで

ない市民
し み ん

の方
かた

の中
なか

から無作為
む さ く い

抽 出
ちゅうしゅつ

で選
えら

ばせていただいた方
かた

にご 協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いしております。 

調査
ちょうさ

結果
け っ か

はすべて統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

するもので、この調査
ちょうさ

の目的
もくてき

以外
い が い

に使用
し よ う

することはありません。 

お 忙
いそが

しいところ大変
たいへん

恐 縮
きょうしゅく

ですが、調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

を 充 分
じゅうぶん

ご理解
り か い

いただき、ご 協 力
きょうりょく

くださいま

すようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 
 

令和
れ い わ

７年
ねん

１２月
がつ

 

相模原
さ が み は ら

市長
しちょう

  本村
もとむら

 賢太郎
け ん た ろ う

 
 

同封
どうふう

の「返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

」に、回答
かいとう

を記入
きにゅう

したこの調 査 票
ちょうさひょう

を入
い

れて、 

令和
れいわ

８年
ねん

１月
がつ

３０日
にち

（金
きん

）までに 郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

してください。切手
き っ て

を貼
は

る必要
ひつよう

はありません。 

〇本
ほん

調査
ちょうさ

はインターネットでも回答
かいとう

可能
か の う

です。インターネット 

で回答
かいとう

可能
か の う

な方
かた

については、右
みぎ

のコードを読
よ

み込
こ

んでいただき、 

インターネットの回答用
かいとうよう

ページからご回
かい

答
とう

をお願
ねが

いいたします。 

（インターネットでご回答
かいとう

いただいた場合
ば あ い

は、この調 査 票
ちょうさひょう

は破棄
は き

してください） 

○この調 査 票
ちょうさひょう

には、名前
な ま え

を書
か

く必要
ひつよう

はありません。 

○調 査 票
ちょうさひょう

についてご不明
ふ め い

な点
てん

は、下記
か き

お問合
といあわ

せ先
さき

までご連絡
れんらく

ください。 

〇相模原市
さ が み は ら し

健康
けんこう

福祉
ふ く し

局 内
きょくない

では「 障 害
しょうがい

」の字
じ

について、文字
も じ

の 印 象
いんしょう

を和
やわ

らげるため、試行的
しこうてき

に

法律用語
ほうりつようご

、医療用語
いりょうようご

、課名
か め い

以外
い が い

についてこのアンケートでは、ひらがな表記
ひょうき

としています。 

お問合
といあわ

せ先
さき

（土
ど

・日
にち

・祝 日
しゅくじつ

・年末
ねんまつ

年始
ね ん し

（12月
がつ

29日
にち

～1月
がつ

3日
にち

）を除
のぞ

く、 

午前
ご ぜ ん

８時
じ

３０分
ぷん

から午
ご

後
ご

５時
じ

15分
ふん

まで） 

相模原市
さ が み は ら し

 健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

 地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア推進部
す い し ん ぶ

 地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケア推進課
す い し ん か

 

電
で ん

話
わ

 ０４２（７６９）９２２２（直 通
ちょくつう

）ＦＡＸ：０４２（７５９）４３９５ 

e-mail：houkatsucare@city.sagamihara.kanagawa.jp 
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● ● ● ● ● ● 記入 上
きにゅうじょう

のお願
ねが

い ● ● ● ● ● ● 

● できるかぎり「あて名
な

」のご本人
ほんにん

がお答
こた

えください。 

あて名
な

ご本人
ほんにん

が回答
かいとう

できない場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

や介助
かいじょ

の方
かた

が、あて名
な

ご本人
ほんにん

の立場
た ち ば

で、

現在
げんざい

の 状 況
じょうきょう

をもとに回答
かいとう

してください。 

● 回答
かいとう

は、あてはまる番号
ばんごう

に○ 印
じるし

をつけてください。 

● 回答
かいとう

が「その他
た

」になる場合
ば あ い

は、（  ）内
ない

にその内容
ないよう

を書
か

いてください。 

● 回答
かいとう

が 難
むずか

しかったり、回答
かいとう

したくない質問
しつもん

には答
こた

えなくても構
かま

いません。 

 
ちょうさひょう きにゅう

１ 本人
ほんにん

が記入
きにゅう

 

２ 本人
ほんにん

の意見
い け ん

を聞
き

いて、家族
か ぞ く

や介助者
かいじょしゃ

や施設
し せ つ

職 員
しょくいん

などが記入
きにゅう

 

３ 本人
ほんにん

の意見
い け ん

を確認
かくにん

することが 難
むずか

しいので、家族
か ぞ く

や介助者
かいじょしゃ

や施設
し せ つ

職 員
しょくいん

などが記入
きにゅう

 

４ その他
た

（             ） 

 

「あなた」ご自身
じ し ん

のことについてお聞
き

きします 
ちょうさ しょう ほんにん よ

 
とい せいべつ こた

１ 男性
だんせい

 ２ 女性
じょせい

 ３ その他
た

 

 
とい ねんれい れ い わ ねん がつ にちげんざい す う じ きにゅう

（      ）歳
さい

 

 
とい げんざい す ち く

１ 緑区
みどりく

 ２ 中央区
ちゅうおうく

 ３ 南区
みなみく

 ４ 市外
し が い

 

 

  



- 2 - 

とい しょうがいしゃてちょう も

１ 持
も

っている ２ 持
も

っていない ⇒問
とい

４－４へ 

 
 

とい

 問
とい

４で「１ 持
も

っている」とお答
こた

えの方
かた

のうち、療育
りょういく

手帳
てちょう

または精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします。 
げんざい も しょうがいしゃてちょう とうきゅう なんきゅう

１ 療 育
りょういく

手帳
てちょう

 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２   

２ 精神
せいしん

障害 者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 １ 級
きゅう

 ２ 級
きゅう

 ３ 級
きゅう

    

 

 
とい

 問
とい

４で「１ 持
も

っている」とお答
こた

えの方
かた

のうち、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ち

の方
かた

にお聞
き

きします。 
げんざい も しょうがいしゃてちょう そうごうとうきゅう なんきゅう

身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

（総合
そうごう

等 級
とうきゅう

） １ 級
きゅう

 ２ 級
きゅう

 ３ 級
きゅう

 ４ 級
きゅう

 ５ 級
きゅう

 ６ 級
きゅう

 

 
とい

 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

にお聞
き

きします。 
しょう しゅべつ ばんごう とうきゅう きにゅう

１ 視覚
し か く

障 害
しょうがい

 （  級
きゅう

） 

２ 聴 覚
ちょうかく

・平衡
へいこう

機能
き の う

障 害
しょうがい

 （  級
きゅう

） 

３ 音声
おんせい

機能
き の う

障 害
しょうがい

・言語
げ ん ご

機能
き の う

・そしゃく機能
き の う

障 害
しょうがい

 （  級
きゅう

） 

４ 肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（上肢
じょうし

・下肢
か し

・体
たい

幹
かん

） （  級
きゅう

） 

※該当
がいとう

する種別
しゅべつ

に○をつけてください。 

５ 内部
な い ぶ

障 害
しょうがい

（心臓
しんぞう

・じん臓
ぞう

・呼吸器
こ き ゅ う き

・ぼうこう・ 直 腸
ちょくちょう

・ 小 腸
しょうちょう

・免疫
めんえき

機能
き の う

・肝臓
かんぞう

） 

（  級
きゅう

） 

※該当
がいとう

する種別
しゅべつ

に○をつけてください。 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 
とい じ り つ し え んいりょう せいしんつういん じゅきゅう しょう しんだん

ばんごう

 

１ 自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（精神
せいしん

通院
つういん

）を受 給
じゅきゅう

している 

２ 発達
はったつ

障 害
しょうがい

（※1）と診断
しんだん

された 

３ 高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

（※２）と診断
しんだん

された、又
また

はその 症 状
しょうじょう

が確認
かくにん

された 

４ 指定
し て い

難 病
なんびょう

（※３）と診断
しんだん

された 

病 名
びょうめい

（                               ） 

５ 上記
じょうき

のいずれにも該当
がいとう

しない ⇒問
とい

４８へ 

（※1）「発達
は っ た つ

障害
しょうがい

」とは、自閉症
じ へ い し ょ う

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

その他
た

の広汎性
こ う は ん せ い

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

、

注意欠陥多動
ち ゅ う い け っ か ん た ど う

性
せ い

障害
しょうがい

、その他
た

低年齢
て い ね ん れ い

時
じ

に発症
はっしょう

した脳
の う

機能
き の う

障害
しょうがい

をいいます。 

（※２）「高次
こ う じ

脳
の う

機能
き の う

障害
しょうがい

」とは、一般
い っ ぱ ん

に、外傷性
がいしょうせい

脳
の う

損傷
そんしょう

、脳
の う

血管
け っ か ん

疾患
し っ か ん

等
と う

により脳
の う

に損
そ ん

傷
しょう

を

受
う

け、その後遺症
こ う い し ょ う

等
と う

として生
しょう

じた記
き

憶
お く

障
しょう

害
が い

、注意
ち ゅ う い

障害
しょうがい

、社会的
し ゃ か い て き

行動
こ う ど う

障害
しょうがい

などの認
に ん

知
ち

障
しょう

害
が い

等
と う

を指
さ

すものとされており、具体的
ぐ た い て き

には、「会話
か い わ

が上
う

手
ま

くかみ合
あ

わない」、

「段
だ ん

取
ど

りをつけて物
も の

事
ご と

を行
おこな

うことができない」等
と う

の症 状
しょうじょう

があります。 

（※３）「指定
し て い

難病
なんびょう

」とは、法律
ほ う り つ

により医療費
い り ょ う ひ

助成
じ ょ せ い

の対象
たいしょう

として指定
し て い

された疾病
し っ ぺ い

（348疾病
し っ ぺ い

）

をいいます。 

 
とい しょうがいし え ん く ぶ ん なん

１ 区分
く ぶ ん

１ 

２ 区分
く ぶ ん

２ 

３ 区分
く ぶ ん

３ 

４ 区分
く ぶ ん

４ 

５ 区分
く ぶ ん

５ 

６ 区分
く ぶ ん

６ 

７ 非該当
ひ が い と う

 

８ 認定
にんてい

を受
う

けていない 

※「障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

」とは、障
しょう

がい者
し ゃ

に対
た い

する介護
か い ご

給付
き ゅ う ふ

（ホームヘルプサービスなど）に当
あ

たって、支援
し え ん

の必要度
ひ つ よ う ど

を表
あらわ

す６段階
だ ん か い

の区分
く ぶ ん

（区分
く ぶ ん

１～６： 区分
く ぶ ん

６のほうが必要度
ひ つ よ う ど

が高
た か

い）で、８０項目
こ う も く

の調査
ち ょ う さ

を行
おこな

い、市町村
し ち ょ う そ ん

審査会
し ん さ か い

での総合的
そ う ご う て き

な判定
は ん て い

を踏
ふ

まえて市町村
し ち ょ う そ ん

が認定
に ん て い

するものです。 
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とい か い ご ほ け ん せ い ど よ う か い ご ど にんていく ぶ ん なん

１ 要支援
よ う し え ん

１ 

２ 要支援
よ う し え ん

２ 

３ 要介護
よ う か い ご

１ 

４ 要介護
よ う か い ご

２ 

５ 要介護
よ う か い ご

３ 

６ 要介護
よ う か い ご

４ 

７ 要介護
よ う か い ご

５ 

８ 認定
にんてい

を受
う

けていない 

 
とい

問
とい

６で「１（要支援
よ う し え ん

１）～７（要介護
よ う か い ご

５）」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。
か い ご ほ け ん り よ う

 

 

  

 

 

 

 

 

とい

問
とい

６－１で「１ 利用
り よ う

している」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
り よ う か い ご ほ け ん

１ 利用
り よ う

している 

２ 利用
り よ う

していない ⇒問
とい

７へ 

 ［分類
ぶんるい

：自宅
じ た く

に訪問
ほうもん

］ 

１ 訪問
ほうもん

介護
か い ご

（ホームヘルプサービス） 

２ 訪問
ほうもん

入 浴
にゅうよく

介護
か い ご

 

３ 訪問
ほうもん

看護
か ん ご

 

４ 訪問
ほうもん

リハビリテーション 

５ 夜間
や か ん

対応型
たいおうがた

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

６ 定期
て い き

巡 回
じゅんかい

・随時
ず い じ

対応型
たいおうがた

訪問
ほうもん

介護
か い ご

看護
か ん ご

 

７ 居宅
きょたく

療 養
りょうよう

管理
か ん り

指導
し ど う

 

［分類
ぶんるい

：施設
し せ つ

に通
かよ

う］ 

８ 通所
つうしょ

介護
か い ご

（デイサービス） 

９ 通所
つうしょ

リハビリテーション 

10 地域
ち い き

密 着
みっちゃく

型通所
がたつうしょ

介護
か い ご

 

11 認知症
にんちしょう

対応
たいおう

型通所
がたつうしょ

介護
か い ご

 

 

［分類
ぶんるい

：施設
し せ つ

に泊
と

まる・暮
く

らす］ 

12 短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

生活
せいかつ

介護
か い ご

（ショートステイ） 

13 短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

療 養
りょうよう

介護
か い ご

 

14 介護
か い ご

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 

15 介護
か い ご

老人
ろうじん

保健
ほ け ん

施設
し せ つ

 

16 介護
か い ご

療養 型
りょうようがた

医療
いりょう

施設
し せ つ

 

17 特定
とくてい

施設
し せ つ

入 居 者
にゅうきょしゃ

生活
せいかつ

介護
か い ご

（有 料
ゆうりょう

老人
ろうじん

ホーム等
とう

） 

18 介護
か い ご

医療院
いりょういん

 

19 認知症
にんちしょう

対応型
たいおうがた

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
か い ご

（グループホーム）  

20 地域
ち い き

密 着型
みっちゃくがた

介護
か い ご

老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

入 所者
にゅうしょしゃ

生活
せいかつ

介護
かいご

 

21 地
ち

域
い き

密
み っ

着
ちゃく

型
がた

特
とく

定
てい

施
し

設
せつ

入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

         

［分類
ぶんるい

：訪問
ほうもん

・通
かよ

い・泊
とま

りの組
く

み合
あ

わせ］ 

22 小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

 

23 看護
か ん ご

小規模
し ょ う き ぼ

多機能型
た き の う が た

居宅
きょたく

介護
か い ご

（複合型
ふくごうがた

サービス） 

［分類
ぶんるい

：福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

を使
つか

う］ 

24 福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

貸与
た い よ

 

25 特定
とくてい

福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

販売
はんばい
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とい せいかつ

１ 自分
じ ぶ ん

または家族
か ぞ く

の持
も

ち家
いえ

 

２ 民間
みんかん

の賃貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

・借家
しゃくや

・借間
しゃくま

・アパート 

３ 県営
けんえい

・市営
し え い

住 宅
じゅうたく

、公社
こうしゃ

・公団
こうだん

の賃貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

 

４ 社
しゃ

宅
たく

・公務員住宅等
こうむいんじゅうたくとう

の貸与
た い よ

住 宅
じゅうたく

 

５ 病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

している ⇒問
とい

８へ 

６ グループホーム ⇒問
とい

８へ 

７ 入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 ⇒問
とい

８へ 

８ その他
た

（                     ） 

 
とい

問
とい

７で「１」～「４」または「８」とお答
こた

えの方
かた

（病院
びょういん

、グループホー

ム、入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

以外
い が い

で生活
せいかつ

している方
かた

）にお聞
き

きします。 
せいかつ

１ 一人
ひ と り

で暮
く

らしている 

２ 配偶者
はいぐうしゃ

 

３ 親
おや

 

４ 配偶者
はいぐうしゃ

の親
おや

 

５ 子
こ

（成人
せいじん

） 

６ 子
こ

（未成年
み せ い ね ん

） 

７ 孫
まご

 

８ 兄 弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

 

９ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

10 その他
た

（         ） 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 
とい おも か い ご かいじょ ひと

ひと ちち はは はいぐうしゃ ば あ い ない ねんれい

きにゅう

１ 父
ちち

（年齢
ねんれい

は    歳
さい

） 

２ 母
はは

（年齢
ねんれい

は    歳
さい

） 

３ 配偶者
はいぐうしゃ

（年齢
ねんれい

は    歳
さい

） 

４ 子
こ

 

５ その他
た

の親族
しんぞく

 

６ 近所
きんじょ

の人
ひと

、友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

７ ホームヘルパー等
とう

 

８ ボランティア 

９ その他
た

（          ） 

10 介護
か い ご

や介助
かいじょ

は必要
ひつよう

ではない ⇒問
とい

９へ 

 

【問
とい

８-１から問
とい

８-３までは、問
とい

８で「１」～「９」とお答
こた

えの方
かた

（あなたを介護
か い ご

・

介助
かいじょ

している人
ひと

がいる方
かた

）にお聞
き

きします。】 

とい う か い ご かいじょ かん

１ 十 分
じゅうぶん

である ３ やや不足
ふ そ く

している     ５ わからない 

２ ほぼ十 分
じゅうぶん

である ４ 不足
ふ そ く

している      

 
とい う か い ご かいじょ

１ 食事
しょくじ

をすること 10 外
がい

 出
しゅつ

 19 洗
せん

 濯
たく

 

２ 寝返
ね が え

り、起
お

きあがり 11 車
くるま

の乗
の

り降
お

り 20 お金
かね

の管理
か ん り

 

３ いすや 車
くるま

いすへの

移動
い ど う

 

12 電車
でんしゃ

・路線
ろ せ ん

バスなどの

利用
り よ う

 

21 買
かい

 物
もの

 

４ 洗
せん

 面
めん

 13 階段
かいだん

・段差
だ ん さ

ののりこえ 22 電話
で ん わ

をかけること 

５ 家
いえ

の中
なか

の移動
い ど う

 14 通園
つうえん

・通学
つうがく

・通所
つうしょ

 23 手紙
て が み

を書
か

くこと 

６ 着替
き が

え 15 通
つう

 勤
きん

 24 文 章
ぶんしょう

を読
よ

むこと 

７ 補装具
ほ そ う ぐ

の着 脱
ちゃくだつ

 16 通
つう

 院
いん

 25 会話
か い わ

や意思
い し

の伝達
でんたつ

 

８ トイレ 17 食事
しょくじ

の準備
じゅんび

、あとかた

づけ 

26 パソコンの利用
り よ う

 

９ 入
にゅう

 浴
よく

 18 掃
そう

 除
じ

 27 その他
た

 

（        ） 
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とい おも か い ご かいじょ ひと じょうたい

１ 健康
けんこう

である 

２ 病気
びょうき

ではないが疲
つか

れぎみ 

３ 病気
びょうき

がちであるが、とくに介護
か い ご

・介助
かいじょ

に支障
ししょう

はない 

４ 病気
びょうき

があり、 療 養 中
りょうようちゅう

などで介護
か い ご

・介助
かいじょ

に支障
ししょう

がある 

５ 高齢
こうれい

により、介護
か い ご

・介助
かいじょ

に支障
ししょう

がある 

 

 

今
こん

後
ご

の暮
く

らし方
かた

について 
とい つぎ なか せいかつ き ぼ う

① 一人
ひ と り

で地域
ち い き

で生活
せいかつ

したい １ 

② 自宅
じ た く

で親
おや

や親族
しんぞく

などと生活
せいかつ

したい ２ 

③ 夫婦
ふ う ふ

や恋人
こいびと

、パートナーなどと生活
せいかつ

したい ３ 

④ グループホームで生活
せいかつ

したい ４ 

⑤ 入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

で生活
せいかつ

したい ５ 

⑥ 老人
ろうじん

ホームなどの高齢者
こうれいしゃ

の施設
し せ つ

に入
はい

って生活
せいかつ

したい ６ 

⑦ 病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

したい・入 院
にゅういん

を継続
けいぞく

したい ７ 

 
とい

問
とい

９で｢②  自宅
じ た く

で親
おや

や親族
しんぞく

などと生活
せいかつ

したい｣とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
しょうらい おや しんぞく びょうき いっしょ せいかつ つぎ なか

せいかつ き ぼ う

① 一人
ひ と り

で地域
ち い き

で生活
せいかつ

したい １ 

② 夫婦
ふ う ふ

や恋人
こいびと

、パートナーなどと生活
せいかつ

したい ２ 

③ グループホームで生活
せいかつ

したい ３ 

④ 入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

で生活
せいかつ

したい ４ 

⑤ 老人
ろうじん

ホームなどの高齢者
こうれいしゃ

の施設
し せ つ

に入
はい

って生活
せいかつ

したい ５ 

⑥ 病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

したい・入 院
にゅういん

を継続
けいぞく

したい ６ 
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【問
とい

10から問
とい

10-２までは、現在病院
げんざいびょういん

に入院
にゅういん

している方
かた

にお聞
き

きします。】 

とい びょういん にゅういん き か ん け い か

１ ３か月
げつ

未満
み ま ん

 

２ ３か月
げつ

～６か月
げつ

未満
み ま ん

 

３ ６か月
げつ

～１年
ねん

未満
み ま ん

 

４ １年
ねん

～３年
ねん

未満
み ま ん

 

５ ３年
ねん

～５年
ねん

未満
み ま ん

 

６ ５年
ねん

～10年
ねん

未満
み ま ん

 

７ 10年
ねん

～15年
ねん

未満
み ま ん

 

８ 15年
ねん

～20年
ねん

未満
み ま ん

 

９ 20年
ねん

～30年
ねん

未満
み ま ん

 

10 30年
ねん

以上
いじょう

 

 
とい げんざいにゅういん びょういん たいいん ち い き せいかつ おも

１ とても思
おも

う 

２ 少
すこ

し思
おも

う 

３ どちらともいえない 

４ あまり思
おも

わない 

５ まったく思
おも

わない 

６ わからない 

７ その他
た

（           ） 

 

 
 

とい

 問
とい

10-１で「１」～「３」とお答
こた

えの方
かた

（退院
たいいん

後地域
ご ち い き

での生活
せいかつ

を望
のぞ

む方
かた

）に

お聞
き

きします。 
こ ん ご ち い き せいかつ ひつよう おも

１ 病気
びょうき

が良
よ

くなること 

２ 家族
か ぞ く

の許可
き ょ か

や 協 力
きょうりょく

 

３ 主治医
し ゅ じ い

の許可
き ょ か

や 協 力
きょうりょく

 

４ 退院後
た い い ん ご

の住
す

まいの場
ば

 

５ 困
こま

った時
とき

に相談
そうだん

できる人
ひと

 

６ 退院
たいいん

を手伝
て つ だ

ってくれる人
ひと

 

７ 地域生活
ちいきせいかつ

の練 習
れんしゅう

ができる場所
ば し ょ

 

８ 家事
か じ

や手続
て つ づ

きを手伝
て つ だ

ってくれる人
ひと

 

９ 生活費
せ い か つ ひ

などの経済的
けいざいてき

な保障
ほしょう

 

10 緊 急
きんきゅう

時
じ

に受
う

け入
い

れてくれる場所
ば し ょ

 

11 夜間
や か ん

・休 日
きゅうじつ

でも診
み

てくれる医療
いりょう

機関
き か ん

 

12 同
おな

じ 障
しょう

がいや病気
びょうき

の人
ひと

との交 流
こうりゅう

 

13 生
い

きがいや趣味
し ゅ み

 

14 公 共
こうきょう

の場
ば

などのバリアフリー化
か

 

1５ その他
た

 

（              ） 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 

とい きゅうじつ じ か ん おも す

１ 趣味
し ゅ み

や学 習
がくしゅう

活動
かつどう

 

２ スポーツ 

３ ボランティア活動
かつどう

 

４ 家族
か ぞ く

と過
す

ごす 

５ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

と会
あ

う 

６ 演劇
えんげき

や映画
え い が

の鑑 賞
かんしょう

 

７ 買
か

い物
もの

や食事
しょくじ

に行
い

く 

８ 読書
どくしょ

 

９ 旅行
りょこう

 

10 家
いえ

でくつろぐ 

11 地域
ち い き

の行事
ぎょうじ

に参加
さ ん か

する 

12 近所
きんじょ

の散歩
さ ん ぽ

 

13 その他
た

（            ） 

14 特
とく

に何
なに

もしない 

 
とい とい せいかつ じつげん

１ ほぼ実現
じつげん

している 

２ 少
すこ

し実現
じつげん

している 

３ どちらともいえない 

４ あまり実現
じつげん

していない 

５ ほとんど実現
じつげん

していない 

 
とい けいぞくてき ちりょう う けんこう しょう そうだん

いりょうき か ん

１ ある ２ ない ⇒問
とい

13へ 

 
とい

問
とい

12で「１ ある」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
いりょうき か ん じ ゅ し ん か なん

１ 診療 所
しんりょうじょ

や医院
い い ん

・クリニック（受診科
じ ゅ し ん か

：                 ） 

２ 総合
そうごう

病 院
びょういん

や大学
だいがく

病 院
びょういん

（受診科
じ ゅ し ん か

：                    ） 
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収 入
しゅうにゅう

について  
 
とい え おも しゅうにゅう つぎ なか しゅうにゅう

１ 給 料
きゅうりょう

・報 酬
ほうしゅう

（一般
いっぱん

企業
きぎょう

など）               

２ 事業
じぎょう

収 入
しゅうにゅう

（自営業
じえいぎょう

など） 

３ 福祉的
ふ く し て き

就 労
しゅうろう

による 収 入
しゅうにゅう

（通所
つうしょ

施設
し せ つ

などでの作業
さぎょう

工賃
こうちん

など） 

４ 年金
ねんきん

・手当
て あ て

 

５ 生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

 

６ 財産
ざいさん

収 入
しゅうにゅう

（家賃
や ち ん

や利子
り し

収 入
しゅうにゅう

など） 

７ 親族
しんぞく

の扶養
ふ よ う

または援助
えんじょ

 

８ その他
た

（                            ） 

 
とい

問
とい

13で「１」～「３」とお答
こた

えの方
かた

（勤労
きんろう

による収 入
しゅうにゅう

がある方
かた

）にお聞
き

き

します。 
はたら え きゅうりょう ほうしゅう じぎょうしゅうにゅう こうちん げつ

１ ５千円
せんえん

未満
み ま ん

/月
つき

 

２ ５千
せん

円
えん

～１万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

３ １万
まん

円
えん

～３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

４ ３万
まん

円
えん

～５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

５ ５万
まん

円
えん

～10万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

６ 10万
まん

円
えん

～15万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

７ 1５万
まん

円
えん

～20万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

８ 20万
まん

円
えん

～25万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

９ 25万
まん

円
えん

～30万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

10 30万円
まんえん

以上
いじょう

/月
つき

 

 
とい ねんきん て あ て せいかつ ほ ご ひ しんぞく えんじょ ふく ひ と り ぜんしゅうにゅう

げつ

１ ５千円
せんえん

未満
み ま ん

/月
つき

 

２ ５千
せん

円
えん

～１万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

３ １万
まん

円
えん

～３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

４ ３万
まん

円
えん

～５万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

５ ５万
まん

円
えん

～10万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

６ 10万
まん

円
えん

～15万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

７ 1５万
まん

円
えん

～20万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

８ 20万
まん

円
えん

～25万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

９ 25万
まん

円
えん

～30万
まん

円
えん

未
み

満
まん

/月
つき

 

10 30万円
まんえん

以上
いじょう

/月
つき
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【問
とい

15～問
とい

18は、18歳
さい

未満
み ま ん

の方
かた

がお答
こた

えください。18歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

は問
とい

19へ進
すす

んでく

ださい】 

教育
きょういく

について 
 
とい げんざいつうがく つうえん つうしょ

１ 保育所
ほ い く し ょ

・幼稚園
よ う ち え ん

 9 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

 

２ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

 10 高等
こうとう

学校
がっこう

 

３ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

幼稚部
よ う ち ぶ

 11 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

高等部
こ う と う ぶ

 

４ 小学 校
しょうがっこう

（通 常
つうじょう

の学 級
がっきゅう

） 12 専門
せんもん

学校
がっこう

 

５ 小学 校
しょうがっこう

（特別
とくべつ

支援
し え ん

学 級
がっきゅう

） 13 高等
こうとう

技術
ぎじゅつ

専門校
せんもんこう

 

６ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

小学部
しょうがくぶ

 14 通園
つうえん

・通所
つうしょ

・通学
つうがく

はしていない 

７ 中学 校
ちゅうがっこう

（通 常
つうじょう

の学 級
がっきゅう

） 15 就 職
しゅうしょく

している 

８ 中
ちゅう

学校
がっこう

（特別
とくべつ

支援
し え ん

学 級
がっきゅう

） 16 その他
た

（         ） 

 
とい

問
とい

15で「１」～「13」のいずれかをお答
こた

えの方
かた

（現在
げんざい

通学
つうがく

（通園
つうえん

・通所
つうしょ

）し

ている方
かた

）にお聞
き

きします。 
つうがく つうしょ つうえんさき せいかつ こま

おも た

１ 家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

が大
おお

きい 

２ 交通
こうつう

手段
しゅだん

が限
かぎ

られ通園
つうえん

・通所
つうしょ

が不便
ふ べ ん

 

３ 授 業
じゅぎょう

が 難
むずか

しい 

４ トイレや階段
かいだん

などの設備
せ つ び

が不十分
ふじゅうぶん

 

５ 介護
か い ご

・介助
かいじょ

が不十分
ふじゅうぶん

 

 

６ 友
とも

だちができにくい 

７ 教師
きょうし

・職 員
しょくいん

の理解
り か い

が得
え

にくい 

８ 児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の理解
り か い

が得
え

にくい 

９ 希望
き ぼ う

する学校
がっこう

・学 級
がっきゅう

に入
はい

れない 

10 その他
た

（           ） 

11 特
とく

に問題
もんだい

はない 

 

問
とい

15-１で「１ 家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

が大
おお

きい」に◎か○をつけた方
かた

にお聞
き

きします。

１ 通学
つうがく

（通園
つうえん

）時
じ

の送迎
そうげい

 

２ 障
しょう

がいの重
おも

さや特性
とくせい

への対応
たいおう

 

３ 長期
ちょうき

休 業 中
きゅうぎょうちゅう

の生活
せいかつ

 

４ 土日
ど に ち

祝 日
しゅくじつ

の生活
せいかつ

 

５ 放課後
ほ う か ご

の生活
せいかつ

 

６ 学費
が く ひ

など経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

 

７ その他
た

（            ） 

 ⇒問
とい

19 へ 
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とい つうがく つうしょ つうえんさき やす ひ ほ う か ご かつどう

き ぼ う

１ 地域
ち い き

の同世代
ど う せ だ い

の子
こ

どもたちと遊
あそ

びたい 

２ 放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブを利用
り よ う

したい 

３ 障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

を利用
り よ う

したい 

４ 映画
え い が

や買物
かいもの

などに大人
お と な

の付
つ

き添
そ

い（ガイドヘルパー・ボランティアなど）と行
い

きたい 

５ 家
いえ

で遊
あそ

びたい 

６ 習
なら

い事
ごと

や 塾
じゅく

に行
い

きたい 

７ 地域
ち い き

のスポーツ活動
かつどう

に参加
さ ん か

したい 

８ 旅行
りょこう

やキャンプに参加
さ ん か

したい 

９ ショートステイを利用
り よ う

したい 

10 その他
た

（                               ） 

11 特
とく

にない 

 
とい こうとうがっこう しゅうりょう あと し ん ろ き ぼ う つぎ

１ 大学
だいがく

、短期
た ん き

大学
だいがく

、専門
せんもん

学校
がっこう

などへ進学
しんがく

したい 

２ 職 業
しょくぎょう

訓練校
くんれんこう

へ通
かよ

いたい 

３ 企業
きぎょう

などで一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

したい 

４ 一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に向
む

けた支援
し え ん

を受
う

けられる施設
し せ つ

に通
かよ

いたい 

５ 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

や通所
つうしょ

施設
し せ つ

に通
かよ

いたい 

６ 身体
しんたい

機能
き の う

の訓練
くんれん

ができる施設
し せ つ

へ通
かよ

いたい 

７ 自宅
じ た く

でできる仕事
し ご と

をしたい 

８ 家
いえ

の仕事
し ご と

や家事
か じ

の手伝
て つ だ

いをしたい 

９ 施設
し せ つ

などへ入 所
にゅうしょ

したい 

10 その他
た

（                             ） 

1１ わからない 
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とい がっこうきょういくしゅうりょう ご し ん ろ ぎょうせい しゃかい もと なん

１ 一般
いっぱん

企業
きぎょう

への雇用
こ よ う

促進
そくしん

・ 職 業
しょくぎょう

開拓
かいたく

 

２ 教 育
きょういく

訓練
くんれん

機関
き か ん

の整備
せ い び

（ 職 業
しょくぎょう

訓練校
くんれんこう

・各種
かくしゅ

学校
がっこう

） 

３ 通所
つうしょ

の日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

・就 労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

など就 労
しゅうろう

に向
む

けた支援
し え ん

を 行
おこな

う福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の充 実
じゅうじつ

 

４ レクリエーション・学 習
がくしゅう

など日 中
にっちゅう

活動
かつどう

のできるサービスや福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の充 実
じゅうじつ

 

５ 入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の充 実
じゅうじつ

 

６ 在宅
ざいたく

で日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の支援
し え ん

を受
う

けることができるサービスの充 実
じゅうじつ

 

７ 教 育
きょういく

・就 労
しゅうろう

・福祉
ふ く し

などの一貫
いっかん

した相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 

８ 施設
し せ つ

から企業
きぎょう

など次
つぎ

のステップへの移行
い こ う

や再挑 戦
さいちょうせん

ができる仕組
し く

み 

９ その他
た

（                             ） 

10 特
とく

にない 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 

相談
そうだん

や福祉
ふ く し

の情報
じょうほう

について 
 
とい せいかつ こま

１ 身
み

のまわりの介助
かいじょ

をしてくれる人
ひと

がいない 

２ 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

について相談
そうだん

できる人
ひと

がいない 

３ いっしょに暮
く

らす人
ひと

がいない 

４ 利用
り よ う

できる移動
い ど う

手段
しゅだん

（公共交通機関
こうきょうこうつうきかん

、福祉
ふ く し

タクシーなど）が少
すく

ない 

５ 学校
がっこう

や施設
し せ つ

を利用
り よ う

できない 

６ 適
てき

当
とう

な 働
はたら

き口
ぐち

がない 

７ 十 分
じゅうぶん

な 収 入
しゅうにゅう

が得
え

られない 

８ 趣味
し ゅ み

や生
い

きがいを持
も

てない 

９ 生活
せいかつ

をするうえで必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

が得
え

られない 

10 自
じ

分
ぶん

の健
けん

康
こう

や体
たい

力
りょく

に自信
じ し ん

がない 

11 必要
ひつよう

な保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

・医療
いりょう

サービスが受
う

けられない 

12 自分
じ ぶ ん

や、家族
か ぞ く

などの介助者
かいじょしゃ

の緊 急
きんきゅう

時
じ

に受
う

け入
い

れてくれる場所
ば し ょ

がない 

13 隣人
りんじん

などとの関係
かんけい

がうまくいかない 

14 余暇
よ か

を過
す

ごす場
ば

や機会
き か い

がない 

15 薬
くすり

の管理
か ん り

が 難
むずか

しい 

16 お金
かね

の管理
か ん り

が 難
むずか

しい 

17 役所
やくしょ

の手続
てつづき

が 難
むずか

しい 

18 その他
た

（                          ） 

19 特
とく

に困
こま

っていることはない 

 
とい しょうらい せいかつ しんぱい

１ 生活
せいかつ

する住 居
じゅうきょ

または施設
し せ つ

があるか 

２ いっしょに暮
く

らす人
ひと

がいるか 

３ 身
み

のまわりの介助
かいじょ

をしてくれる人
ひと

が

いるか 

４ 自分
じ ぶ ん

で身
み

のまわりのことができるか 

５ 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関
かん

する相談
そうだん

・援助
えんじょ

が受
う

けら

れるか 

6 働
はたら

く場所
ば し ょ

や適当
てきとう

な仕事
し ご と

があるか 

７ 日 中
にっちゅう

過
す

ごせる場
ば

があるか 

８ 生活費
せ い か つ ひ

の負担
ふ た ん

ができるか 

９ 必要
ひつよう

な医療
いりょう

が受
う

けられるか 

10 自分
じ ぶ ん

や、家族
か ぞ く

などの介助者
かいじょしゃ

の緊 急
きんきゅう

時
じ

に受
う

け入
い

れてくれる場所
ば し ょ

があるか 

11 隣人
りんじん

などとの関係
かんけい

がうまくいくか 

12 その他
た

（           ） 

13 特
とく

に心配
しんぱい

はない 
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とい とい とい こま しょうらい しんぱい そうだん

そうだん かんが

 

（１） 家族
か ぞ く

や親族
しんぞく

 

（２） 近所
きんじょ

の人
ひと

、友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

（ 障
しょう

がいや 病
びょう

気
き

がある友
ゆう

人
じん

を含
ふく

む） 

（３） 医師
い し

、看護師
か ん ご し

、病 院
びょういん

の相談員
そうだんいん

 

（４） 相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

などの相談員
そうだんいん

 

（５）基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター、各区
か く く

の障害者
しょうがいしゃ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

キーステーション 

（６） 学校
がっこう

の先生
せんせい

 

（７） 通所
つうしょ

施設
し せ つ

・入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の職 員
しょくいん

 

（８） 各区
か く く

の高齢
こうれい

・障害 者
しょうがいしゃ

相談課
そ う だ ん か

、福祉
ふ く し

相談
そうだん

センターのケース

ワーカーなどの市
し

の職 員
しょくいん

 

（９） 児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

・陽光
ようこう

園
えん

・各区
か く く

の子育
こ そ だ

て支援
し え ん

センターの 職
しょく

員
いん

 

（10） 障害 者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

相談所
そうだんじょ

・精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センターの職 員
しょくいん

 

（11） 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協議会
きょうぎかい

の職 員
しょくいん

 

（12） 地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センターの職 員
しょくいん

 

（13） 同
おな

じ職場
しょくば

の人
ひと

や職場
しょくば

の上司
じょうし

 

（14） 民生
みんせい

委員
い い ん

児童
じ ど う

委員
い い ん

・障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

相談員
そうだんいん

 

（15） ホームヘルパー 

（16） ピアサポーター（同
おな

じ 障
しょう

がいや病気
びょうき

がある人
ひと

） 

（17） 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

・家族会
か ぞ く か い

・保護者会
ほ ご し ゃ か い

 

（18） インターネット 上
じょう

のコミュニティサイトや質問
しつもん

サイト 

（19） X
えっくす

やInstagram
い ん す た ぐ ら む

、LINE
ら い ん

などのS N S
えすえぬえす

 

（20） その他
た

（                ） 
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とい こま なや き が る そうだん

ひつよう おも

１ 電話
で ん わ

やファックスでの相談
そうだん

が充 実
じゅうじつ

していること 

２ 電子
で ん し

メールでの相談
そうだん

ができること 

３ 職 員
しょくいん

が自宅
じ た く

などに訪問
ほうもん

して、相談
そうだん

にのってくれること 

４ 休 日
きゅうじつ

や夜間
や か ん

も相談
そうだん

できること 

５ 専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

ができること 

６ どこで、どんな相談
そうだん

ができるか分
わ

かりやすくすること 

７ 身近
み ぢ か

なところで相談
そうだん

できること 

８ プライバシーが守
まも

られる相談
そうだん

場所
ば し ょ

があること 

９ 定期的
て い き て き

に相談
そうだん

できる仕組
し く

みがあること 

10 パソコンやスマートフォンで相談
そうだん

できる仕
し

組
く

みがあること 

11 その他
た

（                              ） 

 
とい ふ く し じょうほう おも にゅうしゅ

１ 広報
こうほう

さがみはら 

２ 市
し

のホームページ 

３ インターネットサイト「障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

情 報
じょうほう

サービスかながわ」 

４ 相模原市
さ が み は ら し

LINE
ら い ん

公式
こうしき

アカウント「 障
しょう

がい福祉
ふ く し

制度
せ い ど

案内
あんない

サービス機能
き の う

」 

５ インターネット 上
じょう

のコミュニティサイトや質問
しつもん

サイト 

６ X
えっくす

やInstagram
い ん す た ぐ ら む

、LINE
ら い ん

などのS N S
えすえぬえす

 

７ 「２」「３」「４」「５」「６」以外
い が い

のインターネットサイト 

８ 障
しょう

がいのある方
かた

のための福祉
ふ く し

のしおり 

９ 各区
か く く

の高齢
こうれい

・障害 者
しょうがいしゃ

相談課
そ う だ ん か

、福祉
ふ く し

相談
そうだん

センターのケースワーカーなどの市
し

の職 員
しょくいん

 

10 児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

・陽光
ようこう

園
えん

・各区
か く く

の子育
こ そ だ

て支援
し え ん

センターの 職
しょく

員
いん

 

11 障害 者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

相談所
そうだんじょ

・精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センターの職 員
しょくいん

 

12 相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

など 

13 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

など 

14 家族
か ぞ く

、友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

など 

15 その他
た

（                             ） 

16 特
とく

になし 
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とい ふ く し じょうほう ちから い

１ 広報
こうほう

さがみはら 

２ 市
し

のホームページ 

３ インターネットサイト「障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

情 報
じょうほう

サービスかながわ」 

４ 相模原市
さ が み は ら し

LINE
ら い ん

公式
こうしき

アカウント「 障
しょう

がい福祉
ふ く し

制度
せ い ど

案内
あんない

サービス機能
き の う

」 

５ 「２」「３」「４」以外
い が い

のインターネットサイト 

６ 障
しょう

がいのある方
かた

のための福祉
ふ く し

のしおり 

７ 各区
か く く

の高齢
こうれい

・障害 者
しょうがいしゃ

相談課
そ う だ ん か

、福祉
ふ く し

相談
そうだん

センターのケースワーカーなどの市
し

の職 員
しょくいん

 

８ 児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

・陽光
ようこう

園
えん

・各区
か く く

の子育
こ そ だ

て支援
し え ん

センターの 職
しょく

員
いん

 

９ 障害 者
しょうがいしゃ

更生
こうせい

相談所
そうだんじょ

・精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センターの職 員
しょくいん

 

10 相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

など 

11 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

を通
つう

じた情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

 

12 その他
た

（                            ） 

13 特
とく

になし 

 
とい り よ う

１ 利用
り よ う

している ２ 利用
り よ う

していない⇒問
とい

26へ 

 
とい

問
とい

25 で「１ 利用
り よ う

している」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。
ふ く し しんせい てつづき

り よ う

 

１ 利用
り よ う

したい 

２ 利用
り よ う

したくない 
 

 
とい

問
とい

25-１で「２ 利用
り よ う

したくない」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
り よう おも り ゆう なん

１ パソコンやスマートフォンを持
も

っていない 

２ パソコンやスマートフォンの使
つか

い方
かた

がよく分
わ

からない 

３ 窓
まど

口
ぐち

で 職
しょく

員
いん

と会
あ

って手
て

続
つづき

したい 

４ その他
た

（                              ） 
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とい ふ く し じょうほう し こま なん

１ 情 報
じょうほう

を知
し

る窓口
まどぐち

が少
すく

ない・近
ちか

くにない 

２ どこで情 報
じょうほう

を得
え

るかわからない 

３ 説明書
せつめいしょ

がわかりにくい 

４ わかりやすい説明
せつめい

がなかった 

５ 障
しょう

がいに応
おう

じた説明
せつめい

や説明書
せつめいしょ

が得
え

られなかった 

６ 制度
せ い ど

・サービスがわかりにくい 

７ その他
た

（                             ） 
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日中
にっちゅう

活動
かつどう

・就労
しゅうろう

（はたらくこと）について 
 
とい へいじつ にっちゅう おも す

１ 企
き

業
ぎょう

などで 働
はたら

いている 

２ 自宅
じ た く

で 働
はたら

いている 

３ 通
つう

所
しょ

施
し

設
せつ

・地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

支
し

援
えん

センターなどに通
かよ

っている 

４ 自宅
じ た く

で家事
か じ

の手伝
て つ だ

いなどをしている 

５ 学
がっ

校
こう

などに通
かよ

っている 

６ 就 職
しゅうしょく

活動 中
かつどうちゅう

 

７ 特
とく

に何
なに

もしていない 

８ その他
た

（                            ） 

 
とい

問
とい

27で「１ 企
き

業
ぎょう

などで 働
はたら

いている」または「２ 自宅
じ た く

で 働
はたら

いている」

とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
しょう し ご と うえ ふ あ ん ふ ま ん かん

１ 身体的
しんたいてき

・精神的
せいしんてき

に仕事
し ご と

がきつい  ９ 差別
さ べ つ

・偏見
へんけん

・疎外
そ が い

感
かん

を感
かん

じる 

２ 収 入
しゅうにゅう

が少
すく

ない 10 職場
しょくば

の人間
にんげん

関係
かんけい

が 難
むずか

しい 

３ 通勤
つうきん

が大変
たいへん

    11 自分
じ ぶ ん

のペースで仕事
し ご と

ができない 

４ 仕事
し ご と

が 難
むずか

しい 12 雇用主
こ よ う ぬ し

の 障
しょう

がいに対
たい

する理解
り か い

が低
ひく

い 

５ 自分
じ ぶ ん

に合
あ

った仕事
し ご と

がない    13 職場
しょくば

での 障
しょう

がいに対
たい

する理解
り か い

が低
ひく

い 

６ 職場
しょくば

での身分
み ぶ ん

が不安定
ふ あ ん て い

 14 その他
た

 

７ 昇 給
しょうきゅう

や昇 進
しょうしん

が平 等
びょうどう

ではない （             ） 

８ 障
しょう

がい者
しゃ

用
よう

の設備
せ つ び

が十 分
じゅうぶん

ではない    15 特
とく

にない 

 
とい

問
とい

27で「７ 特
とく

に何
なに

もしていない」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
とく なに り ゆ う

１ 障
しょう

がい・病気
びょうき

が重
おも

いため 

２ 家事
か じ

・育児
い く じ

・介護
か い ご

・介助
かいじょ

のため 

３ 高齢
こうれい

のため（定年
ていねん

を含
ふく

む） 

４ 通勤
つうきん

が困難
こんなん

なため 

５ 職 業
しょくぎょう

訓練 中
くんれんちゅう

のため 

６ 自分
じ ぶ ん

にあった仕事
し ご と

が見
み

つからないため 

７ 賃金
ちんぎん

や勤務
き ん む

体系
たいけい

などの労働
ろうどう

条 件
じょうけん

が 

あわないため 

８ 家
いえ

で好
す

きなことをしたいため 

９ 仕事
し ご と

への意欲
い よ く

がわかないため 

10 仕事
し ご と

をする自信
じ し ん

がないため 

11 仕事
し ご と

をする必要
ひつよう

がないため 

12 その他
た

（           ） 
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【ここからは、現在
げんざい

、働
はたら

いている方
かた

も働
はたら

いていない方
かた

もお答
こた

えください。（すべての方
かた

がお答
こた

えください。）】 
とい こ ん ご しょうらい はたら

１ 働
はたら

きたい 

２ 障
しょう

がいの状 態
じょうたい

などにより 働
はたら

くことはむずかしい ⇒問
とい

29へ 

３ 働
はたら

きたくない  ⇒問
とい

29へ 

４ わからない    ⇒問
とい

29へ 

 

【問
とい

28-１から問
とい

28-３までは、問
とい

28で「１ 働
はたら

きたい」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きしま

す。】 

とい はたら

１ 企
き

業
ぎょう

などで 働
はたら

きたい 

２ 通所
つうしょ

施設
し せ つ

・地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターなどで 働
はたら

きたい 

３ 自
じ

宅
たく

で 働
はたら

きたい 

４ その他
た

（                             ） 

 
とい しゅるい し ご と

１ 事務
じ む

の仕事
し ご と

  

２ 販売
はんばい

・接 客
せっきゃく

の仕事
し ご と

 

３ 製造
せいぞう

の仕事
し ご と

     

４ 農林
のうりん

水産
すいさん

関係
かんけい

の仕事
し ご と

 

５ コンピューター関係
かんけい

の仕事
し ご と

  

６ 医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・教 育
きょういく

関係
かんけい

の仕事
し ご と

 

７ 清掃
せいそう

の仕事
し ご と

 

８ その他
た

（           ） 

９ わからない 

 
とい はたら

１ 正社員
せいしゃいん

       

２ アルバイト、パート 

３ 自営業
じえいぎょう

、または自営業
じえいぎょう

の手伝
て つ だ

い 

４ 内 職
ないしょく

など自宅
じ た く

でできる仕事
し ご と

 

５ その他
た

（           ） 

６ わからない 

 

 

 

  



- 21 - 

【ここからは、現在
げんざい

、働
はたら

いている方
かた

も働
はたら

いていない方
かた

もお答
こた

えください。（すべての方
かた

がお答
こた

えください。）】 
とい はたら うえ じょうけん ひつよう おも

１ 職場
しょくば

が自宅
じ た く

から近
ちか

い 

２ 通勤
つうきん

手段
しゅだん

がある 

３ 障
しょう

がいのある人
ひと

を積極 的
せっきょくてき

に雇用
こ よ う

している 

４ 障
しょう

がいに合
あ

った仕事
し ご と

である 

５ 障
しょう

がいに合
あ

わせて勤務
き ん む

時間
じ か ん

・日数
にっすう

が調 整
ちょうせい

できる 

６ 障
しょう

がいに配慮
はいりょ

した設備
せ つ び

が 整
ととの

っている 

７ 賃金
ちんぎん

が妥当
だ と う

である 

８ 障
しょう

がいに対
たい

する職場
しょくば

の理解
り か い

がある 

９ 仕事
し ご と

に慣
な

れるまで適切
てきせつ

な指導
し ど う

が受
う

けられる 

10 就 労
しゅうろう

相談
そうだん

や就 労
しゅうろう

訓練
くんれん

が充 実
じゅうじつ

している 

11 一般
いっぱん

企業
きぎょう

で 働
はたら

く訓練
くんれん

の機会
き か い

が充 実
じゅうじつ

している 

12 その他
た

（                         ） 

13 特
とく

にない 
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外出
がいしゅつ

やバリアフリーについて 
 
とい がいしゅつ ひ ん ど つうきん つうがく ふく つういん ふく

１ ほぼ毎日
まいにち

 

２ 週
しゅう

に３～４回
かい

 

３ 週
しゅう

に１～２回
かい

 

４ 月
つき

に１～３回
かい

 

５ ほとんど外出
がいしゅつ

しない ⇒問
とい

31へ 

 
 
 

【問
とい

30-１から問
とい

30-３までは、問
とい

30で「１」～「４」とお答
こた

えの方
かた

（外出
がいしゅつ

をして

いる方
かた

）にお聞
き

きします。】 

とい おも がいしゅつ

１ 通園
つうえん

施設
し せ つ

・保育
ほ い く

園
えん

・幼稚園
よ う ち え ん

 

２ 学校
がっこう

 

３ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

 

４ 職場
しょくば

 

５ ショッピングセンター・飲食 店
いんしょくてん

など 

６ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

宅
たく

 

７ 家族
か ぞ く

・親族
しんぞく

の家
いえ

 

８ 障
しょう

がい者
しゃ

の団体
だんたい

活動
かつどう

 

９ 趣味
し ゅ み

や余暇
よ か

活動
かつどう

の場
ば

 

10 その他
た

（            ） 

 
とい おも い ど うしゅだん なん

１ 電車
でんしゃ

・バスなどの公 共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

 

２ タクシー 

３ 自動車
じ ど う し ゃ

・バイク 

４ 自転車
じ て ん し ゃ

・徒歩
と ほ

 

５ ボランティアによる送迎
そうげい

 

６ 事業所
じぎょうしょ

などによる送迎
そうげい

 

７ その他
た

（                             ） 

 
とい がいしゅつ おも

１ 家族
か ぞ く

 

２ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

３ ガイドヘルパー 

４ 一人
ひ と り

で 

５ その他
た

（                             ） 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 
とい がいしゅつ こま

１ よくある 

２ ときどきある 

３ ほとんどない 

４ ない 

 
とい がいしゅつ き ぼ う なん

１ 外出時
がいしゅつじ

の介助者
かいじょしゃ

の支援
し え ん

 

２ 歩道
ほ ど う

や点字
て ん じ

ブロックなど道路
ど う ろ

のバリアフリー 

３ 建物
たてもの

内
ない

のバリアフリー（ユニバーサルトイレ・エレベーター・自動
じ ど う

ドアの設置
せ っ ち

など） 

４ わかりやすい案内
あんない

表示
ひょうじ

の設置
せ っ ち

（道路
ど う ろ

や建物
たてもの

の中
なか

） 

５ 緊急時
きんきゅうじ

に相談
そうだん

できる施設
し せ つ

の案内
あんない

（地図
ち ず

など） 

６ 交通
こうつう

機関
き か ん

の職 員
しょくいん

の 協 力
きょうりょく

 

７ 交通費
こ う つ う ひ

の助成
じょせい

 

８ 市民
し み ん

の理解
り か い

や 協 力
きょうりょく

 

９ 安
やす

く安心
あんしん

して利用
り よ う

できる 障
しょう

がいのある方
かた

専用
せんよう

の施設
し せ つ

 

10 その他
た

（                        ） 

 
とい

たいそう ふく

１ 週
しゅう

に３日
にち

以上
いじょう

 

２ 週
しゅう

に１～２日
にち

 

３ 月
つき

に１～３日
にち

 

４ ３か月
げつ

に１～２日
にち

 

５ 年
ねん

に１～３日
にち

 

６ していない ⇒問
とい

33-２へ 

 
とい

問
とい

33で「１」～「５」とお答
こた

えの方
かた

（スポーツをしている方
かた

）にお聞
き

きします。 

１ 一人
ひ と り

で 

２ 家族
か ぞ く

  

３ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

  

４ 職場
しょくば

の同 僚
どうりょう

  

５ 福祉
ふ く し

・医療
いりょう

施設
し せ つ

の仲間
な か ま

や職 員
しょくいん

 

６ 学校
がっこう

の仲間
な か ま

や 教 職 員
きょうしょくいん

 

７ 市内
し な い

の一般
いっぱん

のスポーツクラブの仲間
な か ま

 

８ 市内
し な い

の 障
しょう

がい者
しゃ

スポーツサークル・団体
だんたい

の

仲間
な か ま

 

９ 市外
し が い

の一般
いっぱん

のスポーツクラブの仲間
な か ま

 

10 市外
し が い

の 障
しょう

がい者
しゃ

スポーツサークル・団体
だんたい

の

仲間
な か ま

 

11 その他
た

（            ） 
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とい

 問
とい

33 で「６ していない」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 

１ 交通
こうつう

手段
しゅだん

・移動
い ど う

手段
しゅだん

がない 

２ スポーツをできる場所
ば し ょ

がない 

３ 施設
し せ つ

がバリアフリーでない 

４ 施設
し せ つ

に利用
り よ う

を 断
ことわ

られる 

５ どこでできるのか情 報
じょうほう

を得
え

られない 

６ どんなスポーツができるのか 情 報
じょうほう

が得
え

られない 

７ 指導者
し ど う し ゃ

がいない 

８ 介助者
かいじょしゃ

がいない 

９ 仲間
な か ま

がいない 

10 家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

が大
おお

きい 

11 金銭的
きんせんてき

な余裕
よ ゆ う

がない 

12 時間
じ か ん

がない 

13 体 力
たいりょく

がない 

14 医師
い し

から禁止
き ん し

されている 

15 障
しょう

がいに適
てき

したスポーツがない 

16 やりたいと思
おも

うスポーツがない 

17 スポーツが苦手
に が て

である 

18 ケガをするのではないかと心配
しんぱい

である

19 人
ひと

の目
め

が気
き

になる 

20 一緒
いっしょ

にスポーツをする人
ひと

に迷惑
めいわく

を掛
か

け

るのではないかと心配
しんぱい

である 

21 その他
た

（             ） 

22 特
とく

に理由
り ゆ う

はない 

 

【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 

とい げんざい きんじょ つぎ ちか

１ 日 常
にちじょう

親
した

しく付
つ

き合
あ

っている 

２ ときどき世間話
せけんばなし

をする 

３ あいさつを交
か

わす程度
て い ど

 

４ ほとんど付
つ

き合
あ

いはない 

 
とい こ ん ご きんじょ

１ 日 常
にちじょう

親
した

しく付
つ

き合
あ

いたい 

２ ときどき世間話
せけんばなし

をするようにしたい 

３ あいさつを交
か

わす程度
て い ど

にしたい 

４ ほとんど付
つ

き合
あ

いはなくてよい 
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福祉
ふ く し

サービスについて 
 
とい ふ く し り よ う

１ 利用
り よ う

している ２ 利用
り よ う

していない ⇒問
とい

37へ 

 
とい ふ く し り よ う

１ 自宅
じ た く

への訪問
ほうもん

によるサービス（身体
しんたい

介護
か い ご

や家事
か じ

、移動
い ど う

や外出
がいしゅつ

の援助
えんじょ

（ガイドヘル

プを含
ふく

む）など） 

２ 通所
つうしょ

によるサービス（生活
せいかつ

介護
か い ご

、自立
じ り つ

訓練
くんれん

、地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターなど） 

３ 障
しょう

がい児
じ

の通所
つうしょ

によるサービス（児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなど） 

４ 就労
しゅうろう

のための相談
そうだん

や訓練
くんれん

（就 労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

など） 

５ 短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

、グループホーム、入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 

６ 障
しょう

がい児
じ

の入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 

７ 相談
そうだん

支援
し え ん

（地域
ち い き

での生活
せいかつ

や福祉
ふ く し

サービスを利
り

用
よう

するときの援
えん

助
じょ

など） 

８ 手話
し ゅ わ

や要約
ようやく

筆記
ひ っ き

、その他
た

のコミュニケーションの支援
し え ん

 

９ 福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

 

10 その他
た

（                              ） 

 

とい

問
とい

36で「１ 利用
り よ う

している」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
ふ く し り よ う なに こま

１ 必要
ひつよう

な日
ひ

や必要
ひつよう

な時間
じ か ん

に使
つか

いたいサービスが使
つか

えなかった 

２ 利用
り よ う

資格
し か く

や条 件
じょうけん

があわず、使
つか

いたいサービスが使
つか

えなかった 

３ サービスの支給 量
しきゅうりょう

が少
すく

ない、支給
しきゅう

時間
じ か ん

が 短
みじか

い 

４ どの事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が良
よ

いのかわからない（事
じ

業 者
ぎょうしゃ

情 報
じょうほう

が不十分
ふじゅうぶん

） 

５ 利用
り よ う

方法
ほうほう

、契約
けいやく

方法
ほうほう

がわからなかった（わかりにくかった） 

６ 利用
り よ う

してトラブルがあった 

７ 費用
ひ よ う

負担
ふ た ん

があるため、サービスが使
つか

いづらい 

８ 特
とく

に困
こま

ったことはない 

９ その他
た

（                             ） 
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【ここからはすべての方
かた

にお聞
き

きします】 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

について 
 
とい しょう り ゆ う さ べ つ さ べ つ

１ ある          ２ ない        ３ わからない 

 
とい はんだんのうりょく て い か かた じ ぶ ん ざいさん け ん り まも つぎ せ い ど

かんが

① 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

 １ ２ １ ２ ３ ４ 

② 日常生活自立支援事業
に ちじょ うせ いかつ じりつ しえ んじぎ ょ う

 １ ２ １ ２ ３ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害
さいがい

対策
たいさく

について  
とい さいがい はっせい ふ あ ん かん

１ 避難先
ひ な ん さ き

での 薬
くすり

や医療
いりょう

体制
たいせい

 

２ 自分
じ ぶ ん

だけで動
うご

けない 

３ 家族
か ぞ く

との連絡
れんらく

方法
ほうほう

 

４ トイレや入 浴
にゅうよく

設備
せ つ び

 

５ 避難場
ひ な ん ば

所
しょ

までの移動
い ど う

手段
しゅだん

の確保
か く ほ

 

６ 水
みず

や食事
しょくじ

、寝
ね

る場所
ば し ょ

の確保
か く ほ

 

７ 自分
じ ぶ ん

の 障
しょう

がいや 症 状
しょうじょう

などへの理解
り か い

 

８ 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

での集 団
しゅうだん

生活
せいかつ

 

９ 詳 細
しょうさい

な情 報
じょうほう

の入 手
にゅうしゅ

 

10 頼
たよ

れる人
ひと

がそばにいない 

11 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

がわからない 

12 その他
た

（          ） 

13 特
とく

に不安
ふ あ ん

を感
かん

じることはない 
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とい さいがい はっせい じ た く い が い ひ な ん ば し ょ

ひ な ん ば し ょ し

１ ある（知
し

っている） ２ ない（知
し

らない） ３ わからない 

 

ピアサポート活動
かつどう

について 
 

しょう びょうき かた みずか たいけん もと ほか おな しょう びょうき かた

そうだん おう もんだい かいけつ し え ん かつどう

とい じ し ん しょう びょうき けいけん い おな しょう びょうき

かた し え ん

１ とても思
おも

う 

２ 少
すこ

し思
おも

う 

３ どちらともいえない 

４ あまり思
おも

わない 

５ まったく思
おも

わない 

６ わからない 

７ その他
た

（           ） 

 

【問
とい

41-１と問
とい

41-２は、問
とい

41で「１」～「３」とお答
こた

えの方
かた

（同
おな

じ障
しょう

がいや病気
びょうき

のあ

る方
かた

への支援
し え ん

をしたいと思
おも

う方
かた

）にお聞
き

きします。】 
とい おな しょう びょう き かた し えん じ し ん

けいけん やく だ おも

１ 障
しょう

がいや病気
びょうき

に関
かん

すること 

２ 薬
くすり

に関
かん

すること 

３ 対人
たいじん

関係
かんけい

（家族
か ぞ く

関係
かんけい

）に関
かん

すること 

４ 主
しゅ

治
じ

医
い

や 病
びょう

院
いん

職
しょく

員
いん

との接
せっ

し方
かた

に関
かん

すること 

５ 日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

（買
か

い物
もの

や家
か

事
じ

など）に関
かん

すること 

６ 福祉
ふ く し

制度
せ い ど

に関
かん

すること 

７ 趣
しゅ

味
み

や余
よ

暇
か

に関
かん

すること 

８ その他
た

（                           ） 
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とい おな しょう びょう き かた し えん しんぱい おも

 

 

 

 

啓発
けいはつ

について 

 
とい さ が み は ら し しょう う む ひと そんげん まも あんぜん あんしん

く きょうせいしゃかい じつげん む い しゃかい

さまざま じぎょう おこな

き つぎ み

 

 

 

 

 

１ 見
み

た（聞
き

いた）ことがある ２ 見
み

た（聞
き

いた）ことがない 

 

  

１ 相
そう

談
だん

を受
う

けても、相
あい

手
て

の役
やく

に立
た

てるか心
しん

配
ぱい

 

２ 相
そう

談
だん

内
ない

容
よう

をじっくり聴
き

けるか心
しん

配
ぱい

 

３ ピアサポート活
かつ

動
どう

をしながら、自
じ

分
ぶん

の体
たい

調
ちょう

を保
たも

てるか心
しん

配
ぱい

 

４ 相
そう

談
だん

された内
ない

容
よう

を秘
ひ

密
みつ

として守
まも

れるか心
しん

配
ぱい

 

５ 困
こま

った時
とき

に相
そう

談
だん

できる専
せん

門
もん

職
しょく

がいるか心
しん

配
ぱい

 

６ 相
そう

談
だん

を受
う

ける技
ぎ

術
じゅつ

を磨
みが

くための研
けん

修
しゅう

の機
き

会
かい

があるか心
しん

配
ぱい

 

７ ピアサポート活
かつ

動
どう

をするにあたっての費
ひ

用
よう

や報
ほう

酬
しゅう

がもらえるか心
しん

配
ぱい

 

８ その他
た

（                           ） 

９ 心
しん

配
ぱい

だと思
おも

うことはない 
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とい しょう ひと ひと とも ち い き ふ つ う せいかつ ち い き

り か い すす とく ちから い なん おも

１ 障
しょう

がいや 障
しょう

がい者
しゃ

問題
もんだい

に関
かん

する啓発
けいはつ

の充 実
じゅうじつ

 

２ 障
しょう

がいへの理解
り か い

を目的
もくてき

とする市民
し み ん

団体
だんたい

への支援
し え ん

 

３ 障
しょう

がいのある人
ひと

へのボランティア活動
かつどう

の推進
すいしん

 

４ 市民
し み ん

交 流
こうりゅう

を通
つう

じての理解
り か い

と参加
さ ん か

の促進
そくしん

 

５ 学校
がっこう

における福祉
ふ く し

教 育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

 

６ スポーツ活動
かつどう

や文化
ぶ ん か

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

を通
つう

じた交 流
こうりゅう

の促進
そくしん

 

７ 障
しょう

がいのある人
ひと

の積極 的
せっきょくてき

な社会
しゃかい

への進 出
しんしゅつ

 

８ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の地域
ち い き

への開放
かいほう

や、地域
ち い き

住 民
じゅうみん

との交 流
こうりゅう

 

９ 障
しょう

がいのある人
ひと

の地域
ち い き

のまちづくりへの参加
さ ん か

や建築物
けんちくぶつ

等
とう

のバリアフリー化
か

 

10 その他
た

（                           ） 

11 特
とく

にない 

 

相模原市
さ が み は ら し

の障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

について 

 
とい さ が み は ら しけんこうふ く しきょくない しょう がい ひょうき も じ いんしょう やわ

し こ う て き ほうりつようご いりょうようご か め い い が い ひょうき

しょう しゃ がい ひょうき

かんが

１ 法律 上
ほうりつじょう

も「害
がい

」という字
じ

が使
つか

われており、制度
せ い ど

も含
ふく

め、これまで使
つか

われてきた 

表記
ひょうき

でもあり、問題
もんだい

ないと思
おも

う 

２ 「害
がい

」という表記
ひょうき

は印 象
いんしょう

はよくないが、他
ほか

に適当
てきとう

な表記
ひょうき

が見当
み あ

たらない 

３ 「害
がい

」という表記
ひょうき

は印 象
いんしょう

がよくないので、ひらがななどの表記
ひょうき

が好
この

ましい 

４ どちらともいえない 

５ その他
た

（                              ） 
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とい しょう ひと あんしん せいかつ のぞ なん

１ 障
しょう

がい者
しゃ

用
よう

市営
し え い

住宅
じゅうたく

やグループホームなど、生活
せいかつ

の場
ば

の整備
せ い び

 

２ 障
しょう

がいのある人
ひと

の就 労
しゅうろう

支援
し え ん

や雇用
こ よ う

施策
し さ く

の充 実
じゅうじつ

 

３ ホームヘルプサービスの充 実
じゅうじつ

 

４ ショートステイの充 実
じゅうじつ

 

５ 特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

 

６ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

や放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの整備
せ い び

 

７ 機能
き の う

訓練
くんれん

（リハビリテーションなど）の充 実
じゅうじつ

 

８ 年金
ねんきん

や手当
て あ て

などの所得
しょとく

保障
ほしょう

の充 実
じゅうじつ

 

９ 医療費
い り ょ う ひ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

 

10 道路
ど う ろ

、交通
こうつう

機関
き か ん

、公 共
こうきょう

建築物
けんちくぶつ

などを利用
り よ う

しやすくするための施策
し さ く

の充 実
じゅうじつ

 

11 点字
て ん じ

図書
と し ょ

、録音
ろくおん

図書
と し ょ

、手話
し ゅ わ

放送
ほうそう

、字幕
じ ま く

放送
ほうそう

などの情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

の充 実
じゅうじつ

 

12 手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

、要約
ようやく

筆記
ひ っ き

制度
せ い ど

の充 実
じゅうじつ

 

13 障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ、芸 術
げいじゅつ

、文化
ぶ ん か

活動
かつどう

など趣味
し ゅ み

や余暇
よ か

活動
かつどう

に対
たい

する支援
し え ん

 

14 防災
ぼうさい

対策
たいさく

の充 実
じゅうじつ

 

15 障
しょう

がい等
とう

に関
かん

する周囲
しゅうい

の理解
り か い

の促進
そくしん

 

16 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

など 障
しょう

がいのある人
ひと

の権利
け ん り

を守
まも

るための支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

17 困
こま

ったとき、悩
なや

んだときのための相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充 実
じゅうじつ

 

18 重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児者
しょうがいじしゃ

や強度
きょうど

行動
こうどう

障害 者
しょうがいしゃ

の受入先
うけいれさき

や支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

19 生活
せいかつ

介護
か い ご

などの医療的
いりょうてき

ケアを受
う

け入
い

れられる施設
し せ つ

の整備
せ い び

 

20 その他
た

（                               ） 
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とい ぎょうせい ふく し し さく ちから い ほう よ おも

１ 相談
そうだん

支援
し え ん

の拡 充
かくじゅう

 

２ アウトリーチの強化
きょうか

（※１） 

３ 情 報
じょうほう

アクセシビリティの強化
きょうか

（※２） 

４ 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの質
しつ

の向 上
こうじょう

 

５ 福祉
ふ く し

人材
じんざい

の確保
か く ほ

 

６ 施設
し せ つ

の準備
じゅんび

 

７ 理解
り か い

促進
そくしん

 

８ 地域
ち い き

生活
せいかつ

の支援
し え ん

 

９ その他
た

 （                           ） 

10 特
とく

になし 

（※1） 相談先
そうだんさき

がわからなかったり、相談
そうだん

に来
く

ることが 難
むずか

しかったりする方
かた

が支援
し え ん

を 

受
う

けられるようにするための取組
とりくみ

 

（※2） スマートフォンやパソコンなどにより、情 報
じょうほう

を入 手
にゅうしゅ

しやすくするための取組
とりくみ
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とい げんざい さ が み は ら し ようぼう じ ゆ う か

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ お書
か

きいただいたご意見
い け ん

などに、個別
こ べ つ

にお答
こた

えするものではありませんので 

ご 了 承
りょうしょう

ください。 

 

お答
こた

えいただき、ありがとうございました。令和
れ い わ

８年
ねん

１月
がつ

３０日
にち

(金
きん

)までに、同封
どうふう

の

「返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

」に、回答
かいとう

を記入
きにゅう

したこの調査 票
ちょうさひょう

を入
い

れて、切手
き っ て

を貼
は

らずに郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

してください。 
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【ここからは問
とい

４-４の「５ 上記
じょうき

のいずれにも該当
がいとう

しない」と回答
かいとう

した方
かた

がお

答
こた

えください。】 

とい いっしょ す か ぞ く ふく なんにん じ ぶ ん ふく

か ぞ く にんずう こた

１ 自分
じ ぶ ん

１人 ３ ３人 ５ ５人 

２ ２人 ４ ４人 ６ ６人以上
いじょう

 

 
とい じ し ん さ が み は ら し す なんねん

１ ２年
ねん

以内
い な い

 ３ ６～10年
ねん

 ５ 21～30年
ねん

 

２ ３～５年
ねん

 ４ 11～20年
ねん

 ６ 31年
ねん

以上
いじょう

 

 
とい げんざい し ご と

１ 会
かい

社員
しゃいん

・公務員
こ う む い ん

・団体
だんたい

職 員
しょくいん

 

２ 商
しょう

・工 業
こうぎょう

自営
じ え い

 

３ 農林
のうりん

漁
ぎょ

業 者
ぎょうしゃ

 

４ 自由業
じゆうぎょう

 

（開業医
かいぎょうい

、弁護士
べ ん ご し

、文筆家
ぶ ん ぴ つ か

など） 

５ パート・アルバイト 

６ 学
がく

 生
せい

 

７ 専
せん

業
ぎょう

主
しゅ

婦
ふ

（夫
ふ

） 

８ 家
か

事
じ

手
て

伝
つだ

い 

９ その他
た

 

（              ） 

10 無
む

 職
しょく

 

 
とい み ぢ か しょう ひと

１ 家族
か ぞ く

・親族
しんぞく

 

２ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

・職場
しょくば

の同 僚
どうりょう

など 

３ いない 

４ その他
た

（                                ） 
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障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふ く し

への関心
かんしん

について 

 
とい しょう ひと かんしん も

１ 非常
ひじょう

に関心
かんしん

がある 

２ ある程度
て い ど

関心
かんしん

がある 

３ あまり関心
かんしん

がない 

４ 全
まった

く関
かん

心
しん

がない 

 
とい しょう ひと こうりゅう いっしょ す き か い

１ ほぼ毎日
まいにち

（家族
か ぞ く

、職場
しょくば

の同 僚
どうりょう

、クラスメイトなど） 

２ ときどき（趣味
し ゅ み

や余暇
よ か

活動
かつどう

など） 

３ 会話
か い わ

などを交
か

わしたことがあるくらい（まちなかで 障
しょう

がいのある人
ひと

を介助
かいじょ

した、バ

スの中
なか

でヘルプマークを持
も

っている人に席
せき

を譲
ゆず

ったなど） 

４ これまで交 流
こうりゅう

したり、過
す

ごしたりしたことはない 

 

障
しょう

がいのある人
ひと

に対
たい

する理解
り か い

について 

 
とい しょうがいしゃぎゃくたいぼ う し ほ う ぎゃくたい しょう しゃ け ん り そんげん

ふせ ほうりつ しょうがいしゃぎゃくたいぼ う し ほ う し

１ 意味
い み

と名前
な ま え

を知っている ３ 知
し

らない 

２ 名前
な ま え

は知
し

っている  

 
とい しょうがいしゃさ べ つかいしょうほう しょう り ゆ う さ べ つ かいしょう しょう う む かんけい

たが じんかく こ せ い そんちょう きょうせい しゃかい じつげん め ざ ほうりつ

しょうがいしゃさ べ つかいしょうほう し

１ 意味
い み

と名前
な ま え

を知
し

っている ３ 知
し

らない 

２ 名前
な ま え

は知
し

っている  
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とい さ が み は ら し な い しょう ひと たい しょう り ゆ う さ べ つ へん

けん おも

１ あると思
おも

う 

２ 少
すこ

しはあると思
おも

う 

３ ほとんどないと思
おも

う ⇒問
とい

57 へ 

４ わからない     ⇒問
とい

57 へ 

 
とい

問
とい

56で「１ あると思
おも

う」「２ 少
すこ

しはあると思
おも

う」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

き

します。 
しょう ひと たい さ べ つ へんけん かいぜん おも

１ かなり改善
かいぜん

されている 

２ 少
すこ

しずつ改善
かいぜん

されている 

３ あまり改善
かいぜん

されていない 

４ 改善
かいぜん

されていない 

５ どちらともいえない 

６ わからない 

 

 
とい ふ だ ん せいかつ なか しょう ひと たいおう り かい た

おも

１ 足
た

りていると思
おも

う    ⇒問
とい

58 へ 

２ 少
すこ

し足
た

りていないと思
おも

う 

３ 全
ぜん

然
ぜん

足
た

りていないと思
おも

う 

４ わからない       ⇒問
とい

58 へ 

 

 

 

とい

 問
とい

57で「２ 少
すこ

し足
た

りていないと思
おも

う」「３ 全
ぜん

然
ぜん

足
た

りていないと思
おも

う」と

お答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
ば あ い

１ 教 育
きょういく

の場
ば

 

２ 職場
しょくば

での対応
たいおう

 

３ 近所
きんじょ

づきあい 

４ まちなかでの人
ひと

の視線
し せ ん

 

５ 地
ち

域
いき

の 行
ぎょう

事
じ

等
とう

の集
あつ

まり 

６ 店員
てんいん

の応対
おうたい

や態度
た い ど

 

７ 行 政
ぎょうせい

職 員
しょくいん

の応対
おうたい

や態度
た い ど

 

８ 病 院
びょういん

での診察
しんさつ

 

９ 交通
こうつう

機関
き か ん

や建築物
けんちくぶつ

の構造
こうぞう

 

10 その他
た

 

（             ） 
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とい さ が み は ら し しょう う む ひと そんげん まも あんぜん

あんしん く きょうせいしゃかい じつげん む とも い しゃかい

さまざま じ ぎょう おこな

き つぎ み

 

 

 

 

１ 見
み

た（聞
き

いた）ことがある ２ 見
み

た（聞
き

いた）ことがない 

 
とい しょう ひと し みん り かい ふか なに ひつよう

おも

１ 障
しょう

がいや 障
しょう

がい者
しゃ

問
もん

題
だい

に関
かん

する啓
けい

発
はつ

の 充
じゅう

実
じつ

 

２ 障
しょう

がいへの理
り

解
かい

を目
もく

的
てき

とする市
し

民
みん

団
だん

体
たい

への支
し

援
えん

 

３ 障
しょう

がいのある人
ひと

へのボランティア活動
かつどう

の推進
すいしん

 

４ 市
し

民
みん

交
こう

流
りゅう

を通
つう

じての理
り

解
かい

と参
さん

加
か

の促
そく

進
しん

 

５ 学校
がっこう

における福祉
ふ く し

教 育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

 

６ スポーツ活
かつ

動
どう

や文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

を通
つう

じた交
こう

流
りゅう

の促
そく

進
しん

 

７ 障
しょう

がいのある人
ひと

の積極 的
せっきょくてき

な社会
しゃかい

への進 出
しんしゅつ

 

８ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の地域
ち い き

への開放
かいほう

や、地域
ち い き

住 民
じゅうみん

との交 流
こうりゅう

 

９ 障
しょう

がいのある人
ひと

の地域
ち い き

のまちづくりへの参加
さ ん か

や建築物
けんちくぶつ

等
とう

のバリアフリー化
か

 

10 その他
た

（                           ） 

11 わからない 

12 理
り

解
かい

を深
ふか

める必
ひつ

要
よう

はない 

 

障
しょう

がいのある人
ひと

への支援
し え ん

・ボランティアなど 

 
とい しょう ひと たい かつどう かんしん

１ 非常
ひじょう

に関心
かんしん

がある 

２ ある程度
て い ど

関心
かんしん

がある 

３ あまり関心
かんしん

がない 

４ 全
まった

く関
かん

心
しん

がない 
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とい しょう ひと たい かつどう

１ ある ２ ない  

 
とい

問
とい

61で「１ ある」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
かつどう

 

１ 施
し

設
せつ

での手
て

伝
つだ

い 

２ バザー・イベントなどの手
て

伝
つだ

い 

３ 旅行
りょこう

や外 出
がいしゅつ

の手伝
て つ だ

い 

４ 募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

の手
て

伝
つだ

い 

５ 生活面
せいかつめん

の援助
えんじょ

 

６ 専
せん

門
もん

的
てき

技
ぎ

能
のう

を活
い

かした手
て

伝
つだ

い 

７ その他
た

（          ） 

 

 

 

 

 
とい

問
とい

61 で「２ ない」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
かつどう かんが

 

１ 活
かつ

動
どう

したい気
き

持
も

ちはあるが、仕
し

事
ごと

や家
か

事
じ

が 忙
いそが

しく時
じ

間
かん

がない 

２ 活
かつ

動
どう

したい気
き

持
も

ちはあるが、きっかけがつかめない 

３ 身
み

近
ぢか

に活
かつ

動
どう

グループや仲
なか

間
ま

がいないのでよくわからない 

４ 健
けん

康
こう

に自
じ

信
しん

がないので 難
むずか

しい 

５ 興
きょう

味
み

を持
も

てる活
かつ

動
どう

がない 

６ 家
か

族
ぞく

や 職
しょく

場
ば

の理
り

解
かい

が得
え

られないので 難
むずか

しい 

７ ボランティア活動
かつどう

はしたくない 

８ その他
た

（                           ） 
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とい しょう ひと し え ん かつどう

１ コミュニケーション・情 報
じょうほう

伝達
でんたつ

（手話
し ゅ わ

・筆談
ひつだん

・朗読
ろうどく

など） 

２ 外 出
がいしゅつ

支援
し え ん

（まちを案内
あんない

したりする外 出
がいしゅつ

サポート） 

３ 移送
い そ う

サービス（ 車
くるま

いすでも乗
の

れる 車
くるま

の手
て

配
はい

、運
うん

転
てん

、乗
の

り降
お

りの介助
かいじょ

など） 

４ 配 食
はいしょく

サービス（ 食
しょく

事
じ

作
づく

りや配達
はいたつ

、その際
さい

の声
こえ

かけなど） 

５ 施設
し せ つ

でのボランティア（話
はな

し相
あい

手
て

、講師
こ う し

、介助
かいじょ

や援助
えんじょ

、行事
ぎょうじ

の手
て

伝
つだ

いなど） 

６ 福
ふく

祉
し

関
かん

連
れん

イベントの開
かい

催
さい

、イベントでの付
つ

き添
そ

い 

７ 施設
し せ つ

訪問
ほうもん

等
とう

による交 流
こうりゅう

事業
じぎょう

 

８ スポーツ・レクリエーション・リハビリテーション等
とう

の地域
ち い き

交 流
こうりゅう

活動
かつどう

 

９ 専門的
せんもんてき

技能
ぎ の う

を活
い

かした教 育
きょういく

・学 習
がくしゅう

・指導
し ど う

活動
かつどう

 

10 その他
た

（                           ） 

11 特
とく

にない 

 

障
しょう

がいのある人
ひと

の就労
しゅうろう

・教育
きょういく

など 

 
とい しょう ひと しょくば どうりょう こ よ う すす ひつよう

おも

１ そう思
おも

う ⇒問
とい

64 へ 

２ ある程度
て い ど

そう思
おも

う ⇒問
とい

64 へ 

 

３ あまり思
おも

わない 

４ 全
まった

く思
おも

わない 

５ どちらともいえない 

６ わからない ⇒問
とい

64 へ 

 
とい

問
とい

63で「３ あまり思
おも

わない」「４ 全
まった

く思
おも

わない」「５ どちらともいえ

ない」とお答
こた

えの方
かた

にお聞
き

きします。 
おも

１ 職場
しょくば

のバリアフリーなどが整備
せ い び

されていないから 

２ 障
しょう

がいのある人への接
せっ

し方
かた

やどんな配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

かわからないから 

３ 職場
しょくば

での介助
かいじょ

や仕
し

事
ごと

を教
おし

えたりすることが 従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

の負
ふ

担
たん

となるから 

４ 障
しょう

がいのある人
ひと

はどのような仕事
し ご と

が適
てき

しているかわからないから 

5 その他
た

（                           ） 
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とい げんざい しょう ひと しゅうろう し えん し さく すいしん しょう

ひと はたら じょうけん ひつよう おも

１ 障
しょう

がいに合
あ

った仕
し

事
ごと

であること 

２ 障
しょう

がいに合
あ

った勤
きん

務
む

条
じょう

件
けん

であること 

３ 賃金
ちんぎん

が妥当
だ と う

であること 

４ 障
しょう

がいがある人
ひと

に配
はい

慮
りょ

した設
せつ

備
び

が 整
ととの

っていること 

５ 障
しょう

がいの 状
じょう

況
きょう

に応
おう

じたサポート体
たい

制
せい

があること 

６ 通勤
つうきん

手段
しゅだん

があること 

７ 自宅
じ た く

で仕事
し ご と

ができること 

８ 障
しょう

がいに対
たい

する 周
しゅう

囲
い

の理
り

解
かい

があること 

９ 通院
つういん

などの保障
ほしょう

があること 

10 その他
た

（                           ） 

11 わからない 

 
とい しょう じ ど う せ い と きょういくかんきょう い か がっきゅう がっこう せい

び よ おも

１ 通 常
つうじょう

の学 級
がっきゅう

 

２ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学 級
がっきゅう

 

３ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

 

４ 通 常
つうじょう

の学 級
がっきゅう

と特別
とくべつ

支援
し え ん

学 級
がっきゅう

の併用
へいよう

 

５ 児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の実
じっ

態
たい

に応
おう

じて異
こと

なる 

６ その他
た

（           ） 
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とい しょう じ どう せい と きょういく かん ひつよう

おも

１ 児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の 障
しょう

がいの 状
じょう

況
きょう

に応
おう

じた学
がく

習
しゅう

指
し

導
どう

の 充
じゅう

実
じつ

 

２ スロープなど、児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の 障
しょう

がいに対応
たいおう

した施設
し せ つ

設備
せ つ び

 

３ 特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育
きょういく

の理解
り か い

・啓発
けいはつ

の推進
すいしん

 

４ 教 育
きょういく

・保健
ほ け ん

・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

などの関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

 

５ 潜在的
せんざいてき

疾病
しっぺい

や身体
しんたい

発育
はついく

などの早期
そ う き

発見
はっけん

・適切
てきせつ

な治療
ちりょう

や指導
し ど う

 

６ 障
しょう

がいのある児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

する精神的
せいしんてき

な支援
し え ん

 

７ 障
しょう

がいのある児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

する経済的
けいざいてき

な支援
し え ん

 

８ 通学
つうがく

に対
たい

する支援
し え ん

（送迎
そうげい

など） 

９ 障
しょう

がいに対
たい

する 周
しゅう

囲
い

の理
り

解
かい

 

10 その他
た

（                           ） 

11 特
とく

にない 
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福祉
ふ く し

のまちづくり 

 
とい かんきょう しょう ひと がいしゅつ かいぜん おも

１ かなり改善
かいぜん

されている     ４ 改善
かいぜん

されていない 

２ 少
すこ

しずつ改善
かいぜん

されている    ５ どちらともいえない 

３ あまり改善
かいぜん

されていない    ６ わからない 

 
とい しょう ひと つぎ し せ つ つか か っ て よ おも

かくこうもく

 

記入例
きにゅうれい

） 

ア 道路
ど う ろ

および周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 
５ ○4  ３ ２ １ 

ア 道路
ど う ろ

および周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 ５ ４ ３ ２ １ 

イ 駅舎
えきしゃ

および周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 ５ ４ ３ ２ １ 

ウ 公 共
こうきょう

施設
し せ つ

および周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 ５ ４ ３ ２ １ 

エ 商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

および周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 ５ ４ ３ ２ １ 

オ 公園
こうえん

および周 辺
しゅうへん

の整備
せ い び

 ５ ４ ３ ２ １ 

カ 電
でん

車
しゃ

の乗
の

り降
お

り ５ ４ ３ ２ １ 

キ バスの乗
の

り降
お

り ５ ４ ３ ２ １ 

ク 公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

の乗
の

り継
つ

ぎ ５ ４ ３ ２ １ 
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相模原市
さ が み は ら し

の障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

 

 
とい さ が み は ら し しょう ひと く おも

１ とても暮
く

らしやすい       ４ 暮
く

らしにくい 

２ どちらかというと暮
く

らしやすい  ５ どちらともいえない 

３ どちらかというと暮
く

らしにくい  ６ わからない 

とい さ が み は ら し しょう ひと く つぎ

ぶん や じゅうてんてき と く ひつよう おも

１ 労働
ろうどう

・雇用
こ よ う

 ８ 情 報
じょうほう

のバリアフリー化
か

 

２ 教 育
きょういく

・学 習
がくしゅう

 ９ 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

支援
し え ん

 

３ 所得
しょとく

保障
ほしょう

 10 社会
しゃかい

参加
さ ん か

・外 出
がいしゅつ

支援
し え ん

 

４ 保健
ほ け ん

・医療
いりょう

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 11 各種
かくしゅ

制度
せ い ど

の自己
じ こ

負担
ふ た ん

額
がく

の更
さら

なる軽減
けいげん

 

５ 総合的
そうごうてき

な相談
そうだん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 12 防災
ぼうさい

 

６ 権利
け ん り

擁護
よ う ご

・虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

 13 差別
さ べ つ

の解 消
かいしょう

 

７ 道路
ど う ろ

や建築物
けんちくぶつ

等
とう

のバリアフリー化
か

  14 その他
た

（            ） 

 
とい さ が み は ら しけんこうふ く しきょくない しょう がい ひょうき も じ いんしょう やわ

し こ う て き ほうりつようご いりょうようご か め い い が い ひょうき

しょう しゃ がい ひょうき かんが

１ 法律 上
ほうりつじょう

も「害
がい

」という字
じ

が使
つか

われており、制
せい

度
ど

も含
ふく

め、これまで使
つか

われてきた表記
ひょうき

でもあり、問
もん

題
だい

ないと思
おも

う 

２ 「害
がい

」という表記
ひょうき

は印 象
いんしょう

はよくないが、他
ほか

の適当
てきとう

な表記
ひょうき

が見
み

当
あ

たらない 

３ 「害
がい

」という表記
ひょうき

は印 象
いんしょう

がよくないので、ひらがななどの 表
ひょう

記
き

が望
のぞ

ましい 

４ どちらともいえない 

５ その他
た

（                            ） 
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とい さ い ご し しょう ひと ふ く し し さ く い けん ていあん

じ ゆう か

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調
ちょう

査
さ

にご 協
きょう

力
りょく

いただき大
たい

変
へん

ありがとうございました。  

記
き

入
にゅう

もれがないかもう一
いち

度
ど

お確
たし

かめのうえ、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

は不要
ふ よ う

）に入
い

れて、 

令和
れ い わ

８年
ねん

１月
がつ

３０日
にち

（金
き ん

）までにお近
ちか

くのポストに投
とう

函
かん

してください。 
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相模原市
さ が み は ら し

LINE
ら い ん

公式
こうしき

アカウント「 障
しょう

がい福
ふく

祉
し

制
せい

度
ど

案
あん

内
ない

サービス機
き

能
のう

」 

お友達
ともだち

登録
とうろく

は下記
か き

URL から！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相模原市障害福祉計画等策定基礎調査 

報 告 書 

 

令和８年３月 

 

調査主体 相模原市 健康福祉局 地域包括ケア推進部 地域包括ケア推進課 

〒252-5277 相模原市中央区中央2-11-15 

TEL：042-769-9222  FAX：042-759-4395 

 

「障害」の「害」の字について、文字の印象を和らげるため、 

本書では、ひらがな表記としている場合があります。 

 

 


